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本書をお誘みになる前に 

本書の表記 


■ 警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をを全に正しくお使いいただき、 
あなたや化の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目巧となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご a 解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

Q 

〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意口未 

巧重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—» 

参照ページを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： [ Ctrl ] キ ー 、 Enter 】 キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 【 Shift 】 + 【 t 】 キーなど 
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■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 FMV マニュアル」の順にクリック 
します。 



「スタート」ボタン 



(画面は Windows Vista の例です） 

(1) 「スタート」ボタンをクリックし、 （2) 「すべてのプログラム」をポイントし、 （3 )「FMV 
マニュアル」 をクリックする操作を表しています。 


■ ウィンドウ名の表記について 


Windows Vis ねの場合、本文中のウインドウタは、アドレスバーの最後に表示されているを称 
を表記しています。 


例： 


Okj 1^' コンビュ-タノ- 


回 I 


度ま 


fj ドキユ> シト 
% ピクチで 


を前 まま を ft サイズ 

パードディスクドライブ （2) 

口ーカルディスクに:） 

2L> -, 



丄 

「コンピュータ」 ウインドウ 


丄 

「システム」ウインドウ 


■ 画面例およびイラストについて 

画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示される画面やイ 
ラスト、およびファイル《などが異なることがあります。また、イラストは説明の都合上、本 
来接続されているケーブル類を省略していることがあります。 


■ CD や DVD の使用について 

本文中の操作手順において、 CD や DVD を使用することがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていない場合は、必要に応じて別売の周辺機器を用意してく 
ださい。使用できる周辺機器については、富±通製品情報ページ内にある FMV - LIFEBOOK の 
「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧く ださい。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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■本文に記載している仕様とお使いの機種との相違について 

本文中の説明は、標準仕様に基づいて記載しています。 

ご購入時にカスタムメイドで仕様を変更した機種の場合は、本文中の説明がお使いの機種の仕 
様と異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 

なお、本文内において、機種や OS 別の書き分けがある箇所については、お使いの機種の情報 
をお読みください。 

■ 製品名の表記 

本文中では、製品を称を次のように略して表記します。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV-S847 日 

S8470 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-S8370 

S8370 

Windows Vista® Business with service PacKl 

Windows v^ista Business 

Windows 

Vista 

Windows 

Windows Vista® Home Basic with Service Packl 

Windows v^ista Home Basic 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP Professional 

Windows 

XP 

Microsoft® Windows® XP P 本語版 Service Pack 

Windows XP Professional (SP2) 

Windows® Internet Explorer® 7 

Internet Explorer 7 

Windows® Internet Explorer® 6.0 SP2 

Internet Explorer 6.0 SP2 

Microsoft® Office Professional 2007 

Office Professional 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 with Microsoft® 

Office PowerPoint® 2007 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 

Office Personal 2007 

Norton AntiVirus™ 2008 

Norton AntiVirus 

民 oxio Creator LJ 

民 oxio Creator 

InterVideo WinDVD™ 

WinDVD 

Adobe® Reader® 9.0.0 

Adobe Reader 

Bluetooth 趣 

Bluetooth 

Sony FeliCa ポ'ートソフトウエア 

FeliCa ポートソフトウエア 

ExpressCard™/34 モジュール 

ExpressCard/34 モンユール 

ExpressCard 

ExpressCard™/52 モジュール 

ExpressCard/52 モンユール 


■ モデルの表記 

本文中では、モデルぶを次のように表記します。 


モデル 

本文中の表記 

Windows Vista® Business 正規版及ダウンダレ’—ド 
サービス 

ダウングレードサービスモデル 


■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や URL は2008年9月現在のものです。を更されてい 
る場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください。詳しく 
は『取な説明書』をご覧ください。 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer は、米国 MicrosoftCorporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

インテル、 Inte し Celeron 、 インテル Core、Intel SpeedStep 、 および Centrino は、アメリカ合ま国およびその他の国に 
おける Intel Corporation またはその子会社のき録商標または商標です。 

Phoenix は、米国 Phoenix Technologies 社の登録商標です。 

「メモリースティック J は、ソニー株式会社の商標です。 

SD 力ードおよび SD ロゴは 、 SD ASSOCIATION の商標です。 

FeHCa は、ソニー株ま会社の登録商標です。 

FeHCa は、 ソニー 株式会社が開発したホ接触にカードの巧術方式です。 

ExpressCard™、ExoressCarcTM ロゴは 、 personal Computer Memory Card International Association ( PCMCIA ) の商 
標で、富±通へライセンスされています。 

Adobe 、 Reader は、合ま国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標またはき録商標です。 
Bluetooth ® は、 Bluetooths にの商標であり、弊社へライセンスされています。 

その他のを製品名は、を社の商標、または登録商標です。 

その他のを製品は、を社の著作物です。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2008 


第 1 章 

各部を砍 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名称と働き . 12 

2状態表示 LED . 25 

3セキュリティボタン . 28 
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1各部の名汾と働き 


パソコン本体前面 


番号をクリックすると謀巧箇所へジャンプします。 



1 

2 

3 

4 

5 


6 

7 


1 Fel に a ポート（搭載機種のみ） 

「FeUCa 巧応カード」や 「FeUCa 対■応携帯電話」を利用する場合、ここにタッチします。 
「セキュリティ」一 「 FeliCa ポート」 （^ P .159) 

2 液晶ディスプレイ 

P POINT 

► 液晶ディスプレイの特性について 

な下は液晶ディスプレイの特性です。これらは故障ではありませんので，あらかじめご了 
承ください。 

-巧晶ディスプレィはおをに精度の高いは術で作られておりますが、画面の一部に点なし 
ないドットや、常時点なするドットがち在する場合があります（有効ドット数の割合は 
99.99% な上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレィの表示しうる全ドッ 
卜数のうち、表示可能なドット数の割合」を示しています）。 
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-本パソコンで使巧している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異 
なる場合があります。また、温度変化などで多少、の色むらが発生する場合があります。 

-長時間同じ表示を続けると残像となることがあります。残像は、しばらくすると消えま 
す。この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、ス 
クリーンセーバーの使巧をお勧めします。 

省電力機能などを利用して、自動的にディスプレィの電源を切る設定は、「電源オプショ 
ン」ウィンドウ左の「ディスプレイの電源を切る時間の設定」 （ WindowsVis ね）、「電源 
オプションのプロパティ」ウィンドウ （ WindowsXP ) から巧えます。また、スクリー 
ンセーパ'—の設定については、 Windows のヘルプをご覧〈ださい。 

-表示する条件によってはムラおよび微少な斑点が目立つことがあります。 

3セキュリティボタン 

添付のソフトウェア「セキュリティボタン」でパスワードを設定することにより、ュー 
ザー認証を行うことができます。 

また、 Windows 起動時にはワンタッチボタンとしても使用できます。 

「七キュリティボタン」（一 P .28) 

4 電源 ボタン （0) 

パソコン本体の電源を入れたり、省電力が態にしたり、省電力が態から復帰させたりす 
るためのボタンです。 

P POINT 

► 強制終了をするときなかは、電源ボタンを4秒な上押さないでください。 

電源ボタンを4砂が上押し続けると、パソコン本体の電源が切れてしまいます。 

5 状態表示 LED 

本 パソコンのが 態が表示されます。 

「が態表示 LED 」 （一 P .25) 

6スピーカー 

本 パソコ ンの音声が出力されます。 

「取り キ 及い」一「音量 （Windows Vista の場合）」（一 P .88) 

「取り极 い」一 「音量 （Windows XP の場合)」（一 P .93) 

7 キーボード、 

「取り极い」一「キーボード」（一 P .44) 

8 指紋 センサー （搭載機種のみ） 

指紋を識別してューザー認証を行うことができます。 

「セキュリティ」一 「指紋 センサー」 （一 P .159) 

9ワイヤレススイッチ （無線 LAN 搭載機種のみ） 

無線 LAN による通信機能の ON/OFF を切り替えます。 

病院や飛行機内など電子機器使用の規制がある場所では、スィッチを OFF にしてくださ 

い。 

- S 8470 の場合 

「取り极 い」一 「無線 LAN ( IEEE 802.11 a 、 IEEE 802.11 g 、 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準 
拠)」（一 P .99) 

- S 8370 の場合 

「取り极 い」一 「無線 LAN (圧 EE 802.11 a 、 圧 EE 802.1 Ig 準拠)」（一 P . lOl ) 
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10ヘッドホン■ラインアウト兼用端子 （0) 

ホ版のへッドホンを接続します（外径 3.5mm のミニプラグ)。 

ただし、形状によっては取り付けられないものがあります。ご購入前に確認してくださ 

い。 

また、設定を'変更することにより、ラインアウト端子として使用することもできます。 

• Windows Vista の場合 

「取りない」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」（一 P.92) 

• Windows XP の場合 

「取りない」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」（一 P.96) 

A ミ主意 

0 9 ヘッドホンやイヤホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないでください。 

百を刺激するような大きな音量で聞〈と、聴力に悪い影響をちえる原因となることがありま 
す。 

© • 電源を入れたり切ったりする前には音量を最小にしておいてください。また、へッドホンやイ 
ヤホンをしたまま、電源を入れたり切ったりしないでください。 

突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響をちえる原因となることがあります。 

11マイク■ラインイン兼用端子 （/) 

ホ版のマイクを接続します（外径 3.5mm のミニプラグ)。 

ただし、巿版されているマイクの一部の機種（ダイナミックマイクなど）には、使用で 
きないものがあります。ご購入前に確認してください。 

また、設をを'変更することにより、ラインイン端子として使用することもできます。 

• Windows Vista の場合 

「取り极い」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」（一 P.92) 

• Windows XP の場合 

「取り扱い」一「ヘッドホン.ラインアウト兼用端子/マイク.ラインイン兼用端子の 
機能を切り替える」（一 P.96) 

12 ラッチ 

液晶ディスプレイが開かないようにロックします。 

液晶ディスプレイを開くときは、ラッチを押しながらロックを外します。 

13 フラットポイント 

マウス ポインタを操作します。 

中央の スクロール ボタンを押すと、画面が上下に スクロールし ます。 

なお、指紋センサー搭載の場合は、 スクロール ボタンは搭載されていません。 

「取り极い」一「フラットポイント」（一 P.32) 

P POINT 

► お使いになるソフトウェアによっては，スク□—ルボタンによる画面のスク□—ルができ 
ない場合があります。 
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パソコン本体上面 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



(イラストは機種やが況により異なります) 


1 内蔵無線 LAN アンテナ（無線 LAN 搭載機種のみ） 

無線 LAN 用のアンテナが内蔵されています。 

本パソコンの使用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。 
また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの） 
でできている場巧を避けてください。通信性能が低下し、設置環境によっては通信でき 
なくなることがあります。 

- S8470 の場合 

「取りない」一「無線 LAN (圧 EE 802.11 a、 圧 EE 802.11 g、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準 
拠)」卜 P'99) 

- S8370 の場合 

「取り极 い」一 r 無線 LAN (圧邸802.11 a、 圧邸802.1 Ig 準拠）」 HP.lOl) 
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パソコン本体右側面 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


が重要 

► コネクタに周辺機器を接続する場合は、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続してくだ 
さい。 


1 吸気孔 

冷却用の空気を取り込むための穴です。 

A ミ主意 

0 »吸気孔をふさがないで<ださい。 

内部に熱がこもり、义災の原因となることがあります。 

2 盜難防止用ロック取り付け穴 

ホ版の盗難防止用ケーブルを取り付けます。 

「セキュリティ J _レくソコン本体の施錠方法」（一 P .162) 

3 USB コネクタ（一^) 

FDD ユニット （ USB ) や USB 接続に対応したプリンタなど、 USB 規格の周辺機器を接続 
します。 

USB 2.0 に準拠しているため、 USB 1.1 および USB 2.0 に巧応した機器が接続できます。 

P POINT 

► ハブなどを経由して USB2.0 に対応した機器を接続した場合、経由させる機器の性能によつ 
ては、接続した機器の性能がほ下することがあります。 

4 モデムコネクタ（己）（モデム搭載機種のみ） 

モジュラーケーブルを接続します。 

「取りない」一「内蔵モデム」（一 P .103) 

P POINT 

► 内蔵モデムについては『内蔵モデムをお使いになるちへ J1 をご覧ください。 
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5 モバイルマルチベイ 

カスタムメイドの選択により、次のいずれかの ユニッ トが搭載されています。 

ユニッ トは交換することができます。 

「取りキ及い」一「モバイルマルチベイ」（一 P .58) 

-内蔵 DVD - ROM ドライブ ユニット （ S 8370 のみ） 

-内蔵 DVD - 民 OM & CD - R / RW ドライブ ユニット （ S 8370 のみ） 

-内蔵 スーパーマルチ ドライブ ユニット 
• モバイ ルマルチ ベイ用 カバー 

「周辺機器の設置/設定/増設」一 「 CD / DVD 」 （一 P .129) 

が重要 

► モバイルマルチベイに何も取り付けていない状態では、本パソコンを使巧しないでくださ 
し、。 故障の原因となります。 

6 CD / DVD 取り出しボタン ( CD / DVD ドライブ搭載機種のみ） 

CD / DVD ドライブにディスクを七ットするときや取り出すときに押します。 
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パソコン本体を側面 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


1 2 



5 


(イラストは機種やが;兄により異なります) 


が重要 

► コネクタに周辺機器を接続する場合は、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続してくだ 

さし、。 

1 PC 力ードスロット（固） 

お使ぃになる PC カードを七ットします。 

「取りなぃ」一 「 PC カードスロット」 （^ P '61) 

2 PC 力ード取り出しボタン 

PC カードを取り出すときに押します。 

「取りなぃ」一 「 PC カードを取り出す」い P .63) 

3 LAN コネクタ (基) 

LAN ケーブルを接続します。 

「取り扱ぃ」一 「LAN (有線 LAN ) j い P .98) 

4 DC - IN コネクタ（ニニニ） 

パソコン 本体に添付の AC アダプタを接続します。 

5 外部ディスプレイコネクタ （(□) 

プロジェクタやアナログディスプレイなど、外部ディスプレイを接続します。 

「取り极ぃ」一「表示可能なディスプレイの組み合わせ」（一 P .72) 

「取り极ぃ」一「マルチモニタ機能」（一 P .81) 

6排気孔 

パソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。 

本パソコンの電源を入れると、内部のファンが数秒間回転します。 

また、パソコン本体内部の温度が高くなると内部のファンが回転し、熱が放出されます。 
このため、起動時や動作中にファンによる回転音が発生しますが、パソコン本体の放熱 
のためであり、異常ではありません。 
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A ミ主意 

排気孔をふさがないでください。 

内部に熱がこもり、义災の原因となることがあります。 

が重要 

► 排気孔からは熱風が出ます。排気孔付近には手を触れないで〈ださい。 

► 排気孔の近〈に物を置かないでください。排気孔からの熱で、排気孔の近〈に置かれた物 
が熱くなることがあります。 
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パソコン本体背面 
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パソコン本体下面 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



「取り极ぃ」一「バッテリ」（一 P .50) 

2内蔵/くッテリパックロック 

内蔵バッテリパックを取り外すときにスライドさせます。 

「取りキ及ぃ」一「内蔵バッテリパックを交換する」い P .55) 

3ポートリプリケータ接続コネクタ 

ポートリプリケータを接続します。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「ポートリプリケータ」（一 P .126) 

4モバイルマルチベイロック 

モバイルマルチベイを取り付け/取り外しをする場合にスライドさせます。 

5 メモリ（拡張 RAM モジュール）スロット 

本 パソコンの メモリが セット されてぃます。メモリ容量は増やすことができます。 
「周辺機器の設置/設定/増設」一「メモリ」（一 P .121) 

6ダストキヤッチヤー 

空冷用通風路に蓄積したほこりを取るために、取り外すことができます。 

「お手入れ」一「空冷用通風路のお手入れ」（一 P .231) 

7吸気孔 

冷却用の空気を取り込むための穴です。 

A ミ主意 

吸気孔をんさがなぃで〈ださぃ。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 
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んートリ y リヶータ 

カスタムメイドの選択により、ポートリプリケータが添付されています。 
番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 




が重要 

► 各コネクタに周辺機器を接続する場合は、周辺機器とポートリプリケータの、それぞれの 
コネクタの向きを確認し、まつすぐ接続して〈ださし、。 

► パソコンにポートリプリケータを接続した時は、パソコン本体ち側面後部の USB コネクタ 
は使巧できません。 

1 USB コネクタ（一^) 

FDD ユニット ( USB ) や USB 接続に巧応したプリンタなど、 USB 規格対応の機器を接続 
します。 

USB 2.0 に準拠しているため、 USB 1.1 および USB 2.0 に巧応した機器が接続できます。 

P POINT 

► ハブなどを経由して USB2.0 に対応した機器を接続した場合、経由させる機器の性能によつ 
ては、接続した機器の性能が低下することがあります。 
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2拡張キーボード/マウスコネクタ 

PS /2 マウスや PS /2 キーボードを接続します。 

「取りない」一「テンキーボード」 （^ P .48) 

「取りない」一 「 PS /2 マウス」 （^ P '39) 

3 パラレルコネクタ（島） 

セントロニ クス 準拠の機器（プリンタなど）を接続します。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「プリンタ」 （^ P .144) 

4 シリアルコネクタ（区回） 

RS -232 C 準拠の機器を接続します。 

5外部ディスプレイコネクタ （ in) 

プロジェクタやアナログディスプレイなど、外部ディスプレイを接続します。 

「取りあい」一「表示可能なディスプレイの組み合わせ」（一 P .72) 

「取りない」一「マルチモニタ機能」 （一 P .81) 

6 LAN コネクタ（^) 

LAN ケーブルを接続します。 

「取り抜い」一 「LAN (有線 LAN )」 い P .98) 

7 盜難防止用ロック取り付け穴 

ボ販の盗難防止用ケーブルを取り付けます。 

「セキュリティ J _レくソコン本体の施錠ホ法」（一 P .162) 

8 DC - IN コネクタ（ニニニ） 

ポ'ートリプリケ' —夕に添付の AC アダプタを接続します。 

が重要 

► ポートリプリケータの DC-IN コネクタには、ポートリプリケータに添付の AC アダプタを接 
続してください。パソコン本体に添付の AC アダプタはご使巧になれません。 

9 本体接続コネクタ 

パソコン 本体下面にあるポートリプリケータ接続コネクタを接続します。 

パソコンとポートリプリケータを接続するためのコネクタです。 

10ポートリプリケータす又り外しレバー 

ポートリプリケータをパソコン本体から取り外ず場合にレバーを起こします。 
「周辺機器の設置/設定/増設」一「ポートリプリケータ」（一 P .126) 
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FDD ユニット （ USB ) 

FDD ュニットはカスタムメイドです。標準添付はされておりません。 
番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



1アクセスランプ 

フロッピー ディスクにデータを書き込んだり、 フロッピー ディスクからデータを読み出 
したりしているときに点灯します。 

が重要 

► アクセスランプが点打中にパソコン本体の電源を押すと、フロッピーディスクのデータが 
壊れるおそれがあります。 

2フロッピーディスクドライブ 

フロッピーディスクを七ットします。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「フロッピーディスク」（一 P .141) 

3フロッピーディスク取り出しボタン 

フロッピーディスクを取り出すときに押します。 

「周辺機器の設置/設定/増設」一「フロッピーディスク」（一 P .141) 

4接続コネクタ 

パソコン 本体またはポートリプリケータと接続します。 

「周辺機器の設置/設定/増設」 一「 FDD ユニット （ USB ) の取り付け/取り外し」卜 P .142) 
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2状態表示 LED 


番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



P POINT 

► 電源が切れているが態では、状態表示 LED の表示が消灯します。 

ただし、 AC アダプタを接続している場合は、バッテリお電ランプが点灯または点滅します。 

1 Num Lock ランプ （だ]) 

キーボー ドが テンキーモー ドのときに点灯します。 テンキーモー ドへの切り替えは、 
【 NumLk 】 キーで 行います。 

「取り极い」一「キーボード」（一 P.44) 

艺 Caps Lock ランブ（居]) 

アルファべットの大文字入カモードのときに点灯します。 

大文字/小文字の入カモードの切り替えは、 【 Shift 】 + [Caps Lock ] キーで行います。 
「取りキ及い」一「キーボード」（一 P.44) 

3 Scroll Lock ランプ（を]) 

画面を スクロールし ないように設定 （スクロールロック） したときに点灯します。 

[ Fn ] + 【 NumLk 】 キーを 押して、 スクロールロックの 設定と解除を切り替えます。 

点灯中の動作は、ソフトウェアに依存します。 
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4 電源ランプ （®) 

本パソコンのが態を表示します。 


LED ランプ 

バッテリパックの充電状態 

青色点げ 

動作が態 

青色点滅 

スリ ープ /スタンバイ 

消灯 

電源 OFF または休止状態 


5 AC アダプタランプ 、 ) 

AC アダプタを接続しているときに点げします。 

6バッテリ充電ランプ （♦ m ) 

本パソコンに AC アダプタが接続されている場合に、内蔵バッテリパックの充電が態を 
表示します0 

「取り扱い」ーレくッテリを充電する」い P.51) 


LED 表示 

内蔵バッテリパックの充電状態 

消灯 

充電終了 

ホレンジ点灯 

巧電中 

オレンジ点滅 

巧電停止中レくッテリ温まアラーム時など） 

バッテリ充電ランプのオレンジ点滅は、内蔵バッテリパックが熱を 
持って温度が高くなったり、冷やされて温度が低くなったりしたとき 
に、バッテリ保護機能が働いて充電を停止していることを表していま 
す。しばらくして内蔵バッテリパックの温度が平常に戻ると、点げに 
なり充電を再開します。 


7 バッテリ残量ランプ（亡三 D) 

本 パソコンに 接続されている内蔵バッテリパックの残量を表示します。 
ここでは、バッテリで運用しているときのが態を説明しています。 
「取り扱い」ーレくッテリの残量や消耗が態を確認する」 （^P.53) 


LED 表示 

状態の説明 

緑色点な 

バッテリ残量100〜50% 

緑色点滅 

バッテリ残量100〜50〇/〇 (スリープ/スタンバイ中） 

ホレンジ点灯 

バツテリ歹卖量49〜13% 

オレンジ点滅 

バッテリ残量49〜13% (スリープ/スタンバイ中） 

内蔵バッテリパック装着後4ゆ間のオレンジ点滅は、バッテリ残量の 
計測中を表しています。 

赤色点灯 

バッテリ残量12%が下 
このが態を LOW バッテリ状態といいます。 

赤色点、滅 

バッテリ残量12〇/〇な下（スリープ/スタンバイ中） 

バッテリが正しく充電されていない場合は、短い間隔でホ色点滅しま 
す。一度パソコン本体の電源を切ってからバッテリを取り外し、もう 
一度取り付けてください。それでも短い間隔でホ色点滅している場合 
はバッテリが異常です。新しいバッテリと交換してください。 

消灯 

バッテリ未接続時またはバッテリ残量0% 
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8増設用内蔵バッテリ充電ランプ （♦ OD ) 

本 パソコンに AC アダプタが接続されている場合に、増設用内蔵 バッ テリ ユニッ トの充 
電が態を表示します。 

9増設用内蔵バッテリ残量ランプ ( fT ~ l ) 

本パソコンに接続されている増設用内蔵バッテリユニットの残量を表示します。 

増設用内蔵バッテリユニットが装着されていると点げします。 

10ディスクアクセスランプ （1^) 

内蔵ハードディスクや CD / DVD にデータを書き込んだり、データを読み出したりしてい 
るときに点げします。 

が重要 

► ディスクアクセスランプの点な中に電源ボタンを押すと、ハードディスクのデータが壊れ 
るおそれがあります。 
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3七キュリテイボタン 


セキュリティボタンを{ま用して、本パソコンの起動時や、省電力状態からのレジューム時にパ 
スワードを設定することができます。また七キュリティボタンは、 Windows が起動していると 
きにはワンタッチボタンとして機育目します。 

セキュリティボタンの詳しい巧いホについては、『セキュリティボタン取な説明書』をご覧く 
ださい。 

ワンタッチボタンとして使用するときの設定のを更ホ法については、「ワンタッチボタン設を」 
のヘルプをご覧ください。「ワンタッチボタン設を」のヘルプは 「スタート」 一「すべてのプ 
ログラム」一「ワンタッチボタン」一「ヘルプ」の順にクリックすると表示します。 



■ 七キユリテイボタンとしての機能 


名称 

機能 

1〜4ボタン 

パスワードを入力するときに使用します。 

Enter ボタン 

入力したパスワードを確定するときに押します。 

セキュリティ表示 Oti 

添付のソフトウェア「セキュリティボタン」でパスワードを 
設定している場合、パスワード要求時に点灯します。パソコ 
ン本体の電源を入れたときやレジューム時にセキュリテイ表 
示が点灯したらパスワードを入力してください。 
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■ワンタッチボタンとしての機能 （ Windows 起動中) 


本体の 

刻印 

Windows 起動中の名称 

動作 

1 

ワンタッチ「サポートナビ」ボタン 

「 FMV サポートナビ」が起動します。 

2 

ワンタッチ「省電力」ボタン 

. 「省電カユーティリティ」で設をされた省 
電カモードになり、消費電力を節拘するこ 
とができます。ボタンを押すごとに省電力 
モードと通常モードが切り替わります。 

. ご購入時の設定では液晶ディスプレイの 
輝度（明るさ）が暗くなります。 

-「省電カユーティリティ」については、「取 
りない」一「省電カモード」（一 P .116) を 
ご覧ください。 

3 

ワンタッチ「プレゼン」ボタン 

-画面の解像度や出力先が切り替わります。 
画面の解像度や出力先の設定は 「 Fuji じ U 
Display Manager 」 で複数作成することがで 
きます。詳しくはヘルプをご覧ください。 

. ご購入時の設定では、出力先は本パソコン 
と本パソコンに接続した外部ディスプレ 
イの同時表示になります。 

. ボタンを連続して押さないでください。ボ 
タンは、画面が切り替わったのを確認して 
から押してください。 

4 

ワンタッチ「ロック」ボタン 

Windows のロック画面に切り替わります。 

Enter 

使用できません。 











Memo 



第 2 章 


巧り巧い 

本パソコンを使用する上での基本操作や、本パ 
ソコンに取り付けられている（取り付け可能な） 
周巧機器の基本的な取リキあい方について説明し 
ています。 


1ポインティングデバイス . 32 

Z ^— / t ' ^ h . 44 

3バッテリ . 50 

4モバイルマルチベイ . 58 

5 PC 力ードスロット . 61 

6ディスプレイ . 已5 

7列•部ディスプレイ . 71 

8音量 （ WindowsVis ねの場合） . 88 

9音量 （Windows XP の場合） . 93 

10通信 . 98 

11スリープ/休止状態 （ WindowsVista の場合） . 104 

12スタンバイ/付;止状態 （Windows XP の場合） . 110 

13省電カモード . 116 
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1ポインティングデバイス 

ポインティングデバイスとは、マウスやフラットポイントなどの、画面上の矢印（マ 
ウスポインタ）を動かしたり、クリック、ダブルクリック、ドラッグなどの操作を 
したりする装置のことです。 

フラットポイント _ 

フラットポイントは、指先の操作で、画面上の矢印（マウスポインタ）を動かすことのできる 
ポインテインダデバイスです。操作面と左右の2つのボタン、および中央のスクロールボタン 
で構成されています。 

なお、カスタムメイドで指紋センサーを選択した®合は、 スクロール ボタンは搭載されていま 
せん。 


操作面 



■ ま意事項 

• フラットポイントは、その動作原 a 上、お使いになるホの指先の乾燥まなどにより、ポイ 
ンティング動作に若干の個人差が発生する場合があります。 

• フラットポイントは表面の結露、湿気などにより、誤動作することがあります。また濡れ 
た手や汗をかいた手でお使いになった場合、あるいはフラットポイントの操作面が汚れて 
いる場合はマウスポインタが正常に動作しないことがあります。電源を切ってから、中性 
洗剤を含ませた柔らかいホで汚れを拭き取ってください。 

• ご購入時は、パソコン本体にマウスを接続すると、フラットポイントが無効になるように 
設をされています。フラットポイントとマウスの同時使用については、「マウスのプロパ 
ティ」ウィンドウで設をできます。詳しくは、「マウス接続時にフラットポイントを有効に 
する」 （^ P .42) をご覧ください。 

■ フラットポイントの使い方 

• フラットポイントの操作面でクリックなどの操作を行う場合は、指先で怪く、素早く触れ 
てください。力を入れて行う必要はありません。 

•マウス ポインタは、フラットポイントの操作面を指でなぞったホ向に移動します。操作面 
の端まで移動した場合は、 一 ま操作面から離し、適当な場所に指を降ろしてからもう 一 ま 
なぞってください。 
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■クリック/タップ 

左ボタンをカチッと1回押してすぐ離すホ法（クリック）と、操作面を1回怪くたたくホ 
法（タップ）とがあります。 



• ちクリック 

右ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ダブルクリック/ダブルタップ 

左ボタンをカチカチッと2回素早く押してすぐ離す方法（ダブルクリック）と、操作面を 
2回連続して怪くたたくち法（ダブルタップ）とがあります。 



• ポイント 

マウスポインタをメニューなどに合わせることを「ポイント」と呼びます。マウスポイン 
夕を合わせたメニューの下に階層がある場合は（メニューの右端に ► が表示されていま 
す)、 メこュ. ~が表示されます。 



• ドラッグ 

アイコンやウインドウを、マウスポインタでつかむようにして移動させるホ法です。「ド 
ラッグ （ drag )」 とは、「ひきずる」という意ホです。 

移動させたいアイコンやウィンドウにマウスポインタを合わせてから、操作面をすばやく 
2回軽くたたき、2回目にたたいたときに指を操作面上から離さずに、そのまま指で操作面 
をなぞると、アイコンやウィンドウを希望の位置まで移動させることができます。 

また、アイコンやウインドウにマウスポインタを合わせてから、左ボタンを押しながら指 
で操作面をなぞって、アイコンやウィンドウを希望の位置まで移動させる方法もあります。 
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• スクロール 

スクロール ボタンは、カスタムメイドで指紋センサーを選択しなかった場合に搭載されて 
います。 

ウインドウ内にあるスクロール領域をクリックしてからスクロールボタンを前後に押す 
と、ウインドウ内の表示がスクロールしまず。 


前： 上に スクロール する 
後： 下に スクロール する 


■ ジェスチャー機能 

フラットポイントの設定を変更すると、カイラルモーションやモーメンタム、ピンチといつ 
た、ジェスチャー機能を使用することができます。 



□ ジェスチヤー機能の設定画面を表示する 


ジェスチャー機能は「マウスのプロパティ」ウィンドウで設定しまず。「マウスのプロパティ」 
ウィンドウは、次の手順で表示します。 

f 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

レ、ードウェアとサウンド」の「マウス」をクリックします。 

• Windows XP の場合 

「プリンタとその化のハードウェア」一「マウス」の順にクリックしまず。 

「マウスのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「デバィス設定」タブをクリックします。 

4 「設定」ボタンをクリックします。 

この画面で「カイラルモーション」や「モーメンタム」、「ピンチ」の設定を行います。 

5 各項目を設定したら、 「 OK 」 をクリックして設定を終了してください。 
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□ ジ X スチャー機能の種類と設定方法 

ジェスチャー機能には、まに次の種類があります。 

•カイラルモーション 

フラッ トポイントの操作面の右端、または下端で マウス ポインタを スクロール させた後、 フ 
ラッ トポイントの操作面から指を離さずに円がになぞると、 スクロールの 動作が続きます。 



時計周り 

下/左にスク ロール 

反時計周り 
上/ちにス クロール 


設定 

し レくーチャルスクロール」をクリックします。 

2. r ChiralMotion スクロールを使用する」にチェックを付けます。 

「垂直スクロールを使用する」または「水平スクロールを使用する」がチェックされ 
ていないと、 「 ChiralMotion スクロ ールを使用する」にチェックを付けることはでき 
ません。 



どちらか一方 
または雨方に 
チェックを付 
けてください。 


• モー メンタム 

フラットポイントの操作面を素早くなぞると、マウスポインタがスライドさせた方向にし 
ばらく動きます。 



設定 

し 「ポインタの動作」のおにある「+」をクリックします。 
2. r Momentum (モーメンタム）」をクリックします。 
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3 .「Momentum (モーメンタム）を使用する」にチェックを付けます。 



• ピンチ 

フラットポイントの操作面を、2本の指でつまんだりひらいたりする操作をすると、画像や 
ウィンドウ内の画面が拡大や縮小表示されます。 



• 設定 

し 「ポインタの動作」の左にある「+」をクリックします。 

2. 「Pinch (ピンチ）」をクリックします。 

3. 「Pinch (ピンチ）を使用する」にチェックを付けます。 
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マウス 


カスタムメイドの選択により、 USB マウス、 USB マウス（化学式）、 USB 小型マウス（レーザー 
式）のいずれかが添付されています。 

特に断りがない場合は、 USB マウス、 USB マウス（光学式）、 USB 小型マウス（レーザー式） 
をまとめて 「USB マウス」と呼んでいます。 

■ USB マウス/ USB マウス （光学式） / USB ル型 マウス （レーザー式） 

マウスは、定期的にお手入れしてください。 

「お手入れ」一「マウスのお手入れ」（一 P .227) 

お使いになるソフトウェアによっては、 スクロール ボタンによる画面の スクロールが できない 
場合があります。 



□ USB マウス （光学式） / USB 小型 マウス （レーザー式） について 

底面からの光により照らし出されている陰影をオプティカル（光学）センサーで検なし、マウ 
スの動きをキリ断しています。このため、机の上だけでなく、衣類の上や紙の上でも使用するこ 
とができます。 

が重要 

► オプティカル（光学）センサーについて 

- USB マウス（光学ま）は、マウス底面からホい光を発しています。直接見ると、眼に悪 
い影響をちえることがありますので避けてください。 

- USB 小型マウス（レーザーま）は、マウス底面から眼には見えないレーザー光を発して 
います。直接眼に向けると、眼に悪い影響をちえることがありますので避けてくださし、。 
-センサー部分をミモしたり、傷を付けたりしないでください。 

-発光部分を他の巧途に使巧しないでください。 





製品ガイド FMV-S8470, FMV-S8370 

USB 小型マウス（レーザー式）の取り扱い 
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マウスの接続のしかた 


■ を意事項 

• 本パソコンにマウスを接続すると、自動的にフラットポイントが使えなくなります。 

マウスを接続したときにフラットポイントと併用する場合は、「マウス接続時にフラットポ 
イントを有効にする」（一 P .42) をご覧ください。 

• ポートリプリケータ接続時には、パソコン本体ち側面後部の USB コネクタはお使いになれ 
ません。お使いになる場合は、ポートリプリケータの USB コネクタに接続してください。 
• スクロール機能付きマウスなどの多機能マウスを使用する場合は、専用ドライバのインス 
トールが必要なことがあります。その場合には、標準 PS /2 マウスのドライバに変換してか 
ら、お使いになるマウスのドライバをインストールしてください。 

■ USB マウス 

1 本パソコンの USB コネクタに USB マウスを接続します。 

USB コネクタと USB マウスのコネクタの内側の形状を確認し、形を互いに合わせて、 
まっすぐに差し込んでください。 



■ PS /2 マウス 

ポートリプリケータのあ張キーボード/マウスコネクタに接続してお使いになれます。 

PS /2 マウスは、動作状態で接続しても認識されません。本パソコンの起動時、または省電力 
が態からレジュ ■ ームするときに、接続を認識します。 

動作が態で接続しても認識できる機能を、ホットプラグ機能といい、 BIOS セットアップで設 
をできます。「詳細」メニューー「キーボード/マウス設定」一「ホットプラグ機能」を「有 
効」に設をしてください。 

ホットプラグ機能が無効の場合は、接続する前にパソコン本体の電源を切るか、または省電力 
状態にしてください。 

y パソコン本体にポートリプリケータを接続します。 

ポートリプリケータを取り付ける手順については、「周辺機器の設置/設を/増設」一 
「ポートリプリケータを取り付ける」（一 P . 口 6) をご覧ください。 
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艺 PS /2 マウスを接続します。 

PS /2 マウスをポートリプリケータ背面の拡張キーボード/マウスコネクタに接続しま 
す。このとき、コネクタに刻印されている矢印が上側になるように接続してください。 



拡張キーボード/マウスコネクタ 


マウスの使い方 


■ ま意事項 

• USB マウス（光学式）および USB 小型マウス（レーザー式）は、次のようなものの表面で 
は、正しく動作しない場合があります。 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

. 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

• USB マウス（光学式）および USB 小型マウス（レーザー式）は、光の陰影でマウスの動き 
を検なしているため、マウスパッドを必要としません。ただし、マウス本体や傷がつきや 
すい机、テーブルの傷防止のために、マウスパッドをお使いになることをお勧めします。 

■ マウスの動かし方 

マウスの左右のボタンに指がかかるように手をのせ、机の上などの平らな場所で滑らせるよう 
に動かします。マウスの動きに合わせて、マウスポインタが同じように動きまず。画面を見な 
がら、マウスを動かしてみてください。 
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■ボタンの操作 

• クリック 

マウスの 左ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ちクリック 

マウスの 右ボタンをカチッと1回押して、すぐに離します。 



• ダブルクリック 

マウスの 左ボタンをカチカチッと2回素早く押して、すぐに離します。 




• ポイント 

マウス ポインタを メニュー などに合わせることを「ポイント」と呼びます。 マウス ポイン 
夕を合わせた メニューの 下に階層がある場合は （メニューの 右端に►が表示され てい ま 
す)、 メニュ ■ —が表示されます。 
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• ドラッグ 

アイコンやウインドウを、マウスポインタでつかむようにして移動させる方法です。「ド 
ラッグ （ drag )」 とは、「ひきずる」という意ホです。 

移動させたいアイコンやウインドウにマウスポインタを合わせてから、マウスの左ボタン 
を押したままマウスを移動し、希望の位置でボタンを離しまず。 



• スクロール 

ウインドウ内にあるスクロール領域をクリックしてからスクロールボタンを前後に回ず 
と、ウインドウ内の表示がスクロールしまず。 

また、第3のボタンとして押して使うこともできます。 



マウス接続時にフラットポイントを有効にする 


本 パソコンにマウスを 接続すると、自動的にフラットポイントが{まえなくなります。 マウスを 
接続したときにフラットポイントと併用する場合は、次のように設をしてください。 

■ USB マウス 

1 「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

ク次のように操作し、「マウスのプロパティ」ウィンドウを表示します。 

参 Windows Vista の場合 

レ、ードウェアとサウンド」の「マウス」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

「プリンタとその化のハードウェア」一「マウス」アイコンをクリックします。 

3 「デバイス設定」タブの 「 USB マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを 
無効にする。」のチェックを外し、 「 OK 」 をクリックします。 


□【 Fn 】 + 【 F 4】 キーでち効/無効を切り替える 

フラットポイントと USB マウスを同時に{ま用する設ををした場合、 BIOS 七ットアップの設を 
をを更すると、 【 Fn 】 + [ F 4] キーでフラットポイントの有効と無効を切り替えることができ 
ます。 
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1 BIOS セットアップの「内蔵ポインティングデバイス」の項目を「手動」に設 
定します。 

BIOS セットアップについては、 「 BIOS 」一「 BIOS 七ットアップの操作のしかた」（一 
P .193) をご覧ください。 

ク Windows が起動したら、 【 Fn】 + [F4] キーを押します。 

キーを押ずたびに、フラットポイントの有劾と無効が切り替わります。 

有幼の場合は rInternal pointing device:EnabledJ 

無効の場合は rInternal pointing device : DisabledJ などと表示されます。 

「マウスのプロパティ」ウィンドウで、 USB マウスを接続したときにフラットポイント 
と同時に使用する設定にしたとき«外は、 BIOS セットアップの設定は変更しないでく 
ださい。 

■ PS /2 マウス 

PS /2 マウス接続時にフラットポイントと併用する場合は、 BIOS セットアップの「キーボード 
/マウス設定」（一> P .201) で設定します。 


□ [ Fn ] + 【 F 4】 キーでち効/無効を切り替える 

BIOS セットアップの設をを変更すると、 【 Fn 】 + 【 F 4】 キーでフラットポイントの有効と無 
効を切り替えることができます。 

1 BIOS セットアップの「内蔵ポインティングデバイス」の項目を「手動」に設 
定します。 

BIOS セットアップについては、 「 BIOS」 _ 「BIOS セットアップの操作のしかた」（一 
P .193) をご覧ください。 

ク Windows が起動したら、 [Fn] + [F4] キーを巧します。 

キーを押すたびに、フラットポイントの有効と無効が切り替わります。 

有タカの場合は 「 Internal pointing deviceiEnabledJ 

無効の場合は r Internal pointing device:DisabledJ などと表示されます。 

マウス/フラットポイントの設定を変更する 


マウスやフラットポイントのボタンの操作は、右利き用に設定した場合の操作です。左右のボ 
タンの役割は、「マウスのプロパティ」ウインドウで変更できます。 

また、「マウスのプロパティ」ウインドウでは、マウスポインタやダブルクリック、スクロー 
ルの速度なども変更できます。 

「マウスのプロパティ」ウインドウを表示するには、次のように操作してください。 

• Windows Vista の場合 

「コントロールパネル」 ウインドウにある「ハードウェアとサウンド」 の 「マウス」をク 
リックします。 

• Windows XP の場合 

「コントロ ' — ルパネル」 ウインドウにある「プリンタとその他のハ ■ ー ドウ ェア」一「マウス」 
アイコンをクリックします。 

このパソコンのポインテイングデノくイスの ドラ イノくは 「 Svnaptics Pointing Device Driver ] です。 
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2 キー ボード 


日本語キーボード 


キーボー ドの キーの 役割を説明します。 

お使いのソフトウェアによっては、キーの役割がをわることがあります。詳しくは、お使いの 
ソフトウェアの マニュアルを ご覧ください。 

青字で刻印されているキーは、 [ Fn ] キーを押しながらお使いになれます。 

番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


2 


3 4 5 



-10 

-11 

8 

12 


■主なキーの名称と働き 

1 [ Esc ] キー 

ソフ トウ ェアの 実行中の操作を取り消します。 

【 Ctrl 】 + [ Shift ] キーを 押しながら このキーを 押すと、 「 Windows タスク マネージャ」 ウイ 
ンドウが表示され、ソフトウェアを強制終了させることができます。 

2 ファンクシヨンキー (【 F 1】 〜 [ F 12]) 

[ F 1] — 【 F 12】 までのキーの総称をファンクションキーと呼びます。ソフトウェアごと 
にいろいろな機能が割り当てられています。 

また、 [ Fn ] キーと組み合わせることで、次の働きがあります。 

【 Fn 】 + 【 F 3】 スピーカーやヘッドホンの ON/OFF を切り替えます。 

• Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」 （^ P .88) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .93) 
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[ Fn ] + 【 F 4】 

[ Fn ] + 【 F 6】 
[ Fn ] + [ F 7] 
[ Fn ] + [ F 8] 

[ Fn ] + [ F 9] 

[ Fn ] + 【 F 10】 


BIOS セットアップの「内蔵ポインティングデバイス」 （^ P .201) の項 
目を「手動」に設をしたときに、フラットポイントの有効と無効を切 
り替えます（一 P .42)。 

液晶ディスプレイを暗くします。 

「液晶ディスプレイの明るさを'変更する」 P .65) 

液晶ディスプレイを明るくします。 

「液晶ディスプレイの明るさを'変更する」 P .65) 

を量を小さくします。 

• Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .88) 

• Windows XP の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .93) 

を量を大きくします。 

• Windows Vista の場合 
「キーボードで調節する」（一 P .88) 

• Windows XP の場合 

「キーボードで調節する」（一 P .93) 

外部ディスプレイ接続時に、液晶ディスプレイのみの表示、外部ディ 
スプレイのみの表示、液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表 
示を切り替えます。 

「表示可能なディスプレイの組み合わせ」（一 P .72) 


3 [Num Lk] キ ー / にび Lk 】 キー 

【 NumLk 】 キー テンキーモードに 切り替えます。再度押すと解除されます。 

「テンキーモード」 （^P.47) 

に crLk 】 キー 【 Fn 】 キーを 押しながら このキーを 押すと、 スクロールをロックし ま 

す。再度押すと解除します。 


4 [Insert] キ ー / [Prt Sc ] キー 

【 Insert 】 キー 入力する文字の挿入/上書きを切り替えます。 

【 PrtSc 】 キー 【 Fn 】 キーを 押しながらこの キーを 押すと、画面の コピーを クリップ 
ボードに取り込みます。 

[ Fn ] + [ Alt ] キーを押しながらこのキーを押すと、アクティブになつ 
ているウインドウのコピーをとることができます。 


5 【 Delete 】 キー 

カ ーソ ルの右にある文字や選択した範囲の文字、または選択したアイコンやファイルな 
どを削除します。 

【C じ 1】+ 【 Alt 】 キーを押しながらこのキーを押すと、応答しなくなったソフトウェアを 
終了させたり、パソコンを強制的に終了させたりすることができます。 

6 【半角!/全角!】キー 

文字の入力時に、半ち/全ちを切り替えます。 



製品ガイド FMV-S8470, FMV-S 8370 


7 に aps Lock 】 キー 

【 Shift 】 キーを押しながらこのキーを押すと、アルファベットの大文字/小文字を切り替 
えます。 

Caps Lock を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力することができます。 

8 [Shift] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

9 [Ctrl] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

10 【 Backspace 】 キー 

力 ー ソルの左にある文字や選択した範囲の文字を削除します。 


11 


12 


【 Enter 】 キー 

入力した文字を確定したり、文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

力ーソルキ ー （【 t /Pg Up ][ 1 / PgDn 】 [■<— / Home ] 【一/ End 】） 

単独で押すと、カーソルを移動します。 

カーソルキーは 化の キーと 組み合わせる ことで、 次のよう な 使い方ができます。 
[Fn] + 【■•—/Home】 キー カ .— ソルを 行の最初に移動します。 

[Fn] + 【Ctrl】 + 卜 /Home】 キー 文章の最初に移動します。 


[Fn] + [ T /Pg Up] キ_ 

[Fn] +【 i /Pg Dn】 キー 

[Fn] +【一/ End】 キー 

[Fn] + 【Ctrl】+ 【一/ End 】 キー 


前の画面に切り替えます。 

次の画面に切り替えます。 
カーソルを 行の最後に移動します。 
文章の最後に移動します。 


13 [ Fn ] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

[ Fn ] キーを 押しながら青い刻印のある キーを 押すと、それぞれの キーに 割り当てられた 
機能を使用することができます。 

14 【©】 ( Windows ) キー 

「スタ'ート」メニュ ■ 一を表示します。 

15 [ Alt ] キー 

他のキーと組み合わせて使います。 

16 に pace 】 キー 

空白を入力します。 

17 【冒】（アブリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの 右クリックと同じ役割をします。 
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I 圆國 u 國 


0國 Q 國 B 0 yi 
J 國圆 BQ 圆圆 E 
30 网國圓國 r 

P POINT 


別売のテンキーボードをパソコン本体に接続して 【NumLk】 キーを押すと、テンキーボー 
ドのテンキーがち効になり、パソコン本体のテンキーは無効になります。 

BIOS セットアップの「キーボード/マウス設を」で、「起動時の Numlock 設を」を「オン 
(Fn キー）」に誤をすると、 [Fn] キーを押しながらパソコン本体のテンキーが使用できる 
ようになります。 


■テンキーモード 

文字キーの一部をテンキー（数字の入力を容易にするキー配列）として使えるように切り替え 
たが態のことを「テンキーモード」といいます 。 [Num Lk ] キーを押すと、テンキーモードに 
なります。テンキーモードのときは 、 Num Lock ランプが点げします。テンキーモードで入力 
できる文字は、各キーの前面に刻巧されています。 



► 
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テン キー ボード 


■ USB テンキーボード 

パソコン 本体のテンキーモードとは別に、 USB テンキーボードを接続してテンキーを使用す 
ることができます。 

テンキーモードに切り替えるには、 USB テンキーボードの [Num Lock ] キーを押します。 

P POINT 

► USB テンキーボードは、パソコン本体の電源を入れてから接続しても、接続してからパソ 
コン本体の電源を入れても、使用することができます。 

□ 接続のしかた 

USB テンキーボードは、 USB コネクタに接続して使用します。 



P POINT 

► ポートリプリケータ接続時には、パソコン本体ち側面後部の USB コネクタはお使いになれ 
ません。お使いになる場合は、パソコン本体ち側面前部、またはポートリプリケータの 
USB コネクタに接続して〈ださい。 

■ PS /2 テンキーボード 

PS /2 テンキーボードは、パソコン本体がテンキーモードの場合のみ使用できます。テンキー 
モードに切り替えるには、パソコン本体の 【 NumLk 】 キー、または PS /2 テンキーボードの 
【Num Lock 】 キーを押します。 

□ 接続のしかた 

ブパソコン本体の電源を切るか、省電力状態（スリープ/スタンバイ）の状態に 
します。 

クパソコン本体にポートリプリケータを接続します。 

ポートリプリケータを取り付ける手順については、「周辺機器の設置/設を/増設」一 
「ポートリプリケータを取り付ける」 （^ P .126) をご覧ください。 
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ポートリプリケータ背面の拡張キーボード/マウスコネクタに、 PS /2 テンキー 
ボードケーブルを接続します。 



施張キーボード/マウスコネクタ 

P POINT 

► ホットプラグの設定については、 BIOS セットアップの「キーボード/マウス設定」 
(一 P.201) をご覧〈ださい。 
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3バツテリ 


本パソコンは、 AC アダプタを巧わずにバッテリを使って動作させることができます。 
ここでは、バッテリの充電方まやバッテリでパソコンを使う方法について説明して 
います。 

また、バッテリ残量の確認方まや、バッテリをお使いになる上で;'主意していただき 
たいことについても説明しています。 


取り扱い上の注意 


内蔵バッテリパックや増設用内蔵バッテ リユ ニット を 取り披うとき、および本パソ コンを バッ 
テリで運用するときには、次のことにご注意ください。 

/ K 警告 

0 9 バッテリの交換などで、バッテリパックの取り付け/取り外しを巧うときは、落としたり、強 
い衝撃をちえないでください。また、落としたり、強い衝撃をちえた/くッテリパックは使用し 
ないでください。 

感電や火災、バッテリパックの破裂の原因となります。 

■バッテリパックを取り巧う上でのごを意 

• バッテリパックは分解しないでください。 

バッテリを分解して内部に触れると、感電-火災の原因となります。 

■長期間（拘1ヶ月な上）本パソコンをお使いにならない場合 

バッテリを取り外して涼し V 、場所に保管してください。パソコン本体に取り付けたまま長 
期間放置すると過放電となり、バッテリの寿命が短くなります。 

■バッテリで運用するときのごを意 

• 本パソコンの使用中にバッテリの残量がなくなると、作成中のデータが失われることがあ 
ります。バッテリの残量やが態に注意してお•{か、ください。 

•電力を多く使用する作業や、長時間の作業を行う場合は、 AC アダプタを接続してください。 
■バッテリの残量を確認する方法についてはレスッテリの残量や消耗が態を確認する」 

P .53) をご覧ください。 

■次のような場合は、バッテリ残量にを意して使用してください。 

• 無線 LAN などの ワイヤレス 機器を使用するとき 
電波の発信に電力を消費します。 

• BIOS 七ットアップを操作するとき 

バッテリの温度が上昇すると、本パソコンの動作が遅くなる場合があります。その場合に 
は、 AC アダプタを接続してください。 
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■ 次のような場合はバッテリ運用を避け、 AC アダプタを接続してください。 

• ハードディスクや CD/DVD などを頻繁に f ま用するとき 
• LAN やモデムを頻繁に使用するとき 
■本パソコンをご購入時の状態に戻すとき 
■ PC カードや USB 機器を2つな上同時に取り付けるとき 

■ 寿命について 

■パソコン本体を長/期間使用しない場合でも、バッテリは消耗し劣化します。月に一度はパ 
ソコン本体をバッテリで運用し、バッテリの状態を確認してください。 

■高温環境に放置した場合、バッテリの消耗、劣化が進みます。 

• バッテリは消耗品なので、長期間使用すると充電能力が低下します。その場合は「内蔵バッ 
テリパックを交換する」（一 P.55) をご覧になり、新しいバッテリと交換してください。 
■バッテリの稼働時間が極端に短くなってきたらバッテリの寿命です。 

•寿命になったバッテリは、パソコン本体から取り外してください。取り付けたまま放置す 
ると、感電や火災の原因となります。 

• 「バッテリーユーテイリテイ」 でバッ テリの 満充電を80〇/〇にすることで、 バッテリの 寿命を 
延ばすことができます。詳しくは レくッテリの 寿命を延ばす」（一 P.54) をご覧ください。 


バッテリを充電する 


■ 充電する 

□充電を開始する 

ブ本パソコンにバッテリがセットされていることを確認してください。 

ク本パソコンに AC アダプタを接続します。 

充電が始まります。ホ電中は、状態表示 LED のバッテリ充電ランプが点げし、内蔵バッ 
テリパックの充電が態が表示されます。 

□ 充電の完了を確認する 

状態表示 LED のバッ テリホ電ランプが消え、緑色にをわると完了です。 

本 パソコンの 電源が切れて いる 場合は、充電が完了してしばらくすると、状態表示 LED が消 
灯します。 

■バッテリを充電するときのを意 

■バッテリ残量が90%な上の場合は、 AC アダプタを取り付けてもあ電されません。バッテリ 
残量が89%な下になるとホ電されます。 

■バッテリの消耗、劣化が進むと、満ホ電にならない場合があります。 

• レ "^ッテリーユーティリティ」で「80%充電モード」に設定した場合、69%な下になると充 
電されます。 

■本パソコンをバッテリで運用した直後は、バッテリの温まが上昇しているため、バッテリ 
の保護機能が働いてホ電が行われない場合があります（バッテリホ電ランプがオレンジ点 
滅します)。しばらくして、バッテリの温まが低下するとホ電が開始されます。 
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•パソコンの ご購入時、または1ヶ月な上充電していない場合は、バッテリの残量が少なく 
なっています。バッテリを巧電してからお{まいください。 

•充電したバッテリは、お使いにならなくても少しずつ自然放電していきます。本 パソコン 
をバッテリ運用するときは、直前に充電することをお勧めします。 

• 周囲の温度が高すぎたり化すぎたりすると、バッテリの充電能力は低下します。 

•バッテリ稼働時間は環境温度に影響され、化温時はバッテリ稼働時間が短くなる場合があ 
ります。 

■バッテリの充電状態（バッテリ充電ランプ） 

本パソコンに AC アダプタが接続されている場合、状態表示 LED のバッテリ充電ランプに、 
内蔵バッテリパックの充電状態が表示されます。 


LED 表示 

内蔵バッテリパックの充電状態 

緑色点、灯 

充電終 T 

オレンジ点げ 

充電中 

オレンジ点、滅 

充電停止中（バッテリ温度アラーム時など注） 

バッテリ充電ランプのオレンジ点滅は、内蔵バッテリパックが熱を持っ 
て温度が高くなったり、冷やされて温度が低くなったりしたときに、 
バッテリの保護機能が働いてお電を停止していることを表しています。 
しばらくして内蔵バッテリパックの温度が平常に戻ると、点、なになり充 
電を再開します。 


を：バッテリ温度アラームとは、内蔵バッテリパックが熱を持って温度が高〈なったり、；令やされて温度がほ〈なった 
りした場合に、バッテリの保護機能が慟いて充電を停止することです。 


■ バツテリ充電時間と稼働時間 

バツテリの充電時間と稼働時間については、「仕様一覧/技術情報」 一 「本体仕様」（一 P .272) 
をご覧ください。 
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バッテリの残量や消'耗状態を確認する 


バッテリの残量やが態は、状態表示 LED のバッテリ残量ランプやレくッテリーユーティリ 
ティ」で確認することができます。 

■ 状態表示 LED のバッテリ残量ランプで確認する 

バッテリの残量は、電源が入っているときやホ電中に、状態表示 LED のバッテリ残量ランプ 
で確認することができます。 


状態表示 LED 

状態の説明 

緑色点、灯 

バッテリ残量10 日％〜 50% 

オレンジ点げ 

バッテリ残量49%〜13% 

ホレンジ点滅 

内蔵バッテリパック装着後4ゆ間のオレンジ点滅は、バッテリ残量 
の計測中を表しています。 

ホ色点灯 

バッテリ残量12% W 下 
このが態を LOW バッテリが態といいます。 

赤色点滅 

バッテリが正しくお電されていない場合は、短い間隔でホ色点滅し 
ます。一度パソコン本体の電源を切ってからバッテリを取り外し、 
もう一度取り付けてください。それでも短い間隔ホ色点滅している 
場合はバッテリが異常です。新しいバッテリと交換してください。 

消灯 

バッテリ未接続時、またはバッテリ残量0% 


P POINT 

► バッテリ残量の表示は、バッテリ（リチウムイナン電;也）の特性上、使用環境（温度を件 
やバッテリの巧放電回数など）により、実際のバッテリ残量とは異なる場合があります。 

□ LOW バッテリ状態になつたら 

バッテリが LOW バッテリ状態になると、状態表示 LED のバッテリ残量ランプ表示がホ色点 
げします。すみやかに AC アダプタを接続するか、バッテリ残量の多いバッテリに交換してく 
ださい。バッテリを交換する場合は、作成中のデータを保存し、動作中のソフトウェアを終了 
後、本パソコンの電源を切ってから交換してください。また、 AC アダプタや交換できるバッ 
テリがない場合も、作成中のデータを保存し、動作中のソフトウェアを終了後、本パソコンの 
電源を切ってください。 

ご購入時のが態では、バッテリが LOW バッテリ状態になると、次のようになります。 

• Windows Vista の場合 

バッテリ残量が約10%になったら、自動的に休止状態になるように設をされています。 

• Windows XP の場合 

バッテリ残量が約3%になったら、自動的にスタンバイするように設をされています。 
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■バッテリユーティリティで確認する 

レ<ッテリーユーティリティ」では、バッテリの情報を表示したり、消耗が態を測定したりす 
ることができます。 

が重要 

► バッテリ消耗状態測を中のご注意 

-必ず AC アダプタを接続してください。測を中は/くッテリを取り外さないでください。 

-バッテリのお電と放電を巧うため、測をに10時間が上かかる場合があります。 

■省電カモードに移巧したり、ログオフや再起動、シャットダウンをしたりしないでくだ 
さい。 

-「電源オブシヨン」の設定を変更しないでください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 FMV サポートナビ」の順に 
クリックしまず。 

ク「パソコンの情報」タブをクリックし、「バッテリーの情報」アイコンをダブル 
クリックします。 

レくッテリーの情報」ウィンドウが表示されます。 

バッテリの消耗が態を測定するには、レくッテリーの消耗が態を測定」をクリックしま 
す。 


バッテリの寿命を延ばす 


本パソコンには、バッテリの満充電量を80〇/〇にするレくッテリーユーティリティ」というソ 
フトウェアが搭載されています。レくッテリーユーティリティ」でバッテリの満ホ電量を80% 
に設定すると、バッテリの寿命を延ばすことができます。 

ご購入時は、「フルホ電モード(100%) J に設定されています。 

が重要 

► 「バッテリー滿お電量の誤を」は、バッテリごとに設定することはできません。設をする 
と、本パソコンに取り付けられたすべてのバッテリに適巧されます。 

► 「80〇/〇お電モード」に設をすると、稼働時間が「フルお電モード（100〇/〇)」よりも短くな 
ります。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

ク次の操作を巧いまず。 

参 Windows Vista の場合 

「その他のオプション J ^レくッテリーユーティリティ」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

「クラシック表示に切り替える」^レ"<ッテリーユーティリティ」の順にクリックし 
ます。 
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3 「現在のモード J が「フル充電モード（100〇/〇充電）」になっていることを確認 
し、次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

「'変更」をクリックし、「ユーザーアカウント制御」ウインドウで「続行」をクリック 
します。 

♦ Windows XP の場合 

「'変更」をクリックします。 

4 「バッテリー满充電量の設定」ウィンドウで「80%充電モード」を選択し 、 roKj 
をクリックします。 

5 「バッテリーの設定」ウィンドウで、 「 OK 」 をクリックします。 

P POINT 

► 「80%お電モード」に設をした場合、「お電完了時にメッセージを表示する」にチエックを 
入れると、お電完了時にお電完了のメッセージが表示されます。 


内蔵バッテリパックを交換する 


内蔵バッテリパックは、次の手順で交換してください。 

■ お使いになれる内蔵バッテリパック 

内蔵バッテリパックは、富±通サプライ品です。お問い合わせ先については、『取な説明書』 
をご覧ください。新しい内蔵バッテリパックは、次の製品をご購入ください。 

品を：内蔵バッテリパック 
型名： FMVNBP 160 

増設用内蔵バッテリユニットの取り付け/取り外しについては、「ユニットを交換する」（一 
P .59) をご覧ください。 

■交換する 

Aw 口 

A • バッテリパックの交換を巧う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り .AC アダプタを取り外 
してください。また、パソコン本体や/くッテリパックのコネクタに邮れないでください。 

感電や故障の原因となります。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

ク液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 
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3 内蔵バッテリパックロックを矢印の方向にスライドさせます。 

内蔵バッテリパックのロックが解除されます。 



4 内蔵/くッテリパックロックを矢印の方向にスライドさせながら、くぼみに指を 
かけて内蔵バッテリパックを取り外します。 

くぼみ 



5新しい内蔵バッテリパックを取り付けます。 

内蔵バッテリパックロックが解除されていることを確認し、パソコン本体の突起と内蔵 
バッテリパックのスリットをあわせ、しっかりとはめこみます。 



が重要 

► 取り外した内蔵/くッテリパックは、シヨート（短絡）防止のために、内蔵/くッテリパック 
のコネクタに絶縁テープを P、 占るなどの処置をしてください。取り外した内蔵/くッテリパッ 
クは乾電ミ也などの電ミ也と混ぜないようにしてください。 

内蔵バッテリパック（リチウムイオン電ミ也）は、貴重な資源です。廃棄する場合は、リサ 
イクルにご協力をお願いします。リサイクルについては、『取极説明書 J] をご覧〈ださし、。 
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6 ち側の内蔵バッテリパックロックを矢印ち向に完全にスライドさせます。 

内蔵バッテリパックをロックします。 

内蔵/くッテリパックロック 



増設用バッテリユニット 


マルチベイに、増設用内蔵バッテリユニットを取り付けることができます。 

取り付けホは、「ユニットを交換する」（一 P .59) をご覧ください。 

■ 充電と放電について 

• 内蔵バッテリパックと増設用内蔵バッテリユニットの両方が取り付けられている場合は、 
内蔵バッテリパックの充電が完了した後に、増設用内蔵バッテリユニットの充電が開始さ 
れます。 

•放電は、増設用内蔵バッテリユニット、内蔵バッテリパックで並行して行われます。 

• 内蔵バッテリパックが劣化している攝合には、内蔵バッテリパックの充電が完了する前に 
増設用内蔵バッテリユニットの充電に移行する場合があります。この場合、内蔵バッテリ 
パックのインジケータは100%となりますが、放電開始と同時に本来の容量表示となりま 
す。 


廃棄-リサイクルについて 


■バッテリを廃棄する場合は、ショート（短絡）防止のために、バッテリパックのコネクタ 
に絶縁テープを貼るなどの処置をしてください。なお、取り外したバッテリパックおよび 
増設用内蔵バッテリユニットは乾電池などの電池と混ぜないようにしてください。 

■バッテリパックおよび増設用内蔵バッテリユニット（リチウムイオン電池）は、貴重な資 
源です。廃棄する場合は、リサイクルにご協力をお願いします。 

■バッテリパックのリサイクルについては、『取极説明書』をご覧ください。 








製品ガイド FMV-S 8470, FMV-S 8370 


4モバイルマルチベイ 


取り扱 い上のま意 _ 

故障を防ぐため、モバイルマルチベイ ユニッ トをお{まいになる場合は、次の点に注意してください。 

• 内蔵 DVD - ROM ドライブ ユニッ ト、内蔵 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニッ ト、内蔵スー 
パーマルチドライブ ユニッ ト は、 ディスクが高速に回転する非常にデリケートな装置です。 
ディスクにアクセスしているが態で、パソコン本体を持ち運んだり、衝撃や振動を与えた 
りしないでください。 ユニッ トが破損したりデータが壊れるおそれがあります。 

•極端に高温、低温の場所、温度を化の激しい場所での保管は避けてください。 

•直が日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないようにしてください。 

• 衝撃やお動の加わる場巧での保管は避けてください。 

• 湿気やほこりの多い場所での{吏用は避けてください。 

• 内部に液体や金属など異物が入ったが態で使用しないでください。もし、何か異物が入っ 
たときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元へご連絡ください。 

• 巧れは、柔らかい布でからぶきするか、柔らかい布に水または水で薄めた中性洗剤を含ま 
せて軽くふいてください。ベンジンやシンナーなど揮発性のものは避けてください。 

• 分解したり、解体したりしないでください。 

• 磁石や磁界を発生する装置の近くでの使用や保管は避けてください。 


使用できるユニット 


お使いになれるユニットは次のとおりです。 

■ S8470 

• 内蔵スーパーマルチドライブ ユニット （ FMVNSM 17) 

• 増設用内蔵バッテリユニット （ FMVNBT 30) 

• モ バイ ルマルチ ベイ用 カバー （標準添付品） 

内蔵 スーパーマルチ ドライブ ユニッ ト は、 カスタムメイドで選択するか、別途購入ずることが 
できまず。 

■ S8370 

• 内蔵 DVD - ROM ドライブ ユニット （ FMVNDVD 06) 

• 内蔵 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニット （ FMVNCB 26) 

• 内蔵スーパーマルチドライブ ユニット （ FMVNSM 14) 

• 増設用内蔵バッテリユニット （ FMVNBT 29) 

• モバイルマルチベイ用カバー（標準添付品） 

内蔵 DVD - ROM ドライブ ユニット、 内蔵 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニット、 および内 
蔵スーパーマルチドライブ ユニッ トは、カスタムメイドで選択するか、別途購入ずることがで 
きまず。 

増設用内蔵バッテリユニットはカスタムメイドでは選択できません。 
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ユニッ トを交換する 


が重要 

► 本パソコンをお使いになるときは、必ずモバイルマルチベイに ユニッ トまたはモバイルマ 
ルチベイ巧カバーを取り付けてください。何も取り付けていない状態でお使いになると、 
故障の原因となります。 

P POINT ' 

► 省電力が態（スリープ/スタンバイ）や、休止巧態の場合は，ユニットの交換/巧りかし 
/取り付けを行わないでください。 


■ユニットを取りかす 

P POINT 

► 電源が入っている場合は、増設用内蔵バッテリユニットを取り外す前に、内蔵バッテリパッ 
クの残量がお分にあることを確認してください。内蔵バッテリパックの残量がお分でない 
場合は、 AC アダプタを接続してから巧うようにして〈ださい。 

► 次のユニットを取り外す場合は、手順5のみ操作して〈ださい。 

■ モバイルマルチベイ用カバー 
-増設巧内蔵バッテリユニット 

► 省電カモードで CD/DVD ドライブユニットを「無効にする」に設をしている場合は、手順 
5のみ操作してください。省電カモードについては、「省電カモード」（一 P.116) をご賣く 
ださい。 


ブ通失□領域の「ハードウ; L アのを全な取り外し」アイコンをクリックします。 

ク「[お使いのマルチベイ ユニット] をま全に取り外します」をクリックします。 

3 次のように操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

「このデバイスはコンピュータからを全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「OK」 をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

レ、ードウエアの取り外し（[お使いの マルチ ベイ ユニット]はま 全に取り外すこと 
ができます)」と表示されていることを確認します。 

4 液晶ディスブレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

P POINT 

► ご購入時は、液晶ディスプレイを閉じると自動的に省電力状態（スリープ/スタンバイ） 
に移行します。 

なお、お使いの状況によっては液晶ディスプレイを閉じても省電力状態（スリープ/スタ 
ンバイ）に移行しない場合があります。 

► 本パソコンを裏返す時には静かに裏返してください。裏返す時に強い力が加わると故障の 
原因となることがあります。 
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5ユニットを取り外します。 

(1) モバイルマルチベイロックをスライドさせ、 （2) モバイルマルチベイユニットを取り 

外します。 



■ ユニッ トを巧り付ける 

ブ新しいユニットを取り付けます。 

ユニットの コネクタを奥にして、突き当たるまで、しっかり押し込みます。 



P POINT 

► 電源が入っている場合、ユニットの交換直後は「コンピュータ」ウィンドウ (Windows 
Vista )、 「マイコンピュータ」ウインドウ (Windows XP ) などからドライブの表示がミ肖え 
ることがあります。しばら<すると再表示され、使用することができます。 
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5 PC 力ードスロット 




取り扱い上の注意 


故障を防ぐため、 PC カードをお使いになるときは、次の点に注意してください。 

• 温まの高い場所や直が日光のあたる場所には置かないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 重い物を載せないでください。 

• コーヒーなどの液体がかからないように注意してください。 

■保管する場合は、必ずケースに入れてください。 

P POINT 

► 本パソコンでは、 LAN 力ードまたはモデムカードが使えない場合があります。 

► 本パソコンでは、 3.3V または 5V を使用する PC 力ードのみサポートしています。 12V を使用 
する PC 力ードはサポートしていません。 


PC 力ードを七ットする 


A ミ主意 

A ♦ PC 力ードをセットまたは取り出すときは、 PC 力ードスロットに指を入れないでください。 
けがの原因となることがあります。 

が重要 

► PC 力ードは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気に 
より破壊される場合があります。 PC カードを取り巧う前に、一度金属費のものに手を触 
れて、静電気を放電してください。 

P POINT 

► PC 力ードによっては、パソコン本体の電源を切ってからセットするものがあります。詳し 
〈は、お使いの PC 力ードの マニュアルを ご覧〈ださい。 

► PC 力ードによっては、ドライバのインストールが必要なものがあります。お使いの PC 
力ードのマニュアルをご幫になり、必要に応じてドライバをインストールして〈ださい。 

► PC 力ードや USB 機器を 2 つが 上同時に取り付ける場合には、 AC アダプタを接続してくださ 
し、。バッテリで稼動すると、バッテリが劣化します。 
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1 パソコン本体左側面の PC 力ードスロットに、 PC 力ードをセットします。 

PC カードの製品をを上にして、 PC カードスロットに差し込みます。 



が重要 

► PC 力ード取り出しボタンが帶び出している場合は、必ず中に巧し込んでください。 PC 力一 
ド取り出しボタンが飛び出したが態で PC カードをセツトすると、ボタンが中に入らなく 
なり、破損する原因となります。 

► PC 力ードによっては、 PC 力ードス□ツトから飛び出した状態でセツトされるものがあり 
ます。 PC カードの飛び出した部分をぶつけたりしないで〈ださし、。破損の原因となります。 

► うま〈セツトできない場合は、一度 PC 力ードを取り出し、上下が反対になっていないか、 
差し込む方向が間違っていないかを再度確認してください。また、お使いの PC 力ードの 
マニュアル もご幫〈ださい。 

► コードやケーブルを接続して使う PC 力ードをお使いの場合、 PC 力ードとコードやケー づ 
ルを接続しているコネクタ部分に物をのせたり、ぶつけたりしないでください。破損の原 
因となります。 
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PC カードを取り出す 


A ミ主意 

A ♦ PC 力ードの使用終了直後は、 PC 力ー ドが高温になっていることがあります。 PC 力ードを取 
り出すときは、手順3の後、しばらく待ってから取り出してください。火傷の原因となるこ 
とがあります。 

A # PC 力ードをセットまたは取り出すときは、 PC 力ードスロットに指などを入れないでくださ 
し、。けがの原因となることがあります。 

が重要 

► PC 力ードは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気に 
より破壊される場合があります。 PC カードを取り极う前に、一度金属費のものに手を触 
れて、静電気を放電してください。 

P POINT 

► コードやケーブルを接続して使う PC 力ードを取り出す場合、 PC 力ードのコードやケーブ 
ルを引っ張らないで〈ださい。破損の原因となります。 

► PC カードは、次の手順に従って取り出して〈ださし、。手順どおり巧わないと、故障の原因 
となります。 

► PC 力ードによっては、パソコン本体の電源を切ってから取り出すものがあります。詳しく 
は、お使いの PC 力ードのマニュアルをご賣ください。 

ブ通失□領域の「ハードウ; L アのま全な取り外し」アイコンをクリックします。 

P POINT 

► 通知領域の「ハードウエアのま全な取りかし」アイコンをダブルクリックして表示される 
「ハードウ X アのま全な取り外し」ウィンドウで、「停止」をクリックして PC 力ードを取 
り出さないでください。パソコン本体の動作が不安定になる場合があります。 

► PC 力ードによっては、通知領域の「ハードウ X アのま全な取り外し」アイコンが表示され 
ないものがあります。アイコンが表示されない場合には、 PC 力ードのマニュアルをご覧 
〈ださい。 

ク 「[ PC カード]をま全に取り外します」をクリックします。 

P POINT 

► 「[PC 力ード]」には、お使いの PC 力ードの名称が表示されます。 

► 次の場合は、 roKj をクリックし、 PC 力ードにアクセスしていないことを確認した後、手 
順1からやり直してください。 

■ Windows Vista の場合 

「[PC 力ード]の取り外し中にエラーが発生しました」ウィンドウが表示された場合 
- Windows XP の場合 

「デバイス’ミ凡用ボリューム’を今停止できません。後でデバイスの停止をもう一度実 
巧してください。」というメッセージが表示された場合 
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3 次のように操作を巧います。 

参 Windows Vista の場合 

「このデバイスはコンピュータからま全に取り外すことができます。」と表示された 
ら、 「 OK 」 をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

「ハードウエアの取り外し」というメッセージが表示されたことを確認します。 

4 PC 力ード取り出しボタンを軽く1回巧すと、ボタンが少し飛び出します。 



5 飛び出した PC 力ード取り出しボタンを押し、 PC 力ードを取り出します。 



PC 力ード取り出しボタン 


が重要 

► PC 力ード取り出しボタンが飛び出している場合は、必ず中に押し込んでください。 PC 力一 
ド取り出しボタ ンが飛び出したが態でお使いになると、ボタンが破損する原因となります。 
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6ディスプレイ 


ここでは、パソコン本体の;夜晶ディスプレイについて説明しています。 

外部ディスプレイについては「外部ディスプレイ」（一 P .71) または外部ディスプレ 
イのマニュアルをご覧ください。 


液晶ディスプレイの明るさを変更する 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさをを更するホ法を説明しています。 

本 パソコンは、 AC アダプタを使っているときと、バッテリで使っているときの液晶ディスプ 
レイの明るさをそれぞれ設をできます。 

ご購入時には、 AC アダプタで{吏っているときに明るくなり、バッテリで{吏っているときには 
暗くなるように設定されています。液晶ディスプレイの明るさは、お使いの環境に合わせてを 
更してください。 

■ Windows Vista の 場合 

液晶ディスプレイの巧るさは、 「Windows モビリティセンター」、キーボード、または「電源才 
プシヨン」ウィンドウでを更することができます。 

一時的に明るさを変更する場合には 「Windows モビリティセンター」またはキーボードで、普 
段使用する明るさをを更する場合には「電源オプション」ウィンドウで設をを変更します。暗 
くすると、消費電力が小さくなります。 

P POINT 

► rWindows モビリティセンター 」 やキーボードで巧るさを変更しても、パソコンを再起動 
したり、スリープや休止状態から復帰したり、 AC アダプタの取り付けや取りかしを行った 
直後は、変更前の明るさに戻ります。そのような時にも変更を有効にしておきたい場合は、 
「電源オプシヨン J ウィンドウで設をして < ださい。 


□「 Windows モビリテイ七ンター」で巧るさを変更する 


ブ「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

ク「モバイルコンピュータ」の「共通で使うモビリティ設定の調整」をクリック 
します。 

r Windows モビリテイセンター」ウインドウが表示されます。 

3 「明るさ」のつまみを左右にドラッグして、明るさを調整します。 
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□ キ ーボードで明るさを変更する 

キーボードでは液晶ディスプレイの明るさを8段階に変更できます。 

[ Fn ] + [ F 6] キーを押すと暗く、 【 Fn 】 + 【 F 7】 キーを押すと巧るくなります。 

調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータが表示されます。 

• 注意事項 

•次のような場合は、キーボードで明るさををえられないことがあります。しばらくして 
からを更してください。 

. 本パソコンを再起動した直後 

.スリープまたは休止が態からレジュームした直後 

• AC アダプタを取り付けたり、取り外したりした直後 

• r IndicatorUtilityJ をアンインスト ' —ルすると、巧るさを示すインジケ ' —夕が表示されませ 
ん。詳しくは、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 ► P .168) をご覧ください。 

□「電源オプション」ウィンドウで明るさを変更する 

ブ「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション J ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「ディスプレイの輝度を調整」をクリック 
します。 

4 「ディスプレイの輝度を調整」のつまみをドラッグして、ディスプレイの輝度 
を調整します。 

5 「変更の保存」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ Windows XP の場合 

波晶ディスプレイの巧るさは、キーボードを{まって変更できます。暗くすると、消費電力が小さ 
くなります。また、 OS 、 ドライバや「虹 dicatorUtility 」 によって、それぞれの電源のが態で保存さ 
れます。詳しくは、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧 J (— ► P .168) をご覧ください。 

□ キ ーボードで明るさを変更する 

キーボードで液晶ディスプレイの明るさを8段階にを更できます。 

[ Fn ] + [ F 6] キーを押すと暗く、 【 Fn 】 + 【 F 7】 キーを押すと巧るくなります。 

調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータが表示されます。 

• 注意事項 

•次のような場合は、キーボードで明るさををえられないことがあります。しばらくして 
からを更してください。 

. 本パソコンを再起動した直後 

. スタンバイまたは休止が態からレジュームした直後 

• AC アダプタを取り付けたり、取り外したりした直後 

• r IndicatorUtilityJ をアンインスト ' —ルすると、巧るさを示すインジケ ' —夕が表示されませ 
ん。詳しくは、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一> P .168) をご覧ください。 
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rindicatorUtilityJ をインストールしている場合、 Windows の起動中に AC アダプタの取り 
付けや取り外しを行うと、「画面の明るさが変更されました。」というメッ七ージが表示 
されます。 AC アダプタ使用時、バッテリ使用時それぞれのが態で、前回設定していた明 
るさに戻ります。画面の指示に従い操作してください。詳しくは、「ソフトウェア」一 
「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご覧ください。 


解像度や発色数を変更する 


ここでは、本パソコンの液晶デイスプレイの画面の解像度や発色数について説明しています。 
発色数は「中 （16 ビット）」が的6万5千色、「最高 （32 ビット）」が約1677万色です。 

■ 表示できる解像度と発色数 


□ S8370 の場合 


解像度（ピクセル） 

発色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を 1 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を 1 

1280 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を 1 

1280 X 800 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）® 1 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

- 

〇 を 2 

最高 （32 ビット）を 1 

1400 X 1050 

中 （16 ビット） 

— 

0&2 

最高 （32 ビット）を 1 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

- 

O' 注2 

最高 （32 ビット）® 1 


を1:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利田しています。 

をつ.が巧デス^卜"，づ广なりホ十 

仮想デスクトッブでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、他の領域はマウスポインタを動かすこと 
によって表示できます。 

この解像度が表示されない場合は、「画面のプロパティ」ウィンドウの「設定 J タブで「詳細設定 J をクリックし、 
表示されたウィンドウの「モニタ J タブで「このモニタでは表示できないモードを隠す」のチェックを外して〈だ 
さし、。 
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□ S8470 の場合 


解像度（ピクセル） 

発色 数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を' 

1024 X ：768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を' 

1280 X 800 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）を' 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

- 

〇を2 

最高 （32 ビット）を' 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

— 

0&2 

最高 （32 ビット）®' 


を1:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 

を2仮目デフクトツづ I — な y ホホ 

仮想デスクトッブでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、化の領域はマウスポインタを動かすこ 
とによって表示できます。この解像度が表示されない場合は，「画面のプロ"ティ J ウィンドウの「設を J タブで 
「詳細設定 J をクリックし、表示されたウィンドウの「モニタ J タブで「このモニタでは表示できないモードを隠 
す J のチェックをかして〈ださい。 

■ ミち意事項 

• 通常は640 X 480の解像度は選択できませんが、一部のゲームやソフトウェアでは使用され 
ることもあります。 

• WindowsXP では、液晶ディスプレイの解像度な上に解像度を設をする場合、あらかじめ次 
のように設定してください。なお、画面は仮想、デスクトップに表示されます。 

1. デスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

2. 「画面の プロパティ」 ウィンドウの「設を」タブで「詳細設定」をクリックします。 

3. 「モニタ」タブで「このモニタでは表示できないモードを隠す」のチェックが外れてい 
ることを確認します。 

P POINT 

► 「このモニタでは表示できないモードを隠す」の項目が選ができない場合は、この設をは必 
要ありません。 

•解像度の切り替え時などに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、故障ではあり 
ません。 

•画面の解像をや発色数、リフレッシュレートを'変更する場合は、起動中のソフトウェアや 
常駐しているプログラムを終了させてから設をしてください。また、'変更後は必ず本パソ 
コンを再起動してください。 
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■ 解像度や発色数を変更する 

ここでは、本パソコンの液晶ディスプレイの画面の解像度や発色数を変更する方法について説 
明しています。 

が重要 

► 解像度や発色数を変更するときに一時的に画面表示が乱れることがありますが、故障では 
ありません。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設ま」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

ク解像度や発色数を変更します。 

3 「適用」をクリックします。 

デスクトップのを更を確認のメッセージが表示された場合は、15秒な内に、 roKj また 
は「はい」をクリックしてください。 

4 「 OK 」 をクリックします。 


全画面表示と通常表示を切り替える 


画面の解像度をご購入時の設定より低く設定すると、ディスプレイ全体にあ大して表示する全 
画面表示と、ディスプレイ中央に表示する通常表示を切り替えることができます。 

■ を意事項 

• 解像度を1024 X 768な下に設をした場合、 Windows の画面の通常表示と全画面表示を切り替 
えることができます。 

• Windows XP の場合、コマンドプロンプトの全画面表示は、プライマリのみに表示されます。 

■切り替え方法 

/次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設ま」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 
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2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

ク「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイ設定」をクリックします。 

4 「アスペクト比のオプション」または「縦横比のオプション」で、お使いにな 
る設定を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

♦アスぺクト比を保持または縦横比を保持 

デスクトップがアスペクト比（縦横比）を維持したまま最大あ張されます。 

♦全画面表示（枠なし） 

デスクトップが画面全体にあ張されます。 

参デスクトップの中央 

デスクトップが通常表示になります。 

「デスクトップの中央」は、パソコン本体の液晶ディスプレイの場合のみ選択できます。 

5 「適用」をクリックします。 

デスクトップの'変更を確認のメッセージが表示された場合は、15秒な内に、 「 OK 」 をク 
リックしてください。 

6 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

P POINT 

► デスクトップの解像度をご購入時の解像度よりもかさい値に誤ました場合、2種類の画面 
拡張設をが選巧できます。 

-画面全体に化張 
画面全体が縦長に表示されます。 

-アスぺクト比を維持したまま化張 
縦長にはなりませんが，画面の上下に黒いスぺースができます。 
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7外部ディスプレイ 


ここでは、パソコン本体に外部ディスプレイを接続するとできることについて説明 
しています。 

外部ディスプレイの詳しい設定方まなどについては、外部ディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 


外部デイスプレイを接続するとできること 


パソコン本体に外部ディスプレイを接続することで、次のことができます。 

• 表示するディスプレイを切り替える。 

• 2つのディスプレイに同時に表示する。 

• 2つのディスプレイで1つのデスクトップを表示する（マルチモニタ機能)。 


外部デイスプレイを接続する 


ここでは、パソコン本体左側面の外部ディスプレイコネクタに、アナログディスプレイを接続 
する場合にっいて説明します。 

A 警告 

A • 列•部ディスプレィの接続/取りかしを巧う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダ 
プタを取りかして〈ださい。また、外部ディスプレィの電源も切り、電源ケーブルを取り外し 
て〈ださい。 

感電の原因となります。 

A ミ主意 

0 * ケーブルは、この マニュアル をよ〈読み、正し〈接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■义災の原因となります。また、パソコン本体および 
列■部ディスプレィが故障する原因となります。 

■ ま意事項 

• アナログディスプレイを接続後パソコン本体の電源を入れると、次のようなことがありま 
す。 

•パソコン本体の液晶ディスプレイとアナログディスプレイで同時に表示される。 

-「新しいハードウェアの追加ウィザード」ウィンドウが表示される。 

この場合は、画面の指示に従ってアナログディスプレイのドライバをインストールして 
ください。 

• アナログディスプレイなど磁界を発生する機器と FDD ュニットは離して使用してください。 
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■ 表示可能なディスプレイの組み合わせ 

表示可能なディスプレイの組み合わせは次のようになります。 

□ か部ディスプレイを接続している場合 

• 1つのディスプレイに表示する 
. パソコン本体の液晶ディスプレイ 
. アナログディスプレイ 
• 2つのディスプレイに表示する 

•パ ソコ ン本体の液晶デ ィス プレイ+アナログデ ィス プレイ 

■ アナ□グディスプレイを接続する 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

クパソコン本体左側面の外部ディスプレイコネクタに、ディスプレイケーブルを 
接続します。 

コネクタは正面から見ると台形になっています。 

(1) コネクタの形を互いに合わせてしっかり差し込み、 （2) ディスプレイケーブルの左 
右のネジで固定します。 



戶 POINT ； 

► アナ□グディスプレイは、ポートリプリケータの外部ディスプレイコネクタに接続するこ 
ともできます。 

► ポートリプリケータ接続時には、必ずパソコン本体の外部ディスプレイコネクタからディ 
スプレイケーブルを取り外して〈ださい。破損の原因となります。 

3 アナログディスプレイにディスプレイケーブルを接続します。 

接続ち法は、アナログディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

4 アナログディスプレイの電源ケーブルを接続して、ディスプレイの電源を入れ 
ます。 

5パソコン本体に AC アダプタを取り付け、パソコン本体の電源を入れます。 
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表示できる解像度と発色数 

■外部ディスプレイ 

□ S8370 の場合 


解像度（ピクセル）'ま 

発色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1360 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1440 X 900 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1920 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 


を：各解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートし 
ていない解像度は使巧することができません。 
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□ S8470 の場合 


解像度（ピクセル）ま 

発色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1360バ68 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1440 X 900 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1680 X 1050 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1920 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 


を：各解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートし 
ていない解像度は使巧することができません。 
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■ 液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示 


□ S8370 の場合 


解像度（ピクセル）ま1 

発色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）® 2 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）注2 

1280 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）® 2 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

- 

O ' 注3 

最高 （32 ビット）注2 

1360 X 768 

中 （16 ビット） 

— 

O' 注3 

最高 （32 ビット）® 2 

1440 X 900 

中 （16 ビット） 

- 

O ' 注3 

最高 （32 ビット）注2 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

— 

O' 注3 

最高 （32 ビット）を2 

1920 X 1200 

中 （16 ビット） 

- 

O' 注3 

最高 （32 ビット）注2 


を1:各解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートし 
ていない解像度は使巧することができません。 

ま2 :液晶ディスプレイは擬が的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 

ミ主3:液晶ディスプレイでは、仮想デスクトップになります。 

仮想デスクトッブでは、一部の範囲のみが表示され、他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。 
この解像度が表示されない場合は、「画面のプロパティ J ウィンドウの「設定 J タブで「詳細設定 J をクリックし、 
表示されたウィンドウの「モニタ J タブで「このモニタでは表示できないモードを隠す J のチェックを外して〈ださし、。 
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□ S8470 の場合 


解像度（ピクセル）ま1 

発色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）'注 2 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット）'注 2 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

- 

〇 注 3 

最高 （32 ビット）注 2 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

- 

〇 注 3 

最高 （32 ビット）'注 2 


を1:を解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使用になれます。ディスプレイがサポート 
していない解像度は使用することができません。 

ま2 :液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 

ま3:仮想デスクトッブになります。 

仮想デスクトッブでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、他の領域はマウスポインタを動かすこ 
とによって表示できます。 

この解像度が表示されない場合は、「画面のプロパティ」ウィンドウの「設定 J タブで「詳細設定 J をクリックし、 
表示されたウィンドウの「モニタ」タブで「このモニタでは表示できないモードを隠す J のチェックを外して〈 
ださい。 
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表示するディスプレイを切り替える 


本パソコンに接続した外部ディスプレイに画面を表示するち法と、2つのディスプレイに同時 
に表示する方法を説明します。なお、外部ディスプレイをあらかじめ取り付けてから切り替え 
てください。 

P POINT 

► 外部ディスプレイコネクタに接続した場合 ， rpujitsu Display Manager ] を超動して，表示 
するディスプレイを切り替えることもできます。使用方まについては 、 「Fujitsu Display 
Manager 」 のヘルプをご覧〈ださい。「スタート」ボタンー「すべてのプログラム J 一 
「Fujitsu Display Manager 」 一「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 


■ を意事項 

• 表示装置の切り替えの設をは次のようになります。 

.Windows が起動するまでの間は、 BIOS 七ットアップの設をが有効です。 

.Windows 起動中は「画面の設を」ウィンドウまたは「画面のプロパティ」ウィンドウの 
設定が有効 （Windows を再起動後も有効）です。 

• Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows で使用していたが態 
に戻ります。ただし、外部ディスプレイが接続されていない場合は、液晶ディスプレイ 
に表示されます。 

•外部ディスプレイを接続して、初めて電源を入れたときは、同時表示のが態に切り替わる 
場合があります。 

■解像度の切り替え時などに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、ホ障ではあり 
ません。 

• 外部デ ィス プレイまたは液晶プロジェクタによっては、液晶デ ィス プレイ+外部デ ィス プ 
レイの同時表示時に、画面が正しく表示されないことがあります。 

• 外部ディスプレイで液晶ディスプレイな上の高解像度を利用するには、それらの解像度を 
表示可能な外部ディスプレイが必要です。 

• 液晶プロジェクタを本パソコンの液晶ディスプレイと同時表示で使用する場合、 VESA で標 
準化された DDC の規格を満たしていて、かつ本パソコンの液晶ディスプレイと同じ解像度 
を表示可能な液晶プロジェクタが必要です。本規格を正しく満たしているかどうかに関し 
ては、それぞれの液晶プロジェクタのメーカーにご確認ください。これはプラグアンドプ 
レイを実現するために外部ディスプレイの情報をパソコン本体に伝送できるようにするた 
めの規格であり、これを満たしていない液晶プロジェクタには表示することはできません。 
• BIOS 七ットアップの画面は、液晶ディスプレイのみに表示されることがあります。外部ディ 
スプレイにも BIOS 七ットアップの画面を表示させる場合には、 BIOS 七ットアップの「詳 
細」一「ディスプレイ設定」を「外部ディスプレイ」に設をしてください。詳しくは、 「BIOS」 
-「メニュー詳細」（一 P.198) をご覧ください。 

• 液晶ディスプレイ+外部ディスプレイの同時表示を選択した場合、外部ディスプレイ画面 
は液晶ディスプレイ画面と同一の解像度になります。 

• ビデオ CD や DVD-Video などの動画再生中に、表示するディスプレイを切り替えないでくだ 
さい。いったん動画を再生しているソフトウェアを終了してから、表示するディスプレイ 
を切り替えてください。 
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• 外部ディスプレイとして CRT ディスプレイを接続した場合は、「画面の設を」ウィンドウま 
たは「画面のプロパティ」ウィンドウでリフレッシュレートを 85 Hz な上に設をできるよう 
に見えますが、実際の CRT ディスプレイの走査周波数はを機種の「外部ディスプレイの走 
査周波数」 （^ P .86) の表な外の周波数を{ま用することはできません。 

•画面の解像度や発色数、リフレッシュレートを変更する場合は、起動中のソフトウェアや 
常駐しているプログラムを終 T させてから設をしてください。また、変更後は必ず本パソ 
コンを再起動してください。 

• Windows XP の場合は、外部ディスプレイを接続したが態で、コマンドプロンプトをウィン 
ドウ表示から全画面表示に切り替えると、ディスプレイが切り替わることがあります。ま 
た、コマンドプロンプトを終了したときやウィンドウ表示に切り替えたときに、ディスプ 
レイが切り替わることがあります。この現象はドライバおよび Windows での制限（仕様） 
です。あらかじめご了承ください。 

• 外部ディスプレィによって巧応している解像まや走査周波数が異なるため、外部ディスプ 
レィ表示に切り替えたときに何も表示されない、または正常に表示されないことがありま 
す。その場合は次の操作を行うようにしてください。 

-何も表示されない場合 

何も操作しないでお待ちください。15ゆぐらい待つと、表示先が液晶ディスプレイに戻 

ります。表示先が液晶ディスプレィに戻らないときは、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 10】 

キーを押して、表示先を切り替えてください。 

-正常に表示されない場合 

外部ディスプレイのマニュアルで外部ディスプレイが巧応しているリフレッシュレート 

を確認し、次のホ法で設ををを更してください。 

■ Windows Vista の場合 

1. デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニューから、「個人設 
を」をクリックします。 

「個人設を」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設を」をクリックします。 

3. 「モニタ」 タブをクリックします。 

4. 「モニタの 設定」 の リフレッシュレートを外部ディスプレイでサポートする走査周波 
数に設定します。 

5. 「 OK 」 をクリックします。 

- Windows XP の場合 

1. デスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設を」をクリックします。 

3. 「モニタ」タブをクリックします。 

4. 「モニタの 設定」 の リフレッシュレートを外部ディスプレイでサポートする走査周波 
数に設定します。 

5. 「 OK 」 をクリックします。 

• 別の外部ディスプレイにを更する場合は、を更前とを更後の両方の外部ディスプレイがサ 
ポートする解像度、リフレッシュレートにあらかじめ変更し、パソコンの電源を切った後、 
別の外部ディスプレイを接続してください。外部ディスプレイのサポートする解像度、リ 
フレッシュレートが異なる場合は、外部ディスプレイを変更したときに、画面が表示でき 
なくなる場合があります。 
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■ Windows の操作で切り替える 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定 J ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「設ま」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

2 「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバィス」をクリックします。 

4 次の操作を行います。 

参1台のディスプレィに表示する場合 

- S 8370 の場合 

「シングルディスプレイ」の一覧から、表示するディスプレイをクリックして、 
チェックを付けます。 

- S 8470 の場合 

動作モードから「シングルディスプレイ」を選択します。 

参同時表示の場合 

- S 8370 の場合 

「マルチディスプレイ」の 「Intel (民） デュアル.ディスプレイ.クローン」 をク 
リックして、チェックを付けます。 

- S 8470 の場合 

動作 モードから 「 Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.クローン」 を選択します。 

P POINT 

► 同時表示の場合、プライマリとセカンダリの設をはホのようにして〈ださい。 

-液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-プライマリ：ノートブック 
-セカンダリ： PC モニタ 

► 「プライマリデバイス」、「セカンダリデバイス J の解像度やリフレッシュレートなどの詳細 
な設をは、左の一覧の「ディスプレィ設を」をクリックして表示される設を項目から変更 
することができます。 

5 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示された場合は、15秒な内に、 「 OK 」 を 
クリックしてください。 

6 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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■ キーボードで切り替える場合 

表示するディスプレイを切り替えるには、 [ Fn ] + 【 F 10】 キーを押します。ディスプレイは 
次の順に切り替わります。このとき 【 F 10】 キーを、間隔を空けて押してください。 

•外部ディスプレイを接続した場合 

液晶ディスプレイ^外部ディスプレイ^液晶ディスプレイ+外部ディスプレイ（同時表 
示）^液晶ディスプレイ.'' 

P POINT 

► キーを押してもディスプレイが切り替わらない場合は、「画面の設を」ウィンドウまたは 
「画面のプ□パティ」ウィンドウで切り替えて〈ださい。 

► Windows XP で、コマンドプ□ンプトを全画面表示にしている場合は、 [ Fn ] + 【 F 10 】 キー 
を使用してディスプレイを切り換えることができません。一度、ウィンドウ表示に切り換 
えてからディスプレイを切り替えて < ださい。 

■ ワンタッチ「プレゼン」ボタンで切り替える場合 

ワンタッチ「プレゼン」ボタンを押すと、外部ディスプレイとの同時表示（解像度は1024 X 
768固定）に切り替わります。もう一ま押すと、液晶ディスプレイのみの表示に戻ります。 
切り替えのパターンは 、 「Fujitsu Display Manager 」 で設定できます。詳しくは 、 「Fujitsu Display 
Manager 」 のヘルプをご覧ください。「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一 「Fujitsu 
Display Manager 」 一「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 
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マルチモニタ機能 


本パソコンには、2台のディスプレイで1つのデスクトップを表示できる「マルチモニタ機能」 
があります。パソコン本体の液晶ディスプレイと外部ディスプレイで、1つのデスクトップを 
表示できます。 

ここではプライマリアダプタ（メイン画面）として液晶ディスプレイを、七カンダリアダプタ 
(ナブ画面）として外部ディスプレイを使用する場合の手順を説明します。 

■ 表示できる解像度と発色数 

マルチモニタ機能では、次の解像度に設をすることができます。 

□ S 8370 

• Windows Vista の場合 


発色数 

プライマリの 

解像度 

セカンダリの解像度'ま 1 

800 X 
600 

1024 X 

768 

1280 X 

768 

1280 X 

1024 

1360 X 

768 

中 （16 ビット） 

最高 （32 ビット）® 2 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





を1:を解像度はお使いの外部ディスブレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートし 
ていない解像度は使用することができません。 

ミ 主 2 :液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 
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• Windows XP の場合 


発色数 

プライマリの 

解像度 

セカンダリの解像度 a 1 

800 X 

600 

1024 X 

768 

1280 X 

768 

1280 X 

1024 

1：360 X 

768 

中 （16 ビット） 

最高 （32 ビット） 'を 2 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 を j 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1400 X 1050 注3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 注3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


発色数 

プライマリの 

解像度 

セカンダリの解像度 a 1 

1440 X 

900 

1600 X 

1200 

1920 X 

1200 

中 （16 ビット） 

最高 （32 ビット） '注2 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

1280 X 768 

〇 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 注 3 

〇 

〇 

〇 

1400 X 1050 注3 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 注3 

〇 

〇 

〇 


を1;を解像度はお使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートして 
いない解像度は使巧することができません。 

を2:液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 

ま3:液晶ディスプレイでは、1280 X 1024 la 上の解像度に設定した場合、仮想デスクトッブになります。 

仮想デスクトップでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、他の領域はマウスポインタを動かすこと 
によって表示できます。 

この解像度が表示されない場合は、「画面のプロパティ J ウィンドウの「設定 J タブで「詳細設定 J をクリックし、 
表示されたウィンドウの「モニタ」タブで「このモニタでは表示できないモードを隠す」のチェックを外して〈だ 
さし、。 
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□ S 8470 の場合 

• Windows Vista の場合 


発色数 

プフイマリの 
解像度 

セカンダリの解像度'ま 1 

800 

X 

600 

1024 

X 

768 

1280 

X 

1024 

1360 

X 

768 

1440 

X 

900 

1600 

X 

1200 

中 （16 ビット） 

最高 （32 ビット）'注2 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X "768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


発色数 

プライマリの 

解像度 

セカンダリの 
解像度31 

1680 

X 

1050 

1920 

X 

1200 

中 （16 ビット） 

最高 （32 ビット）'注2 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 


を1:を解像度は、お使いの外部ディスプレイがサポートしている場合にご使巧になれます。ディスプレイがサポートし 
ていない解像度は使用することができません。 

を2 :液晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 


参 Windows XP の場合 


発色数 

プフイマリの 
解像度 

セカンダリの解像度 a 1 

800 

X 

600 

1024 

X 

768 

1280 

X 

1024 

1360 

X 

768 

1440 

X 

900 

1600 

X 

1200 

中 （16 ビット）ぉ 
高 （32 ビット）'注2 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


発色数 

プライマリの解 
像度 

セカンダリの 
解像度 

1680 

X 

1050 

1920 

X 

1200 

中 （16 ビット）ぉ 
高 （32 ビット）'を2 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 


を1:各解像度は、お使いのか部ディスプレイがサポートしている場合にご使用になれます。ディスプレイがサポート 
していない解像度は使巧することができません。 

を2 :あ晶ディスプレイは擬似的に色を表示するディザリング機能を利用しています。 
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■ ま意事項 

• マルチモニタ機能{ま用時には、 DVD - Video を再生しないでください。 

• マルチモニタ機能巧用時に本パソコンを再起動した場合、巧用している外部ディスプレイ 
によっては、画面が正常に表示されないことがあります。このような場合には、リフレッ 
シュレートを 85 Hz な下に設をしてください。 

•マルチモニタ機能使用時には、 [ Fn ] + 【 F 10】 キーを使用して、ディスプレイを切り替え 
ることはできません。 

• マルチモニタ機能をお使いになる前に、必ず外部ディスプレイを接続してください。 

• マルチモニタ機能をお使いになる前に、巧用中のソフトウェアを終了してください。 

• マルチモニタ機能をお{まいになるときは液晶ディスプレイを「プライマリ」、外部ディスプ 
レイを「七カンダリ」に設定してください。 

• マルチモニタ機能の注意 

.2 台のディスプレイにまたがるウィンドウがある場合は、プライマリアダプタと七カンダ 
リアダプタの設ををを更しないでください。 

. 七カンダリアダプタのみに表示されているソフトウェアを起動中に、七カンダリアダプ 
夕の{吏用を終了しないでください。ソフトウェアおよび Windows の動作が不ををになり、 
データが保存されないことがあります。 

-次の事項はプライマリアダプタのみで表示されます。 

• 液晶ディスプレイの全画面表示 

. コマンドプロンプトの 全画面表示 （Windows XP の 場合） 

. 一部のスクリーン七ーバー 
-動画再生画面の全画面表示 
•アクセラレー タ 機能を巧用 しての 動画再生画面 
• 発色数に ついての 注意 

. プライマリアダプタと七カンダリアダプタで、別々の発色数を設をしないでください。 
.「中 (16 ビット）」または「最高 （32 ビット）」に設をしてください。 

■ マルチモニタの設定 

f 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設を」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

ク「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 
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4 次の操作を行います。 

♦ 58370 の場合 

「マルチディスプレイ」の「あ張デスクトップ」をクリックして、チェックを付けま 
す。 

参 S 8470 の場合 

動作モードから「あ張デスクトップ」を選択します。 

P POINT 

► マルチモニタ表示の場合，プライマリとセカンダリの設をはホのようにしてください。 

■ プライマリ：ノ ートブック 
-セカンダリ： PC モニタ 

► 「プライマリデバイス」、「セカンダリデバイス」の解像度やリフレッシュレートなどの詳細 
な誤をは、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリックして表示される設を項目から変更 
することができます。 

5 「適用」をクリックします。 

デスクトップの'変更を確認のメッセージが表示された場合は、15秒な内に、 「 OK 」 をク 
リックしてください。 

6 roKj をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


■ アダプタの表示位置を変更する 

ここでは使用する2つのアダプタの表示位置をを更する場合の手順について説明します。 

/次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

クモニタアイコンを、表示する位置にドラッグします。 


3 「 OK 」 をクリックします。 
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外部ディスプレイの走査周波数_ 

パソコン本体に外部ディスプレイを接続した場合に、パソコン側でディスプレイドライバの走 
査周波数を設定することができます。走査周波数が高いほど、解像まや同時発色数を上げるこ 
とができ、画面のちらつきを減らすことができます。 

ディスプレイドライバにより、次の表に示されている走査周波数を選択することができます。 
選択できる走査周波数は、外部ディスプレイ表示のみの場合も同時表示の場合も同じです。 
ただし、外部ディスプレイによっては、選択しても表示できない走査周波数があります。その 
ときは、液晶ディスプレイと外部デイスプレイの同時表示に切り替えて、選択し直してくださ 

い。 


解像度 

水平走査周波数 （ kHz ) 

垂直走査周肢数 ( Hz ) 

800 X 600 

37.9 

60 

48.1 

72 

46.9 

75 

53.7 

85 

1024 X 768 

48.4 

60 

56.5 

70 

60.0 

75 

68.7 

85 

1280 X 1024 

64.0 

60 

80.0 

75 

91.1 

85 

1360 X 768 

47.7 

60 

1440 X 900 

55.9 

60 

1600 X 1200 

75.0 

60 

93.8 

75 

106.3 

85 

1680 X 1050 

64.7 

60 

1920 X 1200 

74 

60 


■ ま意事項 

•お使いになる外部ディスプレイによっては、外部ディスプレイ表示に切り替えた場合、画 
面が正常に表示されないことがあります。その場合は、外部ディスプレイのマニュアルで 
サポートする走査周波数を確認し、「リフレッシュレート」の設を値をを更してから外部 
ディスプレイ表示に切り替えてください。 

「リフレッシュレート」とは、1秒間に画面を書き換える回数を周波数（単位は Hz ) で表し 
たものです。垂直同巧周波数ともいいます。リフレッシュレートの値が高いほど、画面の 
ちらつきが感じられなくなります（お{まいの外部ディスプレイによって値の上限はかまっ 
ています)。 



製品ガイド FMV - S 8470, FMV - S 8370 


• リフレッシュレートのを更は、次のように設定してください。 

.Windows Vista の場合 

しデスクトップで右クリックし、「個人設を」をクリックします。 

「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックします。 

3. ディスプレイイラストからリフレッシュレートをを更するモニタアイコンを選択し 
ます。 

(マルチ モニタ機能の 巧用時はプライマリに設定した モニタの リフレッシュレート 
を変更したい場合は「1」を、七カンダリに設定した モニタの リフレッシュレートを 
'変更したい場合は「2」を選択します。） 

4. 「詳細設定」をクリックします。 

お使いのディスプレイドライバのウィンドウが表示されます。 

5. 「モニタ」 タブをクリックします。 

氏「画面のリフレッシュレート」から、設をしたいリフレッシュレートを選択します。 

7. 「適用」をクリックします。 

8. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

• Windows XP の場合 

1. デスクトップで右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックします。 

3. ディスプレイイラストからリフレッシュレートをを更するモニタアイコンを選択し 
ます。 

(マルチモニタ機能の使用時はプライマリに設をしたモニタのリフレッシュレート 
を変更したい場合は「1」を、七カンダリに設定したモニタのリフレッシュレートを 
'変更したい場合は「2」を選択します。） 

4. 「詳細設定」をクリックします。 

お使いのディスプレイドライバのウィンドウが表示されます。 

5. 「モニタ」 タブをクリックします。 

氏「画面のリフレッシュレート」から、設をしたいリフレッシュレートを選択します。 

7. 「適用」をクリックします。 

8. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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8 音量 (Windows Vista の場合 ) 


WindowsXP の場合は、「音量 （Windows XP の場合）」 （一 P .93) をご覧ください。 
スピーカーやヘッドホンの音量は、キーボード、または画面の音量つまみで調節し 
ます。 


注意事項 


スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音がひ 
ずまない範囲に設をや調整をしてください。 


「 Windows モ ビリティ七 ン ター」で 調節する_ 

「Windows モビリティセンター」では、パソコンをいつもとは違う場巧で使用するときなどに、 
お使いになるが況に合わせたを種設をを1つの画面ですべてを更することができます。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

ク「モバイルコンピユータ」の「共通で使うモビリティ設定の調整」をクリック 
します。 

「Windows モビリティセンター」ウィンドウが表示されます。 

3 「音量」のつまみを左ちにドラッグして、音量を調節します。 


キーボードで 調節する _ 

キーボードで音量を調節するには、 [ Fn ] + [ F 8] キーまたは 【 Fn 】 + [ F 9] キーを押します。 
[ Fn ] + [ F 8] キーを押すと音量が小さく、 【 Fn 】 + 【 F 9】 キーを押すと音量が大きくなります。 
音量の調節中、画面下部に音量を示すインジケータが表示されます。 

音量を消したい場合は、 【 Fn 】 + [ F 3] キーを押します。 

「MuteJ と表示され、画面右下の通知領域のアイコンがをわります。 

もう一度 【 Fn 】 + [ F 3] キーを押すと、画面下部に現在の音量を示すインジケータが表示さ 
れ、音が出るようになります。 
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画面上の音量つまみで設定する 


■ を意事項 

■通知領虹でに「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してください。 

し 「スタート」ボタンを右クリックし、表示されるメニューから、 「プロパティ」 をクリッ 
クします。 

「タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ」ウィンドウが 表示されます。 

2. 「通知領域」タブをクリックします。 

3. 「システムアイコン」の「ボリューム」のチェックを付けます。 

4. 「 OK 」 をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

■音量つまみを表示しているとき、キーボードで音量を調節すると、音量つまみも動きます。 
• 音量デバイスが複数表示されている場合、表示されているアイコンの下にチェックのつい 
ているを量デバイスが有効になっています。音量を調節したい機器が有効になっていない 
ときは、音量を設をしたい機器をクリックし、「既を値に設定」をクリックしてください。 

■ スピーカーの 音量を調節す る 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」アイコンをクリックすると音が消え、画面右下の通知領虹での表示もをわり 
ます。 

3デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 

■ソフトウェアごとに音量を調節する 

音が出るソフトウェアごとに音量を調節することができます。 

ブ音量を調節したいソフトウェアを起動します。 

ク画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをちクリックし、表示されるメ 
ニューから、「音量ミキサを開く」をクリックします。 

「音量ミキサ」ウィンドウが表示されます。 

「デバイス」に設をされている音量が、「画面上の音量つまみで設定する」で設をした音 
量です。 

3 「アプリケーシヨン」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェアの音量 
つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 

• デバイス 

本 パソコンのスピーカーから 出る音量です。「画面の音量つまみ」で選択した音量と 
同じです。 
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-アプリケーシヨン 

起動しているソフトウェアごとに音量を調節できます。「デバイス」で設定した音量 
が最大値になります。 

4 ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックします。 

「音量ミキサ」ウィンドウが閉じます。 

■ 再生や録音をする機器ごとに音量を調節する 

本 パソコンで 再生 や 録音をする機器 （スピーカーや マイクなど）ごとに、音量を調節ずること 
ができます。 

「サウンド」ウィンドウの「録音」タブに何も表示されない場合は、パソコン本体のマイク- 
ラインイ ン兼用端子に外部機器を接続してください。 

f 画面右下の通知領域にある「音量」アイコンを右クリックし、表示されるメ 
ニューから、「再生デバイス」または「録音デバイス」をクリックします。 

「サウンド」ウィンドウが表示されます。 

ク音量を調節したい機器を右クリックし、表示されるメニューから「プロパティ」 
をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが表示されます。 

3 「レベル」タブをクリックします。 

4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左右にドラッグして、適切な音量に調 
節します。 

•「ミュート」アイコン：音を出力したり、消したりできます。 

• レくランス」：左右の音量のバランスを調節できます。 

5 「 OK 」 をクリックします。 

手順2で選択した機器のプロパティが閉じます。 

6 「 OK 」 をクリックします。 

「サウンド」ウィンドウが閉じます。 
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ご購入時に音量を調節できる項目 


巧生や録音する機器ごとに調節できる項目について説明します。 

■ 再生するときに調節できる項目 

再生するときの音量を調節する場合は、「サウンド」ウィンドウの「再生」タブで設定をを更 
します。音声を出力したい機器を選択し、 「プロパティ」 をクリックして表示される設を画面 
の 「レベル」 タブで設定することができます。本パソコンご購入時に調節できる項目は、次の 
とおりです。 

■スピーカー 

• Realtek HD Audio output 

スピーカーから 出力されるを量を調節できます。 

• PC Beep 

BEEP 音の音量を調節できます。 

. マイク 

マイク-ラインイン兼用端子から入力される音量を調節できます（マイク入力設を時)。 

-ライン入力 

マイク-ラインイン兼用端子から入力される音量を調節できます（ライン入力設を時)。 

• Line Out 

へッドホン-ラインアウト兼用端子から出力される音量を調節できます（ライン出力設 
定時)。 

■ 録音するときに調節できる項目 

録音するときの音量を調節する場合は、「サウンド」ウィンドウの「録音」タブで設定を変更 
します。録音したい機器を選択し、 「プロパティ」 をクリックして表示される設を画面の「レ 
ベル」 タブで設をすることができます。本 パソコンご 購入時に調節できる項目は、次のとおり 
です。 

• マイク 
• マイク 

マイク-ラインイン兼用端子から入力される音量を調節することができます（マイク入 
力設定時)。 

.マイクブースト ( S 8470 のみ） 

マイクブーストのレベルを調節することができます。 
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へッドホン-ラインアウト兼用端子/マイク-ラインイン兼用端 
子の機能を切り替える _ 

へッドホン.ラインアウト兼用端子、マイク.ラインイン兼用端子は、ご購入時に「ヘッド 
フォン」、「マイク入力」に設をされています。設ををを更することで「ライン出力」、および 
「ライン入力」として使用することができます。次の手順に従って、設ををを更してください。 

■ ま意事項 

• へッドホン•ラインアウト兼用端子、マイク-ラインイン兼用端子に外部機器を接続して 
いないときは、切り替えができません。 

•マイク.ラインイン兼用端子に外部機器を接続するときは、外部機器の音量を小さくする 
か、出力を停止してください。 

• かの手順で「デバイスを挿したときのポップアップダイアログを有効にします。」にすると、 
へッドホン-ラインアウト兼用端子/マイク-ラインイン兼用端子に機器を接続するだけ 
で、デバイスを選択するウィンドウが自動で開きます。 

1. 「Realtek HD オーディオ マネージャ」 ウィンドウで、 「アナログ」の 右側にある 「コネ 
クタ設定」ボタンをクリックします。 

「コネクタ設定」ウィンドウが開きます。 

2. 「デバイスを挿したときのポップアップダイアログを有効にします。」にチェックを付 
け、 「 OK 」 をクリックします。 

■機能を切り替える 

ブ機能を切り替えたい端子に機器を接続します。 

端子については、「各部を称」一「を部のを称と働き」（一 P .12) をご覧ください。 

ク画面右下の通知領域にある 「Realtek HD 才ーディオマネージャ」アイコンを 
ダブルクリックします。 

「 RealtekHD オーディオマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3 切り替えたい端子のアイコンをダブルクリックします。 

デバイスを選択するウィンドウが表示されます。 

4 使用するデバイスにチェックを付けます。 

♦へッドホン-ラインアウト兼用端子の場合 

へッ ドフォン ：へッ ドホン出力として動作します。パソコン本体の スピーカーから 
音声は出力されません。音量は画面右下の通知領域にある「音量」アイコンで調整 
します。 

ライン出力：ライン出力として動作します。 パソコン 本体のスピーカーから音声は 
出力されます。音量は 「 LineOutJ で調整します。 

♦マイク. ラインイン兼用端子の場合 

マイク入力：マイク入力として動作します。 

ライン入力：ライン入力として動作します。 

5 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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9 音量 （Windows XP の場合 ) 


Windows Vista の場合は、「音量 （Windows Vista の場合）」卜 P .88) をご覧くださし、。 
スピーカーやヘッドホンの音量は、キーボード、または画面の音量つまみで調節し 
ます。 

また、音声入出力時のバランスや音量の設定は、音量を設定するウィンドウで行い 
ます。 


注意事項 


スピーカー がか障する原因となる場合がありますので、音量は スピーカーから 聞こえる音がひ 
ずまない範囲に設定や調整をしてください。 


キーボードで調節する 


キーボードで音量を調節するには、 [ Fn ] + [ F 8] キーまたは 【 Fn 】 + [ F 9] キーを押します。 
[ Fn ] + [ F 8] キーを押すと音量が小さく、 【 Fn 】 + 【 F 9】 キーを押すと音量が大きくなります。 
音量の調節中、画面下部に音量を示すインジケータが表示されます。 

音量を消したい場合は、 【 Fn 】 + [ F 3] キーを押します。 

「 M 山 e 」 と表示され、画面右下の通知領域のアイコンが'変わります。 

もう 一 ま [ Fn ] + [ F 3] キーを押すと、画面下部に現在の音量を示すインジケータが表示さ 
れ、音が出るようになります。 


画面上の音量つまみで設定する 


■ を意事項 

■通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行してください。 

し「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の 順に クリック します。 

2. 「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」をクリックします。 

3. 「サウンドとオーディオデバイス」をクリックします。 

「サウンドとオーディオデバイスのプロパティ」が表示されます。 

4. 「音量」タブをクリックします。 

5. 「デバイスのを量」の「タスクバーにを量アイコンを配置する」のチェックを付けます。 

6. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■音量つまみを表示しているとき、キーボードで音量を調節すると、音量つまみも動きます。 

■ スピーカーの 音量を調節す る 

ブ画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 
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ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」をチェックすると音が消え、画面右下の通知領域の表示も変わります。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 


再生時/録音時の音量設定 


「マスタ 音量」ウィンドウで再生時や録音時の音量設をができます。 


■ 再生時の音量を調節する 

ブ 画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

ク バランスや音量などを調節します。 

3 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

■ 録音時の音量を調節する 

1 画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

ク 「オプション」メニュ ーー > 「プロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ J ウィンドウが表示されます。 

3 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio Input 」 を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

「録音コントロール J ウィンドウが表示されます。 

タ バランスや音量などを調節します。 

6 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 


■ ご購入時の音量設定 

ご購入時の音量設定は、次のようになっています。 

□ミち意事巧 

• を項目で表示されるぶ称や順番は OS により異なる場合があります。 

• 表示されていない項目を表示させる場合は、次のように設をします。 
I . 「オプション」メニュ ーー>「プロパティ」 の順にクリックします。 
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2. 「ミキサーデバイス」から次を選択します。 

「民 ealtek HD Audio output 」 または 「 Realtek HD Audio Input 」 

3. 「表示する コントロール」 で、項目をクリックしてチェックします。 
項目が表示されるようになります。 

□再生時の音量設定 


— :ご購入時の設定はミュートではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

- 

内蔵スピーカー、へッドホン-ラインアウ 
卜兼用端子の再生音量（へッドホン設定時） 

WAVE 

表示 

- 

Wave 音源の再生音量 

SW シン 七ナイザ 

表示 

- 

本パソコン内蔵のソフトウェア MIDI の再生 
音量 

CD プレーヤー 注 1 

表示 

- 

音楽 CD の再生音量 

Line Out 

表示 

— 

へッドホン-ラインアウト兼用端子の再生 
音量（ライン出力設定時） 

ライン音量 

表示 

- 

マイク-ラインイン兼用端子から入力され 
る音量（ライン入力設定時） 

マイク 

表示 

ミュート 

マイク-ラインイン兼用端子から入力され 
る音量（マイク入力設定時） 

PC Beep を 2 

表示 

- 

BEEP 音の再生を量 


ま1: 「Windows Media 円 ayerj などの一部のソフトウェアでは、 「WAVEj で音楽 CD の音量を調整します。 

ま2 :スタンバイや休止状態に移行するときのビープ音は設定できません。 BIOS セットアップの設定が有効となりま 
す。 

音量を変更する場合は、 BIOS セットアップの「詳細 J — 「を種設定 J 一「音量設定 J で設定してください。詳し 
〈は、巧に SJ —「BIOS セット アツ ブの操作のしかた J (一 P.193) をご覧〈ださい。 


□録音時の音量設定 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウインドウの「選択」は「マイク」に設定されています。 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

設定する音量 

マイク 

表示 

マイク•ラインイン兼用端子の録音音量 
(マイク入力設を時） 

ライン音量 

表示 

マイク•ラインイン兼用端子の録音音量 
(ライン入力設定時） 

ステレオミキサー （ S 8370 のみ） 

表示 

再生音全体の録音音量 
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へッドホン-ラインアウト兼用端子/マイク-ラインイン兼用端 
子の機能を切り替 える_ 

へッドホン.ラインアウト兼用端子、マイク.ラインイン兼用端子は、ご購入時に「ヘッドホ 
ン」、「マイク入力」に設をされています。設ををを更することで「ライン出力」、および「ラ 
イン入力」として使用することができます。次の手順に従って、設ををを更してください。 

■ ま意事項 

• へッドホン•ラインアウト兼用端子、マイク-ラインイン兼用端子に外部機器を接続して 
いないときは、切り替えができません。 

•マイク.ラインイン兼用端子に外部機器を接続するときは、外部機器の音量を小さくする 
か、出力を停止してください。 

•かの手順でジャック検出を有効にすると、ヘッドホン.ラインアウト兼用端子、マイク. 
ラインイン兼用端子に機器を接続するだけで、「デバイスタイプ」ウィンドウが自動で開き 
ます。 

1. 手順4の「オーディオ I / O 」ウィンドウから、「アナログ」の右側にある「コネクタ設 
を」ボタンをクリックします。 

「コネクタ設定」ウィンドウが開きます。 

2. 「デバイスを挿したときのポップアップダイアログを有効にします。」にチェックを付 
け、 「 OK 」 をクリックします。 

■機能を切り替える 

ブ 機能を切り替えたい端子に機器を接続します。 

端子については、「各部を称」一「各部のを称と働き」（一 P .12) をご覧ください。 

2 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

3 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」一 「 RealtekHD 才ーディオ設 
定」の順にクリックします。 

イ 「才ーディオ I / O 」タブをクリックします。 

5 切り替えたい端子の左側にあるアイコンをクリックします。 

「デバイスタイプ」ウィンドウが開きます。 
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6 使用するデバイスにチェックを付けます。 

•へッドホン-ラインアウ ト 兼用端子の場合 

ヘッドフォン：へッドホン 出力として動作します。 パソコン 本体の スピーカーから 
音声は出力されません。音量は 「マスタ 音量」で調整します。 

ライン出力：ライン出力として動作します。 パソコン 本体のスピーカーから音声は 
出力されます。音量は 「 LineOut 」 で調整します。 

♦マイク.ラインイン兼用端子の場合 

マイク入力：マイク入力として動作します。 

ライン入力：ライン入力として動作します。 

7 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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10 通信 


る信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アクセスからパソコンを守るため、 
セキュリティ対策を実行してください。詳しくは「セキュリティ」 （一 P .147) をご 
覧ください。 


LAN (有線 LAN ) 


LAN の設定につぃては、ネットワーク管 a をに確認してくださぃ。 

■ ま意事項 

• ネットワークをお使ぃになるときは、省電力機能が働かなぃように設をを変更することを 
お勧めします。設定のを更ホ法につぃて、「スリープ/休止状態 （Windows Vis はの場合）」 
(一 P .104)、 「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合)」い P .110) をご覧くださぃ。 
省電力機能が働ぃてしまうと、化の装置からアクセスできなくなることがあります。また、 
お使ぃになるソフトウエアによっては、不具合が発生する場合があります。 

• ネットワークに接続する場合は、 AC アダプタを接続した上でのご使用をお勧めします。 

• LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを押さえながら引き抜ぃてくださぃ。ツ 
メを押さえずに無 a に引き抜くと破損の原因となります。 



• ポートリプリケータ接続時には、必ずパソコン本体の LAN コネクタから LAN ケーブルを取 
り外してください（ポートリプリケータ接続時は、パソコン本体の LAN コネクタは使用で 
きません)。 LAN ケーブルを取り外さないと、破損の原因となります。 

• 100 肥 ASE - T の通信を行うためには、1000 BASE - T にか応したネットワーク機器とエンハン 
ストカテゴリ5 (カテゴリ 5 E ) な上の LAN ケーブルを{吏用してください。 

/ K 警告 

0 * 雷が鳴り出したら、パソコン本体やケーブル類、およびそれらにつながる機器に姐れないで〈 
ださい。また、雷が鳴り出しそうなときは、 AC アダプタやケーブル類を取り外し、雷が止む 
まで取り付けないでください。 

感電-火災の原因となります。またパソコンが故障するおそれがあります。 

A ミ主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 


© • LAN ヶーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してくださし、。 
接続するコネクタを間違うと故障の原因となることがあります。 
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■ LAN ケーブルを接綻する 

本パソコンには、下記に対応した LAN が内蔵されています。 

•10 BASE-T (圧 EE 802.3準拠） 

•100 BASE-TX (圧 EE 802.311準拠） 

• 1000 BASE-T (IEEE 802.3 ab 準拠） 

本パソコンには、通信環境を簡単に切り替えられるユーティリティ 「 PhigfreeNETWORK 」^; 
添付されています。あわせてご利用ください。詳しくは、「ソフトウェア」一「ソフトウェア 
一覧」（一 P .168) をご覧ください。 

ブパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

クパソコン本体の LAN コネクタに LAN ケーブルを接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 LAN コネクタについ 
ては、「各部《お」一「各部の《称と働き」卜 P .12) をご覧ください。 


無線 LAN (IEEE 802.11 a、IEEE 802.11 g、IEEE 802.1 1 n ドラ 
フト 2.0 準拠） 


巧を巧租 I S 8470 (無線 LAN 搭載機種のみ） 

無線 LAN を{吏うと、 LAN ケーブルを{吏わずにネットワークに接続することができます。本パ 
ソコンに内蔵されている無線 LAN は、圧 EE 802.11 a、IEEE 802.11 b、IEEE 802.11 g 、 圧 EE 802.1 In 
ドラフト 2.0 に準拠しており 、 IEEE 802.11 a、IEEE 802.11 b、IEEE 802.11 g 、 圧 EE 802.1 In ドラフ 
卜 2.0 に準拠した無線 LAN 機器と接続することができます。なお、 5 GHz 帯では、 W 52、 W 53、 
W 56 のチャンネルを使用します。 

無線 LAN については、『圧 EE 802.11 a / b / g 準拠、圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN を 
お使いになるホへ』をご覧ください。設をする場合は、ネットワーク管理者に確認のうえ、実 
行してください。 

また、本パソコ ン には、通信環境を簡単に切り替えられる ユーテイ リテイ 「Plugfree 
NETWORK 」 が添付されています。あわせてご利用ください。詳しくは、「ソフトウェア J - 
「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご覧ください。 

■ 通信を行ラためのミ主意 

本パソコンの無線 LAN を使って通信するときの注意事項について説明します。 

• 電波法の定めにより W 56 のチャンネルは屋外でご利用になれますが、 W 52、 W 53 のチャン 
ネルは屋外ではご利用になれません。本パソコンでは特をのチャンネルの電波の発信を停 
止することはできないため、内蔵の無線 LAN を 5 GHz 帯でご{吏用になる場合、屋外ではご 
利用になれません。本パソコンを屋外でご{ち用になる場合は、 5 GHz 帯の電波を停止してく 
ださい。 

• 最大で規格値 300 Mbps 無線 LAN に対応しています。 

表示の数値は、本製品と同等の構成を持った機器との通信を行ったときの巧論上の最大値 
であり、実際のデータ転送速まを示すものではありません。 
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•パソコン本体と通信申目手の機器との推奨する最大通信距離は、圧邸802.1 la 準拠では見通し 
半径 15 m な内、圧 EE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠では見通し半径 25 m な内、圧 EE 802.1111 
ドラフト 2.0 準拠では見通し半径 50 m な内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利 
用になる建物の構造や材質、障書物、ソフトウエア、設置状況、または電波状況などの巧 
用環境により通信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もあり 
ます。 

• 5 GHz 帯チヤンネルの W 53 (52 〜 64 ch ) 、 W 56 (100〜 140 ch ) では、無線 LAN アクセスポイン 

卜の DFS 機能が作動した場合、 W 53/ W 56 の通信はいったん切断されます。 DFS 機能によ 
り、その無線 LAN アクセスポイントが再起動した場合は、 W 53/ W 56 な外のすべての通信 
もいったん切断されます。 

• 本パソコンの巧用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。内 
蔵無線 LAN アンテナについては、「を部ぶお」一「を部のぶおと働き」 （^ P .12) をご覧く 
ださい。 

また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの）で 
できている場所を避けてください。通信性能が低下することがあります。 

•本パソコンに内蔵されている無線 LAN は、無線 LAN 製品の相互接続性を検証する 「 Wi-Fi 
Alliance ®」 がを義する、無線 LAN 標準の 「 Wi - Fi ®」 に準拠しています。 

•本 パソコンに 内蔵され ている 無線 LAN は 、 Bluetooth ワイヤレステクノロジー 機器と同じ周波 
数帯 （2.4 GHz ) を 巧 用するた め、パソコン 本体の近辺で B 山 etoo 化 ワイヤレステクノロジー 
機器を使用すると電波干渉が発生し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。こ 
の場合、次の巧策を行うと 、 Bluetooth ワイヤレステクノロジー 機器との電波干渉を防ぐこと 
ができる場合があります。 

. Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器とパソコン本体との間は 10 m な上離して使用する。 

. 無線 LAN または Bluetooth ワイヤレス テクノロ ジー 機器の一方の電源を切る （ B 山 etoo 出 
ワイヤレス テクノ ロ ジー 機器を内蔵している場合や、単独で電源を切れないものを除 
く）。 

-無線 LAN の 5 GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

• LAN 機能を巧ってネットワークに接続中は、スリープや休止が態 （Windows Vista の場合）、 
またはスタンバイや休止が態 （Windows XP の場合）にしないことをお勧めします。お使い 
の環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があります。 

なお、本パソコンを使用していない場合は、電源を切ってください。 

• 有線 LAN と無線 LAN で、 TCP / IP の設をなどが競合しないように注意してください。 

•本 パソコンを バッテリで運用中に無線 LAN を使用する場合は、バッテリ残量に注意してく 
ださい。 
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無線 LAN (IEEE 802.11 a、 旧 EE 802.1 1g 準拠) 


巧を巧租 1 S8370 (無線 LAN 搭載機種の み） 

無線 LAN を使うと、 LAN ケーブルを巧わずにネットワークに接続することができます。本パ 

ソコンに内蔵されている無線 LAN は、圧 EE 802.11 a. 圧 EE 802.1 lb および IEEE 802.1 Ig に準拠し 

ており、圧 EE 802.11 a、IEEE 802.1 lb および圧 EE 802.1 Ig に準拠した無線 LAN 機器と接続するこ 

とができます。なお、 5GHz 帯では、 J52、W52、W53、W56 のチャンネルを使用します。 

無線 LAN については、 『IEEE 802.11 a/g 準拠内蔵無線 LAN をお使いになるホへ』をご覧くださ 

い。設をする場合は、ネットワーク管 a 者に確認のうえ、実行してください。 

また、本パソコンには、通信環境を簡単に切り替えられるユーテイリテイ 「Plugfree 

NETWORK」 が添付されています。あわせてご利用ください。詳しくは、「ソフトウェア」一 

「ソフトウェア ー 覧」（一 P.168) をご覧ください。 

■ 通信を行ラためのミ主意 

本パソコンの無線 LAN を使って通信するときの注意事項について説明します。 

• 電波法の定めにより W56 のチャンネルは屋外でご利用になれますが、 J52、W52、W53 のチャ 
ンネルは屋外ではご利用になれません。本パソコンでは特をのチャンネルの電波の発信を 
停止することはできないため、内蔵の無線 LAN を 5GHz 帯でご使用になる場合、屋外では 
ご利用になれません。本パソコンを屋外でご使用になる場合は、 5GHz 帯の電波を停止して 
ください。 

• 最大で 54 Mbps 無線 LAN に巧応 しています。 

表示の数値は、無線 LAN 規格の a 論上の最大値であり、実隙のデータ転送速度を示すもの 
ではありません。 

•パソコ ン本体と通信申目手の機器との推奨する最大通信距離は、圧 EE 802.1 la 準拠では見通し 
半径 15m な内、圧邸802.1 lb 準拠、圧 EE 802.1 Ig 準拠では見通し半径 25m な内となります。 
ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の構造や材質、障害物、ソフトウェア、設 
置が況、または電波が況などの使用環境により通信距離は異なります。また、通信速度の 
低下や通信不能となる場合もあります。 

• 5GHz 帯チャンネルの W53(52 〜 64ch)、W56(100 〜 140ch) では、無線 LAN アクセスポイン 
卜の DFS 機能が作動した場合、 W53/W56 の通信はいったん切断されます。 DFS 機能によ 
り、その無線 LAN アクセスポイントが再起動した場合は、 W53/W56 な外のすべての通信 
もいったん切断されます。 

• 本パソコンの使用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。内 
蔵無線 LAN アンテナについては、「各部《称」一「各部の《称と働き」卜 P .12) をご覧く 
ださい。 

また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの）で 
できている場所を避けてください。通信性能が化下することがあります。 

■本パソコンに内蔵されている無線 LAN は、無線 LAN 製品の申目互接続性を検証する 「Wi- 打 
Alliance®」 が定義する、無線 LAN 標準の 「Wi-Fi®」 に準拠しています。 

• 本パソコンに内蔵されている無線 LAN は、 Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器と同じ周波 
数帯 （2.4GHz) を使用するため、パソコン本体の近辺で Bkietoo 化 ワイヤレステクノロジー 
機器を使用すると電波干渉が発生し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。こ 
の場合、次の巧策を行うと、 B 山け〇〇化 ワイヤレステクノロジー機器との電波干渉を防ぐこと 
ができる場合があります。 
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. Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器とパソコン本体との間は 10 m な上離して{吏用する。 

. 無線 LAN または Bluetooth ワイヤレス テクノロ ジー 機器の一方の電源を切る （ B 山 etoo 出 
ワイヤレス テクノ ロ ジー 機器を内蔵している場合や、単独で電源を切れないものを除 
く）。 

-無線 LAN の 5 GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

• LAN 機能を巧ってネットワークに接続中は、スリープや休止が態 （Windows Vista の場合）、 
またはスタンバイや休止が態 （Windows XP の場合）にしないことをお勧めします。お{まい 
の環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があります。 

なお、本パソコンを{ま用していない場合は、電源を切ってください。 

• 有線 LAN と無線 LAN で、 TCP / IP の設をなどが競合しないように注意してください。 

•本 パソコンを バッテリで運用中に無線 LAN を使用する場合は、バッテリ残量に注意してく 
ださい。 
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内蔵モデム 


巧を巧巧」カスタムメイドの選択により、モデム搭載の場合 

ここでは、モジュラーケーブルでパソコンと電話回線を接続するち法について説明していま 
す。 


■ ミ主意事項 

モデムによる接続を行う場合は、事前に現在の所在地情報を設定する必要があります。 

設定方法などについては、『内蔵モデムをお使いになる方へ』をご覧ください。 

Aw 口 

A • モジュラーケーブルを接続する場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り 
外してください。 

感電の原因となります。 

雷が鳴り出したら、パソコン本体やケーブル類、およびそれらにつながる機器に触れないでく 
ださい。また、雷が鳴り出しそうなときは、 AC アダプタやケーブル類を取り外し、雷が止む 
まで取り付けないでください。 

感電-火災の原因となります。またパソコンが故障するおそれがあります。 

A ミ主意 

モデムコネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

モジュラーケーブルを接続する場合は、必ずモデムコネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違うと故障の原因となることがあります。 

■ モデムを接続する 

V .92 対応のモデムが内蔵されています 。 MNP Class 4/5および打に T V .42/ V .42 bis / V .44 によるェ 
ラーフリー/データ圧縮の通信が快適に行えます。また、モデムとしての機能に加え、 
T .30( G 3) FAX の機能を持ち、 FAX の送受信を行えます。 

ブパソコン本体のモデムコネクタと電話回線を、モジュラーケーブルで接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。モデムコネクタについ 
ては、「を部《称」一「を部の《称と働き」い P .12) をご覧ください。 
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11 スリープ/休止状態 

(Windows Vista の場合 ) 


ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スリープと休止が態について説明して 
います。 

Windows XP の場合は、「スタンバイ/休止状態 （Windows XP の場合）」（一 P .110) 
をご覧ください。 


スリープ/休止巧態とは 


スリープまたは休止状態を使用すると、 Windows を終了せずに消費電力を抑えることができま 
す。 

• スリープ 

パソコン 本体の電源を切らずに、作業中のデータなどをメモリに保存して、 パソコン 本体 
を待機状態にすることです。スリープ中は、メモリに保存したデータなどを保持するため 
に少しずつ電力を消費しています。ご購入時の設をでは、スリープしてから一を時間経過 
するか、バッテリの残量が少なくなると、データなどの保存先をメモリからハードデ ィス 
クに切り替えて、 パソコン 本体の電源を切るようになっています。 

• 休止 状態 

作業中のデータなどをハードディスクに保をして、パソコン本体の電源を切ることです。そ 
のため、スリープよりもさらに消費電力を巧えることができます。 

P POINT ； 

► スリープや休止状態から作業状態に回復することをレジュームといいます。 


注意事項 


■ 共通の注意事項 

• ネットワークをお使いになるときは、省電力機能が働かないように設ををを更することを 
お勧めします （^ P .108)。 省電力機能が働いてしまうと、化の装置からアクセスできなく 
なることがあります。 

■本 パソコンを お使いの状況によっては、スリープや休止状態、レジュームに時間がかかる 
場合があります。 

■スリープまたは休止が態にした後、すぐにレジュームしないでください。必ず10秒な上たっ 
てからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スリープや休 
止が態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 
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• 次の場合は、スリープや休止が態にしないでください。 

- Windows の起動処理中または終了処 a 中 

.パソコン 本体が何か処理をしている最中（プリンタ出力中など）、および処理完了直後 

. ハードディスク、またはフロッピーディスクにアクセス中 

. オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD - ROM ) を使用中 

-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 

-音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

- CD や DVD に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、対象のドライバのインス 
トールが終了していないとき 

.ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 
-モデムやネットワークで通信中 

■周辺機器の取り付け/取り外しをする場合は、パソコン本体の電源を切ってください。省 
電力に移行したが態では行わないでください。 

「取りない」卜 P .31)、 または周辺機器に添付されているマニュアルをご覧ください。 
■別売の LAN カードをお使いになる場合は、 AC アダプタを接続し、「電源オプション」ウィ 
ンドウで、選択している電源プランの「プラン設をのを更」をクリックし、「プラン設をの 
編集」ウィンドウのを項目を「なし」に設をしてください。 

• CD や DVD を読み込み中にスリープや休止が態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

■ 休止状態のま意事項 

• PC カードやプリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止状態にすると、レジューム時に 
周辺機器の情報が初期化されるため、休止が態にする前の作業状態に戻らないことがあり 
ます。 

• 休止状態では、モデム着信によるレジュームは使用できません。 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止状態は使用できません。 


スリープ/休止状態の使い方 


スリープ/休止が態にするには、次の方法があります。 

ご購入時には、名'項目の動作は「スリープ」に設をされています。各項目の動作を「休止状態」 
にする場合は、省電力機能の設定を変更してください。 

設をのを更ホ法については、「スリープ/休止が態の設をを変更する」 P .108) をご覧くだ 
さい。 

■スリープ/休止げ態にする 
□-定時間操作しない 

ご購入時には、本パソコンは一を時間操作しないと自動的に「スリープ」になるように設をさ 
れています。 
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□スタートボタンを使う 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認します。 

ク「スタート」ボタンー KaacMU の U 一「スリープ」または「休止状態」 
の順にクリックします。 

しばらくするとスリープまたは休止状態になります。 

P POINT 

► 画面上の「電源」ボタンをクリックしてもスリープや休止状態にすることができます。ご 
購入時には、画面上の「電源」ボタンは「スリープ J に設をされています。 

□電源ボタンを使う 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、電源 
ボタンを巧します。 

しばらくするとスリープまたは休止状態になります。ご購入時の設定は「スリープ」で 
す。 


P POINT 

► 電源ボタンは4砂な上押さないでくださ し、。 電源ボタンを4秒な上押すと、本 パソコ ンの電 
源が切れ、作成中のデータが失われることがあります。 

□液晶ディスプレイを閉じる 

が重要 

► 液晶ディスプレイは静かに閉じて < ださい。 

閉じるときに液晶ディスプレイに強い力が加わると、液晶ディスプレイが故障する原因と 
なることがあります。 

ブ状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、液晶 
ディスプレイを閉じます。 

しばらくするとスリープまたは休止が態になります。ご購入時の設をは「スリープ」で 
す。 


P POINT 

► 「電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能をを更する」（^ 
P.109) で、「カバーを閉じたときの動作」を「何もしない」に設定すると、液晶ディスプ 
レイを閉じたときにスリープや休止が態にしないように設定できます。ただし、「何もしな 
し、」 に設定した場合は、液晶ディスプレイを閉じないで〈ださい。放熱が妨げられ、故障 
の原因となります。 

► 液晶ディスプレイを閉じた後、まれにスリープや休止状態にならずに パソコン 本体が動作 
し続けることがあります。放熱が妨げられ、故障の原因になりますので、 パソコン 本体の 
動作が停止したかどうかを確認してください。 

► 液晶ディスプレイを閉じてもスリープや休止状態にならない場合、液晶ディスプレイを開 
いて電源ボタンを巧し、スリープや休止状態になったことを確認してから液晶ディスプレ 
イを閉じてください。 
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► ソフトウェアの動作中には、液晶ディスプレイを閉じてもスリープや休止状態にならない 
場合があります。ソフトウIアの動作が止まった後で、液晶ディスプレイを閉じて<ださ 
い。 

■スリープ/休止状態からレジュームする 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次のホを 
があります。 

□電源 ボタンを押す 

液晶ディスプレイが開いているときに使用します。 

スリープからレジュームする場合は、電源ランプが点滅していることを確認してください。 

□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイを閉じて、スリープ/休止状態になっている状態で、液晶ディスプレイを開 
くと、本パソコンがレジュームします。 

□ LAN 着信によるレジューム （Wakeup on LAN 機能） 

化のコンピュータから本パソコンにコンピュータ検索が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができます。ただし、無線 LAN をお使いの場合は 、 Wakeup on LAN 機能 
はお使いになれません。 

なお、 「 LAN 着信によるレジュ ーム」 の設ををしているときは、スリープまたは休止状態中に 
液晶ディスプレイを閉じないでください。レジュ ーム 後に放熱が巧げられ、古女障の原因となり 
ます。 

Wakeup on LAN 機能を使用する場合は、次のように設をしてください。 

1 「 BIOS セットアップの操作のしかた」（一 P .193) をご覧になり、 BIOS セット 
アップの「詳細メニュー」 一 「各種設定」一 「 LAN によるウェイクアップ」一 
「強制 LAN ブート」を、「使用する」に設定してください。 

ク管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

3 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

4 「ハードウ；！:アとサウンド」一「デバイスマネージャ」の順にクリックします。 

「ュ' —ザ'—アカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

夕「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

6 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

7 次のデバイスをちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

* Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller 
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夕「電源の管理」タブをクリックします。 

夕次の2 つの 項目にチェックを付けます。 

-電力の節狗のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
. このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

10 roKj をクリックして、すべての画面を閉じます。 


スリープ/休止状態の設定を変更する 


省電力機能が働くま での 時間な どの 設を'変更は、 「コント ロ ールパネル」の 「電源 オプション」 
ウインドウで行います。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定を変更 
してください。 

■電源プランを変更する 

ご購入時はレく ランス」、 「省電力」、「高 パフォーマンス」が 用意されています。お使いになる 
が況に適した電源プランをチェックしてください。 

なお、各電源プランにある「プラン設定の変更」をクリックすると、各プランの設定を変更す 
ることができます。 

P POINT 

► 「Windows モビリティセンター」を使って電源プランを変更することができます。 

1. 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント□—ルパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「モバイルコンピュータ」の「共通で使うモビリティ設定の調整」をクリックします。 
「Windows モビリティセンター」ウィンドウが表示されます。 

3. 「パ'ッテリの状態」で電源プランを選巧します。 

► 「Windows モビリティセンター」では、本パソコンをいつもとは違う場所で使用するとき 
などに、お使いになる状況に合わせた各種設定を1つの画面ですベて変更することができ 
ます。 


■スリープになるまでの時間を変更する 

ご購入時には、本パソコンは一定期間操作しないと自動的に「スリープ」になるように設定さ 
れています。 

スリープになるまでの時間は、次の手順で'変更することができます。 

ブ「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション J ウインドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「コンピュータがスリープが態になる時間 
を変更」をクリックします。 

「プラン設定の編集」ウインドウが表示されます。 
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4 「コンピュータをスリープが態にする」の設定を変更します。 

5 「変更の保巧」をクリックします。 

■ 電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能 
をを更する 

パソコン本体の電源ボタンを押したときや、液晶ディスプレイを閉じたときに働く省電力機能 
は、次の手順で変更することができます。 

1 「スタート」ボタン ー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション J ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」または「カバー 
を閉じた ときの動作の選択」 をクリックします。 

4 電源ボタンとカバーの設定の項目を変更します。 

5 「変更の保巧」をクリックします。 

■スリープから復帰するときに Windows のパスワード入力をお、須とする設 
定にする 

本パソコンがスリープから復帰するときに、 Windows に設定してあるパスワードの入力を必須 
とする設をにすると、本パソコンのセキュリティを高めることができます。 

1 「スタート」ボタン ー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」または「カバー 
を閉じた ときの動作の選択」 をクリックします。 

4 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

5 「続行」をクリックします。 

標準ューザーで Windows にログオンしている場合は、管巧をアカウントのパスワード 
を入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

6 「パスワードを必要とする（推奨)」を選択します。 

7 「変更の保巧」をクリックします。 
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12スタンバイ/化止が態 
(Windows XP の場合） 


ここでは、本パソコンの省電力機能のうち、スタンバイと休止状態について説明し 
ています。 

Windows Vista の場合は、「スリープ/休止状態 （Windows Vista の場合）」（一 P .104) 
をご覧ください。 


スタンバイ/休止状態とは 


スタンバイまたは休止が態を使用すると、 Windows を終了せずに消費電力をかえることができ 
ます。 

• スタンバイ 

メモリ内のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコン本体の動 
作を中断させることです。スタンバイ中は、電源ランプが点滅します。休止状態よりも短 
い時間で、中断やレジュームを行うことができます。スタンバイ中は、わずかに電力を消 
費していて、電源は、 AC アダプタを接続している場合は AC 電源から、接続していない場 
合はバッテリから供給されます。 

• 休止 状態 

メモリ内のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、パソコン本体の 
電源を切ることです。そのため、スタンバイよりも中断やレジュームにかかる時間が長く 
なります。 

P POINT 

► スタンバイや休止状態から作業状態に回復することをレジュームといいます。 


注意事項 


■ 共通のま意事項 

• ネットワークをお使いになるときは、省電力機能が働かないように設ををを更することを 
お勧めします（一 P .114)。 省電力機能が働いてしまうと、化の装置からアクセスできなく 
なることがあります。 

■本パソコンをお使いのが況によっては、スタンバイや休止が態、レジュームに時間がかか 
る場合があります。 

• スタンバイまたは休止状態にした後、すぐにレジュームしないでください。必ず10砂な上 
たってからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スタンバイや 
休止が態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 
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• 次の場合は、スタンバイや休止が態にしないでください。 

- Windows の起動処理中または終了処 a 中 

.パソコン 本体が何か処理をしている最中（プリンタ出力中など）、および処理完了直後 

. ハードディスク、またはフロッピーディスクにアクセス中 

. オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD - ROM ) を使用中 

-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 

-音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

- CD や DVD に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、対象のドライバのインス 
トールが終了していないとき 

.ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 
-モデムやネットワークで通信中 

■周辺機器の取り付け/取り外しをする場合は、パソコン本体の電源を切ってください。省 
電力に移行したが態では行わないでください。 

「取りない」卜 P .31)、 または周辺機器に添付されているマニュアルをご覧ください。 

• 別売の LAN カードをお使いになる場合は、 AC アダプタを接続し、「電源オプションのプロ 
パティ」ウィンドウで「電源設を」タブの各項目を「なし」に設定してください。 

• CD や DVD を読み込み中にスタンバイや休止状態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

■ スタンバイ時のを意事項 

• バッテリを使っているときのスタンバイ可能な時間は、新品のバッテリを満充電した状態 
では、約 1.5 日です。 

• スタンバイ時には システム RAM (メモリ）でのデータ保持のために電力を消費します。バッ 
テリ運用の場合は、バッテリ残量に留意してください。スタンバイ中にバッテリが切れる 
と、作業中のデータがすべて失われてしまいます。長時間お使いにならない場合は、デー 
夕を保存してから Windows を終了させ、パソコン本体の電源を切ってください。 

• モデム着信によるレジューム後は画面が表示されません。ポインティングデバイスを操作 
すると画面が表示されます。ポィンティングデバィスを操作しても画面が表示されない場 
合は、 【 Space 】 キーなどのキーを押してください。この操作をしても画面が表示されない 
場合は、電源ランプが点滅していないかどうかを確認してください。点滅している場合は 
スタンバイになっています。電源ボタンを押して、レジュームしてください。 
■お使いになる PC カードによっては、バッテリ運用時のスタンバイ可能な時間が短くなる場 
合があります。 

■ 休止状態のま意事項 

• PC カードやプリンタなどの周辺機器を接続したが態で休止状態にすると、レジューム時に 
周辺機器の情報が初»化されるため、休止状態にする前の作業状態に戻らないことがあり 
ます。 

• 休止が態では、モデム着信によるレジュームは使用できません。 

• ハードディスクに必要な空きを量がない場合、休止状態は使用できません。 
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スタンバイ/休止状態の使い方 


スタンバイ/休止が態にするには、次の方法があります。 

ご購入時には、各項目の動作は「スタンバイ」に設をされています。各項目の動作を「休止状 
態」にする場合は、省電力機能の設をを変更してください。 

設定の変更方法については、「スタンバイ/休止状態の設定を変更する」（一 P .114) をご覧く 
ださい。 

■ スタンバイ/休止状態にする 
□一定時間操作しない 

ご購入 時には、本 パソコンは 一を時間操作しないと自動的に 「スタンバイ」 になるように設を 
されています。 

□「コンピユータの電源を切る」ウィンドウを使う 

ブ「スタート」ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

「コンピュータの電源を切る」ウインドウが表示されます。 

ク「スタンバイ」または「休止状態」を選択します。 

しばらくするとスタンバイまたは休止が態になります。 

□電源ボタンを使う 

ブ状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、電源 
ボタンを巧します。 

しばらくするとスタンバイまたは休止状態になります。ご購入時の設をは「スタンバ 
イ」です。 

P POINT 

► 電源ボタンは 4 砂な上押さないで〈ださ し、。 電源ボタンを 4 秒な上押すと、本 パソコ ンの電 
源が切れ、作ぶ中のデータが失われることがあります。 

□液晶ディスプレイを閉じる 

が重要 

► 液晶ディスプレイは静かに閉じて < ださい。 

閉じるときに;'夜晶ディスプレイに強い力が加わると、液晶ディスプレイが故障する原因と 
なることがあります。 

1 状態表示 LED のディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、あ晶 
ディスプレイを閉じます。 

しばらくするとスタンバイまたは休止状態になります。ご購入時の設をは「スタンバ 
イ」です。 
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P POINT 

► 「電源オプションのブ□パティ」ウィンドウの「詳細設定」タブで「ポータブルコンピュー 
夕を閉じたとき」 の項目を「何もしない」に設定すると、液晶ディスプレイを閉じたとき 
にスタンバイや休止が態にしないように設定できます。ただし、「何もしない」に設定した 
場合は、液晶ディスプレイを閉じないで〈ださし、。放熱がさかずられ、故障の原因となります。 

► 省電力が態になったことを示す「ピピッ」という音を確認してください（ボリュームをか 
さくしていると聞こえません）。また、液晶ディスプレイを閉じた後、まれにスタンバイや 
休止状態にならずにパソコン本体が動作し続けることがあります。放熱が妨ザられ、故障 
の原因になりますので、パソコン本体の動作が停止したかどうかを確認してください。 

► 液晶ディスプレイを閉じてもスタンバイや休止状態にならない場合、液晶ディスプレイを 
開いて電源ボタンを巧し、スタンバイや休止状態になったことを確認してから液晶ディス 
プレイを閉じてください。 

► ソフトウェアの動作中には、液晶ディスプレイを閉じてもスタンバイや休止が態にならない 
場合があります。ソフトウェアの動作が止まった後で、液晶ディスプレイを閉じてくださし、。 

■ スタンバイ/休止状態からレジュームする 

レジューム後しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。レジュームには、次のホ法 

があります。 

□電ミ原ボタンを押す 

液晶ディスプレイが開いているときに{吏用します。 

スタンバイからレジュームする場合は、電源ランプが点滅していることを確認してください。 

□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイを閉じて、スタンバイ/休止状態になっている状態で、液晶ディスプレイを 

開くと、本パソコンがレジュームします。 

□ LAN 着信によるレジューム （Wakeup on LAN 機能） 

化のコンピュータから本パソコンにコンピュータ検索が行われた場合などに、自動的にレ 

ジュームさせることができます。ただし、無線 LAN をお使いの場合は 、 Wakeup on LAN 機能 

はお使いになれません。 

なお、 「 LAN 着信によるレジューム」の設定をしているときは、スタンバイまたは休止が態中 

に液晶ディスプレイを閉じないでください。レジューム後に放熱が巧げられ、か障の原因とな 

ります。 

Wakeup on LAN 機能を使用する場合は、次のように設をしてください。 

1 「BIOS セットアップの操作のしかた」（一 P.193) をご覧になり、 BIOS セット 
アップの「詳細メニュー」 一 「各種設定」一 「LAN によるウェィクアップ」一 
「強制 LAN ブート」を、「使用する」に設定してください。 

ク管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

3 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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4 「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウインドウが表示されます。 

夕「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

6 次のデバイスを右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

• Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller 

7 「電源の管理」タブをクリックします。 

夕次の2つの項目にチェックを付けます。 

-電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
. このデバイスで、コンピュータのスタンバイが態を解除できるようにする 

夕 「OK」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 


スタンバイ/休止状 態の設定を変更する_ 

省電力機能が働くまでの時間などの設をを更は、「コントロールパネル」の「電源オプション」 
ウインドウで行います。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を{吏用するときなど、必要に応じて設ををを更 
してください。 

■ スタンバイ/休止状態になるまでの時間を変更する 

ご 購入時には、本 パソコンは 一を期間操作しないと自動的に 「スタンバイ」 になるように設を 
されています。 

スタンバイ/休止が態になるまでの時間は、次の手順でを更することができます。 

/ 「スタート」ボタン ー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル J ウインドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウインドウが表示されます。 

3 お使いの状況に合わせて、「電源設定」を選択します。 

ご購入時の設定はレくッテリの最大利用」です。 

4 「システムスタンバイ」または「システム休止状態」の設定を変更します。 

5 「OK」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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■ 電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたときの省電力機能 
をを更する 

パソコ ン本体の電源ボタンを押したときや、液晶ディスプレイを閉じたときに働く省電力機能 
は、次の手順で変更することができます。 

1 「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」をクリックします。 

4 「ポータブルコンピュータを閉じたとき」または「コンピュータの電源ボタン 
を巧したとき」の設定を変更します。 

5 「OK」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 

■スタンバイから復帰するときに Windows のパスワード入力を必須とする 
設定にする 

本パソコンがスタンバイから復帰するときに、 Windows に設をしてあるパスワードの入力を必 
須とする設定にすることにより、本パソコンの七キュリティを高めることができます。 

1 「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

ク「パフォーマンスとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」をクリックします。 

4 「スタンバイから回復するときにパスワードの入力をボめる」にチェックを付 
けます。 

5 「OK」 をクリックして、すべての画面を閉じます。 
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13省電カモード 


「省電カューティリティ」を利用して本パソコンを「省電カモード」にすると、本パ 
ソコンの消費電力を抑えることができます。ここでは、本パソコンの省電力機能の 
—つである「省電カモード」について説明しています。 


省電カモードとは _ 

■省電カモードでできること 

ご購入時の設をでは、 Windows を起動すると、画面右下の通知領域に「省電カユーティリティ」 
が常強します。この「省電カユーティリティ」で省電カモードに切り替えると、本パソコンの 
いくつかの動作が制限され、消費電力が巧えられたが態になります。省電カモードはスリープ 
や休止が態ほど消費電力を節拘することはできませんが、パソコンの動作を中断しなくてもす 
むという利点があります。 

■ ご購入時の設定 

ご購入時の設をでは、本 パソコンを 省電カモードにすると、次のような動作制限が行われるこ 
とにより、消費電力が巧えられます。 

• CD / DVD ドライブ（ユニット）の電源を切り、使用できなくする（搭載機種のみ） 

• PC カード スロッ トを{吏用できなくする 
• 有線 LAN を使用できなくする 

• 内蔵モデムを使用できなくする 
• 画面の明るさを暗くする 


ま意事項 


•省電カモードにすると、「省電カ ユーティリティ」 で無効に設をされているを機能が使用で 
きなくなります。 

省電カモードにする前にそれぞれの機能の巧用を中止してください。 

• 省電カモードにすると CD / DVD ドライブ（ユニット）の電源が切れる設をにしている場合 
は、省電カモード時には CD / DVD 取り出しボタンを押しても CD / DVD ドライブ（ユニッ 
卜）のトレ ■ —は開きません。 

CD / DVD は通常モードで取り出してください。 

• 省電カモードにすると PC カードが無効になる設をにしている場合は、省電カモードから通 
常モードに切り替えるときに、必ず PC カード スロッ トから PC カードを抜いてください。 
PC カードを{まう場合、省電カモードを通常モードに戻してから再度七ットしてください。 
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省電カモードの使い方 


ブ画面ち下の通知領域にある「省電カユーティリティ」アイコンを右クリックし、 
表示されたメニユーから「モードの切り替え」をクリックします。 

「省電カモードへの切り替え-[省電カユーティリティ]_!ウィンドウが表示されます。 

ク 「 OK 」 をクリックします。 

本パソコンが省電カモードになります。 

P POINT 

► 省電カモードからほ常モードに設をを戻す手順はホのとおりです。 

1. 画面ち下の通知領域にある「省電カユーティリティ」アイコンをちクリックし、表示 
されたメニユーから「モードの切り替え」をクリックします。 

「通常モードへの切り替え-[省電カユーティリティ]」ウィンドウが表示されます。 

2. 「OK」 をクリックします。 

本パソコンが通常モードになります。 


省電カモードの設定を変更する 


省電カモードの設定は'変更することができます。お使いの状況に合わせて、設ををを更してく 
ださい。 

P POINT 

► 誤を内容については、「省電カユーティリティ」のヘルプをご覧〈ださし、。「省電カユーティ 
リティ J のヘルプは，「スタート J ボタンー「すべてのプ□グラム」一「省電カユーティリ 
ティ」一「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 

1 「スタート」ボタンー「すベてのプログラム」一「省電カユーティリティ」一 
「設定画面•省電カユーティリティ」の順にクリックします。 

「省電カユーティリティ設定画面-省電カユーティリティ」ウィンドウが表示されます。 





Memo 



第 3 章 


周辺機巧の設置/設定/増設 

周巧機器の取り付け方法やを意事項を説明して 
います。 


1周辺機器を取り付ける前に . 120 

2 メモリ . 121 

3ポートリプリケータ . 126 

4 CD/DVD . 129 

5フロッピーディスク . 141 

6プリンタ . 144 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 


取り扱い上の注意 


ここでは周辺機器を接続する前に、予備な識として知っておいていただきたいことを説明しま 
す。 


• 周迈機器によっては設定作業が必要です 

本 パソコンの 周辺機器の中には、接続するだけでは正しく使えないものがあります。 この 
ような機器は、接続した後で設を作業を行う必要があります。例えば、プリンタや PC カー 
ドを使うには、取り付けた後に「ドライバのインストール」という作業が必要です。また、 
メモリなどのように、設を作業がいらない機器もあります。周辺機器は、本書をよくご覧 
になり、正しく接続してください。 

• マニュアルをご覧ください 

ケーブル類の接続は、本書をよく読み、接続時に間違いがないようにしてください。誤っ 
た接続が態で使用すると、本パソコンおよび周辺機器が故障する原因となることがありま 
す。 

本書で説明している周辺機器の取り付け方法は一例です。本書とあわせて周辺機器のマ 
ニュアルも必ずご覧ください。 

• 純正品をお使いください 

弊社純正の周辺機器については、 FMV - LIFEBOOK の「システム構成図」 
( http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧 ください。 

化社製品につきましては、本パソコンで正しく動作するかどうか、保証いたしかねます。化 
社製品をお使いになる場合は、製造元のメーカーにお問い合わせくださいますようお願い 
いたします。 

• ACPI に対応した周辺機器をお使いください 

本 パソコンは ACPI モードに設をされています。 ACPI モードに対応していない周辺機器を 
お使いの場合、省電力機能などが正しく動作しない場合があります。 

• 周边機器の電源は、本パソコンの電源を入れる前に入れてください 

電源を入れて使う周辺機器を取り付けた場合は、周辺機器の電源を入れてから本パソコン 
の電源を入れてください。また、周辺機器の電源を切るときは、本パソコンの電源を切っ 
てから周辺機器の電源を切ってください。 

が重要 

► コネクタに周辺機器を取り付ける場合は、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続してく 
ださい。 

► 複数の周辺機器を取り付ける場合は、1つずつ取り付けて設定してください。 
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2ゾモリ 


メモリを増設する 


A 言口 

A • メモリの取り付け/取り外しを巧う場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタや 
周辺機器を取り外してください。スリープ （Windows Vis ね）やスタンバイ （Windows XP ) 、 
休止が態では、取り付け/取り外しを巧わないでください。 

感電の原因となります。また、データが消失したり、パソコン本体やメモリが故障する原因と 
なることがあります。 

0 * 取り外したカバー、キャップ、ネジ、電ミ也などの部品は、かさなお子様の手の届かないところ 
に置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してく 
ださい。 

■本パソコンでサポートしているメモリ 

本パソコンでサポートしているメモリをお使いください。 


機種名 

サポートしているメモリ 

S 8470 

FMVNM 1 GK (1咖、 FMVNM 2 GK (2 GB ) 

S 8370 

インテル® Core ™2 Duo 

FMVNM 1 GJ 3 (1 GB )、 FMVNM 2 GJ 3 (2 GB ) 

インテル® Celeron ® 

FMVNM 1 GJ 3 (1 GB ) 

^ PC 2-4200 相当の性能で動作します。 


が重要 

► 本 パソコンの ネジを取り外すときは、ネジに合ったプラスのドライバー1番をお使いくだ 
さい。他のドライバーを使うと、ネジの頭をつぶすおそれがあります。 

► メモリは次図のように両手でんちを持ってください。金色の線が入っている部分（端子） 
には、絶対に手を舶れないで〈ださい。指の油分などが付着すると、接邮不良の原因とな 
ることがあります。 

この部分には手を触れないで〈ださい 



► メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によ 
り破壊される場合があります。メモリを取り巧う前に、一度金属質のものに手を触れて、 
静電気を放電して〈ださい。 
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P POINT 

► 取り外したネジなどをパソコン本体内部に落とさないで〈ださい。故障の原因となること 
があります。 

► 操作に必要な箇所 Ja 外には手を邮れないでください。故障の原因となることがあります。 

► メモリは何度も抜き差ししないでください。故障の原因となることがあります。 

► メモリの表面の端子やに部分に邮れて押さないでください。また、メモリに強い力をかけ 
ないよラにしてください。 

► メモリがうま〈取り付けられないときは、無理にメモリを取り付けず、いったんメモリを 
抜いてからもう一度メモリを取り付けてください。 

► メモリを取り付け、メモリの容量を確認するには 、 BIOS セットアップの「情報」メニュ ー 
の「メモリスロット」の項目を見ます（一 P .198)。 「1024 MB DDR 3 SDRAM 」 などと取り 
付けたメモリの容量が表示されます。取り付けが正しいにもかかわらず本パソコンが起動 
しない場合は、メモリが故障または不良です。「富±通ハードウエア修理相談センター」ま 
たはご購入元にご連絡ください。 

► S 8470 の場合、メインメモリの一部をビデオメモリやその他の機能で使巧しています。そ 
のため、起動時の自己診断 （ POST ) 時や Windows XP の場合に、 Windows の画面に表示 
されるメモリの容量は、取り付けたメモリの総容量より、42〜 50 MB 少なくなります。 

► S 8370 の場合、メインメモリの一部をビデオメモリで使用しています。 WindowsXP の場 
合、起動時の自己診断 ( POST ) 時や Windows の画面に表示されるメモリの容量は、取り 
付けたメモリの総容量より、8〜 10 M 巨少なくなります。 

► メモリを増やすときは、あらかじめ取り付けられているメモリを取り外して交換する場合 
があります。 

► 合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使用できません。 


■メモリを増設する 

1 内蔵バッテリパックを取り外します。 

内蔵バッテリパックの取り外しに ついては、 「取り极 い」一 「内蔵バッテリパックを交 
換する」（一 P .55) の手順！〜3をご覧ください。 

P POINT 

► 増設用内蔵バッテリユニットをお使いの場合は、増設用内蔵バッテリユニットを取り外し 
てください。 

増設巧内蔵/くッテリユニットの取り外しについては、「取り t 及い」一「ユニットを交換す 
る」 い P .59) の「ユニットを取り外す」の手順5をご覧ください。 
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クメモリ（拡張 RAM モジユール）スロットカバーを取り外します。 

パソコン 本体下面（一 P .21) のネジ （2 ヶ 巧）を外し、 （1) メモリ（あ張 RAM モジュー 
ル）スロットカバーを矢巧の方向に持ち上げ、 （2) スライドさせて取り外します。 

メモリ（拡張 RAM モジユール） 

スロットカバ ー 



P POINT 

► メモリス□ットにメモリを取り付ける場合は、手順4をご覧〈ださい。 

► 取り付けられているメモリを新しいメモリに交換する場合は、手順3をご貴〈ださい。 

3交換したいメモリを取り外します。 

(1) メモリを押さえている両側のツメを左右に開くと、 （2) メモリが少し斜めに持ち上 
がるので、両手でメモリのふちを持って斜め上のホ向に引っ張り、 スロッ トからメモリ 
を取り外します。 






製品ガイド FMV - S 8470, FMV - S 8370 


4 メモリを取り付けます。 

両手でメモリのふちを持って、メモリの欠けている部分と、コネクタの突起を合わせ、 
斜め上からしっかり差し込み、パチンと音がするまで下に倒します。 

メモリを押さえている両側のツメが、きちんとはまったことを確認してください。 



が重要 

► スロット1とスロット2が外のスロットには、手を触れないでくださし、。故障の原因となる 
ことがあります。 

► メモリの取り付けを巧う場合は、端子やになどに邮れないようメモリのふちを持って〈だ 
さい。 

► メモリの表面の端子やに部分に触れて巧さないでください。また、メモリに強い力をかけ 
ないようにしてください。 

► メモリがうま〈取り付けられないときは、無理にメモリを取り付けず、いったんメモリを 
抜いてから、もう一度メモリを取り付けてください。無理にメモリを取り付けようとする 
と、メモリやコネクタが破損する原因となります。 

5 メモリ（拡張 RAM モジュール）スロットカバーを巧り付け、ネジで固定します。 

手順 2 で外したメモリ（拡張 RAM モジュール）スロットカバーを取り付けます。メモ 
リ（拡張 民 AM モジュール）スロットカバーのツメをパソコン本体のツメ穴に合わせて 
ください。 


扼張 RAM モジュール 
スロットカパ'— 
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内蔵バッテリパックを取り付けます。 

内蔵バッテリパックの取り付けにっいては、「取り极 い」— 「内蔵バッテリパックを交 
換する」（一 P .55) の手順 5 をご覧ください。 

が重要 

► メモリが正し〈取り付けられていないと、電源を入れたときに「扼張メモリエラー」とい 
うメッセージや英語のメッセージが表示されたり、画面に何も表示されなかったりするこ 
とがあります。その場合は電源ボタンを4砂が上巧して本パソコンの電源を切り、もう一 
度メモリを取り付けてください。 

P POINT 

► 増設用内蔵バッテリユニットをお使いになる場合は、増設巧内蔵バッテリユニットを取り 
付けて〈ださい。 

増設巧内蔵バッテリユニットの取り付けについては、「取り巧い」一「ユニットを交換す 
る」（一 P .59) の「ユニットを取り付ける」をご賣〈ださい。 
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3ポートリプリケータ 


が重要 

► カスタムメイドの選択により、ポートリプリケータが添付されています。 

►ポートリプリケータをお使いになる場合は、必ずポートリプリケータの DC-IN コネクタに 
ポートリプリケータに添付の AC アダプタを接続してください。 

► バッテリ運用時にはポートリプリケータはお使いになれません。 

► ポートリプリケータに接続されている周辺機器の中には、電源が入っているが態でポート 
リプリケータの取り付け/取り外しを巧うと、動作が不安定になるものがあります。この 
場合は パソコン 本体の電源を切ってから、ポートリプリケータの取り付け/取り外しをし 
て〈ださい。 

► ポートリプリケータ接続時には、パソコン本体左側面の LAN コネクタ、 DC-IN コネクタ、外 
部ディスプレイコネクタ、およびパソコン本体ち側面後部の USB コネクタはお使いになれ 
ません。 


ポートリプリケータを取り付ける 


A ミ主意 

A * パソコン本体にポートリプリケータを取り付ける場合は、指をはさまないようにミ主意してくだ 
さい。 

けがの原因となることがあります。 

が重要 

► ポートリプリケータ接続時には、必ずパソコン本体のコネクタから、すべてのケーブルと 
周辺機器を取り外してください。破損するおそれがあります。 
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パソコン本体下面にポートリプリケータをおり付けます。 

(1) コネクタの 位置を合わせて パソコン 本体を水平に下ろし、 （2) パソコン 本体 上面の 
奥側を輕く押さえて、ポートリプリケータにしっかりと取りイ寸けます。 

2 



が重要 

► ポートリプリケータに周辺機器を取り付け/取り外しを巧う場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切り、 AC アダプタを取り外して〈ださい。 

► ポートリプリケータを取り付ける場合、パソコン本体上面の奥側を軽〈押さえてくださし、。 

強く押さえると、液晶ディスプレイが割れるおそれがあります。 

► 本パソコンを持ち運ぶ場合は、ポートリプリケータを必ず取り外してください。ポートリ 
プリケータを接続した状態で本パソコンを持ち運ぶと、パソコン本体およびポートリプリ 
ケータのコネクタが破損するおそれがあります。 
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ポートリと J ケータを 取り外す _ 

ブポートリプリケータに周辺機器が接続されている場合は、周边機器の電源を切 
ります。 

クポートリプリケータを取り外します。 

ポートリプリケータの取り外しレバーを起こして、ロックを外します。 



3 ポートリプリケータを取り外します。 

パソコン 本体を持ち上げて、ポートリプリケータを取り外しまず。 
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4 CD / DVD 


が重要 

► ここでは、 CD - ROM 、 音楽 CDXD - R / RW ディスクをまとめて CD 、 DVD - ROM や DVD-Video 
などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD をまとめてディスクと呼びます。 
► カスタムメイドで選択したドライブにより、使巧できるディスクは異なります。 

► 「 WinDVD」、「Roxio Creator 」、「 DVD - RAM ドライバーソフト」については、「ソフトウエ 
ア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご賣〈ださい。 


取り扱い上の注意 


■ディスクご使用時のを意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでく 
ださい。 

• データ面をさわったり、傷をつけたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 巧れたり、水滴がついたりしたときは、少し湿らせたホで中央から外側に向かっておいた 
後、乾いたホで巧き取ってください。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• パソコン本体のディスクアクセスランプが点げ中は、振動や衝撃を与えないでください。 

■ CD 自動挿入機能（オートラン）が有効に設定されていると、正しく書き込みができないラ 
イティングソフトウェアがあります。ソフトウェアの指示に従って CD 自動挿入機能を設 
をしてください。 

• ディスクに書き込み中は、パソコン本体の電源を切ったり、再起動したり、 CD / DVD 取り 
出しボタンを押したりしないでください。また、にじ1】+ 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キーも押さ 
ないでください。 

• 書き込み中にディスクのデータ面に傷を検出した場合、書き込みを中断することがありま 
す。 

■ディスクへの 書き込みを行うときは、自動的に スリープ （Windows Vista ) や スタンバイ 
(Windows XP ) ,休止状態にならないように、省電力の設ををを更してください。 

• ディスクへの書き込みには、多くの電力を使用します。パソコン本体に AC アダプタを取り 
付けてお使いください。 

■ディスクへの書き込み中は、化のソフトウェアを起動しないでください。化のソフトウェ 
アを起動している場合は、そのソフトウェアを終了させてください。 
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■ DVD-Video ご使用時のま意事項 

• 次の DVD - Video がお使いになれます。 

. DVD - Video に記録されているリージョンけ也域）コードに「2」が含まれているか 、 「ALLJ 
と書かれているディスク 

■ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 「 WinDVD 」 での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトについても、弊社では保証いたしません。 

• リージョンけ也域）コードについて 

. リージョン（地域）コードの変更は4回までです。 

リージョン（地域）コードを4回を更すると、最後に設をしたリージョンけ也域）コー 
ドに固定され、その化のリージョンけ也域）コードの DVD - Video は再生できなくなりま 
す。固をされたリージョンけ也域）コードを'変更するホ法はありませんのでご注意くだ 
さい。 

•前回再生した DVD-Video と、リージョンけ也域）コードが異なる DVD-Video を再生しよ 
うとすると、リージョン地孤コードを更を確認するメッセージ画面が表示されます。 
この メッセージ画面で 「 OK 」 をクリックすると、リージョンけ也域）コードの設をがを 
更されます。 

. ご購入時のリージョン（地域）コードは「2」です。 

• DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 「 WinDVD 」 では、著作権保護として、デスクランブル機能および相互認 
証 （ Authentication ) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、 
再生しても、申目互認証エラ ■ — (Authentication Error ) となり、再生できません （This DVD 
can't be played in 出 is Region . と表示されます)。 

■ DVD ディスク再生時のま意事項 

• 再生する DVD - Video によっては、コマ落ちをする場合があります。 

• rwinDVDJ の設定をを更した直後は、 DVD - Video の再生が不ををになる場合があります。 
• キャプション表示とサブタイトル表示を、同時に表示することはできません。 

• MPEG 1 のデータによっては再生できないものがあります。 

• 巿版されているウイルス巧策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。自 
動検索の機能を持つウイルス巧策ソフトに関しては、 「 WinDVD 」 を起動する前に、一時的 
に起動しないようにしてください。なお、本パソコンに添付のアンチウイルスソフトは問 
題ありません。 

• DVD - Video の再生中に化のソフトウェアを起動すると、コマ落ち/音飛びする場合があり 
ます。コマ落ち/音飛びを防ぐために、起動しているソフトウェアはすべて終了してくだ 
さい。 

なお、を巧的に自動起動して、ウイルスチェック、ディスクメンテナンス、データベース 
更新およびデータ送受信処 a などを行うソフトウェアについても、その頻度により音や映 
像の再生に影響が出ますので、必要に応じて終了してください。 

• DVD ディスクおよびビデオ CD によっては、再生される映像データが表示エリア全体に表示 
されないものがあります。この場合は、表示の一部が黒くなります。 

• マウスカーソルのデザインによっては、 DVD 再生画面の上に移動したときにマウスカーソ 
ルが点滅することがあります。このような時は、「マウスのプロパティ」ウィンドウの「ポ 
インタ」タブで、「デザイン」の設をを「なし」に変更してください。 

• 縦横比が16:9で録画されている DVD - Video をフルスクリーン表示をさせた場合、ズーム機能 
が巧用できないことがあります。 
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■ ドライブのを意事項 

■本パソコンは、円形のディスクのみお使いになれます。円形な外の異形ディスクは、お使 
いにならないでください。故障の原因となることがあります。異形ディスクをお使いにな 
り故障した場合は、保証の巧象外となります。 

• 「ディスク使用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れたディ 
スク、ヒビの入ったディスクはお巧いにならないでください。故障の原因となることがあ 
ります。これらのディスクをお使いになり故障した場合は、保証の対象外となります。 

• DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜 1.5 mm と規をしています。 

記録面が薄いを某体など、一部でもこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになるとさ女 
障する場合があります。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の巧象外となります。 

• 市販のクリーニングディスクやレンズクリーナーを使うと、逆にゴミを集めてしまい、 CD / 
DVD ドライブのレンズが汚れてしまう場合があります。故障の原因になりますので絶巧に 
使わないでください。 

うまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れをなき取ることで改善 
されることがあります。おき取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくは、ディ 
スクの説明書またはレーベルなどをご覧ください。 

• 本パソコンでは、次図の マークが ついた CD をお使いになれます。 マークの ない CD はお使い 
にならないでください。ホ障の原因となることがあります。 

また、 マークの 種類に よっては、 ソフトウェアが必要になる場合があります。 



P POINT 

► DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブまたはスーパーマルチドライブをお 
使いの場合は、ホの点にご;主意〈ださい。 

-不正コピー防止の仕様に準拠していない DVD ディスクやビデオ CD は、正常に再生で 
きない場合があります。 

■本パソコンでは DVD - Audio など「使用できるディスク」 （一 P .132) に記載されていな 
いディスクの再生および動作な証はできません。 
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CD-RW 


DVD-ROM 


0 


DVD-Video 


0 


DVD-R 

(ror Authoring; 

(3.95GB/4.7GB) 


0 


DVD-R 
(for General) 
(4.7GB) 




0 


DVD-R DL (8.5GB) 


0 


DVD-RW 


0 


DVD+R (4.7GB) 


0 


DVD+R DL (8.5GB) 


0 


DVD+RW (4.7GB) 


0 


DVD + Rewritable 


DVD-RAM 

C4.7GB/9.4GB) 


0 


使用できるテイスク 


本パソコンで使用できるディスクは、カスタムメイドの選択によって異なります。お使いのド 
ライブの表をご覧ください。 


□ DVD - ROM ドライブの場合 


読み込み 


書き込み 


書き換え 


CD-ROM 


曲離 


0 


音楽 CD 


D に ITALAU 扣〇 


团□昼面面□昼阻な 


a 白 ITAL AUDIO 


0 


ビデオ CD 


COMPACT 

眶歴 


0 


CD - 民 


曲目歴 

[Recordable I 


0 
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□ DVD-ROM&CD-R/RW ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 


团陌陌 


o 

X 

X 

音楽 CD 


抽腰恆 

DIGITAL AUDIO 

曲 離な 

D に ITAL AUDIO 


o 

X 

X 

ビデオ CD 


nCOMPACT 

曲目函 

伯 GITA し VIDEOl 


o 

X 

X 

CD-R 


nCOMPACT 

曲呂歷 

[ Recordable 1 


o 

O を 1 

X 

CD-RW 


jnCOMPACT 

曲昼歷 

〔 Rewritable ] 

nCOWPACT-g 

面腹歴 1 

〔 Rewritable ] ぎ 


o 

Q 注 1 注 2 

Q 注 1 注 2 

DVD-ROM 


c 7 VE > 

ROM " 


o 

X 

X 

DVD-Video 


o 

X 

X 

DVD-R 

(for Authoring) 
(3.95GB/4.7GB) 




o 

X 

X 

DVD-R 

(for General) 

(4.7GB) 


oyo 


o 

X 

X 

DVD-R DL (8.5GB) 


o 

X 

X 

DVD- 民 W 

I 

UVD 


o 

X 

X 

DVD+ 民 C4.7GB) 


Kirn 

□VD + R 


o 

X 

X 

DVD+ 民 DL (8.5GB) 


o 

X 

X 

DVD+RW (4.7GB) 

c 

BIB 

3VD + Rewritable 


o 

X 

X 

DVD-RAM 

(4.7GB/9.4GB) 


等 


o 

X 

X 



を1; CD - R や CD - RW にデータを追記するには、 「 RoxioCreatorJ を使巧します。データを追記するには、ディスクを 
追記可能の状態にしてお〈必要があります。詳しくは 、 「RoxioCreatorJ のへ ルブをご覧ください。 

ま2 : CD - RW に書き込んだデータを削除するには、ディスク内のデータをすベて消去する必要があります。 
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□ スーパーマルチドライブの場合 



を1:データの追記が可能な CD や DVD にデータを追記するには 、 「Roxio Creatorj を使用しまず。データを追記する 
には、ディスクを追記可能の状態にしておく必要があります。詳しくは 、 「Roxio Creatorj のヘルプをご覧くださし、。 
ミ主2: CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD + RW に書き込んだデータを削除するには、ディスク内のデータをすべて消去する必要 
があります。 

ま3: ■ DVD - RAM は、力ートリツジなしタイブまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイブをご購入〈ださし、。 
力ートリツジに入れた状態で使用するタイブ （ Type 1) は使用できません。また、無理に取り出して使用しない 
でください。 

■ 2.6 GB および 5.2 GB のディスクは、使用できません。 
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推奨ディスク 


本パソコンの CD / DVD ドライブで書き込み/書き換えを行う場合は、次のディスクをお使い 
になることをお勧めします （2008 年8現在)。なお、使用できるディスクは、カスタムメイド 
の選択によって異なります。 


ディスク 

メーカー 

メーカー型名 

CD - 民 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

=菱化学メディア 

SW 74 QU し SW 74 EU し SW 80 QU し SW 80 EU 1 

DVD-RAM 

日立マクセル 

DRM 120 C .1 P A (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 
DRM 47 PWC . S 1 P A (4.7 GB 、 カートリツジ無）、 
DRMC 94 C .1 P (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
DRMC 240 C .1 P A (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 

松下電器 

LM - HC 47 M (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 

LM - HB 47 MA (4.7 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
LM - HB 94 M (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

D 民- 47 WTYN、D 民- 47 WTY 10 SA 

DVD-R DL 

=菱化学メディア 

DHR 85 H 1 

DVD-RW 

日本 ビクター 

VD - W 47 H 

DVD+R 

太陽誘電 （ That ’ s ) 

DR +47 WTYN 

=羞化学メディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

=羞化学メディア 

DTR 85 H 1 

DVD+RW 

=羞化学メディア 

DTW 47 U 1 


上記な外の記録型ディスクをお使いの場合は、書き込み/書き換え速まが低下したり、正常に 
書き込み/書き換えができなかつたりすることがあります。 


P POINT 

► ホのことにご;主意< ださい。 

-本パソコンで作ホした CD - R / RW は、お使いの CD プレーヤーによっては再生できないこ 
とがあります。 

-本パソコンで作成した DVD - RAM , DVD - R / RW , DVD-R D し DVD + R / RW 、 および DVD+R DL 
は、お使いの DVD プレーヤーによっては再生できないことがあります。 

また、再生に対応した DVD プレーヤーをお使いの場合でも、ディスクの記録が態によって 
は再生できないことがあります。 
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DVD - RAM への書き込み/書き換え (Windows Vista の場合） 

本 パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM に書き込み/書き換えをする場合は、 
DVD - RAM ディスクをフォーマット（初期化）する必要があります。 

なお、本パソコンでは、 2.6/5.2 GB の DVD - RAM ディスクは使用できません。 


■ DVD-RAM ディスクをフォーマツトする 

DVD - RAM ディスクを フォーマット するときは、お使いになる目的にあわせて、 フォーマット 
形式を選択してください。 

また、 9.4 GB の両面タイプの DVD - RAM ディスクを フォーマッ トする場合は、斤面ごとに 
フォーマッ トしてください。 

■ DVD-RAM のフォーマツトお式 

ここでは、代表的な DVD - RAM ディスクのフォーマットお式を紹介します。 

□ FAT お式 

ハー ドディスク やフロッピー ディスクに データを 保存するときに使われている フォーマット 
の1つです。 

• FAT 32 

Windows で選択できる FAT 形式の1つです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォーマットです。 

• UDF 1.5 

DVD - RAM ディスクの標準フォーマツトです。 

• UDF 2.0 

DVD フォーラム策定の「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマットで 
す。 


P POINT 

► フォーマット形式は、 DVD - RAM に書き込み/書き換えするソフトウ X アによって異なり 
ます。お使いのソフトウェアのマニュアルやヘルプなどをご賣になり、フホーマットおま 
を選択して〈ださい。 


DVD - RAM への書き込み/書き換え (Windows XP の場合） 

本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM に書き込み/書き換えをする場合は、ド 
ラィブの設定を'変更し、 DVD - RAM ディスクをフォーマット（初巧化）する必要があります。 
なお、本パソコンでは、 2.6/5.2 GB の DVD - RAM ディスクは使用できません。 

■ ドライブの設定を変更する 

初めて DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、ドライブの設ををを更してください。 

ブ「スタート」ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 
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ク DVD - RAM が割り当てられているドライブをちクリックし、「プロパティ」をク 
リックします。 

3 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを 
外します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 


■ DVD - RAM ディスクをフォーマツトする 

DVD-RAM ディスクを フォー マットするときは、お使いになる目的にあわせて、 フォーマット 
形式を選択してください。 UDF あ式でフォーマットする場合は、あらかじめ 「 DVD-RAM ド 
ライバーソフト」をイ ンス トールしておいてください。イ ンス トールホ法は、「ソフトウ エア J 
—「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご覧ください。 

また、 9.4 GB の両面タイプの DVD-RAM ディスクをフォー マッ トする場合は、斤面ごとに 
フォー マッ トしてください。 

■ DVD - RAM のフォーマツトお式 

ここでは、代表的な DVD-RAM ディスクのフォーマット形式を紹介します。 

□ FAT ぉ式 

ハー ドディスクや フロッピー ディスクにデータを保存するときに使われている フォーマット 
の1つです。 

• FAT 32 

Windows で選択できる FAT 形式の1つです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォー マッ トです。 UDF 形式でフォー マッ トした DVD-RAM メディアでは、 
エラーチェックツールや 最適化（デフラグ） ツールは 実行できません。 

• UDF 1.5 

DVD-RAM ディスクの標準フォーマットです。 

• UDF 2.0 (「 DVD-RAM ドライバーソフト」のみ選択可能） 

DVD フォーラム策定の「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマットで 
す。 


P POINT 

► フホーマットおまは、 DVD - RAM に書き込み/書き換えするソフトウェアによって異なり 
ます。お使いのソフトウェアのマニュアルやヘルプなどをご覧になり、フホーマットおま 
を選巧してください。 
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ディスクを七ットする/取り出す 


が重要 

► ディスクに頻繁にアクセスする場合などは、 AC アダプタを取り付けることをお勧めします。 

バッテリのみで運巧すると、バッテリの寿命が短くなることがあります。 

► ディスクをセットする場合は、トレー中央の突起にディスクの巧を合わせ、パチンと音が 
するまでしっかりとはめ込んでください。きちんとはめ込まないと、ディスクがドライブ 
内部で外れて、トレーやドライブ内部、およびディスクを破損する原因となることがあり 
ます。 

► セットすると自動で始まるディスクを使巧しているときにパソコン本体をスリープ 
(Windows Vista ) またはスタンバイ （Windows XP ) にすると、レジューム時にディスク 
が二重に起動してしまし、、誤動作の原因となります。二重に起動してしまった場合は、ディ 
スクのソフトウエアをいったんすべて終了し、ディスクをセットし直してください。 

► ディスクはデータの読み出しのときなど、高速回転するため、使巧時に振動や風切音がす 
ることがあります。これは故障ではありません。 

P POINT 

► 本 パソコンの CD / DVD ドライブは、電子□ックになっているため、 パソコン 本体が動作状 
態になっているときのみ、ディスクのセット/取り出しができます。 

► シールを貼ったディスクなど、重むの偏った媒体を使巧すると、 ュニッ トに振動が発生し、 
書き込み/書き換え速度が低下したり、正常に書き込み/書き換えができなかったりする 
場合があります。 

► トレーを最後まで巧し込めない場合は、カシャッという音がするまでトレーを引き出し、 
もう一度押し込んでください。 

► パソコン本体の電源が切れた状態では、トレーが閉まらないことがあります。この場合は、 
もう一度電源を入れて、トレーを閉めてください。 

► 何らかの原因で、 CD / DVD 取り出しボタンを押してもトレーが出ない場合は、次のように 
操作してください。 

■ Windows Vista の場合 

「スタート」ボタンー「コンピュータ」の順にクリックし、「コンピュータ」ウィンドウ 
の CD / DVD ドライブをちクリックして「取り出し」をクリックします。 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にアイコンをクリックし、「マイコン 
ピュータ」ウィンドウの CD / DVD ドライブをちクリックして「取り出し」をクリックし 
ます。 

それでも出ない場合は、 CD / DVD 取り出しボタンの横の巧にクリップの先などを差し込ん 
で、トレーを引き出してください。 
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■七ットする 


1 CD/DVD 取り出しボタンを押します。 

トレーが少し飛び出します。 



ク （1) トレーを静かに引き出し、 （2) ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を上にして、トレー中央の突起にディスクの穴を合わせ、パチン 
と音がするまでしっかりとはめ込んでください。きちんとはめ込まないと、再生できな 
かったり、ディスクが取り出せなくなったりすることがあります。 




3 トレーを静かに押し込みます。 
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P POINT 

► ディスクをセットしてから使用可能になるまで、しばら<時間がかかります。また、マル 
チセッションディスクの場合，ほをのディスクと比べ、セットしてから使巧可能になるま 
で、多少時間がかかることがあります。 


■巧り出す 

1 ディスクを使用しているソフトウエアを終了し、 CD/DVD 取り出しボタンを巧 
します。 

トレーが少し飛び出します。 

クトレーを手で支えながらディスクを取り出します。 

トレー中央の突起を押さえながら、ディスクがパソコン本体にぶつからないように、 
ディスクのふちを持ち上げてください。 

3 トレーを静かに巧し込みます。 
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5フロッピーディスク 


が重要 

► カスタムメイドの選択により、 FDD ユニット （ USB) が添付されています。 

► FDD ユニット (USB) は、 AC アダプタや外部ディスプレイなど磁界を発生する機器とは離 
して使巧して〈ださい。 


取り扱い上のを意 


■ ディスク使用時のま意事項 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• シャッタを開いて中のディスクにさわらないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 磁石などの磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• 固いホなどに落とさないでください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• ラベルを何枚も重ねて貼らないでください（ドライブにつまる原因になります)。 
• 結露させたり、濡らしたりしないようにしてください。 

■ FDD ユニット ( USB ) 使用時のま意事項 

• お使いの状況によって、ドライブをの割り当てが異なることがあります。 

. 本 パソコン 起動中に接続されている ユニット 
. 本 パソコン 起動中の ユニッ トの取り付け/取り外し 
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FDD ユニット （ USB ) の取り付け/取りかし 


■巧り付け 


1 本パソコンの USB コネクタに FDD ユニット （ USB ) を接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 



P POINT 

► パソコン本体の電源が入つた状態で取り付け/取り外しができます。 

► ポートリプリケータ接続時には、パソコン本体右側面後部の USB コネクタはお使いになれ 
ません。お使いになる場合は、パソコン本体ち側面前部、またはポートリプリケータの 
USB コネクタに接続してください。 

■取り外し 

ブ通失□領域の「ハードウ; L アのま全な取り外し」アイコンをクリックします。 

2 「 Y - EDataUSBAoppy - ドライブ （ A ) をを全に取り外します」をクリックし 
ます。 

P POINT 

► FDD ユニット （ USB ) を A ドライブとして説明しています。ドライブ名が異なる場合は，お 
使いの環境に合わせて読み替えて< ださい。 

3 「 Y-E Da ね USB 円 oppy はを全に取り外すことができます。」というメッセージ 
が表示されたことを確認します。 

4 FDD ユニット （ USB ) を取り外します。 
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フロッピーディスクを七ットする/取り出す 


■七ットする 

矢印のある面を上向きにして、フロッピーディスク取り出しボタンが飛び出すまで差し込みま 
す。 

フ□ッピーディスク 



■取り出す 

アク七スランプが消えていることを確認して、フロッピーディスク取り出しボタンを押しま 


す。 



P POINT 

► DOS/V フォーマット済みのフロッピーディスクを使巧してくださし、。その他のフロッピー 
ディスクを使巧すると、動作が保証されません。 

使巧できるフロッピーディスクについては、「仕巧一幫/巧術情報」 一 「本体仕様」 （一 
P .272) をご覧〈ださい。 

► アクセスランプの点打中にフロッピーディスクを取り出すと、ディスク内のデータが壊れ 
るおそれがあります。 

► フ□ッピーディスクに保存してある情報を消去したくないときや、追加の書き込みをした 
〈ないときは、フロッピーディスクの書き込み禁止タブをスライドさせ、巧があいたが態 
(書き込み禁止の状態）にします。再び情報の書き込みをしたいときは、書き込み禁止タブ 
をスライドさせ、巧が閉じた状態にします。 
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6プリンタ 


が重要 

► パラレルコネクタに接続するプリンタのプリンタケーブルは、プリンタに添付されていな 
いことがあります。 

また、プリンタケーブルが添付されているものでも、コネクタのおがにより接続できない 
ことがあります。そのような場合は、接続できるプリンタケーブルを別途ご購入〈ださい。 
► ブリンタの接続方法は、プリンタによって異なります。詳し〈は、お使いのプリンタのマ 
ニュアルをご覧〈ださい。 


接続 


■パラレルコネクタの場合 

ポートリプリケータを取り付けてください。 

ポートリプリケータの取り付けについては「ポートリプリケータを取り付ける」 （^ P .126) を 
ご覧ください。 



■ USB コネクタの場合 
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P POINT 

► ポートリプリケータ接続時には、パソコン本体ち側面後部の USB コネクタはお使いになれ 
ません。お使いになる場合は、パソコン本体ち側面前部，またはポートリプリケータの 
USB コネクタに接続して〈ださい。 



Memo 



第 4 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけて〈ださい。 


1セキュリティの重要性 . 148 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 149 

3不正巧用からのセキュリティ . 157 

4パソコンの盗難防止 . 162 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 163 

6データのバックアップ . 165 
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1七キュリテイの重要性 


パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盗難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことについて、説明してい 
ます。 

が重要 

► 弊社ではセキュリティ機能を使用されたこと、または使巧できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかわます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使用している方が責任をもって巧うようにしてくださ 
い。 

► セキュリティは一度巧えばまむできるものではありません。パソコンを使巧している方が 
曰ごろから関むをもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピュータウイルス 

パソコンにトラブルを引き起こすことを目的として作られたプログラムです。インターネット 
や E メール、 CD / DVD や USB メモリのような媒体などを通じてパソコンに感染することにより、 
パソコンのシステムやデータの破壊、情報の漏えいといった被害を与えます。 


■情報の漏えい 

ネットワークなどを通してパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり破壊され 
たりすることがあります。また、特殊なソフトウエアを{ま用することにより、廃棄したパソコ 
ンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT 

► 記録メディアを廃棄する場合も、セキュリティに気を付けてください。 CD . DVD などは 
ディスクの読み取り部に傷を付けたり 、 USB メモリなどはデータを完全にミ肖去したりする 
ことをお勧めします。 


■ 不正使用 

使用する権限のないパソコンを使用することです。パスワードを設をするなどの巧策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想、像できるパスワードを使用したりすると、不正に使用される危険性 
が高くなります。 

■を難 

不正に パソコンが 持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 
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2ネットワーク接続時の七キュリテイ 


インターネッ トや E メールな どの普及に伴い、 コンピュータウイルスへの 感染や パソコン 内の 
情報が漏えいする危険性が高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 

コンピュータウイルス対策 


が重要 

► コンピュータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保証 
期間内であってもち償修理になることがあります。ウイルスの感染を防ぐために 、 「Norton 
Antivirus 」 （一 P .149) を使巧したり 、 「Windows Update 」 （一 P .151) を実巧したり対策を 
とってください。 

コンピュータウイルスは、インターネットや E メールなどを通じてパソコンに感染し、データ 
を破壊したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを使 
用することにより、メールソフトに登録されているアドレスや保持しているデータに記録され 
ているアドレス宛に勝手にウイルスが配信され、ウイルスを広めてしまうこともあります。 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウェアとして 「Norton Antivirus 」 が添付さ 
れています 。 「Norton Antivirus 」 は、ウイルス定義ファイルを使用して、ウイルスの侵入と感 
染をチェックすることができます。 


■ Norton AntiVirus 

「Norton Antivirus 」 は「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご覧になり、必 
要に応じてインストールしてください。また 、 「Norton AntiVims 」 を使用する場合は、ウイル 
ス定義ファイルの更新をお勧めします。 

更新方法については、「ウイルス定義ファイルを更新する （ LiveUpdate )」 （一 P .150) をご覧く 
ださい。 

使用方法や設定にっいては、ヘルプをご覧ください。 

□注意事項 

•「Norton Antivirus 」 を起動していると、ソフトウェアが正常に インス トールされなかったり、 
ご使用のソフトウェアによっては不具合が発生したりすることがあります。この場合は次 
の方法で 「Norton Antivirus 」 を一時的に使用不可にしてください。ただし インス トールが 
終了した後は、使用可に戻すのを忘れないでください。 

1. 「スタ^ー ト」ボタンー「すベての プ ログラム」一 「Norton Antivirus 」 一 「Norton AntiVirus J 
の順にクリックします。 

2. 「Norton AntiVirus 」 タブの「設定」をクリックします。 

3. 「基本セキュリティ」の 「 AutoProtect 」 をクリックします。 
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4. 「オフにする」をクリックします。 

Windows Vista で、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 巧間を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

氏ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

•「Norton Antivirus 」 で コンピュータウイルス 検査を実行しているときは、 ハードディスクに 
あるプログラムを実行したり、検査中の CD / DVD などの媒体を取り出したり 、 USB メモリ 
などを取り外したりしないでください。 

•「 NortonAntivirus 」 は、コンピュ ■ —タウイルスの情報を記載したデ ' —タファイノレと、検査プ 
ログラム（スキャンエンジン）を使用しています。定期的に更新してください。 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の 「Norton Antivirus 」 をご購入ください。 

• E メールに添付されたファイルや入手した CD / DVD や USB メモリなどの媒体は、コンピュータ 
ウイルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。また、パソコンのハード 
ディスクは定期的にウイルスチェックを実行してください。 

•「Norton Antivirus 」 をインスト ' —ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirusJ に 
同等の機能がさまれているため問題ありません。 

•通知領域からセキュリティセンタ ■ —の表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が表示 
されます。 

• Windows ファイアウォールが無効になります。 

• Windows Vista の場合 、 Windows Defender が無効になります。 

□ ウイルス定義ファイルを更新する (LiveUpdate) 


P POINT 

► 「 LiveUpdate 」 はシステム管理をの指示に従って実行して < ださい。 

► 「 LiveUpdate 」 を実行するには、インターネットに接続できる環境が必要になります。ネッ 
トワーク管理をに確認し、あらかじめ必要な設ををしてから実行してください。 

• 手動で更新する 

1. 「スタ'—卜」ボタン^「すべてのプログラム」_> 「 NortonAntivirus 」 一 rLiveUpdateJ 
の順にクリックします。 

2. 「次へ」をクリックします。 

更新ファイルがあるかどうか検索されます。 

更新ファイルがない場合は、「完了」をクリックしてウインドウを閉じます。 

3. 「次へ」をクリックします。 

更新ファイルのダウンロー ドとインストールが始まります。 

4. 「完了」をクリックします。 

P POINT 

► 更新をち効にするために再超動が必要な場合は、 Windows を再起動してください。 

• 自動で更新する 

自動 LiveUpdate を「オン」に設をしておくと、インターネットに接続したときに最新のウ 
イルス定義ファイルに自動更新することができます。 
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1. 「スタ ■ —卜」ボタン^「すべてのプログラム」一 「Norton Antivirus J — > 「Norton AntiVirusJ 
をクリックします。 

「NortonJ ウィンドウが表示されます。 

2. 「Norton Antivirus」 タブで「設定」をクリックします。 

3. 「基本セキュリティ」の「自動 LiveUpdate」 をクリックします。 

4. 「オンにする」をクリックします。 

Windows Vista で、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「OK」 をクリックします。 

5. ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

□コンピユータウイルスの被害届 

コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届を提出してください。 

コンピュータウイルスの届け出制まは、「コンピュータウイルス対策を準」（平成12年12月 
28日付通商産業省を示第952号）の規をに基づいています。コンピュ ■ —タウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害のあ大と再発を防ぐために必要な情報を、独立行政法人情 
報処理推進機構 ( IPA ) セキュリティセンターに届け出ることとされています ( http :// 
www . ipa . go . jp / securitv /) 〇 


Windows やソフトウエアのアップデート 


お使いの Windows やソフトウェアに脆弱性（セキュリティホール）と呼ばれる弱点が発見さ 
れることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意ある 
プログラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパソコ 
ンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

その巧策として、システムやソフトウェアを提供している各社が修正プログラムを無料で配布 
しています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認のうえ、お使いのパソ 
コンに 適用してくたさ レ、。 

■ Windows Update 

Windows を最新のが態に更新できます。最新のが態にすることにより、ウイルスが侵入した 
り、不正アクセスされたりするセキュリティホールをなくすための対策もされます。 

□ Windows Vista の場合 

P POINT 

► rWindows Update J を実行するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。 「Windows ファイア 
ウオール」をち効にするか、 「Norton Antivirus」 をインストールすることをお割めします。 
ご購入時の設定は 「Windows ファイアウホール」がち効になっています。 

► rWindows Update」 はシステム管理者の指示に従って実行してください。 

► rWindows Update」 は、マイクロソフト社が提供するサポート機能です。 「Windows Update」 
で提供されるプ□グラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承〈ださい。 
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► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内にがって、実行してください。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

「Windows Update 」 の画面が表示されます。 

P POINT 

► 「Windows Update 」 ウィンドウの「他の製品の更新プログラムを取得します」をクリック 
すると 、 「Microsoft Update 」 を利巧できるようになります 。 「Microsoft Update 」 を利巧す 
ると、 Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウェアの更新プロ 
グラムを一度に入手することができます。詳しくは 「Microsoft Update 」 のホームぺージ 
をご幫ください。 

ク「更新プログラムの確認」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 

□ Windows XP の場合 

P POINT 

► 「Windows Update 」 を実巧するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。 「 Windows ファイア 
ウォール」をち効にするか 、 「Norton Antivirus 」 をインストールすることをお割めします。 
ご購入時の設定は 「 Windows ファイアウホール」がち効になっています。 

► 「Windows Update 」 はシステム管理者の指示に従って実行してください。システム管理者 
は、次の点にごミ主意〈ださい。 

-「優先度の高い更新プログラム」については、適用されることをお割めします。 

-ハードウェア用の更新プログラムは適巧しないで〈ださい。ただし、お客巧が追加され 
たデ/くイスについてはお客様の判断で適巧してください。 

-自動更新磯能を使うと 、 「Windows Update 」 を自動的に巧うように設ををすることがで 
きます。設を方法については、 Windows のヘルプをご賣〈ださい。ご購入時の設をで 
は、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プログラム」を自動更 
新するように設定されています。必要に応じて設定を変更してください。 

► rWindows Update j は、マイクロソフト社が提供するサポート機能です 。 「Windows Update 」 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承〈ださい。 

► 「Windows Update 」 のバージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内に従って、実行してください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

rWindows Update ] の画面が表示されます。 
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P POINT 

► Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウェアの更新プ□グラム 
を1度に入手できる 「Microsoft Update 」 を利巧することもできます 。 「Microsoft Update 」 
を利巧するには、マイクロソフト社のホームぺージからま巧のソフトウ X アをインストー 
ルする必要があります。 詳しくは 、 「Windows Update 」 のホームぺージにあるリンクをク 
リックし 、 「Microsoft Update 」 のホームぺージをご賣〈ださい。 

ク「カスタム」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

更新情報のリストが表示されます。 

3 内容を確認し、更新したくない項目がある場合はその項目のチェックを外しま 
す。 

通常は、「優先度の高い更新プログラム」にっいてはすべての項目を更新することをお 
勧めします。 

4 「更新プログラムの確認とインストール」をクリックします。 

P POINT 

► インターネットへ情報をさ信するにあたっての;主意が表示されたら、「はい」をクリックし 
ます。 

5 「更新プログラムのインストール」をクリックします。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 

■ UpdateAdvisor ( 本体装置）を使用する 

お使いのコンピュータのドライバ、添付ソフトウェアの最新版が、弊化インターネットに公開 
されているか調査し、適用することができます。 

ブ「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
rUpdateAdvisor (本体装置）」の順にクリックします。 

Windows Vis ねで「ユーザーアカウント制御」ウインドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「UpdateAdvisor (本体装置）注意事項」の画面が表示されます。 

P POINT 

► を意事項が書かれた画面が表示された場合は、内容を確認して、 「0 K 」 をクリックして〈 
ださい。 

この後は、表示された画面に従って操作してください。 
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七キュリティ七ンター 


「セキュリティセンター」を使うと、 Windows のセキュリティのが態を監視したり、関連する 
機能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

■ Windows Vista の場合 
P POINT 

► 「Norton Antivirus 」 をインス！—ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

■ 通知領域からセキュリティセンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が 
表巧されます。 

- Windows ファイアウォールが無効になります。 

■ Windows Defender が無効になります。 

□七キュリティの状態を監視してを険を知らせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ対策上で重要な次の4つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

• r Windows Update ] が自動的に適用されるように設をされている 

• ウイルスやスパイウェアなどの巧策のソフトウェアが最新の状態で実行されている 
• インターネットセキュリティやューザーアカウント制御が推奨レベルに設をされている 
例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルスを義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスにか応できない状態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるアイコンの色が'変わり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新の七キュリティ対策をとるようにむがけてください。 

□七キュリティの設定/確認を手軽に行う 

七キュリティセンターでは、次の設をを行うことができます。 

• 「 Windows Update 」 の自動更新 

インターネット利用中に 「Windows Update 」 の更新プログラムがあるかどうかをを巧的に 
確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウオ' —ル 

ネットワーク経由で悪意のある第=者■や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 

• 「 Windows Defender 」 の更新 

定義ファイルを更新して、スパイウェアなど悪意のあるソフトウェアから本パソコンを保 
護します。 

■インターネットオプション 

「Internet Explorer 」 のセキュリティ設をを変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 
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■ Windows XP の場合 
P POINT' 

► 「Norton Antivirus 」 をインス！—ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

■ 通知領域からセキュリティセンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が 
表不されます。 

- Windows ファイアウォールが無効になります。 

□セキュリティの状態を監視してを険をならせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ巧策上で重要な次の3つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

•「Windows Update 」 の「優先まの高い更新プログラム」が自動的に適用されるように設をさ 
れている 

• 最新のウイルス巧策ソフトを実行している 

例えば、ウイルス対策ソフトを導入していなかったり、ウイルス定義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスに対応できない状態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるアイコンの色が'変わり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新のセキュリティ対策をとるようにむがけてください。 

□ セキュリティの設定/確認を手軽に行う 

セキュリティセンターでは、次の設をを行うことができます。 

■インターネットオプション 

「 InternetExplorer 」 のセキュリティ設をを'変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 

• r Windows Update J の自動更新 

インタ ■ —ネット利用中に 「 Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」があるか 
どうかを定期的に確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウオール 

ネットワーク経由で悪意のある第=者や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 

フアイアウオール 


パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

Windows Vista や Windows XP Professional ( SP 2) では、 「 Windows ファイアウォ^ ール」 が標準で搭 
載されています。 

「 Windows ファイアウオ ■ ール」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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通信データの暗号化 


ネットワーク経由でデータをやり取りしている場合、ネットワーク上で情報の漏えいを招くこ 
とがあります。重要なデータは、あらかじめ暗号化するなどして保護することが大切です。 
Windows Vista や Windows XP Professional には、デ ' —夕を B 音を化するための機能が標準で搭載 
されています。 B 音号化機能の1つとして、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J があります。 
TCP/IP プロトコルで通信をしている場合に 「 IPSec 」 を有効にすると、ソフトウェアに依存せ 
ずにデータを B 音号化させてネットワークを経由させることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


無線 LAN 使用時の通信データの暗号化 


がを巧巧 I 無線 LAN 搭載機種 

無線 LAN を使ってネットワークに接続すると、無線が届く範囲内にある化の無線 LAN 搭載機 
器から通信内容を化人に読み取られてしまう危険性があるので、データを暗を化することが必 
要です。 

本 パソコンには、 無線 LAN のデータを B 音号化するための機能が搭載されています。詳しくは、 
次をご覧ください。 

• E8270 

. 『圧 EE 802.11 a/b/g 準拠、 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる方へ』 
- 『圧 EE 802.11 a/b/g 準拠、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお{吏いになる方 
へ （ vProTM テクノロジーインテル 抵 Centrino®2 対応）』 

• S8470 、 R8270 、 U8270 、 T8270 、 T8170 、 P8270 

. 『圧 EE 802.11 a/b/g 準拠、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる方■へ』 

• S8370 

. 『圧 EE 802.11 a/b/g 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる方■へ』 

なお、無線 LAN アクセスポイント経由でネットワークに接続している場合は、無線 LAN アク 
七 スポイントの マニュアル もご覧ください。 
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3不正使用からの七キュリテイ 


パソコンを使用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、複数の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、 バソコ ンのま全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除して〈ださい。セキュリティ 
がかかったが態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留めるときは、第=者に知られないようにま全な場所に保管して 
〈ださい。 

また、数字だけでな〈英数字や記号を入れたり、を期的に変更したりするなど、第=者に 
推測されないように工夫をしてください。 


Windows のハ乂ワート 

Windows の起動時やレジュ ーム 時、 スクリーン七ーバーからの 復帰時のパ スワー ドを設をでき 
ます。複数の ユーザーで 1台のパソコンを巧用する場合、使用する ユーザー によってパ スワー 
ドを'変更できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 


管理者権限とユーザーアカウント 


Windows では、管理者権限を持ったューザーアカウントを作成できます。管理者は、化のューザー 
アカウントの七ットアップや管 a などを行うことができます。パソコンを使用するユーザーアカ 
ウントと管理者権限を持ったアカウントを分ければ、ファイルのアクセス権を管 a したり、不正 
なプログラムのインストールや起動を制限したりできるため、パソコンのを全性も高まります。 
詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

■ Windows Vista の「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 について 

「ューザーアカウント制御 （ UAC ) 」とは、許可なくパソコンの設をが'変更されるのを防ぐ 
Windows のセキュリティ機能です。 

「ューザーアカウント制御」が有効になっていると、パソコンの動作に影響する操作や、化の 
ューザーに影響する設定'変更などが実行される前に、許可やパスワードを求めるメッセージを 
表示します。この機能により、悪意のあるソフトウェアやスパイウェアなどがインストールさ 
れたり、複数のユーザーアカウントが設定されているときに管 a 者の許可なくパソコンがを更 
されたりするのを防止して、パソコンを守ります。 

ご購入時は、「ユーザーアカウント制御」が有効になっています。 
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P POINT 

► パソコンの操作をしているときに「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 のメッセージを表示 
させないようにするには、次の手順で設定を変更してください。 

「ユーザーアカウント制御」を無効にすると、セキュリティのレベルが低下する危険性があ 
りますので、「ユーザーアカウント制御」はち効にしておくことをお割めします。 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「ユーザーアカウント」または「ユーザーアカウントと家族のためのま全設定」をク 
リックします。 

3. 「ユーザーアカウント」をクリックします。 

4. 「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

5. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」ウィンドウが表示されます。 

日.「ユーザーアカウント制御 CUAC ) を使ってコンピュータの保護に役立たせる」の 
チェックを外します。 

7. roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 


アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、フォルダやファ 
イルにアク七ス権を設定できます。また 、 Windows Vista Business や Windows XP Professional を 
お使いの場合は、フォルダやファイルを暗号化することができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設定 

ユーザー または グループ ごとに権限を設定できるため、権限のない ユーザーからの ァクセ 
スに対してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 （Windows Vista Business、Windows XP Professional の攝合） 
暗号化しておけば、不慮の事故や盤難などでハードディスクを紛失しても、データの内容 
を簡単には読み出しにくくなります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


BIOS のパスワード 


パソコンの起動時やレジューム時のパスワードを設をできます。 BIOS のパスワードには、管 
理を用のパスワードとユーザー用のパスワードがあります。ユーザー用パスワードで作業を行 
う場合、パソコンの設をが'変更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、パソコンのハードディスク自体にパスワードを設をできます。ハードディスクにパス 
ワードを設定しておくと、パスワードを知っている人な外はハードディスクに入っている情報 
が読み出せなくなります。 

また、指紋センサー搭載機種の場合、指紋センサーに指をスライドさせることで BIOS パスワー 
ドの入力を行うこともできます。 

詳しくは、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う J (^ P .209) をご覧ください。 
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七キュリティボタン 


巧を巧巧」セキュリティボタン搭載機種 

が重要 

► 添付の「セキュリティボタン」をインストールすることにより、パスワードを設定できます。 
詳し〈は、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .168) をご賣〈ださい。 

パソコン本体の起動時やレジューム時のパスワードを設定できます。パスワードは、4つのボ 
タンの組み合わせと、ボタンを押す回数で設定します。 

詳しくは、『セキュリティボタン取キ及説明書』をご覧ください。 


指紋七ンサー 


巧 ホ巧租 I 指紋センサー搭載機種 

が重要 

► 指紋センサーをひっかいたり、先のとがったもので巧したり、濡らしたりしないで〈ださ 
し、。指紋センサーに傷が付き、故障の原因となることがあります。 

► パソコン本体の使用中、指紋センサー表面が温か〈なることがありますが、故障ではあり 
ません。 

► 指紋センサーが巧れた場合は、除電用金具に触れてから、乾いた柔らかい布でセンサー表 
面の巧れを軽〈拭き取ってくださし、。 

指紋センサーで指をスライドすることで個人を認証します。パソコンや Windows の起動時、ソ 
フ トウ エアの ログオン時に指紋認証によるセキュリティを設定できます。従来のパスワード語 
証に代わり、パスワードを覚える必要がなく、個々の指紋を記憶できるので、簡単にを全に使 
用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ)』 
をご覧ください。 


FeiiCa ポート 


巧ホ巧巧 J Fel に a ポート搭載機種 


Windows の起動時、ソフトウェアのログホン時に非接触 1 C カード技術方式 FeliCa に対応した 1 C 
カードによるセキュリティを設定できます。 1 C カードには の やパスワードなどのセキュリティ 
情報を格納します。 

パソコンを使用する場合は、この 1 C カードを、 FeliCa ポートにタッチまたは七ットすることで、 
パソコン本体に七キュリティ情報を認識させます。 1 C カードをタッチまたは七ットしないと七 
キュリティが解除できないため、従来のパスワード認証よりもを全に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ)』 
をご覧ください。 
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スマー トカ—ドリ—ダ/ライタ 


巧ホ巧巧 I スマートカードスロット 搭載機種、 スマートカードホルダー添付 機種 

が重要 

► スマートカードホルダー添付機種をお使いの場合、 PC 力ードスロットにスマートカードホ 
ルダーをセットすることにより使巧できます。 

詳し〈は、「取り巧い」 （一 P .31) をご覧〈ださい。 

► スマートカードホルダー添付機種では、パソコン本体の電源を入れる前に、スマートカー 
ドホルダーをパソコン本体にセットして ください。 また、パソコンの使巧中は、スマート 
カー ドホルダーを絶対に取り出さないでください。 

パソコンや Windows の起動時、ソフトウェアのロダホン時にスマートカード認証によるセキュ 
リティを設定できます。スマートカードには ID やパスワードなどのセキュリティ情報を格納し 
ます。1枚のスマートカードに管理者用とユーザー用のパスワードを、1つずつ設定できます。 
パソコンを使用する場合は、パソコン本体にスマートカードを七ットし 、 PIN (個人認証番号） 
を入力します。スマートカードをセットしないと七キュリティが解除できないため、従来のパ 
スワード認証によりもを全に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ）』 
をご覧ください。 


七キュリティチップ 


巧ホ巧理 I セキュリティ チップ搭載機種 

セキュリティチップはパソコンのが態を確認すると共に、ューザーごとの鍵を生成し保護管 a 
する機能をもちます。この機能を使うことで、より強固なファイル B 音を化やューザー認証を行 
うことができます。 

詳しくは 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ）』 
をご覧ください。 


Portshutter 


が重要 

► 無効に設定したポートは、機器を接続してもお使いになれません。 

► スマートカードス□ット搭載機種、またはスマートカードホルダー添付機種で、 PC 力ード 
を無効にした場合、スマートカードはお使いになれません。 

USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートの使用を制限できます。 「 Portsh 山 ter 」 を使う 
ことにより、パソコンからの情報漏えいやパソコンへの不正なプロダラムの導入を防止するこ 
とができます。 

USB ポートを無効にする場合、 USB 機器ごとに有劾-無劾の設定が可能です。 

詳しくは、添付の「ドライバーズ ディスク1」 内の マニュアルを ご覧ください。 
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暗号化機能付 HDD 


巧を巧巧」暗号化機能付 HDD 搭載機種 

「暗号化機能付 HDD 」 は、 0 S やプログラムを含むハードディスク上の全データについて、書き 
込み時には自動的に暗号化し、読み出し時には自動的に復号化します。そのため、暗号化を意 
識せずにセキュリティを確保できます。 

BIOS 七ットアップでハードディスクパスワードを設をすることにより、ハードディスクへのア 
クセスはパスワードで管 a され、認証された使用者のみが復号化されたデータを入手できます。 
また、本パソコンからハードディスクを抜き取り、化のパソコンに接続してデータを読み取ろ 
うとした場合にも、パスワードの入力が必要になるため、不正な使用を防ぐことができます。 

が重要 

► ハードディスクパスワードを設をしていない場合はハードディスクへの不正なアクセスを 
防ぐことができません。必ずハードディスクパスワードを設をして〈ださい。ハードディ 
スクパスワードの設まちま 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を巧う」（一 P .209) をご 
覧< ださい。 
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4パソコンの盜難防止 


パソコンのを難という危険性があります。パソコンを鍵のかかる場所に設置または 
保管するなどの対策をとることもできますが、パソコン自体にも盜難防止用の機能 
が備えられています。 


パソコン本体の施錠方法 _ 

本パソコン、ポートリプリケータ、またはドッキングステーシヨンの鑑難防止用ロック取り付 
け穴に盗難防止用ケーブルを取り付けることで、パソコン本体の盤難の危険性が減少します。 
盤難防止用ロック取り付け穴の場所については、「各部名称」一「各部の名称と働き」（一 P .12) 
をご覧ください。 

P POINT 

► 弊ながお割めするワイヤーロック/盗難防止巧品については、富±通製品情報ページ内に 
ある FMV - LIFEBOOK の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) 
をご覧〈ださい。 





製品ガイド 


5パソコン本体廃棄時の七キュリテイ 


パソコンの廃棄-譲ミ度時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごを意 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に巧われるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客なの重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消ちするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消まするというのは、それほど簡単 

ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 

■データを「ごみ箱」に捨てる 

• 「削除」操作を行う 

• 「ごみ箱を空にする」を使って消す 

• ソフトウェアで初其 H ヒ（フォーマット）する 

• ハードディスクをご購入時のが態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕のフアイル管 a 情報が'変更されるだけで、実隙にはデータが見えなくなっているだけという 
が態です。 

つまり、一見消まされたように見えますが、 Windows などの OS からデータを呼び出す処 a が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特みなソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読み取ることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読み取られ、予巧しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコ ンの廃棄-譲渡などを行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するという卜 
ラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消ちすることが非常に重要となります。消ちするためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物 a 的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ Windows 、 ソフトウェアなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があるため、ホ 
分な確認を行う必要があります。 
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ハードディスクデータ消去 


本パソコンには、パソコンの廃棄•譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の1 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ち」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ま」は、 Windows などの 0 S によるファイル削除やフォーマットと違い、ハード 
ディスクの全領域に ついて、 元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元 
されにくくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ちした場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

また、フラッシュメモリディスクをお使いの場合は、レ、ードディスクデータ消ち」を一度実 
行しただけでは、完全にデータを消去することができません。必ず2回な上実行してください。 
レ、ードディスクデータ消ま」の{まいホについては、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
P .168) をご覧ください。 


ハードデイスクのデータ消去 サー ビス 


弊社では、法人•企業のお客様向けに、専門スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消ちずる、「データ消ち サービス」 をご用意しております。 

消ち方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ま」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
りまず。 


ソフト消去 

専用ソフトウェアを巧って、ハードディスクに巧して2回上書き（ランダ 
ムデータ+ 0データ）することにより残存するデータを完全に消ちします。 
DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消ち 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破攘します。 

(最大磁力： 1.3 テスラ） 


消去証明として富±通が消ち証明書を発行し、消ち済ナンバリングシールを対象ディスクに貼 
付して、納品物とします。 


旨手し くは、「フ ■ータ消ぶサービス」 ( http :// tenics . fujitsu . com / outsourcingservice / lcm / h _ elimination /) 
をご覧ください。 
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6データのバックアップ 


大切なデータは予備を保存しておくことをお勧めしまず。 


バックアップの必要性 


次のようなが態になると、保存したデータが失われ、回復することはできません。 

• パソコン本体やハードディスクの盗難 
• ハードディスクの破損 

• コンピュータウイルス感染によるファイルやコンピュータの破損 
• ファイルの破損や誤消ま 
■リカバリ 

トラブル防止のための巧策は「これで完全」というものはなく、いつこのようなが態になるか 
はわかりません。被害を最小限にとどめるためにも、日ごろから定巧的にバックアップをとる 
必要があります。 


バックアップ方法 


必要なデータは CD や DVD などの媒体や、バックアップ装置を備えた ファ イルサーバーなど 
に定期的にバックアップしてください。 

■ Easy Backup 

本パソコンには、簡単な操作でまとめてバックアップできるソフトウェア 「EasyBackupJ が 
添付されています。必要に応じてお{吏いください 。 r Easy Backup] のインストールホ法につい 
ては、「ソフトウェア」一「ソフトウェア ー 覧」（一> P.168) をご覧ください。 






Memo 



第 5 章 

ソフトウェア 

ソフトウエアについて説明しています。 


1ソフトウェア 
2ドライバ… 


168 

190 
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1ソフトウェア 


ソフトウ エアー 覧 


本パソコンで使用できるソフトウェアをサポートしている 0 S と、ご購入時のソフトウェアの 
提供形態の一覧表です。 

該当ソフトウェアをサポ ■ ー トする 0 S は「〇」、サポ ■ ー トしない OS は「一」で示しています。 
ご購入時の提供形態にっいては、プレインストールで添付がされている場合を「@」、添付の 
みされている攝合を 「 A 」 で示しています。 

P POINT 

► -部のソフトウェアの使巧方法については、ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説明ファ 
イルをご幫〈ださい。 

► 選択したカスタムメイドによっては、この他にソフトウェアが添付されることもあります。 
► 添付されているソフトウ X アは「ドライバーズディスク1」、「ドライバーズディスク2&ユー 
ティリティディスク」などに格納されています。 

インストール方法については、「インストール方法」 （一 P .170) および「各ソフトウェア 
の紹介」 （一 P .171) を参照してください。 

► カスタムメイドのソフトウェアおよび一部の添付ソフトウェアについては、機能別のマ 
ニュアルをご覧〈ださい。 



名称 

サポート OS 

括 

供 

お 

態 

Windows 

Vista 

Business 

Windows 
Vista Home 
Basic 

Windows XP 
Professional 

Windows XP 
Tablet PC 
Edition 2005 

OS 

「 Windows Vista Business 」 （一 P. 171 ) 

〇 

- 

- 

- 

◎ 

rWindows Vista Home Basic 」 （一 P.171) 

注 1 

- 

〇 

- 

- 

◎ 

r Windows XP Professional (SP2)j (一 R172) 
注 1 

- 

- 

〇 

- 

◎ 

「 Windows XP Tablet PC Edition 2005 」 

(一 P.173) 注 1 

- 

- 

- 

〇 

感 

セキュリティ 

「Norton AntiVims 」 （一 P-174) 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

rPortshutterJ (一 P.174) 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

rSMARTACCESS/BasicJ (一 P.174) 注 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

「セキュリティボタン」（一 P.174) 注 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

「ハードディスクデータ消ち」（一 P.175) 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

サポート 

「 FMV サポートナビ」（一 P.177) 

〇 

〇 

〇 

〇 

感 

「 PC 乗換ガイド」（一 P.177) 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 

rUpdateAdvisor (本体装置)」（一 P.177) 

〇 

〇 

〇 

〇 

感 
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サポート OS 

提 


名称 

Windows 

Windows 

Windows XP 
Professional 

Windows 父 P 

供 


Vista 

Vista Home 

Tablet PC 

お 



Business 

Basic 

Edition 2005 

態 

ユーテイリテイ 

「Easy Backup 」 （一 P.178) 

O 

O 

O 

O 

A 


rPM-MenuJ (一 P.178) 

- 

- 

o 

o 

A 


「FM キーガード」（一 P.178) 

- 

- 

o 

o 

A 


「Fujitsu Display Manager 」 （一 P.178) 

o 

o 

o 

o 

◎ 


rindicatorUtilityJ (一 P.179) 

o 

o 

o 

o 

◎ 


「P 山 gfree NETWORK 」 （一 P.179) 

o 

o 

o 

o 

◎ む、 
A を 3 


「お手入れナビ」（一 P.180) 注 1 

o 

o 

- 

- 

◎ 


「省電カユーティリティ」（一 P.180) 

o 

o 

o 

o 

◎ 


r 静音ユーティリティ」（一 P.180) 

o 

o 

o 

- 

◎ 


「バッテリーユーティリティ」（一 P.181) 

o 

o 

o 

- 

◎ 


「富 ± 通拡張機能ユーティリティ」 

卜 P.181) 

o 

o 

o 

o 

◎ 


「富 ± 通タブレットコントロール」 

(一 P.181) 注 1 

o 

- 

- 

o 

◎ 


「富 ± 通タブレットボタンユーティリティ」 

Hr 182) 

o 

o 

o 

o 

◎ 


「富 ± 通モニタユーティリティ」（一 P.183) 

o 

o 

o 

- 

A 


「ゆったり設定 2 」 HP. 183) 

o 

o 

o 

o 

A 


「らくらくズーム」（一 P.183) 注 1 

o 

o 

- 

- 

A 


「らくらくズーム Lite 」 Hr 184) 

o 

o 

- 

- 

◎ 


「ワンタッチボタン設定」（一 P.184) 注 ' 

o 

o 

o 

o 

◎ 

ビューア 

rAdobe Reader] (一 P.185) 

o 

o 

o 

o 

感 

CD/DVD 

「 DVD-RAM ドライバーソフト」（一 P.186) 化 1 

- 

o 

o 

o 

A 


「民 oxio Creator] (一 P. 1 86) 

o 

o 

o 

o 

恆 


rWinDVDj (一 P.187) 注 1 

o 

o 

o 

o 

A 

Office 製品 

rOffice Personal 2007 (SPl)j (一 P.187) 注 1 

o 

o 

o 

o 

恆 


「 Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 
(SPI)J (一 P.187) 注 1 

o 

o 

o 

o 

◎ 


「Office Professional 2007 (SPl ) 」（一 P.188) 注 1 

o 

o 

o 

o 

◎ 


ま 1: 対象機種については、をソフトウェアの紹介を参照してくださし、。 
ま 2 : Windows Vista モデル 
ミ主 3 : Windows XP モデル 
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インストール方法 


P POINT 

► インス トールには CD / DVD ドライブが必要です。内蔵 CD / DVD ドライブが搭載されていな 
い機種をお使いの場合は、マルチベイ、モバイルマルチベイまたはポータブル CD / DVD ド 
ライブを接続してください。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、「スーパーマルチドライブユニット （FMV-NSM52)」 ま 
たは 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブユニット （USB) (FMV-NCB53)」 をお割めします。 


■ 「ドライバーズディスク検索」ツール 

次のディスクに格納されている ソフト ウェアまたはドライバは、「ドライバーズディスク検索」 
ツールを 使って、 データの 格納された フォルダを 表示することができます。 

• ドライバーズディスク1 

• ディスク （InterVideo WinDVD、DVD MULTI ドライブ専用ドライバーソフト） 

P POINT 

► 「ディスク （InterVideo WinDVD、DVD MULTI ドライブき用ドライバーソフト）」の場合は 
「ディスク検索 J ツールと表示されます。 

□「ドライバーズディスクお索」ツールの使い方 

ブソフトウェアまたはドライバの格納されたディスクをセットします。 

「ドライバーズディスク検索ツール」が起動します。 

P POINT 

► Windows Vis ねで、「自動再生」ウィンドウが表示された場合は、 「 DRVCDSRC . exe の実行」 
をクリックしてくださし、。 

Windows XP で、 「 Windows が実巧する動作を選んでください」と表示されたら、「自動再 
生」をクリックしてください。 

► 「ドライバーズディスク検索ツール」が起動しない場合は、次のように操作してくださし、。 

1. 「スタート」ボタンー「コンピュータ」または「マイコンピュータ」の順にクリック 
します。 

2. ディスクをセットしたドライブのアイコンをちクリックし、表示されたメニューから 
「自動再生」をクリックします。 

ク「ソフトウ I アの検索を件」で機種名が選択できる場合は、お使いの機種名を 
選択します。 

3 「ソフトウェアの検索を件」でお使いの 0 S を選択します。 

4 「一覧」でインストールするソフトウェアまたはドライバを選択します。 

P POINT ； 

► 「一覧」で選巧する項目については，「各ソフトウェアのを自介 J (一 P .171) をご覧くださし、。 

5 「フホルダを開く」をクリックします。 

インスト ' ールするソフトウェアまたはドライノ《の格納されたフォルダが表示されます。 
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インストール方法については、「各ソフトウェアの紹介」（一 P .171) をご覧ください。 
フォルダ内に「民 eadme . txt 」 などの説明ファイルがある場合は、必ずインストールの前にご覧 
ください。 


各ソフトウエアの紹介 


■ Windows Vista Business 

□概要 

Windows Vista Business には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME (日本語入カューティリティ） 

• DirectXlO (巧応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プログラム（出荷時の OS に適用済の SP な降に提供されたセキュリティの問題を解み 
する修正プログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧くださ 
い。 

が重要 

► 「プログラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プログラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 

戶 POINT' 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プログラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利巧して Windows を最新の状態にすることをお割めします。 
「Windows Update 」 については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .151) をご覧ください。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」を右クリックして「プ □ パティ」 をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 

■ Windows Vista Home Basic 

巧を巧な I A 8270、 S8370、R8270、A6270 


□概要 


Windows Vista Home Basic には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME (日本語入カユーティリティ） 

• DirectXlO (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プログラム（出荷時の OS に適用済の SP な降に提供された七キュリティの問題を解み 
する修正プログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧くださ 
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が重要 

► 「プログラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プログラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プログラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利巧して Windows を最新の状態にすることをお割めします。 
「Windows Update 」 については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .151) をご幫〈ださい。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」を右クリックして「プロパティ」をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 


■ Windows XP Professional (SP2) 

がを巧 巧 I E8270、A8270、S8470、S8370、R 8270、 A6270 


□概要 

Windows XP Professional には次のソフトウェアがさまれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP2 (World Wide Web ブラウザ） 

参 Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カユーテイリテイ） 

• DirectX9.0c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プログラム（出荷時の OS に適用済の SP が降に提供されたセキュリティの問題を解決 
する修正プログラム） 

操作方法などについて、詳しくは「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧くださ 
い。 

が重要 

► 「プ□グラムの追加と削除」で、「更新プ□グラムの表示」にチェックを付けたときに表示 
されるモジユールを削除しないで< ださい。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、 「 OS 追加プ□グラム」よりも新しい修正プ □ 
グラムが配ホされている場合があります 。 「Windows UpdateJ を串リ用して Windows を最 
新の状態にすることをお勧めします 。 「Windows Update 」 については、「セキユリティ」一 
「 Windows やソフトウェアのアップデート」（一 P .151) をご覧〈ださい。 

□ SP 2 のインストール 

SP2 には、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

ク「名前」に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 

c :¥ sp ¥ xpsp 2. exe 

r Windows XP Service Pack;2 セットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 
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3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 

P POINT 

► Windows XP の/くージョン情報は、ホの操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニュ ーー »「パ'—ジョン情報」の順にクリックします。 

■ Windows XP Tablet PC Edition 2005 

対象巧巧 I P8270、T8270、T8170 


□概要 

Windows XP Tablet PC Edition 2005には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP 2 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対•応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プログラム （Windows XP Tablet PC Ed 出 on 2005のリリースな降に提供された七キュ 
リティの問題を解かする修正プログラム） 

が重要 

► 「プログラムの追加と削除」で、「更新プログラムの表示 J にチェックを付けたときに表示 
されるモジュールを削除しないで〈ださい。 

► 本パソコンには 、 Windows XP Tablet PC Edition 2005がインス！ルされています。 
Windows XP Tablet PC Edition 2005には、 SP 2 に関するすべての修正が含まれていますの 
で、 SP 2 をインストールする必要はありません。 

本パソコンに SP 2 をインストールした場合は、正常に SP 2 のインストールが完了しません。 
そのままお使いになると予期せめトラブルが発生する可能性がありますので、ご購入時の 
状態に戻すことをお割めします。ご購入時の状態に戻す方法については、『取扱説明書 J ] を 
ご覧〈ださい。 

Ppoint ^ 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、 「 OS 追加プ□グラム」よりも新しい修正プ □ 
グラムが配布されている場合があります 。 「Windows Update 」 を利巧して Windows を最 
新の状態にすることをお割めします 。 「Windows Update 」 については、「セキュリティ」一 
「 Windows やソフトウェアのアップデート」（一 P .151) をご賣〈ださい。 

操作方法などについて詳し〈は、「スタート」メニューに登録されているヘルプ、および 
Windows 内の 『Tablet PC 入門』や 『Tablet PC チュートリアル』をご覧〈ださい。 

► Windows XP の/くージョン情報は、次の操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニュ ーー* 「パ'—ジョン情報」の順にクリックします。 
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■ Norton AntiVirus 

□概要 

コンピュータウイルスを検出.駆除します。詳しくは、「セキュリティ」一「コンピュータウ 
イルス巧策」（一 P .149) をご覧ください。 

ユーザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポートセンター」をご利用になれます。詳 
しくは「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」 （^ P .269) をご覧ください。 

□インストール方ま 

■インストールの前に、必ず管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバ'—ズディスク検索」ツ' —ル」（一 P .170) の「一覧」で 「Norton Antivirus 」 を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Setup . exe 」 アイコンをダブルクリックしてください。 

この後は、メッセージに従って操作してください。 

■インストール後は、必ず本パソコンを再起動してください。 


■ Portshutter 

□概要 

USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートを無効にします。不要な機器を接続させな 
いことにより、情報漏えいを防止できます。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 「 PortshutterJ を選択し、 
表示されたフォルダ内の 「 Manual 」 フォルダ^「操作マニュアル. pdf 」 をご覧ください。 

■ SMARTACCESS/Basic 

がを巧活 I バリューシリーズレ: i 外の機種 

□概要 

セキュリティチップ、スマートカード、指紋センサー、 FeliCa 巧応非接触 1 C カードを使用す 
るためのソフトウェアです。 

□インストール方法 

インストールホ法については 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使レ、になるホへ)』をご覧ください。 

■七キュリティボタン 

がを巧巧 I セキュリティボタン搭載機種 

□概要 

セキュリティボタンのパスワードを設をします。 
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□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 管理者用の場合 

「「ドライバーズ ディスク検索」 ツール」 （一 P .17 日）の「一覧」で「セキュリティボタン」を 
選択し、表示されたフォルダ内の rSupervisor ] フォルダー「民 eadmeS . txt 」 をご覧ください。 
• ューザー 用の場合 

「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「セキュリティボタン」を 
選択し、表示されたフォルダ内の 「 User 」 フォルダー「民 eadmeU . txt 」 をご覧ください。 

□使用方法 

『セキュリティボタン取キ及説明書』をご覧ください。 

■ハードディスクデータ消’去 
□概要 

ハードディスク内のデータを消ちします。詳しくは「セキュリティ」ーレ、ードディスクデー 
夕消ち」（一 P .164) をご覧ください。 

□ ま意事項 

■本ツールでは、本パソコンに内蔵されているハードディスクのみを巧象としています。こ 
のため、外付けのハードディスクのデータを消ますることはできません。 

• データ消ちを実行するとハードディスクのリカバリ領虹でも消ちされます。必ずレ、ードディ 
スクデータ消ち」の前にリカバリディスクを作成してください。作成方法は『取な説明書』 
をご覧ください。 

• 「ドライバーズディスク 1 也ユーティ リティディスク」を起動してから、72時間経過すると、 
本パソコンが自動的に再起動されます。そのため、「ドライバーズディスク2 &ユーティリ 
ティディスク」を起動してから長時間放置した場合は、再起動してからレ、ードディスク 
データ消ち」を実行してください。 

• 必要なデータはバックアップしてください。 

• レ、ードディスクデータ消去」を実行する場合は、 AC アダプタを接続してください。 
■周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外し、ご購入時のが態に戻してくだ 
さい。 

• データ消ち終了まで、数時間かかります。 

• データ消ま中に電源を切らないでください。ハードディスクが故障する可能性があります。 
• データ消ち中に「ドライバーズディスク2&ユーティリティディスク」を取り出さないでく 
ださい。処 a が継続できなくなる場合があります。 

• フラッシュメモリディスクをお使いの場合は、レ、ードディスクデータ消ま」を一ま実行し 
ただけでは、完全にデータを消ますることができません。必ず2回な上実行してください。 


□ データ消去方法 


「ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク」を用意してください。 

1 「ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク」をセットします。 
ク本パソコンをち起動します。 



製品ガイド 


3 「FUJITSU」 ロゴが表示されている間に、 【Enter】 キーを押します。 

ポップアップメニュ ■ —が表示されます。 

P POINT 

► BIOS セットアップで「セキュリティ」メニューの「起動時のパスワード J を巧用する設を 
にした場合、パスワードを入力後け旨紋を登録した場合は指紋認証後）、認証画面がミ肖え 
た後、すぐに 【Enter】 キーを押して〈ださい。 

► ポップアップメニューが表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作して 
ください。 

4【 i 】キーまたは【 t 】キーを押し、「起動メニュー」を選択し、に nter】 キー 
を押します。 

メニュ ' 一が表示されます。 

5 r CD/DVD Drive J を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

「トラブル解みナビ」ウィンドウまたは「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

6 「ユーティリティ」タブをクリックし、「ハードディスクデータ消去」を選択し、 
「実行」をクリックします。 

「ハ'ードディスクデ' —夕消ま」ウィンドウが表示されます。 

7 ミ主意事項をよく読み、「同意します」にチIックを付け、「次へ」をクリックし 
ます。 

「データを消ちするハードディスクを選択してください。」と表示されます。 

巧データを消去するハードディスクにチ卫ックを付け、「次へ」をクリックしま 
す。 

レ、ードディスクを消まする方式を選択してください。」と表示されます。 

夕消去する方式を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の姐 a を選択してください。」と表示されま 
す。 

10 エラー発生時の処理方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の条件で、データの消まを開始します。よろしければ[開始]ボタンをクリックし 
てください。」と表示されます。 

ブブ「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消まを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 

12 roKj をクリックします。 

しばらくすると、「電源ボタンを4ゆな上押して、電源を切ってください。」と表示され 
ます。 

13 電源ボタンを4砂レ: i 上巧して（電源スイッチの場合は4秒レ: i 上スライドさせて）、 
電源を切ります。 
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■ FMV サポートナビ 


□概要 

FMV を快:適にお使ぃぃただくためのナビダーシヨンツールを目的別に分類し、使ぃたぃソフ 
トウエアを簡単に見つけ出して起動するためのランチャーです。 

画面上の 「 FMV サポートナビ」アイコンから起動できます。ワンタッチボタンのワンタッチ 
「サポートナビ」ボタン、または Support ボタンを搭載してぃる場合は、ボタンを押して起動 
することもできます。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 「 FMV サポートナビ」を 
選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ PC 柔換ガィド 

□概要 

々までお使ぃになってぃたパソコンから、現在お使ぃのパソコンへ必要なデータを移行するこ 
とができます。 

P POINT 

► 「 PC 乗換ガイド」では移行できなぃデータもあります。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール J い P .170) の「一覧」で 「 PC 乗換ガイド」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . 权りをご覧くださぃ。 

■ UpdateAdvisor (本体装置） 

□概要 

お使ぃのコンピュータのドライバ、添付ソフトウエアの最新版が、弊社インターネットに公開 
されてぃるか調査し、適用することができます。また 、 「UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」 
を利用してお使レ、のコンピュータの動作環境情報を収集できます。 

P POINT 

► 「UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」は、弊社サポートより依頼があった場合にのみお 
巧ぃ〈ださぃ。 

□インス I ル方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」 P .170) の「一覧」で rUpdateAdvisorJ を選択 
し、表示されたフォルダ内の rreadme . txtJ をご覧くださぃ。 
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■ Easy Backup 

□概要 

お客様が作成したファイルなどを簡単な操作でまとめてバックアップできます。 


□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P . 170)の「一覧」で 「Easy Backup 」 を選択し、 
表示されたフォルダ内の「民 eadme . 姑」をご覧ください。 


■ FM-Menu 

□概要 

ボタン式メニュ ■ —から簡単にソフトウエアを起動できます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」い P .170) の「一覧」で 「 FM - MenuJ を選択し、表 
示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ FM キーガード 

□概要 

特をのキー入力を抑止する機能と、プログラムメニューに表示するメニューの巧止機能を追加 
します。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」 （^ P .170) の「一覧」で 「FM キーガード」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 README . TXT 」 をご覧くださぃ。 

■ Fujitsu Display Manager 

□概要 

パソコンの画面表示設定の組み合わせを「プリセット」として保存し、必要に応じて保存した 
設をを復元することができます。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 「Fujitsu Display Managed 
を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧くださぃ。 
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■ IndicatorUtility 

□概要 

音声ボリューム、内蔵ポインティングデバイスのが態変更が行われた場合に、パソコンの画面 
上にインジケータを表示したり、キーボードで画面の明るさを操作した場合に、パソコン画面 
上にインジケータを表示したりします。 

Windows XP の場合、電源のが態（電源に接続、またはバッテリ使用）ごとに、画面の明るさ 
を自動的に記憶する機能をもちます。この機能を利用すると、携帯時に画面の明るさを自動的 
に暗くすることにより、バッテリ節約に役立てることができます。 

□インストール方ま 

P POINT 

► 「 IndicatorUtility 」 をインス I ルする前に、 「 FUJ02B1 デバイスドライバ」がインス I ル 
されていることを確認してくださし、。インストール方法については、 「 ドライ/くーズディス 
ク 1 」 をセットし、 「 「ドライ/くーズディスク検索」ツール」 （一 P.170) の 「一賣」 で 
「 IndicatorUtility 」 を選択し、表示されたフォルダ内の 「 FUJ02B1.txt 」 をご覧ください。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 「 IndicatorUtility 」 を選択 
し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

■ Plugfree NETWORK 

□概要 

• Windows Vista の場合 

Plugfree NETWORK は、無線 LAN 、 ダイヤルアップネットワークに接続するための設定を 
統合的に管理できます。また、ネットワークに関するトラブル解かをサポートするネット 
ワーク診断機能があります。 

• Windows XP の場合 

通信環境判別し、切り替えることができます。 

P POINT 

► 使巧場所を移動したときに、円 ugfree NETWORK が接続したネットワークを判定し、事前に 
登録した利用場所の設定の中から、自動で最適な設をに切り替えます。会社、通勤中、自宅 
など、パソコンを使う場所が変わっても、わずらわしいネットワークの切り替えを巧う必要 
がありません。また、接続したネットワークに応じて Windows の利用環境も切り替えること 
ができるため、使巧場所を意識せずパソコンを利巧できます。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 「Plugfree NETWO 民 K 」 を 
選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 
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■ お手入れナビ 

巧を巧 巧 I E8270、A8270、S8470、S8370、T8270、A6270 


□概要 

パソコンの 使用時間や温まを基準に、 パソコンの お手入れ時期がきたことをおならせします。 
メッセージが表示されたら、指示に従ってお手入れをしてください。お手入れ方法に ついて 
は、「お手入れ」 （^ P .223) の「空冷用通風路のお手入れ」をご覧ください。 

□インストール方ま 

P POINT 

► 「お手入れナビ」をインストールする前に、「富±通化張機能ユーティリティ」 （一 P . 181 ) 
がインストールされていることを確認してくださし、。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「お手入れナビ」を選択 
し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

• リカバリを実行した場合、セットアップ時に「お手入れナビ」を手動でインストールする 
必要があります。セットアップについては、『取な説明書』をご覧ください。 

■省電カユーティリティ 
□概要 

Windows の稼働中に省電カモードを利用できます。省電カモードの設をホをについては「取り 
ない」一「省電カモード」い P .116) をご覧ください。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「省電カユーティリティ」 
を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txtJ をご覧ください。 

■静音ユーティリティ 

巧を巧巧 I R 8270 


□概要 

CPU のパフォーマンスを巧えて冷却用フアンが回転し始めるまでの時間を調整することがで 
きます。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「静をユーティリティ」を 
選択し、表示されたフォルダ内の 「 ReadMe . txt 」 をご覧ください。 
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■ バッテリーユーティリティ 
□概要 

バッテリの満ホ電量を80〇/。に設定したり、バッテリの情報を表示したり、消耗状態を測をした 
りすることができます。バッテリの満充電量を80%に設をすると、バッテリの寿命を延ばすこ 
とができます。詳しくは、「取りない」ーレくッテリの寿命を延ばす」（一 P .54) をご覧ください。 

□インス I -ル方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」でレくッテリーユーティリ 
テイ」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 


■ 富±通拡張機能ユーティリティ 
□概要 

FMV シリーズのハードウェアあ張機能をサポートします。 

□インス I -ル方ま 

P POINT 

► 富±ほ化張機能ユーティリティをインストールする前に、 FUJ 02 E 3 デバイスドライバがイ 
ンストールされていることを確認してください。 

インストールちまはホのとおりです。「ドライバーズディスク 1 J をセットし，「「ドライ 
バーズディスク検索 J ツール」（一 P .170) の「一覧」で「富±ほ拡張機能ユーティリティ J 
を選がします 。 Windows Vista の場合、表示されたフホルダ内の 「 Vis ね」フホルダー 
「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧くださし 、。 Windows XP の場合、表示されたフホルダ内の 「 XP 」 フホ 
ルダー 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧〈ださい。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール J (一 P .170) の「一覧」で「富±通あ張機能ユーティ 
リティ」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

■ 富±通タブレットコント□-ル 

巧を巧 巧 1 U8270、T8270、T 8170、 P 8270 


□概要 

「富±通タブレットコントロール」は、タブレットモードにしたときの、本パソコンの動作を 
制御します。パソコンのが態を検知し、各種制御を行います。 

• 画面の向きや解像をの制御 

あらかじめ画面の向きや解像度などを設をし、プロファイルとして保存しておくことで、パ 
ソコンのが態に合わせて設をが行われます。 
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• 内蔵スーパーマルチドライブの制御 （ T 8270 のみ） 

タブ レッ トモードで使用する場合、ご購入時の設をでは内蔵スーパーマルチドライブの動 
作は無効になっています。 

タブレットモードにすると、「タブレットモードの時に CD . DVD ドライブをロックしま 
す。」と表示され、トレーの開閉やディスクからのデータの読み出しができなくなります。 
これは、ドライブにディスクがセットされた状態でタブレットモードにすると、ドライブ 
やディスクにダメージを与える可能性があるためです。設をを変更することで、警告メッ 
セージを非表示にしたり、内蔵スーパー マルチ ドライブを有効にしたりできます。 

が重要 

► タブレットモードにおいて内蔵スーパーマルチドライブをお使いになったことによる、ド 
ライブやディスクのダメージについてはな証しません。お客様の責任で設をを変更してお 
使いください。 

■パ ソコン 本体のタブ レッ トボタ ンの 制御 

タブレットボタンの有効/無効を切り替えたり、 Fn ボタンの2ま押しによる 「Fujitsu Men 山 
起動の有効/無効を切り替えることができます。 

□起動方法 

ブ「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル J ウィンドウが表示されます。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「ハードウエアとサウンド」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「プリンタとその化のハードウエア」をクリックします。 

3 「富±通タブレットコントロール」をクリックしまず。 

「富±通タブレットコントロ ' ール」が表示されます。 

4 各タブで設定を変更し、 「 OK 」 をクリックします。 

□操作方法 

「富±通タブレット コントロール」 には、「ディスプレー表示」タブ、 「 CD . DVD ドライブ」夕 
ブ （ T 8270 のみ）、「ボタンパネル」タブがあります。 

操作方法や設定項目にっいて知りたいときは、タブをクリックして切り替えてから「ヘルプ」 
をクリックしてください。 

■ 富 ± 通タブレットボタンユーティリティ 

がを株巧 I U 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270 


□概要 

タブレットコント ロ ール 機能を有効に し、ノートパソコンモー ドと タブレットモー ドの切り替 
えに合わせて、自動的に画面表示状態をを更するなどできます。 
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□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「富±通タブレットボタン 
ユーティリティ」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 readme . txt 」 をご覧ください。 

■ 實±通モニタユーティリティ 

巧ホ巧巧 [ E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 A 6270 


□概要 

ソフトウェアごとに画質モードを登録し、そのソフトウェアを起動すると自動的に登録された 
画寶モードに切り替えたり、ディスプレイのボタンを使わずに画質や表示サイズなど設定した 
りすることができます。 

P POINT 

► 富±通モニタユーティリティに対応したディスプレイを接続し、プライマリモニタに設を 
した場合に使用できます。詳し〈は、ディスプレイのマニュアルをご覧〈ださぃ。 

□インストール方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「富±通モニタューティリ 
ティ」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 readme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ ゆったり設定2 
□概要 

パソコン をより使ぃやすくするために、 マウスポインタの 動く速度、文字や アイコンの 大き 
さ 、 Windows XP モデルの音量などの設をを簡単に'変更できます。 

□インス I - ル方ま 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されてぃます。 

• Windows Vis はの場合は、「「ドライバーズディスク検索」ツール」い P .170) の「一覧」で 
「ゆったり設を2」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧くださぃ。 

• Windows XP の場合は、「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で 
「ゆったり設を2」を選択し、表示されたフォルダ内の 「program files 」 フォルダー 「FujitsuJ 
フォルダー FeSetJ フォルダー 「民 eadme . txt 」 をご覧くださぃ。 

■ らくらくズーム 

がを巧巧 I E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270、 A 6270 


□概要 

パソコンの画面上の文字が小さくて見にくいときに、画面の一部分をあ大して見やすく表示し 
ます。あ大中も、通常通りパソコンを操作できます。 
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□インストール方法 

■ 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール J (一 P .170) の「一覧」で「らくらくズーム」を選択 
し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

■ らくらくズーム Lite 

巧を巧巧 I U 8270 


□概要 

パソコンの 画面 上の 文字が小さくて見にくいときに、画面の解像度をを更し、大きく表示して 
見やすくします。 

が重要 

► 液晶ディスプレイは、横向きでお使いください。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

参「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「らくらくズーム Lite 」 を 
選択し、表示されたフォルダ内の「民 eadme . txt 」 をご覧ください。 

■ ワンタッチボタン設定 

がを株な I E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270、 A 6270 


□概要 

セキュリティボタン搭載機種 （ E 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270) では、 
セキュリティボタンをワンタッチボタンとして使えるようになります。 

Support ボタン搭載機種 （ A 8270、 A 6270) では、 Support ボタンを押すと 「 FMV サポートナビ」 
を起動できるようになります。 

□インストール方法 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「ワンタッチボタン設を」 
を選択し、表示されたフォルダ内の 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

□ A 8270、 A 6270 の場合 

「ワンタッチボタン設定」のインストール後、続けて次の手順に従って、ワンタッチボタン設 
定用の情報をコピーしてください。 

ブ「ドライバーズディスク1」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」の順にクリッ 
クします。 
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3 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「コマンドプロンプト」 をちクリックします。 

2. 表示されたメニューから、「管理をとして実行」をクリックします。 

「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」をクリックし 
ます。 

「続行」が表示されず「管 a をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウ 
ントのパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「コマンドプロンプト」をクリックします。 

コマンドプロンプトが表示されます。 

4 r C :¥ Windows ¥ system 32 >j の勸こ次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 

cd /d e:¥hardassist¥onetouch 
「 E :¥ Hardassist ¥ Onetouch>J と表示されます。 

- 「 E :¥」 または 「 e :¥」 は、 CD / DVD ドライブを指定しています。 CD / DVD ドライブ《は 
お使いの機種により異なる場合があります。 

-アルファべットは半角を入力してください。また、大文字と小文字の区別はされない 
ので、どちらを入力しても問題ありません。 

- 「 cd / de :¥」 の red 」 と 「/ d 」 と「に¥」の間には、半角スペースが1つ入ります。 

5 「 E :¥ Hardassist ¥ Onetouch >」 の後ろに次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押し 
ます。 

¥onetouch. bat 

「ワンタッチボタン設定用の情報をコピーします。」と表示されます。 

6 【 Enter 】 キーを巧します。 

「ワンタッチボタン設定用の情報のコピーを終了しました。」と表示されます。 

7 【 Enter 】 キーを巧します。 

夕すべてのウィンドウを閉じます 

夕本パソコンをち起動します。 

使用ホ法については、ヘルプをご覧ください。 

P POINT 

► ワンタッチボタンは、スリープ、スタンバイ、または休止が態の場合は使巧できません。 

► Support ボタンは、スリー义スタンバイ、または休止巧態の場合に押すと、レジュームし 
て 「 FMV サポートナビ」（一 P .177) を起動します。 


■ Adobe Reader 

□概要 

PDF (Portable Document Format ) ファイルを表示、閲覧、巧刷できます。 
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□インストール方法 

谷 POINT, 

► インストール中、「読み取りま巧ファイルの検出」ウィンドウが表示された場合、「はい」 
をクリックして操作を進めてください。 

► インストール後、再起動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使いください。 

• インストールの前に、必ず管理者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

• 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P . 170) の「一覧」で「 Adobe 民 eader 」 を選択し、 
表示されたフォルダ内の 「AdbeRdrW Ja _ JP . exe 」 アイコンをダブルクリックしてください。 
この後は、メッセージに従って操作してください。 

■ DVD-RAM ドライバーソフト 

巧象巧巧 I 内蔵スーパーマルチドライブ（ユニット）を搭載している機種 

□概要 

ハードディスクとほぼ同様の操作で、データ書き込みを可能にする DVD - RAM を使うことが 
できます。 

DVD - RAM の保存形式は、 FAT 形式 （ FAT 32) または UDF 形式 （ UDF 1.5 および UDF 2.0) を 
選択することができます。 

ただし、パケットライト機能を使用することはできません。 

□インストール方法 

•インストールの前に、必ず管理者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 
•「ディスク （DVD MULTI ドライブ専用ドライバーソフト）」に格納されています。 

• 「ディスク検索」ツール（一 P .170) の「一覧」で 「 DVDMulti ドライブ専用ドライバーソフ 
卜」を選択し、表示されたフォルダ内の 「 setup . exe 」 アイコンをダブルクリックしてください。 
この後は、メッセージに従って操作してください。 


■ Roxio Creator 

□概要 

パソコンのデータ や音楽、 映儉データ を CD や DVD に 保存できます。 

使用方法については、ソフトウェア内のヘルプをご覧ください。 

P POINT 

► 「スー パーマルチ ドライブ ユニット （ FMV - NSM 52)」 または 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドラ 
イブ ユニット （ USB ) ( FMV - NCB 53) 」をお使いになる場合は、製品に添付されたソフト 
ウェアをインス！ルせずに、本パソコンにプレインストールされた 「Roxio Creator 」 を 
お使いください。 

► DVD+R DL にデータ書き込みを巧う場合、 DVD - ROM との互換性を高めるために 「Extended 
Partial Lead - out 」 （約 512 MB ) が書き込まれます。このため、最大書き込み容量は約 7.99 GB 
となります。 

► パケットライトの書き込みには対応しておりません。 
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□インス I —ル方ま 

■インス トールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

■ 「ドライバーズディスク1」に格納されています。 

• 「「ドライバーズディスク検索」ツール」（一 P .170) の「一覧」で「民 oxio CreatorJ を選択し、 
表示されたフォルダ内の 「 setup . exe 」 アイコンをダブルクリックしてください。 

この後は、メッセージに従って操作してください。 


■ WinDVD 

がホ内蔵 DVD - ROM ドライブ （ユニット）、 内蔵 DVD - ROM & CD - R / RW ドラ 

- " イブ （ユニット）、 内蔵 スーパーマルチ ドライブ （ユニット）を 搭載して 

いる機種 

□概要 

映画や音楽などの DVD を再生できます。 


□インストール方ま 

• 「ディスク （InterVideo WinDVD ) 」に格納されてぃます。 

• 「ディスク検索」ツールい P .170) の「一覧」で 「InterVideo WinDVD J を選択し、表示さ 
れたフォルダ内の rDVDReadMe . txtJ をご覧くださぃ。 

■ Office Personal 2007 (SP1) 

がホ巧活 I Office Personal 2007を選択した機種 

□概要 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれてぃます。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださぃ。 

□インス I —ル方ま 

■インストールホ法につぃてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださぃ。 

■リカバリを実行した場合 、 「Office Personal 2007」を手動でインストールする必要がありま 
す。 

インスト ■ —ル後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に 
更新してくださぃ卜 P .151)。 

• ご購入時にプレインスト ■ —ルしてぃる 「Office Personal 2007」は SPl(Service Pack 1) が適 
用されています。 


■ Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 (SP1) 

巧ホ巧理 I Office Personal 2007 with PowerPoint 2007を選択した機種 


□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、メールなどのソフトウェアが含まれていま 
す。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 
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□インストール方法 

• インストール方法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• リカノくリを実行した場合、「0街 ce Personal 2007 with PowerPoint 2007」を手動でインストー 
ルする必要があります。 

インストール後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に 
更新してください（一 P .151)。 

• ご購入時にプレインスト^ールしている 「Office Personal 2007 with PowerPoint 2007」は SPl 
(Service Pack 1) が適用されています。 

■ Office Professional 2007 (SPl) 


巧を巧活 I Office Professional 2007を選択した機種 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、データベース、メールなどのソフトウェア 
が含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□インストール方法 

■インストールホ法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• リカバリを実行した場合 、 「Office Professional 2007」を手動でインストールする必要があり 
ます。 

インスト ■ —ル後は 「Microsoft Update 」 を利用するなどして、ソフトウェアを最新のが態に 
更新してください卜 P .151)。 

• ご購入時にプレインスト ■ —ルしている 「Office Professional 2007」は SPl (Service Pack 1) が 
適用されています。 
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アンインストール方ま 


■ を意事項 

ソフトウェアをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

■ソフトウェアをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のソフトウェアで巧用されている可能性があります。削除を行います 
か」 

この DLL ファイルを削除すると、化のソフトウェアが正常に動作しなくなることがありま 
す。ソフトウェアの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルで、特 
に指示がなレ、場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次の方法があります。 

• アンインストール機能を使用する 

ソフトウェアにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「プログラムのアンインストールまたはを更」機能を使用する （Windows Vis はの場合） 
「コントロールパネル」ウィンドウー「プログラム」一「プログラムと機能」一「プログラ 
ムのアンインストールまたはを更」機能を使用して、ソフトウェアを削除できます。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する （Windows XP の場合） 

「コントロールパネル」 ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を使用して、 ソフト 
ウェアを削除できます。 

アンインストールホ法はソフトウェアによって異なります。詳しくは各ソフトウェアのマニュ 
アル、ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルをご覧ください。 

PPOINT, 

► FehCa ポート搭載機種で， 「Sony FeNCa ポートソフトウエア J をアンインストールする場 
合は、 rsMARTACCESS/Basicj をアンインストールした後で行うようにしてください。 
アンインストールちまについては、 『SMARTACCESS ファーストステップガイド （認証 デ 
バイスをお使いになるちへ) J 1 を ご覧< ださい。 
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2ドライバ 


■ インス! -- ル方法 

「ドライバーズディスク検索 J ツールをお使いください。使い方にっいては「「ドライバーズ 
ディスク検索」ツール」 （^ P .170) をご覧ください。 

が重要 

► 誤ったドライバをインストールした場合、本パソコンが正し〈動作しなくなり、リカバリ 
が必要となることがありますので、必ず OS や機種名を選択し、正しいドライバを使用し 
て〈ださい。 

► すでにインストールされているドライ/くについては、特に問題がない限リインストールし 
ないでください。 

■ ミち意事項 

• 各ドライバの最新版が富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / 

index _ support . html ) に掲載されている攝合があります 。 「UpdateAdvisor (本体装置)」（一 
P .177) などをお使いになり、必要に応じてアップデートしてください。 

• 次の認証デバイスをお使いになる場合は、ドライバのインストールが必要です。 

• 七キュリテイチップ 
- FeliCa ポート 

• スマー ト カー ドホルダー 
. スマー ト カー ドリーダ/ライタ 

その他のドライバをインストールずる必要はありません。ただし、ドライバを誤って削除 
したり、またなんらかの理由により破損したりした場合、ドライバのインストールが必要 
になります。 

インストールについては 、 『SMA 民 TACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使いになる方へ）』、または各ドライ ノスの フオルダ内にある 「 Install . txt 」 または 「 Readme . txt 」 
をご覧ください。 




第 6 章 


BIOS 

BIOS セツトアップについて説明しています。 


1 BIOS セットアップとは . 192 

2 BIOS セットアップの操作のしかた . 193 

3 メニュー詳細 . 198 

4 BIOS のパスワード機能を巧う . 209 

5認証デバイスのセキュリティ機能を巧う . 215 

6 BIOS がま示するメッセージー覧 . 216 
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1 BIOS 七ットアップとは 


BIOS セットアップとは、本パソコンの環境を設定するためのプログラムです。本パ 
ソコンのご購入時は、すでに最適なハードウ X ア環境に設定されています。通常の 
使用状態では、 BIOS セットアップで環境を設定（変更）する必要はありません。 

BIOS 七ットアップの設をは、次の場合などに行います。 

•特定の人だけが本パソコンを使用できるように、パスワード（暗証番号）を設をするとき 
• 起動時の自己彰断 ( POST ) で BIOS 七ットアップに関するェラーメッセージが表示されたと 
さ 

が重要 

► 巳 IOS セットアップの設を項目の詳細については、 BIOS セットアップ画面 （一 P .194) の 
「項目ヘルプ」をご賣〈ださい。 

P POINT ； 

► BIOS セッ ト アップで設をした内容は、 パソコン 本体内部の CMOS RAM と呼ばれるメモリ 
に記憶されます。この CMOS RAM は、バックアップ用/くッテリによって記憶した内容を 
保をしています。 BIOS セットアップを正しく設定しても、 パソコン 本体の起動時に「シ 
ステム CMOS のチェックサムが正しくありません。標準設を値が詰をされました。」とい 
うメッセージが表示される場合は、バックアップ用バッテリが消耗して 、 CMOS RAM に 
設定内容が保存されていないことが考えられますので、「富±通ハードウ X ア修理相談セン 
夕 一 」にご連絡ください。 

► 起動時の自己診断中に、不巧意に電源を切らないで〈ださい。 

本パソコンは、自己診断中の異常終了の回数を数えており、3回続いた場合は4回目の起 
動時に「前回の起動が正常に完了しませんでした。」というメッセージが表示されます。 

► 起動時の自己診断 ( POST ) 

本 パソコ ンの電源を入れたときや再起動したときに、ハードウ X アの動作に異常がないか 
どうか、どのような周辺機器が接続されているかなどを自動的に調べます。これを「起動 
時の自己診断」 （ POST : Power On Self Test ) といいます。 
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2 BK ) S 七ットアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアップを起動する 


ブ作業を終了してデータを保存します。 

ク状態表示 LED にディスクアクセスランプが点灯していないことを確認し、本パ 
ソコンを再起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴが表示され、画面の下に「マウスをクリックするか、< Enter > 
を巧してください。 J と表示されている間に、 【 Enter 】 キーを押します。 

ポップア ップホニュ' —が表示されます。 



BIOS 七ット了ップ 
自己診が画面 
お動と ユー 
トラブル解みナビ 
診がプログラム 

特許情報 
システム情報 

お動を掠巧 


(画面は機種やモデルにより異なります) 


P POINT 

► Windows が超動してしまった場合は、超動完了後に、手順2からやり直して〈ださい。 

► 「セキュリティ J メニューの「起動時のパスワード J (一 P .204) を「使用する」に設をした 
場合、パスワードを入力後け旨紋を登録した場合は指紋認証後）、認証画面が消‘えた後、す 
ぐに 【 Enter 】 キーを巧してください。 
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4 【 i 】【 U キーを押して 「 BIOS セットアップ」を選択し、もう一度 Enter 】 
キーを押します。 

巨 IOS 七ットアップ画面が表示されます。 

巨 IOS 七ットアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。 

I - 1 メニユ -/ く- 



2設定フィールド 


3項目ヘルプ 


4 キー 


(画面は機種やモデルにより異なります) 


1. メニユーバ ー 

メニュ ' 一名が表示されます。 

2. 設定フイールド 

各メニュ ■ 一で設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. 項目ヘルプ 

カーソルを合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ-覧 

設定時に使うキーの一覧です。 

夕 POINT 

► 手順4で「起動 メニュー」 を選おすると、「起動 メニュー」 が表示され、起動するドライブ 
を選択することができます。 



(画面は機種やモデルにより異なります) 
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設定を変更する 


設定はキーボードで'変更します。 

1 【^】【一】キーを巧して、設定したいメニューを選びます。 

選択したメニュー画面が表示されます。 

ク 【 i 】【 T 】 キーを巧して、設定したい項目を選びます。 

3 に pace 】 キーまたは【一】キーを押して、選択している項目の設定値を変更し 
ます。 

さらに化の設定項目をを更する場合は、手順1〜3を繰り返してください。 

4 設定を保存して終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .197) をご覧ください。 

が重要 

► BIOS セットアップは正確に設定してください。 

設をを間違えると、本パソコンが起動できなくなったり、正常に動作しなくなったりする 
ことがあります。 

このような場合には、変更した設を値を元に戻すか、ご購入時の設をに戻して本パソコン 
を再起動して〈ださい。 

P POINT 

► 詰を内容を変更前の値に戻す方法は、「終了メニュー」 （^ P .208) をご貴ください。 

► 詰を内容をご購入時の誤を値に戻す方法は、「ご購入時の設をに戻す」『取扱説明書』） 
をご覧〈ださい。 

► 項目名に「►」が付いている項目にはサブメニューがあります。 

項目名にカーソルを移動して 【 Enter 】 キーを巧すと、サブメニューが表示されます。メ 
ニュー画面に戻るときは 【 Esc 】 キーを押します。 
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各キーの 役割 

設定に使用するキーの役割は、次のとおりです。 


キー 

役割 

【 t 】 キ ー 、 【U キー 

設定する項目にカーソルを移動します。 

【户】キー、【一】キー 

メニュー画面を切り替えます。 

【Pg Dn 】 キ _、 【Pg Up 】 キー 

メニュー画面が權數ページにわたる場合は、 [ Fn ] キーを押 
しながらこれらのキーを押すことで、前ページ、または次 
ページに移動します。 

[ Home ] キ ー 、 End 】 キー 

【 Fn 】 キーを押しながらこれらのキーを押すことで、メニュー 
画面の最初の項目、または最後の項目にカーソルを移動しま 
す。 

[ Enter ] キー 

►印!が付いた項目のナブメニュー画面を表示します。また、 
「終了」メニューなどでは、を項目の処 a を行います。 

設をする項目で押すと、設定値が一覧で表示されます。 

【 F 1】 キー 

一般ヘルプ画面を表示します。同じキーを再ま押すか、 
【 Esc 】 キーを押すと画面を閉じることができます。 

【 A "】 + 【 H 】 キー 

【 F 5】 キー 

各項目の設定を1つ前の設を値に'変更します。 

【-】キー 

[ F 6】 キー 

を項目の設をを次の設を値に'変更します。 

に pace 】 キー 

【 F 9】 キー 

標準設を値を読み込みます。 

【 F 10】 キー 

現在の設を値を保存して、 BIOS セットアップを終了します。 

[ X ] キー 

「起動デバイスの優先順位」の画面で、起動デバイスリスト 
から除外、追加する場合に使用します。 

[ Esc ] キー 

「終了」メニュ ■ 一を表示します。また、サブメニュ ■ 一画面で 
これらのキーを押すと、 1 つ上のメニュー画面に戻ります。 

【 Alt 】 +【 X 】 キー 


P POINT 

► ここでいう【一】キーは！: di のことです。 
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BIOS 七ットアップを終了する 


'変更した設ちを有効にするには、設を内容を CMOS RAM に保存しておく必要があります。次 
の操作を行い、設を内容を保存してから BIOS 七ットアップを終 T してください。 

1 Esc 】 キーを押します。 

「終了」メニュ'一が表示されます。 

ク 【 T 】 【1】キーを巧して「変更を保存して終了する」を選択し、 Enter 】 キー 
を巧します。 

次のメッセージが表示されます。 


セットアップ51認 

変更した内容を保存して終了しますか？ 

rnami [いいえ] 


ゴト】【一】キーで「はし、」を選択し、に nter 】 キーを巧します。 

すべての設定値が保存された後、 BIOS セットアップが終了し、本パソコンが再起動し 
ます。 

P POINT 

► サブメニューが表示されている場合は，「終了 J メニューが表示されるまで、 【 Esc 】 キー 
を2~ 3回押して〈ださい。 

► 設をを変更しないで終了する場合は、「終了 J メニューで「変更をなちせずに終了する J を 
選巧して終了してください（一 P .208)。 

► いったん設を内容をなをした後、さらに化の項目を誤をする場合は、「終了」メニューで 
「変更をなちする」を選巧して〈ださい（一 P .208)。 

1. 「終了」メニューの「変更を保存する」を選巧し、 【 Enter 】 キーを巧します。 
「変更した内容を保存しますか？」というメッセージが表示されます。 

2. 【一】【一】キーで「はい」を選巧し、 【 Enter 】 キーを押します。 
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3 



ゾニュー詳細 


が重要 

► BIOS セットアップの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめ 
ご了承ください。 


情報メーュー 

「情報」メニューには、 BIOS 七ットアップやパソコン本体についての情報が表示されます。設 
をを'変更することはできません。 

□ 型名： 

□カスタムメイド香号 
□ 製造ま号： 

□ BIOS 版数 

□ CPU タイプ 

□ L2 キヤッシユ 
□全メモリ容量 

■ メモリスロット1(増設メモリスロット） 

• メモリスロット2 (標準メモリスロット） 

P POINT 

► メモリを巧り付けていないときは、「未使巧」と表示されます。 

□ MAC アドレス： 

□ UUID : 

□ パネル ID : 


P POINT 

► 「パネル ID 」 は、 S 8470 のみ表示されます。 
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ンスァ ■ a クーユ— 

「システム」メニューでは、 日時や、ドライブや メモリの 機能な どを 設をします。 


■ S8470 

□ システム時刻 


□システム日付 


□ ドライブ0 

P POINT 

► 「終了」メニューの「標準設を値を読み込む」 （一 P .208) を実行した直後は、「ドライブの 
の項目の自動設をが行われていません。 BIOS セツトアップを再桓動すると、を項目が自 
動設をされます。 


• ドライブ0 
• タイプ 
• モデル 
• 容量 


P POINT 

► 「ドライブ0」な列■の項目は、表示されるだけで変更することはできません。 


□ ドライブ1 


P POINT 

► 「終了」メニユーの「標準設を値を読み込む」 （一 P .208) を実行した直後は、「ドライブ1」 
の項目の自動設をが行われていません。 BIOS セットアップを再桓動すると、を項目が自 
動設をされます。 

• ドライブ1 
• タイプ 
• モデル 

□ 言語 (Language) 

P POINT 

► 設をと同時に画面表示が切り替わり、ホに設をを変更するまで同じ言語で表示されます。 
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■ S8370 

□ システム時刻 


□システム日付 


□ ドライブ0 

P POINT 

► 「終了」メニューの「標準誤を値を読み込む」（一 P .208) を実行した直後は、「ドライブ0」 
の項目の自動設をが行われていません。 BIOS セットアップを再起動すると、を項目が自 
動設をされます。 


• タイプ 


P POINT 

► 通常は「自動」に設をしてください。 

• 合計セクタ 
• 最大容量 

P POINT, 

► 「合計セクタ」、「最大容量」は、「タイプ」が「自動」で、ハードディスクと認識されてい 
る場合のみ表示されます。 

► 「タイプ」なかの項目は、表示されるだけで誤をすることはできません。 


□ ドライブ1 


P POINT 

► 「終了」メニユーの「標準設を値を読み込む」（一 P .208) を実行した直後は、「ドライブ1」 
の項目の自動設をが行われていません。 BIOS セットアップを再起動すると、を項目が自 
動設をされます。 

• タイプ 


P POINT 

► 通常は「自動」に設をしてくださし、。 


• 転送 モード 
• UI 怕 DMA モード 

□ 言語 （ Language) 


P POINT 

► 設をと同時に画面表示が切り替わり、次に設をを変更するまで同じ言語で表示されます。 
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詳細メニュ ー 


「詳細」 メニューでは、 周辺機器などを設をします。 

□シリアル/パラレルポート設定 

P POINT 

► 「1/0ベースアドレス /IRQJ, 「1のべースアドレス」、「割り込み番号 J、「DMA チヤネル」は、 
複数のデバイスに同じ誤を値を割り当てないように;主意して < ださい。同じ設を値を割り 
当てると、項目名の左に*が表示されます。 

• シリアルポート 

- I/O ベースアドレス /IRQ 
• パラレルポート 
. モード 

- I / O ベースアドレス 
■割り込み番号 
- DMA チヤネル 

P POINT 

► 「パラレルポート」の 「DMA チヤネル」は、「モード」の項目を 「ECP」 に誤をしていると 
きに表示されます。通常 「DMA チャネル」は 「DMA1」 に設定してください。 


□キーボード/マウス設定 

• 起動時の Numlock 設定 

•ホットプラグ 

P POINT 

► PS/2 規格のマウスやキーボードのみち効です。 

► マウスやキーボードによっては、ホットプラグに対応していない場合があります。動作中 
のパソコン本体にマウスやキーボードを接続しても認識されない場合は、一度取り外し、 
しばらくしてからもう一度接続してください。それでも認識されない場合は、パソコン本 
体の電源を切るか、パソコン本体をスリープ （Windows Vista ) 、スタンバイ （Windows 
XP) にして接続して〈ださい。 

► ホットプラグ機能を有効にした状態で、お使いのキーボードやマウスの動作に異常が見ら 
れる場合は、ホットプラグ機能を無効にしてください。 

► 拡張キーボード/マウスコネクタに、「パ'—コードリーダ」、「パ'—コードタッチリーダ」、 
「磁気カードリーダ」などの入力装置を接続する場合は、「使用しない」に設定してくださし、。 

► 「内蔵ポインティングデバイス」の項目を「手動」または「常に使用しない」に設定した場 
合は、ホットプラグ機能は使巧できません。 

• 内蔵ポインティングデバイス 

P POINT 

► Microsoft 社製の IntelliMouse® などのホイール機能付き PS/2 マウスは、設をが「自動 j また 
は「常に使用しない」の場合のみ使用できます。 


• レジューム時の初期化 
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□ディスプレイ設定 


P POINT 

► 本パソコンの桓動後は，キーボード操作や「画面の誤を」ウィンドウ （Windows Vista ) , 
「画面のプロパティ」ウィンドウ (Windows XP ) で画面表示を切り替えることができます。 
詳し〈は、「取り巧い」一「ディスプレイ」（一 P .65) をご覧〈ださい。 

• ディスプレイ 

□ その他の内蔵デバイス設定 

• シリアル ATA コント ローラ 

- AHCI 設定 
• IDE コントローラ 

P POINT 

► お使いのモデルにより、 「 IDE コント□-ラ」は表示されません。 

• 巧蔵 LAN デバイス 
• 無線 LAN デバイス 

P POINT 

► お使いのモデルにより、「無線 LAN デバイス」は表示されません。 


□ CPU 設定 

• マルチコア 

が重要 

► お使いのモデルにより、「マルチ コア」 は表示されません。 

► 「マルチコア」の設定を「使巧する」から「使用しない」に変更する場合、変更後にはリカ 
バリが必要になります。 

• SpeedStep ( R ) テクノロジ 

P POINT 

► お使いのモデルにより 、 rSpeedStep CR ) テクノロジ」は表示されません。 

-バッテリ運用時 
■ AC 運用時 

P POINT 

► 「パ'ッテリ運巧時」 「 AC 運巧時」は、 S 8370 のみ表示されます。 

• XD ビット機能 

• Virtualization Technology 


P POINT 

► お使いのモデルにより 、 「Virtualization Technology 」 は表示されません。 
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□ USB 設定 

• レガシ ー USB サポート 
- SCSI サブクラスサポート 

P POINT 

► 「 SCSI サブクラスサポート」を使巧して、本パソコンが起動しな〈なった場合は、 USB デ 
バイスを巧りかして再起動して < ださい。 


□ 各種設定 

• 電源ボタン 

• LAN によるウェイクアップ 
-バッテリ運用時 

-強制 LAN ブート 

• LAN によるレジューム 
• 自動 Save To Disk 

* 立且饥な 
曰ミ己义疋 

• ハードウ王ア省電力機能 
• 低電カモード 

P POINT 

► 「低電カモード」は、 S 8470 のみ表示されます。 

• FAN コントロール 

□イベントログ設定 

• イベントログ領域の状態 
• イベントログ内容の状態 
• イベントログの表示 

P POINT 

► イベント□グメツセージで、 「 POST エラー ： nnnnnnnn nnnnnnnn 」 というメツセージが表 
示された場合は、「富±通ハードウ X ア修理相談センター」にご連絡ください。それが外 
は、本パソコンの使巧には特に問題のないメッセージです。 

• イベントログ 
■ システム起動 
• イベントログの消去 
• イベントログのマーク 
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七キュリテイゾニュー 


「セキュリティ」メニューでは、本パソコンを特をの人だけが使用できるように設をします。 

□管理者用パスワード 
□ユーザー用パスワード 
□管巧者用パスワード設定 

P POINT— 

► ホの項目は、管理を用パスワードが設をされている場合に設ますることができます。 

■ューザー巧パスワード設定 
-ューザー用パスワード文字数 
-起動時のパスワード 
-自動ウェイクアップ時 
-取外し可能なディスクからの起動 
- BIOS フラッシュメモリへの書き込み 
■ スマートカードによるロック 
-ハードディスクセキュリティ 
-所有者情報 

- TPM (セキュリティチップ）設定 

□ユーザー用パスワード設定 

P POINT 

► 管理を用パスワードとューザー用パスワードの両方が設をされている場合、ューザー用パ 
スワードで BIOS セットアップに入ると，設を値がグレーで表示される項目があります。 
グレー表示される項目は、ューザー用パスワードでは変更できません。 

□ ューザー用パスワード义字数 

P POINT 

► 「ューザー用パスワード文字数 J は、ューザー用パスワードで BIOS セットアップに入った 
場合のみ有効です。管理を用パスワードで BIOS セットアップに入った場合は，最ほ文字 
数より少ない文字をューザー巧パスワードとして設ますることができます。 

□起動時のパスワード 

• 自動ウ X ィクアップ時 

□ 取かし可能なディスクからの起動 
□ BIOS フラッシュメモリへの書き込み 
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□スマートカードによるロック 

が重要 

► 「スマートカードによるロック」を「使用する」に設定すると、次の項目が設定できなくな 
ります。 

■ 管理者用パスワ ー ド設定 
-ューザー巧パスワード設定 
-ューザー巧パスワード文字数 

P POINT' 

► 「スマートカードによるロック」は、スマートカードホルダーをセットしている場合のみ表 
のされます。 

► スマートカードを使巧する場合は、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デ 
バイスをお使いになる方へ)』をご幫〈ださい。 

□八ードディスクセキュリティ 

が重要 

► ハードディスクセキュリティでパスワードを設をすると、ハードディスクを化のパソコン 
に取り付けても使用できな〈なります。化のパソコンで使用するには、本パソコンで設を 
した□ック解除のパスワードの入力が必要です。 


• ドライブ0 

-マスターパスワード設定 
-ユーザーパスワード設定 
• 起動時のパスワード入力 


Ppoint, 

► ハードディスクパスワード設を後、パスワード入カウィンドウを表示させた〈ない場合に 
は、「使巧しない」に設をしてください。 


□ 所有者情報 


P POINT 

► 管理を用パスワードが設をされていない場合は、「所有を情報」のを項目は、表示されるだ 
けで設ますることはできません。 

• 巧ちを情報 
• 巧ちを情報設を 
• 文字色 
• 背景色 
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□ TPM (七キュリティチップ）設定 

が重要 

► セキュリティチップを使巧する場合は、に MARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ)』をご覧〈ださい。 

► 次の項目は、管理を巧パスワードが設定されている場合に設定できます。 

-セキュリティチップ 
- TPM 状態の変更 
-セキュリティチップのクリア 

► 次の項目は、「セキュリティチップ」が「使巧する」に誤をされている場合に設をできます。 
- TPM 状態の変更 
-セキュリティチップのクリア 

► 「 TPM 状態の変更」にて「無効かつ使用不可」から「ち効かつ使巧可」に変更した場合、本 
パソコンを再起動して設定がち効になるまで、「セキュリティチップのクリア」は選択でき 
ません。 

• セキュリティチップ 
• 現在の TPM 状態 
• TPM 状態の変更 
• セキュリティチップのクリア 

□ レジューム時の七キュリティボタン 

P POINT 

► 「レジューム時のセキュリティボタン」は S 8370のみ表示されます。 
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起動メニユー 

「起動」メニューでは、本パソコン起動時の動作について設をします。 

□ 起動時の自己診が画面 
□起動メニユ ー 

P POINT 

► 管理を巧パスワードが設をされている場合に、設をできます。 

□ネットワークサーバからの起動 

□起動デバイスの優先順位 

• 起動デバイスリスト 
1 : t loppy Disk Drive 
2: DriveO HDD: nnnnn 
3: CD/DVD Drive 
4: NETWORK: nnnnn 
5: 

6 : 

7: 

8 : 

• 除外された起動デバイス 
: USB MEMORY: None 
: USB HDD: None 


P POINT 

► 起動デバイスリスト内の 「 nnnnn 」 にはお使いのデバイス名が表示されます。 

► 使用可能な起動デバイスが、起動時の検索順序の高い順に表示されます。検索順序を変更 
したり、起動デバイスリストから除外したり、除外された起動デバイスを起動デバイスリ 
ストに戻したりすることができます。 

► r 1 : Floppy Disk Drive J はポータブルの FDD ユニット （ USB ) も含まれます。 

► 「3: CD/DVD Drive 」 はポータブル CD / DVD ドライブ （ USB ) も含まれます。 

► 「ネットワークサー/くからの起動」が「使巧する」に設をされている場合、「4: NETWORK 
nnnnn 」 と表示され起動デバイスとして検索されます。「使用しない」に誤をされている場 
合は、「4: NETWOR に None 」 と表示され検索の対象外になります。 

► CD から起動するには起動可能な OS の入った CD が必要となります。 

再起動前に本パソコンに CD をセットして〈ださい。 
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終了メニュー_ 

「終了」メニューでは、設を値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 

□変更を保巧して終了する 

設をした内容を CMOS RAM に保存して、 BIOS 七ットアップを終了します。 

□変更を保巧せずに終 T する 

設をした内容を CMOS RAM に保存せずに、 BIOS 七ットアップを終了します。 

□標準設定値を読み込む 

すべての項目を標準設を値にします。 

□ 変更前の値を読み込む 

すべての項目に ついて、 CMOS RAM からを更前の値を読み込み、を更を取り消します。 

□変更を保巧する 

変更した内容を CMOS RAM に保存します。 

□ 変更を保をして電源を切る 

変更した内容を CMOS RAM に保存して、パソコン本体の電源を切ります。 
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4 BK)S のパスワード機能を使う 


ここでは、本パソコンのデータを保護するためのパスワード機能について説明しま 
す。 


本パソコンでは、不正使用を防止するために、パスワードを設定することができます。パス 
ワードを設をすると、正しいパスワードを知っている人な外は本パソコンを使用できなくなり 
ます。 


パスワードの種類 


設をできるパスワードは次のとおりです。 

• 管理者用パスワード 

本パソコンのご購入をなどが使用するパスワードです。パスワード機能を使用するときは 
必ず設定してください。 

• ユーザー 用パスワード 

本 パソコンの 「管 a を」 な 外の ユーザーが f ま用する パスワードです。 「管 a を用 パスワード」 
を設をした場合のみ設をできます。 

• ハードデイスクパスワード 

本パソコンのハードディスクを、化のユーザーが使用したり、化のパソコンで使用したり 
できないようにするためのパスワードです。「管理を用パスワード」を設をした場合のみ設 
定できます。 


パスワードを設定する 


パスワードの設定は、 BIOS セットアップで行います。パスワードの設を方法は、次のとおり 
です。 

■ 管埋者用パ スワー ド/ ユー ザー用パ スワー ドを設定する 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「BIOS セットアップを起動する」（一 P.193) をご覧ください。 

ク「セキュリティ」メニュー ト P.204) で「管理を用パスワード設定」、または 
「ユーザー用パスワード設定」を選択して 【 Enter 】 キーを巧します。 

パスワ' —ド入力用のウインドウが表示されます。 

3 1 〜 32 析のパスワードを入力します。 

アルファべ ットと数字が入力できます。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

ューザー用パスワードの最低文字数は、「ューザー用パスワード文字数」（一 P.204) で 
設定することができます。 
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4 パスワードを入力したら、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移り、パスワードの再入力が求め 
られます。 

5 手順3で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「セットアップ通知」ウインドウが表示されます。 

巧入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警を」ウインドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

6 【 Enter 】 キーを巧します。 

7 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .197) をご覧ください。 

■ ハー ド ディスクパスワー ドを設定する 

が重要 

► Windows の再起動後に巳 IOS セットアップを起動すると、ハードディスクパスワードが誤を 
できません。 

ハードディスクパスワードを設をする場合は、「終了メニュー」の「変更を保ちして電源を 
切る」 （一 P .208) を実行してください。次回起動時にハードディスクパスワードを設をす 
ることができます。 

► カスタムメイドで「暗号化機能付 HDD 」 を選択している場合は、必ずハードディスクパス 
ワードを設定して〈ださい。 

「暗号化機能付 HDD 」 は、全データを自動的に暗号化、復号化していますが、ハードディ 
スクパスワードを設定していない場合はハードディスクへの不正なアクセスを防ぐことが 
できません。 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「 BIOS セットアップを起動する」 （^ P .193) をご覧ください。 

2 「セキュリティ」メニュ ー( 一 P .204) で「ハードディスクセキュリティ」一 
「ドライブ0」の「ユーザーパスワード設定」（一 P .205) を選択し、 Enter 】 
キーを巧します。 

パスワ ■ —ド入力用のウインドウが表示されます。 

3 1〜32巧のパスワードを入力します。 

アルファべットと数字が入力できます。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

4 パスワードを入力したら、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移り、パスワードの再入力がホめ 
られます。 
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5 手順3で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「セットアップ通知」ウインドウが表示されます。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告」ウインドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

6 【 Enter 】 キーを巧します。 

7 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順にっいては、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .197) をご覧ください。 

P POINT 

► ハードディスク用マスターパスワードは、ハードディスク用ユーザーパスワードを設 をし 
た後、設をできます。 

-手順2で「ドライブ 0 J の「マスターパスワード誤を J (一 P .205) を選巧してくださし、。 
-ハードディスク用ユーザーパスワードを設をした後、一度電源を切った場合は、手順3 
でハードディスク用ユーザーパスワードの入力が必要です。 

► 「マスターパスワード設を J を巧うと、ハードディスク用ユーザーパスワードを忘れてし 
まった場合でも、ハードディスク用マスターパスワードを削除することにより、ハードディ 
スク用ユーザーパスワードがクリアできるようになります。 

管理を用パスワード （一 P .204) を削除してもハードディスクパスワードはクリアされま 
せん。 


パスワードを設定した後は 


パスワードを設定すると、設定が態により、次の場合にパスワードの入力が必要になります。 

• BIOS 七ットアップを起動するとき 

• 本パソコンを起動するとき、休止が態からレジュームするとき 

P POINT 

► 管理を巧パスワードまたはューザー用パスワードとハードディスクパスワードが異なる場 
合は、それぞれのパスワードの入力が必要になります。 

■ BIOS 七ットアップや本パソコンの起動時、休止状態からのレジューム時の 
パスワード入力 

パスワ^ードの入力を求めるウインドウが表示されたら、パスワ^ードを入力し、 【 Enter 】 キ^一を 

押してください。 

P POINT 

► 誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使巧できません」と表示されて、警告音 
が鳴ります。この場合は、キーボードやマウスが一切反応しなくなるので、電源ボタンを 
4砂が上押して本パソコンの電源をいったん切ってください。その後、10砂が上待ってか 
らもう一度電源を入れて、正しいパスワードを入力してください。 

► 指紋センサー搭載で指紋の登録をした場合、本パソコンの起動時の認証を、パスワードで 
はなく指紋で巧うことができます。詳し〈は 『 SMARTACCESS ファーストステップガイ 
ド（認証デバイスをお使いになる方へ)』をご貴ください。 
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■ ハードディスクパスワード 

ハー ドディスク用 ユーザー パスワードを設定すると、本パソコンを起動するときに ハー ドディ 
スク用 ユーザー パスワ ー ドの入力が必要になります。 

P POINT 

► 本パソコンを起動するときに、ハードディスク用マスターパスワードでハードディスクの 
□ ックを解除することはできません。 

► ハードディスクパスワード誤を後、パスワード入カウィンドウを表示させた〈ない場合に 
は、起動時のパスワード入力を「使用しない J に設をして〈ださい。 

• レ、ードディスクセキュリティ」（一 P .205) でパスワードを設定すると、ハードディスクを 
化のパソコンに取り付けても使用できなくなります。化のパソコンで使用するには、本パ 
ソコンで設定したハードディスク用ユーザーパスワードが必要です。パスワードを忘れる 
とハードディスクが巧用できなくなるので、ご注意ください。 

• 設定が態によっては、管 a 者用またはューザー用パスワードと、ハードディスク用ューザー 
パスワードの入力が必要になります。 

ただし、管理者用またはユーザー用パスワードと、ハードディスク用ユーザーパスワード 
が同じ場合は、パスワードの入力は1回になります。 


パスワードを忘れてしまったら 


管理者用パスワードまたはハードディスク用ユーザーパスワードをちれると、パスワード機能 
が解除できなくなり、修 a が必要になります。パスワードを何かに書き留めて、を全な場所に 
保管しておくことをお勧めします。なお、管理を用パスワードまたはハードディスク用ユー 
ザーパスワードを忘れてしまった場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」までご連 
絡ください。修 a は、保証期間にかかわらず有償になります。 

ハードディスクパスワードは、盗難などによる不正使用を防止することを目的としています。 
これは強固なセキュリティであるため、パスワードを忘れてしまうと、修理をしても、パス 
ワードの解除やハードディスク内のプログラムやデータの復元ができず、データが完全に失わ 
れてしまいます。 

パスワードの管理には充分ご注意ください。 

P POINT 

► ユーザー巧パスワードを忘れた場合 

ユーザー巧パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありません。本パソコンの管理者に 
管理を用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワード、ユーザー巧パ 
スワードの順に、もう一度パスワードを設定してください。 

►ハードディスク用ユーザーパスワードを忘れた場合 

ハードディスク巧マスターパスワードを設定している場合は、ハードディスク用ユーザー 
パスワードを忘れた場合でも修理の必要はありません。パソコンの管理者にハードディス 
ク巧マスターパスワードをいったん削除してもらった後、ハードディスク巧ユーザーパス 
ワード、ハードディスク巧マスターパスワードの順に、もう一度パスワードを誤をしてく 
ださい （一 P .210)。 
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パスワードを変更/削除する 


が重要 

► Windows の巧起動後に BIOS セットアップを起動すると、ハードディスクパスワードが変更 
/削除できません。 

ハードディスクパスワードを変更/削除する場合は、「終了メニュー」の「変更を保ちして 
電源を切る」 （^ P .208) を実行してください。次回起動時にハードディスクパスワードを 
変更/削除することができます。 

■パスワードを変更する 

設定したパスワードを'変更するには、次のように操作してください。 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順にっいては、 「BIOS セットアップを起動する」（一 P .193) をご覧ください。 

ク「セキュリティ」メニューで設定したいパスワードを選択し、 【 Enter 】 キーを 
巧します。 

-管理者用パ スワー ド設定 
. ューザー 用パ スワー ド設定 
• ハー ド ディスクセキュリティ 
-ドライブ0 

•マスターパスワード 設定 
• ューザーパスワード 設定 

3 設定してあるパスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを入力して下さい。」にカーソルが移ります。 

4 1〜32巧の新しく設定したいパスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移り、パスワードの再入力が求め 
られます。 

5手順4で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「'変更が保存されました。」というウィンドウが表示されます。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告」ウィンドウが表示 
されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順4からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

6 【 Enter 】 キーを巧します。 

P POINT 

► 誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用できません」と表示されて、警告音 
が鳴ります。この場合は、キーボードゃマウスが一切反応しな〈なるので、電源ボタンを 
4秘な上巧して本パソコンの電源をいったん切って < ださい。その後，10秘な上待ってか 
らもう一度電源を入れて、正しいパスワードを入力してください。 

7 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順にっいては、 「BIOS セットアップを終了する」（一 P .197) をご覧ください。 
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■パスワードを削除する 

設定したパスワードを削除するときは、レくスワードを'変更する」の手順4〜5で、何も入力 
せずに 【 Enter 】 キーを押してください。 

P POINT 

► ユーザーがユーザー巧パスワードを削除できるのは、ユーザー用パスワード文字数設をが 
0のときだけです。0な列■のときは、「パスワード文字数不足」のメツセージが表示されます。 
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5認証デバイスの七キュリテイ機能を使う 


本 パソコンでは、 BIOS に設定したセキュリティを、指紋 センナ ーや FeKCa ポート、または ス 
マートカードを使用して認証させることができます。また、 BIOS の設定を'変更することで、 
セキュリティチップを使用することができます。 

詳しくは 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』 
をご覧ください。 
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6 BK ) S がま示するタツ七ージー覧 


メッ七ージが表 示されたと きは _ 

エラーメッセージが表示された場合は、次の手順に従って操作してください。 

i BIOS セットアップをち起動します。 

BIOS 七ットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は、 BIOS 七ットアップ 
の、を項目を正しい値に設をしてください。 

それでもメッセージが表示される場合には、 BIOS 七ットアップの設を値をご購入時の 
設をに戻して本パソコンを再起動してください『取扱説明書』)。 

ク周辺機器を取り外します。 

周辺機器を取り付けている場合には、すべての周辺機器を取り外し、 パソコン 本体を ご 
購入時のが態にして動作を確認してください。 

それでも同じメッセージが表示される場合には、「富±通ハードウェア修 a 相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

3 取り外した周辺機器を、1つずつ取り付けます。 

取り外した周辺機器を1つずつ取り付けて本パソコンを再起動し、動作を確認してくだ 
さい。 

上記の処理を実行しても、まだ同じメッセージが表示される場合は、本パソコンが故障してい 
る可能性があります。「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡くだ 
さい。 
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メッ七ージー覧 


本パソコンは、自動的に故障を検出します。故障の検出は、通常、起動時の自己診断 （ POST ) 
HP . 192) 時に行われます。本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

P POINT 

► メッセージ中の 「 n 」 には数字が表示されます。 

■正常時のメッセージ 

パソコン 本体や周辺機器に問題がない場合、 BIOS のメッセージは表示されません。 

正常時に BIOS のメッセージを表示させる場合は、本パソコンを起動して 「 FUJITSU 」 ロゴが 
表示されている間に 【 Esc 】 キ'一を押します。 

• 円 easeWai し.お待ちください… 

BIOS 七ットアップの起動中に表示されます。 

• nnnnM システムメモリテスト完了。 

システムメモリのテストが、正常に完了したことを表示しています。 

• nnnnK メモリキャッシユテスト完了。 

キャッシュメモリのテストが、正常に完了したことを示しています。 

• マウスがネ刀期化されました。 

マウス機能が初期化され、フラットポイントが{ちえるようになったことを示しています。 

P POINT 

► 正常時のメッセージを常に表示させる場合は、「桓動 J メニユーの「超動時の自己該断画 
面」（一 P .207) の項目を「使用する」に設をして〈ださい。 
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■ エラーゾ ッ 七ージ 

•あ張メモリエラー。アドレス行 ： nn 

メモリのテスト中に、アドレス nn でエラーが発見されたことを示しています。 

メモリを増設しているときは、メモリが正しく取り付けられているか、または弊社純正品 
であるかどうかを確認してください。 

それでも本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、ま 
たはご購入元にご連絡ください。 

• キーボードエラーです。 

キーボードテストで、エラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通パーソナル製品に関するお 
問合せ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• キーボード接続エラーです。 

キーボードテストで、接続エラーが発生したことを示しています。 

テ ンキ I —ボ'—ドや外付けキ'—ボ'—ドを接続しているときは、正しく接続されているかどう 
かを確認し、もう一ま電源を入れ直してください。それでも本メッセージが表示されると 
きは、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」、 またはご購入元にご連絡ください。 

•ディスクのエラーです。：ハードディスク n 

ハードディスクドライブの設定にエラーがあることを示しています。 

BIOS セットアップを起動し、「メイン」メニューの「ドライブ。」のを項目が正しく設をさ 
れているか、確認してください。電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富 
±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システムタイマーのエラーです。 

システムタイマーのテストで、エラーが 発生した ことを 示して います。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• リアルタイムクロックのエラーです。 

リアルタイム クロックの テストで、 エラーが 発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター J 、 またはご購入元にご連絡ください。 

• システム CMOS のチ X ックサムが正しくありません。■標準設定値が設定されました。 

CMOS RAM のテストでエラーが発見されたため、いったん標準設を値が設をされたことを 
示しています。 

【 F 2】 キーを押して BIOS セットアップを起動し、標準設を値を読み込んだ後、設をを保存 
して起動し直してください。それでも本メッセージが表示されるときは、「富±通ハード 
ウェア修理相談センター_!、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動が正常に完了しませんでした。■標準設定値が設定されました。 

前回の起動時に正しく起動されなかったため、一部の設を項目が標準設を値で設をされた 
ことを示しています。 

起動途中に電源を切ってしまったり、または BIOS セットアップで誤った値を設をして起動 
できなかったとき、3回な上同じ操作で起動し直したときに表示されます。そのまま起動す 
る場合は 【 F 1】 キーを押してください。 BIOS 七ットアップを起動して設をを確認する場合 
は 【 F 2】 キーを押してください。 

• < F 1 >キーを押すと継続、< F 2 >キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

起動時の自己診断テストでエラーが発生したとき、 OS を起動する前に本メッセージが表示 
されます。 【 F 1】 キーを押すと発生しているエラーを無視して OS の起動を開始し、 [ F 2] 
キーを押すと BIOS 七ットアップを起動して設ををを更することができます。 
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• 日付と時刻の設まを確認してください。 

日付と時刻の設を値が正しくありません。 

設定値を確認し、正しい値を設をし直してください。 

• NVRAM データが正しくありません。 

NVRAM データのテストでエラーが 発見され たこと を示して います。 

「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティボタン異常 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 丰目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• サーマルセンサエラー。システムの電源が切れます。 

温度制御系の設定が正しく行えなかったことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通パーソナル製品に関するお 
問合せを 口」、 またはご購入元にご連絡ください。 

• ファンエラー。システムの電源が切れます。 

冷却用 ファンの テストでエラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動中にサーマルセンサエラーが発生しました。 

前回の起動時にナーマルセンサエラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動中にファンエラーが発生しました。 

前回の起動時に ファン エラーが発生したことを示しています。 

「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティチップ巧期化エラーです。 

七キュリティチップの初期化でエラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 丰目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティチップ MAD ファンクシヨンエラーです。 

七キュリティチップ使用時にエラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティチップ MPD ファンクシヨンエラーです。 

七キュリティチップ使用時にエラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理申目談七ン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティチップ MPD ファンクシヨン実行エラーです。 

七キュリティチップ使用時にエラーが発生したことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a キ目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• セキュリティチップが見つかりません。 

七キュリティチップが見つからなかったことを示しています。 

電源を入れ直しても本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修 a 申目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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• Invalid system disk 

Replace the disk , and then press any key 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクをセットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フロ ッ ピーディスク ドライブに、起動 ディスクが 外の フロ ッ ピーディスク を七ットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクを七ットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Remove disks or other media . 

Press any key to restart 

フロ ッピーディスクドライブに、起動ディスクが外の フロ ッピーディスクを七ットしたま 
ま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Operatina svstem not found 

OS が見つからなかったことを示しています。 

巨 IOS セットアップの「起動」メニューの設定が正しいかどうか、指定したドライブに OS 
が正しくインストールされているかどうかを確認してください。 

• PXE - E 61 :Media test failure , Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。それでも本メッセージが表示されるとき 
は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 

• PXE - E 53 :No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーから、起動時に必要な IP 
アドレスまたは boot filename を取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定してくだ 
さい。それでも本メッ七ージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、 
またはご購入元に連絡してください。 

• PXE - E 78 :Could not locate boot server 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一がないか、正しく動作し 
ていません。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアップで「ネットワークサー 
バからの起動」を「使用しない」に設定してください。それでも本メッセージが表示される 
ときは、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 

• PXE - E 89 :Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時の エラーで ず。ブートサーバー上のブートイメー ジ 
ファイルが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアッ 
プで「ネットワークサーバからの起動」を「使用しない」に設定してください。それでも 
本メッセージが表示されるときは、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご贈 
入元に連絡してください。 
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• PXE - E 32 :TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設をするか、 BIOS セットアップで「ネットワークサーバからの起 
動」を「使用しない」に設をしてください。それでも本メッセージが表示されるときは、 
「富±通ハードウェア修®相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 

• スマートカードが挿入されていません。 

スマ'ートカ'ードが七ットされていないときに表示されます。 

• 入力された PIN は間違っています。 

PIN の入力を間違えたときに、 PIN を入力できる残り回数を表示します。 

• 入力された PIN は間違っています。 

PIN を入力できる残り回数が1回のときに表示されます。 

• スマー トカードに接続できませんでした。 

スマートカードホルダーがパソコン本体にセットされていない場合、スマートカードホル 
弓 —'—やスマ ■ —トカ ■ —ドに異常がある場合に表示されます。この場合、 スブ' —トカ ■ —ドが正 
常にセットされているか、カードに損傷がないか確認してください。それでも本メッセー 
ジが表示される場合は、「富±通ハードウェア修理申目談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。 

• このスマートカードは使用できません。 

読み取りに必要な情報がないときに表示されます。この場合 、 『SMARTACCESS ファース 
トステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』をご覧になり、正常なカードをお 
使いになるか、ログオン情報を登録してください。それでも本メッセージが表示される場 
合は、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システムは使用できません。 

スマートカードに登録されている BIOS ロック用パスワードが、 BIOS 七ットアップで設定 
した管理者用パスワード.ユーザー用パスワードのどちらとも一致しない場合に表示され 
ます。この場合、パソコン本体の電源を切ってください。 

• このスマートカードはロックされました。 

スマートカードがロックされたときに表示されます。この場合、パソコン本体の電源を切っ 
てください。 

• このスマートカードはロックされています。 

スマートカードがすでにロックされているときや、読み取りに必要な情報がロックされて 
いるとき、アクセス権がないときに表示されます。この場合、パソコン本体の電源を切っ 
てください。 

P POINT 

► 本書に記述されていないエラーメッセージが表示された場合は、 「富 ±通ハードウ I ア修理 
ネ目談センター J 、 またはご購入元にご連絡〈ださい。 



Memo 



第 7 章 


お手入れ 

快適にお使いいただくためのお手入れ方法を説 
明しています。 


1パソコン本体のお手入れ . 224 

2液晶ディスプレイのお手入れ . 225 

3キーボードのお手入れ . 226 

4マウスのお手入れ . 227 

5フロッピーディスクドライブのお手入れ . 229 

6空;令用通風路のお手入れ . 231 
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1パソコン本体のお手入れ 


Am 口 

A • 感電やけがの原因となるので、お手入れの前に、必ず次の事項を巧うようにしてください。 
■パ ソコ ン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外してください。 

-プリンタなど、周辺機器の電源を切り、パソコン本体から取り外して〈ださい。 

0 * 清掃の際、清掃用スプレー（可燃性物費を含むもの）を使用しないでください。故障■火災の 
原因となります。 

パソコン 本体の巧れは、乾いた柔らかい布で軽く拭き取ってください。 

汚れがひどい攝合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。また、中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き 
取ってください。拭き取りの際は、パソコン本体に水が入らないよう充分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでく 
ださい。 
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2液晶ディスプレイのお手入れ 


液晶デイスプレイの巧れは、乾いた柔らかレ、布かメガネなきで怪くおき取ってください。 

が重要 

► 液晶ディスプレイの表面を固いものでこすったり、強〈押しつけたりしないでくださし、。 

液晶ディスプレイが破損するおそれがあります。 

► 液晶部分を拭〈ときは、必ずから拭きしてください。水や中性洗剤を使うと、液晶部分を 
傷めるおそれがあります。 

► 化学ぞうきんや市販のクリーナーを使うと、成分によっては、画面のコーティングを傷め 
るおそれがあります。次のものは使わないでください。 

-アルカリ性成分を含んだもの 
-界面活性剤を含んだもの 
■ アルコール成分を含んだもの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いもの 
-研磨剤を含むもの 
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3キーボードのお手入れ 


キーボードの汚れは、乾いた柔らかい布で輕く拭き取ってください。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。また、中性洗剤を使用して拭いた場创よ、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き 
取ってください。拭き取りの際は、キーボード内部に水が入らないよう充分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでく 
ださい。 


が重要 

► 清掃巧スプレー（可燃性物費を含むもの）を使用しないで〈ださい。 

► キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合、次の点にご ミ 主意〈ださい。 

-ゴミは吹き飛ばして取らないでください。キーボード内部にゴミが入り、故障の原因と 
なる場合があります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないでくだ 
さい。 

-ホコリなどを取る場合は、柔らかいブラシなどを使って軽〈ほこりを取り除いてくださ 
い。 

その際、毛先が抜けやすいブラシは使用しないでください。キーボード内部にブラシの 
毛などの異物が入り、故障の原因となる場合があります。 
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4マウスのお手入れ 



が重要 


► カスタムメイドの選択により、 USB マウス、 USB マウス（光学ま）、 USB 小型マウス（レー 
ザーま） のいずれかが添付されています。 

マウスの お手入れの際は、 マウスをパソコン 本体から取り外してください。 

表面の汚れは、柔らかい布でから拭きします。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。また、中性洗剤を使用して拭いた場创よ、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き 
取ってください。拭き取りの際は、マウス本体に水が入らないよう充分に注意してください。 
なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださ 

レ、。 


USB マウス（ボール）のお手入れ 


USB マウスのボールがスムーズに回転しないときは、ボールを取り外してクリーニングしま 
す。ボールのクリーニングホをは、次のとおりです。なお、ボールの形状はお使いのマウスに 
よって異なります。 

ブマウスの裏ブタを取り外します。 

マウスの底面にある裏ブタを、矢印の方向に回して取り外します。 




クボールを取り出して、水洗いします。 

ボールを水洗いした後は、ホ分に乾燥させてください。 
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3 マウスの内部をクリーニングします。 

マウスの内部と裏ブタを、水に浸して固くしぼった布で拭きます。 
ローラーは、綿棒で拭きます。 



4 ボールと裏ブタを取り付けます。 

ボールとマウスの 内部を充分乾燥させたら、 ボールと 裏ブタを取り付けます。 
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5フロッピーディスクドライブのお手入れ 




が重要 

► カスタムメイドの選がにより、 FDD ユニット （ USB ) がを付されています。 

フロッピーディスクドライブは、長い間使用していると、ヘッド（データを読み書きする部 
品）が巧れてきます。ヘッドが巧れると、フロッピーディスクに記録したデータを正常に読み 
書きできなくなります。別売のクリーニングフロッピーを使用して、3ヶ月に1回程まの割合 
でクリーニングしてください。 

■ 用意するもの 

商品ぶ： クリーニングフロッピィマイクロ 
商品番号： 0212116 

クリーニン グ フロ ッ ピィマイクロは、 富±通サプライ品です。お問い合わせ先については、『取 
极説明書』をご覧ください。 

■ お手入れのしかた 

□ Windows Vista の場合 

y クリーニングフロッピーをセットします。 

ク「スタート」ボタンー「コンピュータ」の順にクリックします。 

「コンピュ ■ —夕」ウィンドウが表示されます。 

3 「フロッピーディスクドライブ （ A :)」 をダブルクリックします。 

フロッピーディスクドライブのクリーニングが開始されます。 

4 「ドライブ A : を使うにはフォーマットする必要があります。フォーマットしま 
すか？ J のメッセージが表示されたら、「キャンセル」をクリックします。 

5フロッピーディスクへのアクセスが終了したことを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 

6 「コンピュータ」ウィンドウを閉じます。 

□ Windows XP の場合 

y クリーニングフロッピーをセットします。 

ク「スタート J ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

「マイ コンピュータ」 ウインドウが表示されます。 


3 「3.5インチ FD ( A :) J をダブルクリックします。 

フロッピーディスクドライブのクリーニングが開始されます。 
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4 r ドライブ A のディスクは フォー マットされていません。今すぐ フォー マットし 
ますか？」のメッセージが表示されたら、「いいえ」をクリックします。 

5フロッピーディスクへのアクセスが終了したことを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 

6 「マイコンピュータ」ウィンドウを閉じます。 
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6空を用通風路のお手入れ 


本 パソコンは、 性能を維持するために放熱用の ファンを 内蔵しています。放熱用 ファンは、パ 
ソコン 本体の外と内の間に空気の流れを作って パソコン 本体内部を冷却しているため、ご利用 
の環境によっては パソコン 本体内部に周囲のほこりを取り込んでしまうことがあります。この 
ほこりが徐々に蓄積していくと、 パソコン 本体が本来の性能を発揮できなくなる場合がありま 
す。 

Windows Vista モデルには、「お手入れナビ」というソフトウェアがインストールされていま 
す。「お手入れナビ」がパソコン本体内部の温まやパソコンの総利用時間をチェックし、お手 
入れの時期をお知らせします。 

レくソコンの空を用通風路にほこりが詰まっている可能性があります。」というメッセージが表 
示された場合、この後の手順に従って正しく清掃を行い、ほこりを取り除いてください。 

「お手入れナビ」は 、 Windows XP モデルにはインストールされていません。 

この後の手順に従い、定期的に清掃してください。 

が重要 

► 感電のおそれがありますので、清掃前には必ずパソコン本体や周辺機器の電源を切り、 AC 
アダプタを取り外してください。 

► 清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回し 
たりするなどして、お分に換気してください。 

► 次のことにご ミ 主意〈ださい。 

-洗剤は使用しないでください。 

-清掃時に破損した場合、保証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについ 
ては、お分ご ミ 主意〈ださい。 

-ほこりを取り除〈際は、プラスチック製の楊枝や歯間ブラシなどをお使いください。金 
属などの硬いものや、木製の巧れやすいものなどを使うと故障の原因になります。 

► パソコン本体内部は、静電気に対してが常に弱い部品で構成されており、人体にたまった 
静電気により破壊される場合があります。 

パソコン本体内部のお手入れの前に、一度金属質のものに手を牠れて、静電気を放電して 
〈ださい。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

ク液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

液晶デイスプレイを閑じる場合は、文房具などを挟まないようにして静かに閑じてくだ 
さい。 
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3 ダストキャッチャーを取り外します。 

パソコン 本体 下 面（一 P .21) にある、ダストキャッチャーのツメを矢印の方向に押しな 
がら、取り外します。 



ダストキ ヤツ チヤー 



4 ダストキャッチャーと空冷用通風路を清掃します。 

ダストキャッチャーと空冷用通風路のほこりを取り除いてください。 



が重要 

► 金属部分を傷つけないように ミ 主意してくださし、。 
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タダストキャッチャーを取り付けます。 

ダストキャッチャー角にある突起を先にはめこみ，カチッと音がするまでツメをしっか 
り取り付けます。 



が重要 

► ダストキャッチャーを取り外したまま使巧しないでくださし、。取り外したまま使巧すると、 
故障の原因となることがあります。 



Memo 



第 8 章 


トラブ J レシューテイング 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1トラブル発生時の基本操作.. 
2よくあるトラブルと解決方法 
3それでも解決できないときは 


236 

241 

269 
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1トラブル発生時の基本操作 


トラブルを解ホするにはいくつかのポイントがあります。トラブル発生時に対応し 
ていただきたい順番に記載しています。 


落ち着いて状況を確認する 


トラブルが発生したときは、落ち着いて、直前に行った操作や現在のパソコンの状況を確認し 
ましよう。 


■メッ七ージなどがま示されたらメモしておく 

画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当ずる卜 
ラブルを検索ずる攝合や、お問い合わせのときに役立ちます。 


■ 本 パソコ ンや周迈機器の電源を確認する 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていまずか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 使用する装置の電源スイッチはすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成する機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上に物を載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがありまず。 

この化、「起動•終了時のトラブル」（一 P .244) の「電源が入らない」、「画面に何も表示され 
ない」もあわせてご覧ください。 

■ な前の状態に戻す 

周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、いっ 
たんな前のが態に戻してください。 

•周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• ソフトウェアをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されているマニュアル、 「 Readme . txt 」 などの補足説明書、インターネッ 
卜上の情報を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してくださ 

い。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、指示に従ってください。 


■ Windows を「前回正常起動時の構成 J に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したり、ソフトウェアなどをアンインストールしたりしても 
Windows が起動しない場合は、次の手順で前回起動時の構成に戻してみてください。 
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ブ本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴが消えたら、 [F 8] キー ( U8270 では [Fn] + [F2 (F8)】 キー） 
を押します。 

「詳細ブ'—トオプション」または 「Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 
[ F 8] キー （ U 8270 では 【 Fn 】 + 【 F 2 ( F 8) 】キー）は怪く押しただけでは認識されない 
場合があります。しばらくの間押してください。 

が重要 

► E 8270の場合、 FUJITSU □ ゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 
と表示されます 。 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 がミ肖えた後に 【 F 8】 キーを 
押して〈ださい。 

3 「前回正常起動時の構成（詳細）」または「前回正常起動時の構成（正しく動作 
した最新の設定）」を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

画面の指示に従って操作します。 

■七ーフモードで起動する 

Windows を「前回正常起動時の構成」に戻しても起動しない場合、セーフモードで起動できる 
か確認してください。セーフモードは、 Windows が正常に起動できないとき、必要最低限の機 
能で起動するモードです。そのためトラブルの原因を突き止めるのに適しています。 

起動ホをは次のとおりです。 

ブ本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴが消えたら、 [F 8] キー ( U 8270 では [ Fn] + [F2 (F8)】 キー） 
を巧します。 

「詳細ブ'—トオプション」または 「Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 
[ F 8] キー （ U 8270 では 【 Fn 】 + 【 F 2 ( F 8) 】キー）は怪く押しただけでは認識されない 
場合があります。しばらくの間押してください。 

が重要 

► E 8270 の場合、 FUJITSU ロ ゴが表示された後に 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 
と表示されます 。 「Press < Ctrl - P > to enter Intel ( R ) ME Setup 」 が消えた後に 【 F 8】 キーを 
押して〈ださい。 

3 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力してログオンします。 
r Windows ヘルプとサポート」ウィンドウが表示されます。 

参 Windows XP の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
「オペレーティングシステムの選択」が表示されます。 

2. お使いの Windows が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを押します。 
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3. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

「 Administrator パスワード」を設をしている場合は、パスワードを入力してログオ 
ンします。 

rWindows は七 ' — フモ’ —ドで実行されています。」と表示されます。 

4. 「はい」をクリックします。 


トラブルシューテイングで調べる 


「よくあるトラブルと解みホ法」 P .241) は、よくあるトラブルの解巧方法が記載されてい 
ます。発生したトラブルの解み方法がないかご覧ください。 


インターネツトで調べる 


弊社の富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) では、本パ 
ソコンに関連したサポート情報やドライバを提供しております。また、注意事項や補足情報を 
公開しています。解決方法がないかご覧ください。 


診断プログラムを使用する _ 

Windows が起動しなくなったときは、 BIOS の起動メニューから起動できる診断プログラムを 
使用することで、パソコンの障害箇所を診断できます。 

診断後に エラー コードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」にお問い合わせのときにお知らせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

が重要 

► BIOS の設定をご購入時の状態に戻してください。 

診断プログラムを使用する前に、必ず、 BIOS をご購入時の状態に戻してください。詳し 
〈は『取扱説明書』をご賣ください。 

► 診断プログラムを使用する前に周辺機器を取り外してください。 

USB メモリや外付けハードディスクなど、ハードディスクやリムーバブルディスクと認識 
される周辺機器は、診断を巧う前に取り外してください。 

ブ本パソコンを再起動します。 

2 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キーを押します。 

ポップアップメニュ ■ —が表示されます。 
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P POINT 

► BIOS セットアップで「セキュリティ」メニューの「起動時のパスワード」を使巧する設定 
にした場合、パスワードを入力後（指紋を登録した場合は指紋認証後）、認証画面が消え 
た後、すぐに 【 Enter 】 キーを押して〈ださい。 

► ポップアップメニューが表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作して 
〈ださい。 

3 【 U キーを巧して、「診断プログラム」を選択し、 Enter 】 キーを押します。 

「診断プログラムを実行しますか？」と表示されます。 

4 [ Y ] キーを 押します。 

ハードウェア診断が終了したら、診断結果が表示されます。診断結果が表示される前 
に、自動的にパソコンが再起動する場合があります。 

5次の操作を行います。 

• トラブルが検出されなかった場合 

【 Enter 】 キーを押してください。「富±通ハードウェア彰断 ツール」 ウィンドウと 
「注意事項」ウィンドウが表示されます。手順6に進んでください。 

• トラブルが検出された場合 

画面に表示された内容をメモなどに控え、お問い合わせのときにお伝えください。 
その後、キーボードの 【 Y 】 キーを押して パソコンの 電源を切ってください。 

6 「ミ主意事項」ウィンドウの内容を確認し、 「0 K 」 をクリックして閉じます。 

7診断したいアイコンにチェックが入っていることを確認し、「実行」をクリッ 
クします。 

ハードウェア診断が始まります。 

P POINT ' 

► 。ハードウェア名]にけ某体]をセットして〈ださい」などと表示された場合、本パソコ 
ンに;'あ付の「ドライバーズディスク1」など、なんらかの CD - ROM または DVD - ROM を 
セットして、「該断開始」をクリックしてくださし、。該断を取りやめる場合は、「スキップ」 
をクリックしてください。 

8 「診断結ま」ウィンドウに表示された内容を確認します。 

表示された内容に従って操作してください。ェラーコードが表示された場合には、メモ 
などに控え、お問い合わせのときにお伝えください。 

夕「診断結ま」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。 

「富±通 ハー ドウェア診断 ツール」 ウィンドウに戻ります。 

10 「終了」をクリックします。 

「終了」ウィンドウが表示されます。 

ブブ「はい」をクリックします。 

「システム回復オプション」ウインドウが表示されます。 



12 「システム回復オプション」ウインドウで「キャンセル」をクリックします。 

パソコンを再起動するメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 
パソコンが再起動して、診断プログラムが終了します。 


サポート の窓口に相談する_ 

本章をご覧になり、トラブル解巧のための巧処をした後も回復しない場合には、「それでも解 
決:できないときは」 （^ P .269) をご覧になりサポートのを口に相談してください。 
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2よくあるトラブルと解み方法 



トラブルー覧 


■起動■終了時のトラブル 

• 「電源が入らなぃ」 （^ P .244) 

• 「メッセージが表示された」（一 P .244) 

• 「ビープ音が鳴った」（一 P .244) 

• 「画面に何も表不されなぃ」（一 P .245) 

■「 Windows が起動しなぃ」 P .246) 

• 「マウス/ポインティングデバイス/ペンが使えなぃため、 Windows を終了できなぃ」（一 
P '247) 

•「 Windows が動かなくなってしまぃ、電源が切れなぃ」（一 P .247) 

■ Windows •ソフトウエア関連のトラブル 

• 「 Windows にログオンできなぃ J (一 P .248) 

• 「プログラムが動かなくなってしまった」 （一 P .248) 

• 「省電力機能が実行されなぃ」卜 P .249) 

• 「周辺機器の動作が不ををになった」 （^ P .249) 

■ 「「システムのプロパティ」ウインドウのレ、 ー ドウ ェア」 タブの「デバイス マネージャ」 
で、「不明なデバイス」がある」（一 P .249) 

• 「ソフトウェアのインストールが正常に行われなぃ」（一 P .250) 

• 「画面右下の通知領域にソフトウェアのアイコンが表示されなぃ」 （^ P .250) 

■ ハードウエア関連のトラブル 

□ BIOS 

• 「管 a 者用パスワードをちれてしまった」（一 P .250) 

• 「ユーザー用パスワードをちれてしまった J HP .251) 

• 「エラーメッセージが表示された」（一 P .251) 

•「 BIOS セットアップが起動しなくなった」い P .251) 

□ 内蔵 LAN 

• 「ネットワークに接続できなぃ」（一 P .251) 

• 「ネットワークリソースに接続できない」（一 P .252) 


□ 内蔵モデム 


• 「通信ができない」 （^ P .253) 


□ハードディスク 

• レ、ードディスクが使えない」 （^ P .253) 
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• レ、ードディスクからカリカリ音がする」 （^ P .253) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不ををになる」（一 P .253) 


□デバイス 

•次の「機器が巧用できない」（一 P .255) 

- USB 
-圧 EE 1394 
. CD/DVD 

. フロッピーディスク 

• PC カード 

• express Car 日 

.CF (コンパクトフラッシュ）カード 

• SD メモリーカード 
.メモリースティック 
-シリアル 

• ノくラ レ/レ 

• ホ外線通信 

□ CD / DVD 

• 「ディスクからデータの読み出しができない J P .255) 

• 「ディスクが取り出せない J P .256) 

•「 WinDVD が起動しなぃ」い P .256) 

•「 DVD が再生されない、 DVD の再生が円滑に行われない」 （^ P .256) 
• 「外部デジタルディスプレイに再生画面が表示されない J (一 P .257) 

•「 DVD の再生音が小さい」 （^ P .257) 

• 「ディスクへの書き込み速度が遅い」 （^ P .257) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めない」（一 P .257) 

□ フロッピーディスク 

• 「フロッピーディスクが{まえない」（一 P .258) 

□ PCA—K 

•「 PC カードが使えない」 （^ P .258) 

□ ExoressCard 


•「ExpressCard が{まえない」（一 P .258) 


□ スマー ト カー ド 

•「スマートカードが{まえない」（一 P .259) 

•「エラーメッセージが表示された」（一 P .259) 

□バッテリ 

• 「が態表示 LCD のノ《ッテリ残量表示の点滅が止まらない J (一> P .259) 

• 「が態表示 LED のバッテリ残量ランプがホ色に短い間隔で点滅している」（一 P .260) 

• 「が態表示 LED のバッテリ充電ランプがオレンジ色 （ T 8270 では青色）に点滅している」 
P .260) 
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■レ"<ッテリがホ電されない」（一 p .%0) 

□ディスプレイ 

• 「画面に何も表不されない」 P .261) 

• 「ディスプレイの表示が見にくい」（一 P .261) 

• 「液晶ディスプレイが閉まらない」 （^ P .261) 

• 「表示が乱れる」（一 P .262) 

□サウンド 

• 「スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる」（一 P .%2) 
■「マイクからうまく録音ができない」 （^ P .263) 


□キーボード 

• 「押したキーと違う文字が入力される」 （^ PJ 63) 

• 「キーボード上に水や液体をこぼしてしまった J P .264) 


□ マウス/ポインティングデバイス/ペン 

• 「マウスポインタが動かない」 （^ PJ 64) 

• 「マウスポインタが正しく動作しない」（一 P .264) 

• 「タッチパネルまたはタブレットのポインタ位置がずれる」（一 P .265) 

• 「タッチパネルが{まえない」（一 P .%5) 

• 「マウス/ポインティングデバイス/ペンが使えないため、 Windows を終了できない」（一 
P '265) 

□ USB 


•「 USB デバイスが使えない」（一 P .265) 

•「 USB デバイスが使えず、「デバイス マネージャ」で 確認すると ェ クスクラ メーシ ヨン マー 
ク （!） が表示される」（一 PJ 66) 

□ IEEE 1394 


• 「圧 EE 1394 デバイスが巧えない」 （^ P .26 力 

• 「圧 EE 1394 デバイスが巧えず、「デバイス マネージャ」 で確認するとェクスクラ メー ション 
マーク （!） が表示される」（一 P .%7) 

□プリンタ 

• 「プリンタを使用できない」 （^ P .267) 


□ パソコン本体のお手入れ 

• 「レくソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている可能性があります。」というメッセージ 
が表示された」（一 P .268) 

• 「「パソコンの空冷用ファンが正しく動作していません。」というメッセージが表示された」 
卜 P '268) 


□その他 

• 「使用中の製品に関する最新情報を知りたい」 （^ P .268) 
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起動•終了時のトラブル 


Q 電源が入らない 


• AC アダプタは接続されていますか？ 

お買い上げ後最初にお使いになるときなど、バッテリがホ電されていない場合は、 AC アダ 
プタを接続してください。また、電源スイッチのある AC タップをお使いの場合は、 AC タッ 
プの電源を ON にしてください。 

• バッテリは充電されていますか？（バッテリ運用時） 

-が態表示 LCD 搭載の場合、バッテリ残量表示で、バッテリの残量を確認してください。 

-が態表示 LED 搭載の場合、バッテリ残量ランプで、バッテリの残量を確認してください。 
バッテリ残量表示、および確認方法については、「取りない」ーレ<ッテリの残量や消耗状 
態を確認する」 （^ P .53) をご覧ください。 

バッテリがホ電されていない場合は、 AC アダプタを接続してお使いください。 

• 長期間未使用状態ではありませんでしたか？ 

長期間お使いにならなかった後でお使いになるときは、 AC アダプタを接続してから電源を 
入れてください。 

• AC アダプタと内蔵バッテリパックをいったん取り外してください。 

AC アダプタと内蔵バッテリパックをいったん取り外して2〜3分放置後、再び取り付ける 
と問題が解みすることがあります。 


Q メッ七ージがま示された 


■電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合がありま 
す。メッセージ内容と意味については、 「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧」（一 
P .216) をご覧ください。 


Q ビープ音が鳴った 


•電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。 

次のようにビープ音が鳴る場合は、メモリのテストエラーです（画面には何も表示されま 
せん）。 

ビープ 音による エラー 通知は、 「ピッ」、「ピッピッ」、「ピッピッピッ」 のように1回または 
連続した ビープ 音の組み合わせにより行われます。 ここ では ビープ 音の回數の組み合わせ 
を、「1-2-2-3」のように表記します。 

- 1 - 1 - 1-1 
-1-3-3-1 
-1 -3-3-2 
-1-3-4-1 


-1-3-4-3 
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-1 -4-1-1 

メモリが正しく取り付けられていない、または本 パソコンで サポートしていないメモリを取り 
がけている可能性があります。メモリを正しく取り付けてあるか確認してください。正しく取 
り付けてもビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元 
に連絡してください。ボ販のメモリを増設している場合は、製造元/販売元に確認してくださ 

い。 

が重要 

► 上記の組み合わせが外の鳴り方をした場合は、「富±通ハードウ X ア修理相談センター」、 
またはご購入元にご連絡ください。 


Q 面面に何も表示されない 


• 状態表示 LCD の電源表示(状態表示 LCD 搭載の場合）、または電源ランプ(状態表示 LED 搭 
載の場合）は点なしていますか？ 

-点げしている場合 

[ Fn ] + [ F 6] キー、または 【 Fn 】 + 【 F 7】 キー （ USr / O では [ Fn ] + [;] キー、また 
は 【 Fn 】 +【/】キー）を押して巧るさを調節してください。 

-点滅または消げしている場合 

電源ボタンを押して（電源スイッチの場合はスライドさせて）動作状態にしてください。 
また、バッテリ運用時は、バッテリが充電されているか確認してください。ホ電されて 
いないときには、 AC アダプタを接続してホ電してください。 

AC アダプタをお使いになっている場合は、 コンセント、 および パソコン 本体に正しく接 
続されているか確認してください。 

• 状態表示 LCD に何か表示されていますか？（状態表示 LCD 搭載の場合） 

が態表示 LCD に何も表示されていないときは電源が入っていません。 パソコン 本体の電源 
を入れてください。 

• キーを操作していましたか？ 

本 パソコンには 省電力機能が設をされており、一を時間キーを押さないと CPU が停止した 
り、液晶ディスプレイのバックライトが消げしたりします（何かキーを押すとバックライ 
卜が点げします)。頻繁に停止してしまうときは、「電源オプション」ウィンドウまたは「電 
源オプションのプロパティ」ウィンドウで省電力の設定をを更してください。 

• 外部ディスプレイ出力に設定されていませんか？ 

外部ディスプレイだけに表示する設をになっていると、液晶ディスプレイには表示されま 
せん。 

「取りない」一「表示するディスプレイを切り替える」 い？' 77) をご覧になり、設をを液 
晶ディスプレイ表示に切り替えてください。 

• 外部ディスプレイを使用している場合、次の項目を確認してください。 

. パソコン本体の電源を入れる前に、外部ディスプレイの電源を入れていますか？ 

. 七ットアップ前に、外部ディスプレイを接続していませんか？ 

必ず七ットアップ後に接続してください。 

.「取りない」一「表示するディスプレイを切り替える」（一 P .77) 、 「取りない」一「マル 
チモニタ機能 J 卜 P .81) をご覧になり、設をを確認してください。 
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• 解像度や走査周波数は、外部ディスプレイにあった設定になっていますか？（外部ディスプ 
レイに表示している場合） 

そのまま15砂くらい待っても、液晶ディスプレイ表示に戻らない場合は、本パソコンを強 
制終了してください。 

その後、外部ディスプレイのケーブルを外してから電源を入れると、液晶ディスプレイに 
表示されます。 

「取り极い」一「外部ディスプレイの走査周波数」（一 P .86) をご覧になり、お使いになる 
外部ディスプレイに合わせた設を値に'変更してください。その後、「取りない」一「表示す 
るディスプレイを切り替える」（一 P .77) をご覧になり、設をを外部ディスプレイ表示に切 
り替えてください。 


0 Windows が起動しない 


• 周迈機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください（一 P .236)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付けホ法が正しいか、もう一を確認してくだ 
さい。 

• セーフモー ドで起動できますか？ 

いったんセーフモードで起動し（一 P .237)、 問題を解み（ドライバの再インストールなど） 
してください。 

• Windows Vista 起動時に「スタートアップ修復」ウィンドウが表示された場合は 、 Windows 
が起動するまでそのままお待ちください。 

Windows Vis ねを正常に終 T できなかった場合、次回起動時に「スタートアップ修復」ウィ 
ンドウが表示され 、 Windows Vista の修復が行われることがあります。修復後は自動的に再 
起動されます。 

• Windows 起動時にセーフモードになり「キーボードの選択」画面が表示された場合は、そ 
のままセーフモードで起動してください。 

Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的にセーフモードになり、「キー 
ボードの選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのままセーフモードで起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 

• 診断プログラムでパソコンの診断をしてください（一 P .238)。 

診断結果をメモして、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡 
ください。 

• スマートカードスロット搭載機種、またはスマートカードホルダー添付機種で、スマート 
力ードの作ホや 、 BIOS ロック用パスワードを設定せずに BIOS セットアップを次のように 
設定しないでください。 

Windows の起動ができなくなります。 

-「セキュリティ」メニューー「スマートカードによるロック」を「使用する」に設をする。 
Windows が正常に起動できなくなった場合は、「富±通ハードウェア修巧相談センター」ま 
たは、ご購入元にお問い合わせください。 
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• FeNCa ポート搭載機種で、非接触に力ードな術方式 FeNCa に対応したに力ードを巧用して、 
Windows にログオンしている場合 、 「Sony FeHCa ポートソフトウェア」をアンインス！ ' — 
ルしないでください。 

Windows が正常に起動できなくなります 。 「Sony FeHCa ポートソフトウェア」をアンインス 
トールする場合は、 rsMARTACCESS / BasicJ をアンインストールした後で行うようにして 
ください。 

アンインストールホ法については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デ 
バイスをお使いになるホへ)』をご覧ください。 

Windows が正常に起動できなくなった場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」ま 
たは、ご購入元にお問い合わせください。 


Q マウス/ポインテイングデバイス/ペンが使えないため、 
— ^ Windows を終了できない 

• キーボードを巧って Windows を終了させることができます。 

• Windows Vista の場合 

し [ Windows ] キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'ート」メニュ ■ —が表示されます。 

2. 【 T 】【 i 】卜】卜】キーで KBbQBIII の！！を選択し、「シャツトダウン」を 
選び 【 Enter 】 キーで決定を行うことで Windows の終了操作を行います。 

• Windows XP の場合 

1. [ Windows ] キーまたは 【 Ctrl 】 + [ Esc ] キーを押します。 

「スタ'ート」メニュ ■ 一が表示されます。 

2. 【了】【丄】キーで終了メニューの選択、 【 Enter 】 キーで決:定を行うことで Windows の 
終了操作を行います。 

マウス/ポインテインダデバイス/ペンが故障している場合は、「富±通ハードウエア修理 
相談センター」、またはご購入元に連絡してください。 


Q Windows が動かなくなってしまい、電源が切れない 


• 次の手順で Windows を終了させてください。 

し 【 Ctrl 】 + [ Alt ] + delete 】 キーを押します。 

2. Windows を終了します。 

• Windows Vista の場合 

表示された画面の右下にある「シャットダウン」ボタンをクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」メニュ ■ 一一>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 

• Windows XP で 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」をクリックし、 「 Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示さ 
れたら、「シャットダウン」を選択して 「 OK 」 をクリックします。 

P POINT 

► 強制終了した場合、プログラムでの作業内容を保をすることはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお割めします（一 P .253)。 
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この操作で強制終了されないときは、電源ボタンを4秒が上押して（電源スイッチの場合 
は4砂が上スライドさせて）電源を切り、10秒が上待ってから電源を入れます。 


Windows • ソフトウェア関連のトラブル 


ここでは、 Windows 、 ソフトウェアに関連するトラブルを説明します。トラブルにあわせてご 
覧ください。 


Q Windows に□グオンできない 


• セキュリティチップを使用し、 「 SMARTACCESS / Basic 」 による機器監査機能を使用してい 
る場合、ハードウエアの構成を変更すると、 Windows にログオンできな〈なります。この 
場合、ハードウ X アの構成を登録したときの設定に戻すか、機器構成を登録し直す必要が 
あります。 

機器監査機能については、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使いになるホへ)』をご覧ください。 

• セキュリティチップを使用して Windows にログオンしている場合、 BIOS セットアップの設 
まを巧のようにすると、 Windows にログオンできなくなります。この場合、 BIOS セット 
アップの設定を「使用する」に設定してください。 

• 「セキュリティ」メニュ ■ - 「TPM (セキュリティチップ）設定」または「セキュリティ 

チップ設定」一「セキュリティチップ」を「使用しない」に設をする。 

■認証デバイスを忘れたり、紛失したり、破損したりして、 Windows にログオンできないと 
きは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるちへ） J 1 
をご覧ください。 


Q プ□グラムが動かなくなってしまった 


• 次の手順でプログラムを終了させてください。 

1. [ Ctrl ] + 【 Shift 】 + [ Esc ] キーを押します。 

r Windows タスクマネージャ」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 

3. 動かなくなったプロダラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 
プログラムが強制終了されます。 

rWindows タスクマネージャ」ウインドウの右上にある「閉じる」をクリックして、 
ウインドウを閉じます。 
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P POINT 

► プ□グラムを強制終了した場合、プ□グラムでの作業内容を保存することはできません。 

► プログラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします（一 P .253)。 


Q 省電力機能が実行されない 


• 電源オプションの設定を確認してください。 

省電力機能について、詳しくは「取り极い」（一 P .31) の「スリープ/休止が態 （Windows 
Vista の場合)」、または「スタンバイ/休止が態 （Windows XP の場合)」をご覧ください。 


Q 周辺機器の動作が不安定になった 


• なんらかの理由でドライバが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」（一 P .190) をご覧になり、ドライバを再インストールして 
ください。 


Q 「システムのプ□パティ」ウィンドウの「ハードウエア」タブ 
— •の 「デバイスマネージヤ」で、「不明なデバイス」がある 


• rindicatorUtilityj で巧用される rFUJ 02 B 1 デバイスドライバ」がインストールされていな 
い可能性があります。「デバイスマネージャ」の「システムデバイス」に 「Fujitsu FUJ 02 B 1 
DeviceDriverj が表示されているかどうかを確認してください。 

表示されていない場合は、 「 FUJ 02 B 1 デバイスドライバ」をインストールしてください。 
インストール方法は、「ドライバーズディスク1」をセットし、「「ドライバーズディスク検 
索」ツール」 P .170) の「一覧」で rIndicatorUtilityJ を選択し、表示されたフォルダ内 
の 「 FUJ 02 Bl . txt 」 をご覧ください。 

• 「富±通拡張機能ユーティリティ」で使用される 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」がインス 
トールされていない可能性があります。「デバイスマネージャ」の「システムデバイス」に 
「Fujitsu FUJ 02 E 3 DeviceDriverj が表示されているかどうかを確認してください。 

表示されていない場合は、 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」をインストールしてください。 
インストールホ法は次のとおりです。 

「ドライバーズディスク1」をセットし、「「ドライバーズディスク検索」ツール」 （^ P .170) 
の「一覧」で「富±通お張機能ユーティリティ」を選択します 。 Windows Vista の場合、表示 
されたフォルダ内の 「 Vis ね」 フォルダ^「 FUJ 02 E 3 .じり をご覧ください 。 Windows XP の場 
合、表示されたフォルダ内の 「 XP 」 フォルダ^ 「 FUJ 02 E 3. txt 」 をご覧ください。 
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Q ソフトウェアのインスト ーJ レ;が正常に行われない 


• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終了させ、ソフトウエアのインストールができるか試してくださし、。 

ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、をソフト 
ウェアのサポート窓口にお問い合わせください。 


Q 面面右下の通な領域にソフトウエアのアイコンが表示されな 

• Windows を起動した後、通知領域に表示されるはずのソフトウェアのアイコンが表示され 
ないことがあります。 

通な領域にアイコンが表示されなかったソフトウェアをお使いになる場合は、巧のいずれ 
かのモまを実行してください。 

.「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」の順にクリックし、表示されるメニューか 
らソフトウェアを選択する 

.Windows Vis はの場合、「スタート」ボタン^ の^「再起動」の順に 

クリックし、 Windows を再起動する 

.Windows XP の場合、「スタート」ボタンー「終了オプション」^「再起動」の順にクリッ 
クし、 Windows を再起動する 

P POINT ； 

► Windows を起動した後、ほ知領域にアイコンが表示されなかった場合，ソフトウェアに 
よっては超動できなかったことを通知するメッセージが表示されることがあります。 
この場合、メッセージに従って、 Windows を再桓動してください。 


八ードウエア関連のトラブル 


■ BIOS 


Q 管理者用パスワードを忘れてしまった 


• 管理者巧パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理者権限で起動することができな 
〈なり、項目の変更やパスワード解除ができなくなります。この場合は、修理が必要とな 
りますので「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 
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Q ユーザー用パスワードを忘れてしまった 


• ユーザー用パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありません。パソコンの管理者に管 
理者用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワード、ユーザー用パス 
ワードの順にパスワードを設定し直してください。 

パスワードの設定方法については、 「BIOS」 一 「巨 IOS のパスワード機能を使う」（一 P.209) 
をご覧ください。 


Q エラーメッ七ージが表示された 


• パソコン本体起動時に、画面にエラーメッセージが表示される場合があります。 

エラーメッセージの内容と意ホについては、 「BIOS」 _ 「BIOS が表示するメッセージー覧」 
(^P.216) をご覧ください。 


Q BIOS 七ットアップが起動しなくなった 


■スマートカードスロット搭載機種、またはスマートカードホルダー;る付機種で、スマート 
力ードの作成や 、 BIOS ロック用パスワードを設定せずに BIOS セットアップを次のように 
設定すると、 BIOS セットアップの起動ができな〈なります。この場合は、修理が必要とな 
りますので、ご購入元にご連絡ください。 

-「セキュリティ」メニューー「スマートカードによるロック」を「使用する」に設をする。 

■ 内蔵 LAN 


Q ネットワークに接続できない 


• ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコン 本体と の 接続、ハブと の 接続を確認してください。 

• ネットワークケーブルに関して、次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. 1000 Mbps で通信している場合、エンハンスドカテゴリ5 (カテゴリ 5E) な上のケーブルを 
使用してください。 

-100 Mbps で通信している場合、カテゴリ5な上のケーブルを使用してください。 

• 無線 LAN 設定が正しく設定されていますか？ 

無線 LAN と有線 LAN で、同じ設定にはできません。 

必要に応じて、次をご覧になり、再度設定などを確認してください。 

- E8270 

-『旧 EE 802.11 a/b/g 準拠、 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる 
方■へ』 
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-『圧 EE 802.11 a / b / g 準拠、圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる 
方■へ ( vPro ™ テクノロジーインテル® Centrino ®2 対応）』 

- S 8470、 R 8270、 U 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270 
. 『圧 EE 802.11 a / b / g 準拠、圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠内蔵無線 LAN をお使いになる 
ホへ』 

- S 8370 

. 『圧 EE 802.11 a / b / g 準拠内蔵無線 LAN をお使いになるホへ』 

• LAN ドライバは正し〈インストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」（一 P .190) をご覧になり、再インストール 
してください。 

• TCP/IP プロトコルをお使いの場合は、コマンドプロンプトで次のように入力し 、 「Reply 
from ~ J という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn . nnn . nnn . nnn 

( nnn には通信申目手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して、次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

- ACT / LNK ランプは点げしていますか？ 

• Speed ( 1 OOOMbps /100 Mbps / 1 OMbps / Auto) 、 Duplex ( F 山 1/ Half / Auto ) の設をは、パソコン 
側の設定と合っていますか？ 

• 画面ち下の通知領域に LAN の接続状況が表示されますので、確認してください。 

• スリープや休止状態 （Windows Vis ねの場合）、またはスタンバイや休止状態 （Windows XP 
の場合）にしませんでしたか？ 

LAN 機能を巧ってネットワークに接続中は、スリープや休止が態 （Windows Vis はの場合）、 
またはスタンバイや休止が態 （Windows XP の場合）にしないことをお勧めします。お巧い 
の環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があります。設をか法に 
ついては、「取りない」（一 P .31) の「スリープ/休止が:態 （Windows Vis はの場合）」、また 
は「スタンバイ/休止が態 （Windows XP の場合)」をご覧ください。 


Q ネットワークリソースに接続できない 


•各種サーバーに接続できない場合は、ネットワーク管理をに原因を確認してくピさい。一 
般的に、次の点を確認します。 

• お使いのネットワ'—クに適したコンポ ■ —ネント（クライアント/サ'—ビス/プロトコ/レ） 
をインストールしていますか？ 

.名'コンポーネントの設定は、正しいですか？ 

. ナーバーに アクセスするための ユーザーを やパスワ ー ドは正しいですか？ 

. サーバーにアクセスする権限を与えられていますか？ 

. サーバーがなんらかの a 由で停止していませんか？ 
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■ 内蔵モデム 


Q 通信ができない 


巧を巧巧 I 内蔵モデム搭載機種 

• モジュラーケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコン本体との接続、電話回線の接続を確認してください。 

• モジュラーケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

• 巧蔵モデムに関して、次の項目を確認してください。 

-モデムドライバは正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」（一 P .190) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 

•外線発信番号、回線種類（トーン、パルス）などの設定は正しいですか？ 

■ハードディスク 


Q ハードディスクが使えない 


• エラーメッセージは出ていませんか？ 

「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセ^ージー覧」（一 P .216) をご覧ください。 


Q ハードディスクからカリカリ音がする 


• 次のような場合に、ハードディスクからカリカリという音がすることがあります。 

• Windows を終了した直後 

• スリープや休止が態 （Windows Vista の場合）、またはスタンバイや休止が態 （Windows 
XP の場合）にした直後 

. パソコンの操作を一時中断した場合（ハードディスクアク七スが數砂間なかった場合） 

-中断した状態から再度パソコンを操作させた場合 

.パソコンを 操作しない場合でも、常駐しているソフトウェアなどが動作した場合（ハー 
ドディスクアクセスされた場合） 

これはハードディスクの特性です。故障ではありませんので、そのままお使いください。 


Q 頻繁にフリーズするなど動作が不安定になる 


• 次の手順でハードディスクをチェックしてくだ'さし、。 

し実行中のプロダラムをすべて終了します。 
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2. 「スタート」ボタン^「コンピュータ」 または 「マイコンピュータ」 の順に クリックし 
ます。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」タブをクリックし、「エラーチェック」の「チェックする」をクリックします。 
Windows Vista で、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「チェックディスクのオプション」内の項目をチェックし、「開始」をクリックします。 
チェック後は、内容を確認し、「閉じる」または 「 OK 」 をクリックしてすべてのウィンド 
ウを閉じます。 

修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取な説 
巧書』)。 

「チェックディスクのオプション」内の項目については、次をご覧ください。 

-「ファイルシステムエラーを自動的に修復する」をチェックして C ドライブを検査する場 

么 

「次回 コンピュータ 起動時に ハードディスクのエラーを 検査します か？」 または「次回の 
コンピュータの 再起動後に、 このディスクの 検査を実行します か？」 と表示されます。 
「ディスク 検査の スケジュール」 または 「はい」 を クリック すると、次回 Windows 起動時 
に エラーのチェックが 行われます。 

-上記な外の項目をチェックした場合 
ディスクのチェックが開始されます。 

終了すると、検査結果のメッセージが表示されます。 

• C ドライブの空き容量が充分か確認してください。 

Windows のシステム ファイルが格納されている C ドライブ の 空き容量が少ないと 、 Windows 
の動作が不を定になることがあります。 

C ドライブの空き容量が少ない場合は、空き容量を増やしてください。 

空き容量を増やすには次のような方法があります。 

-ごみ箱を空にする 

ファイルを削除しても「ごみ箱」に移動されるだけなので、ハードディスクの中にはデー 
夕が残っています。 

「ごみ箱」を空にしてください。 

-不要なファイルを削除する 

自分で作成したファイルのうち、不要になったファイルを削除します。 

ファイルのサイズや最後に更新した日付などを確認しながら削除してください。 

自分で作ったファイルな外は、削除しないことをお勧めします。内容がよくわからない 
ファイルをむやみに削除してしまうと、化のソフトウェアが影響を受け、正しく動作し 
なくなる場合があります。 

-不要なソフトウェアを削除する 
普段{吏用していないソフトウェアがある場合は削除します。 

.ディスククリーンアップをする 

インターネットからダウンロードしたプログラムファイル、テンポラリインターネット 
ファイル、削除して「ごみ箱」に移動したファイル、一時ファイル、カタログファイル 
など、たまった使用済みファイルの容量を確認し、不要なものを選択して削除できます。 
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■ デバイス 


Q 機器が使用できない 


• rportshutterj のポート設定は、有効になっていますか？ 

次の機器を搭載した機種で、次の機器が使用できない場合は、システム管理者に 
rPortshutterJ のポート設定が有効になっているか確認してください。 

情報漏えいや不正プロダラムの導入を防ぐために、 「 Portshutter 」 を使用して接続ポートを 
無効に設定している場合があります。 

- USB 
- IEEE 1394 
- CD/DVD 

•フロッピ^ーデイスク 

• PC カード 

• ExpressCard 

• CF (コンパクトフラッシュ）カード 

• SD メモリーカード 

• メモリースティック 
-シリアル 

• パラレル 

-ホ外線通信 

■ CD / DVD 


Q ディスクからデータの読み出しができない 


• ディスクが正し〈セツトされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しく七ツトしてください。 

• ディスクが巧れていたり、水滴が付いたりしていませんか？ 

巧れたり水滴が付いたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かっておいた後、 
乾いたホでおき取ってください。 

• ディスクが傷付いていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交換してください。 

• 規格外のディスクを使用していませんか？ 

規格にあったディスクをお使いください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

もう一度しっかり装着し直してください。 
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Q ディスクが取り出せない 


• パソコン本体は動作状態になっていますか？ 

本パソコンの内蔵ドライブは電子ロックのため、パソコン本体が動作状態の場合のみディ 
スクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、 「コンピュータ」 ウィンドウまたは 「マイ 
コンピュータ」 ウィンドウのディスク アイコン をちクリックし、「取り出し」をクリックし 
てください。それでも出ない場合は、内蔵ドラィブュニット前面のディスク取り出しボタ 
ン横にある穴を、曲がりにくい針金（大きなクリップを伸ばしたものなど）でつついてく 
ださい。 


Q WinDVD が起動しない 


• 巿販されているウイルス巧策ソフトを起動していませんか？ 

ボ販されているウイルス巧策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。ウ 
イルス巧策ソフトを終了してから、 「 WinDVD 」 を起動してください。なお、本パソコンに 
添付の 「Norton Antivirus は問題ありません。 

• 自動検索機能付きのウイルス対策ソフト（巿販）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付きのウイルス巧策ソフトをインストールしていると、 「 WinDVD 」 を起動す 
ることはできません。 

ウイルス対策ソフトをアンインストールしてから 「 WinDVDJ を起動してください。なお、 
本パソコンに添付の 「Norton Antivirus J は問題ありません。 


Q DVD が再生されない、 DVD の再生が円滑に行われない 


• 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

一度アンインストールしてから管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンし直し、再イ 
ンストールしてください。 

インストールホ法およびアンインストールホ法については、「ソフトウエア」一 「 WinDVD 」 
(一 P .18 力をご覧ください。 

• Wave 音源の再生、または AVI ファイルなどの映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源、または AVI ファイルなどの映像と同時再生はできません。 

• 電源オプションを確認し、ハードディスクの電源が切れないように設定してください。 

ただし、この設をでは電力の消費量が多くなりますので、ご注意ください。 

• Windows Vista の場合 

「取りない」（一 P .31) の「スリープ/休止が態の設をを変更する」をご覧になり、「プラ 
ン設をの編集」ウィンドウを表示します。 

「詳細な電源設定のを更」をクリックし、「電源オプション」ウィンドウを表示します。 
「詳細設を」タブのレ、ードディスク」で「次の時間が経過後ハードディスクの電源を切 
る」を「なし」にしてください。 
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Windows XP の攝合 

「取りキ及い」（一 P .31) の「スタンバイ/休止が態の設定を変更する」をご覧になり、「電 
源オプション」ウインドウを表示します。 

「電源設定」タブで、変更したい電源設定のレ、ードディスクの電源を切る」を「なし」 
にしてください。 


Q 外部デジタルディスプレイに再生面面が表示されない 


巧ホ巧巧」 R 8270、 T 8270 


• HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) 規格に対応していないデジタルデイス 
プレイを使用していませんか？ 

HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) 規格に対■応していないデイスプレイには、 
著作権保護のされた映像をデジタル出力できません。 HDCP 規格 （ High-bandw 地 h Digi ね1 
Content Protection ) にか応しているデジタルデイスプレイをお使いください。またはアナロ 
グデ イス プレイをお巧いください。 

また、 DVD の再生には HDCP にが応した 「 WinDVD 」 をお使いください。なお、別売また 
は カスタム メイドで選択した DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ （ユニット）、スーパーマルチ 
ドライブ （ユニット） に添付の 「 WinDVDJ は HDCP に対応しています。 


Q DVD の再生音が小さい 


• パソコン本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクに よっては音の レベルが 小さく録音されているものがあります。 Windows の 
「音量の調整」または 「ボリュームコントロール」 の設をを調節してください。 


Q ディスクへの書き込み速度が遅い 


• ウイルス対策ソフトなどを常駐させていませんか？ 

ウイルス巧策ソフトなどを常 I 主し、ファイルアクセスの監視をしている状態でディスクに 
書き込むと、書き込み速まが低下する場合があります。 


Q DVD-RAM ディスクにデータが書き込めない 


巧ホ巧理 1 Windows XP の場合 

• DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、次の手順で設定してください。 

し「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「 DVD-RAM ドライブ」を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 
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4.「0 K 」 をクリックします。 

■ フ□ッピーディスク 


Q フ□ッピーディスクが使えない 


• ディスクは正しくセットされていますか？ 

ディスクのシャッタのある側から、カシャッと音がするまでしっかりと差し込んでくださ 

い。 

• ディスクはフォーマットしてありますか？ 

ディスクをフォーマットしてください。 

• BIOS セットアップの項目を正しく設定していますか？ 

BIOS 七ットアップの設をについては 、 「BIOSJ _「メニュー詳細」 P .198) をご覧ください。 
• ディスクが書き込み禁止になっていませんか？ 

ディスクの書き込み禁止タブを、書き込み可能な位置にしてください。 

• 別のディスクは使用できますか？ 

別のディスクが使用できる場合、使用できないディスクは壊れている可能性があります。 

• フロッピーディスクドライブのへッドが巧れていませんか？ 

クリーニング フロッピー ディスクでヘッドの巧れを落としてください。詳しくは、「お手入 
れ」 （^ P .223) をご覧ください。 

■ PC 力ード 


Q PC 力ードが使えない 


• PC 力ードスロツトに正しくセツトされていますか？ 

PC カードが正しく七ツトされているか確認してください。 

• PC 力ードのドライバはインストールされていますか？ 

Windows にあらかじめ登録されていない PC カードの場合は、 PC カードに添付されている 
ドライバ（を 0 S にが応したもの）をインストールする必要があります。 PC カードに添付 
されているマニュアルをご覧ください。 

■ ExpressCard 


0 ExpressCard が使えない 


が ホ株租 I ExpressCard スロット搭載機種 

• ExpressCard スロットに正しくセットされています力、？ 

ExpressCard が正しくセットされているか確認してください。 
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• ExpressCard のドライバはインス I ルされていますか？ 

Windows にあらかじめ登録されていない ExpressCard の場合は、 ExpressCard に添付されて 
いるドライノく（各 OS に対応したもの）をインストールする必要があります 。 ExpressCard 
に添付されているマニュアルをご覧ください。 

■ スマー ト カー ド 


Q スマートカードが使えない 


巧を巧巧」スマートカードスロット搭載機種、スマートカードホルダー添付機種 

• スマー ト カー ドが スマー ト カー ドスロットに正しくセットされていますか？ 

スマートカー ドは、専用の スマートカードスロット または スマートカードホルダーに七ッ 
卜してお{吏いください。 


Q エラーメッ七ージが表示された 

巧ホ巧活 1 スマートカードスロット搭載機種、スマートカードホルダー添付機種 

■スマートカード使用時にエラーメッセージが表示されわ場合は、 「 BIOS 」 （一 P .191) をご 
覧ください。 

■ バツテリ 


Q 状態表示 LCD のバッテリ残量ま示の点滅が止まらない 

がを巧 巧」 状態表示 LCD 搭載 


■バッテリは正しく取り付けられていますか？ 

バッテリが正しく取り付けられているか確認してください。正しい場合は、バッテリがお 
常です。新しいバッテリと交換してください。バッテリパックの交換については、「取りな 
い」一 「内蔵バッテリパックを交換する」（一 P .55) をご覧ください。 

• LOW バッテリ状態ではありませんか？ 

AC アダプタを取り付けてバッテリを充電してください。 
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Q 状態表示 LED のバッテリ残量ランプが赤色に短い間隔で点滅 
— している 


巧を株巧 J 状態表示 LED 搭載 


■バッテリは正しく取り付けられていますか？ 

バッテリが正しくホ電できないことを示します。パソコン本体の電源を切ってからバッテ 
リの取り付けをやり直してください。それでもホ色に点滅している場合はバッテリが異常 
です。新しいバッテリと交換してください。バッテリパックの交換については、「取り扱い」 
-「内蔵バッテリパックを交換する J (一 P .55) をご覧ください。 


Q 状態表示 LED のバツテリ充電ランプがオレンジ色 （T8270 で 
— ^ は青色）に点滅している 

がを巧巧 I 状態表示 LED 搭載 

• バッテリ運用直後ではありませんか？ 

バッテリ運用直後の充電などでは、バッテリの温度が上昇しているため、保護機能が働い 
てバッテリホ電ランプがオレンジ点滅 （ T 8270 では青色点滅）することがあります。しば 
らくして、バッテリの温まが低下し、正常な温まに戻ると、そのときのバッテリ残量を表 
示します。 


Q バッテリが充電されない 


• AC アダプタは接続されていますか？ 

AC アダプタを接続している場合は、 コンセント および パソコン 本体に正しく接続されてい 
るか確認してください。 

• バッテリが熱くなっていませんか？ 

が態表示 LCD のバッテリホ電表示（状態表示 LCD 搭載の場合）が点滅、または状態表示 LED 
のバッテリホ電ランプ（が態表示 LED 搭載の場合）がオレンジ点滅 （ T 8270 では青色点滅） 
します。 

周囲の温度が高いときや使用中にバッテリの温まが上昇すると、バッテリの保護機能が働 
いて、ホ電を中止することがあります。 

• パソコン本体が冷えていませんか？ 

が態表示 LCD のバッテリ充電表示（が態表示 LCD 搭載の場合）が点滅、または状態表示 LED 
のバッテリホ電ランプ（が態表示 LED 搭載の場合）がオレンジ点滅 （ T 8270 では青色点滅） 
します。 

バッテリの温度が5でな下になっていると、バッテリの保護機能が働いて、お電を中止す 
ることがあります。 
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• 充電を途中で中断させていませんか？ 

ホ電を始めてから、バッテリのホ電が完了するまでの間に本パソコンを使用したり、 AC ア 
ダプタを取り外したりすると、バッテリの特性によりホ電が不完全に終わることがありま 
す。この場合は、本パソコンをしばらくの間バッテリで稼働させ、バッテリ残量が89%な 
下になつてからホ電してください。また、いったんホ電を開始したら、バッテリのあ電が 
完了するまで AC アダプタを接続したままホ電を終わらせてください。 

■ディスプレイ 


Q 面面に何も表示されない 


• 「起動■終了時のトラブル」（一 P .244) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」 
をご覧ください。 

• ポートリプリケータ （ R 8270、 T 8270 の場合）の外部ディスプレイコネクタ（デジタル）に 
外部ディスプレイを接続し、著作権保護な術がかかった映像を再生していませんか？ 

外部ディスプレイコネクタ（デジタル）に外部ディスプレイを接続し、著作権保護された 
映像を再生する場合は、 HDCP 規格 ( High-bandwidth Digital Content Protection ) に畑芯した 
ディスプレイをお{吏いください。 

また、 DVD の再生には HDCP にが応した 「WinDVDJ をお使いください。なお、別売また 
は カスタム メイドで選択した DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ （ュニット）、スーパーマルチ 
ドライブ （ュニット） に添付の 「 WinDVD 」 は HDCP に対応しています。 

■セキュリティボタン搭載機種で、ワンタッチボタンのワンタッチ「プレゼン」ボタンを押 
しても、画面が切り替わらず、何も表示されな〈なった場合は、もう一度ワンタッチ「プ 
レゼン」ボタンを押してください。 


Q ディスプレイの表示が見にくい 


• ディスプレイは見やすい角度になっていますか？ 

ディスプレイの角まを調節してください。 

• 明るさなどを調節しましたか？ 

「取りない」一「液晶ディスプレイの明るさをを更する」（一 P .65) をご覧になり、明るさ 
を調節してください。 


Q 液晶ディスプレイが閉まらない 


• 間に物がはさまっていません力、？ 

無理に閉めようとすると液晶ディスプレイに傷を付けることがあります。物がはさまって 
いないか確認してください。また、クリップなどの金属製品がキーのすき間などに入ると、 
故障の原因になります。 
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Q 表示が乱れる 


• Windows の画面が正常に表示されない場合は、次のように操作してください。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .190) をご覧になり、ディスプレイドライバを再イン 
ストールしてください。 

Windows が起動しないときは、セーフモードで起動してからインストールしてください（一 
P '237)。 

■ソフトウエアを使用中に、アイコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合は、巧 
の手順でウィンドウを再表示してください。 

しウィンドウのち上にある「最小化」をクリックし、ソフトウェアを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたソフトウェアのボタンをクリックします。 

P POINT 

► 次のような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を使用した一部のソフトウエア使用時 


■近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください。 

• 外部ディスプレイに出力していますか？ 

外部ディスプレイによっては、巧応している解像度や走査周波数が異なるため、正常に表 
示されないことがあります。その場合は、外部ディスプレイのマニュアルで外部ディスプ 
レイが巧応しているリフレッシュレートを確認し、設定をを更してください（一 P .86)。 

■ サウンド 


Q スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる 


• 巧蔵スピーカーに関して、次の項目を確認してくださぃ。 

. スピーカーの 出力は ON になってぃますか？ 

E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270、 A 6270 では、 【 Fn 】 + [ F 3] 
キーを押して、スピーカーの出力を確認してくださぃ。 

U 8270 では本体側面のを量ボリュームを押して、ミュートになってぃなぃかを確認して 
くださぃ。 

. 音量は正しく調節されてぃますか？ 

E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 R 8270、 T 8270、 T 8170、 P 8270、 A 6270 では、 【 Fn 】 + [ F 8] 
キー、または [ Fn ] + [ F 9] キーを押して、適正な音量にしてくださぃ。 

U 8270 では、本体側面の音量ボリュームで音量を調節してくださぃ。 

• 音量を設まするウィンドウで、ミュートや音量などを確認してくださぃ。 

詳しくは、「取りなぃ J い P .31) の「音量 （Windows Vista の場合）」、または「音量 (Windows 
XP の場合)」をご覧くださぃ。 

• 音が割れる場合は、音量をかさくしてくださぃ。 
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• サウンドドライバが正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ J (一 P .190) をご覧になり、再インストール 
してください。 


Q マイクからうまく録音ができない 


• 音量は調節されていますか？ 

音量を設定するウィンドウで録音の項目を有効にし、音量を調節してください。詳しくは、 
「取り极い」卜 P .31) の「音量 （Windows Vista の場合)」、または「音量 （Windows XP の 
場合)」をご覧ください。 

■ キー ボード 


Q 押したキーと違う文字が入力される 


• に apsLock 】 キーや [Num Lk ] キ ー 、 Windows に搭載されているスクリーンキーボードな 
ど画面上で使用するソフトウェアキーボードのに aps 】 キー、パソコンに接続した USB 
キーボードの 【Caps Lock 】 キーや 【Num Lock 】 キーなどがち効になっていませんか？ 

が態表示 LCD (状態表示 LCD 搭載の場合）の Num Lock 表示や Caps Lock 表示、または状態 
表示 LED (が態表示 LED 搭載の場合）の Num Lock ランプや Caps Lock ランプが点げしてい 
ないか確認してください。 

• 「コントロールパネル」の「キーボード」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 

し 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

2. レ、ードウェアとサウンド」または「プリンタとその化のハードウェア」をクリックし 
ます。 

3. 「キーボード」をクリックします。 

「キ' —ボ'—ドのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウェア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設定されているか 
確認します。 

5. 「OKI をクリックして、すべてのウインドウを閉じます。 
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Q キーボード上に水や液体をこぼしてしまった 


• キーボード上に水などの液体がこぼれてしまった場合は、すぐにパソコン本体の電源を切 
y 、 AC アダプタの電源プラグをコンセントからキ友いてくだ'さい。 

また、キーボード上の液体は、パソコンを水平にしたまま、乾いた柔らかい布などで拭き 
取ってくだ'さい。 

液体を«き取った後、バッテリパックをかしてください。 

その後必ず、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」に点検を依賴してくださ 
い。 

■ マウス/ポインテイングデバイス/ペン 


Q マウスポインタが動かない 


• マウスは正しく接続されていますか？ 

• ボールやローラーなどにゴミカ《付いていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB 小 
型マウス（レーザー式）お外の場合） 

マウス内部をタリーニングしてください。 

• オプティカルセンサー部分が巧れていませんか？ （ USB マウス（光学式）および USB 小型 
マウス（レーザー式）の場合） 

オプティカル七ンサー部分をクリーニンダしてください。 


Q マウスポインタが正しく動作しない 


がホ株活 I USB マウス （光学式）、 USB 小型 マウス （レーザー式) 

• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反がしやすいもの 
• 光沢のあるもの 

•濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 


Q ペンが使えない 


• ペンの先を画面に押しつける力が不充分な場合、正しく操作が認識されないことがありま 
す。添付のペンを用いて、確実に画面を押して操作をしてください。 
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Q タッチパネルまたはタブレットのポインタ位置がずれる 

巧ホ巧 巧」 タッチパネル 搭載機種、 タブレットモードになる 機種 
• タッチパネルまたはタブレットを調整してくピさい『取扱説明書』）。 


Q タッチパネルが使えない 


がを機巧 I タッチパネル 搭載機種 

• BIOS の「詳細」メニューにある「各種設定」の「タッチパネル設定」が次の設定になって 
いることを確認してください。 

• Windows Vista の場合：「タブレットモ ' —ド」 

• Windows XP の場合：「タッチパネルモ'—ド」 

通常は、リカバリする前にこの項目を'変更する必要があります『取な説明書』)。 


Q マウス/ポインテイングデバイス/ペンが使えないため、 
~ Windows を終了できない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください（一 P .247)。 

■ USB 


Q USB デバイスが使えない 


• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスが USB ハブを経由して接続されていませんか？ 

USB ハブを経由すると問題が発生する場合があります。 USB デバイスを本体の USB コネ 
クタに直接接続してみてください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が動かなくなります。 

パソコンを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に動作 
しなレ、場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 
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Q USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認すると 
— ^ ェクスクラメーシヨンマーク （!） が表示される 


• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

• 外部から電源を取らない USB デバイスの場合、ミ肖費電力に問題はありませんか？ 

次の手順で USB コネクタの電力使用が況を確認してください。 

• Windows Vista の場合 

し管®者権限を持ったューザーとしてログオンします。 

2. 「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

3. レ、 ー ドウエアとサウンド」^「デバイス マネージャ」 の順にクリックします。 
「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

4. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

5. 「ユニバーサルシリアルバスコントローラ」をダブルクリックし、 「 USB ルートハブ」 
をダブルクリックします。 

「 USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

氏「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用が況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

7.「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパ 
ティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「USB (Universal Serial Bus ) コントローラ」をダブルクリックし、 「 USB ルートハブ」 
をダブルクリックします。 

「 USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用状況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

5. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 
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■ IEEE 1394 

[Q| IEEE1394 デバイスが使えない 

巧を巧租 I IEEE 1394 ( DV) 端子搭載機種 


• 長すぎるケーブルを使用していませんか？ 

長さ 4.7 メー トルな内のケーブルをお使いください。 

• IEEE 1394 デバイスが表示されていますか？ 

圧 EE 1394 デバイス接続後、圧 EE 1394 デバイスがデバイスマネージャに一ま表示され、す 
ぐに表示されなくなることがあります。 

この場合、圧 EE 1394 デバイス側の電源の管 a 機能がコンピュータに誤つて認識されている 
可能性があります。圧 EE 1394 デバイス側の電源設定を'変更してください。 

• IEEE 1394 デバイスに不具合はありませんか？ 

圧邸1394デバイスに不具合がある場合、 Windows が動かなくなります。 

パソコンを再起動して、 IEEE 1394 デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に 
動作しない場合は、圧 EE 1394 デバイスのご購入元にご連絡ください。 


Q IEEE1394 デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認 
するとエクスクラメーシヨンマーク （!） が表示される 

巧を巧巧 I IEEE 1394 ( DV) 端子搭載機種 

• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

■ プリンタ 


Q プリンタを使用できない 


• 次の点を確認してください。 

.プリンタケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

.プリンタの電源は入っていますか？ 

•プリンタドライバは正しくインストールされていますか？ 

プリンタのマニュアルをご覧になり、再インストールしてください。 

. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク管巧者の指示に従って設定を行いましたか？ 
. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか？（一 P .251) 
















製品ガイド 


■ パソコ ン本体のお手入れ 


Q 「パソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている可能性があ 
— ^ ります。」というメツ七ージがま示された 

がを巧活 」 Windows Vis ね搭載の、 E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 T 8270、 A 6270 

• パソコンの空冷用通風路にほこりが詰まっている場合に表示されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、パソコンをお手入れしてくださ 
い。お手入れホ法については、「お手入れ」 （^ P .223) の「空を用通風路のお手入れ」をご 
覧ください。 


Q 「パソコンの空冷用フアンが正しく動作していません。」という 
メッ七ージが表示された 

巧ホ巧话 I Windows Vis ね搭載の、 E 8270、 A 8270、 S 8470、 S 8370、 T 8270、 A 6270 

• パソコン本体内部の温度が高くなっているにもかかわらず、ファンの回転数が化下してい 
る場合に表71^されます。 

「今すぐシャットダウン」をクリックして電源を切った後、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問合せ窓口」にお問い合わせください。 

■ その化 


Q 使用中の製品に関する最新情報を巧りたい 


♦製品出荷後に判明した問題などの最新情報は、弊社の富±通製品情報ページ ( http :// 
www . fmworld . net / biz / frnv / index _ support . htrnl ) で公開しています。必要に応にてご覧くださ 
い。 
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3それでも解みできないときは 


お問い合わせ先 


■ 鲜社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取极説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付され ている、 次の ソフト ウェアの内容に ついては、 を連絡先にお問い合わせ 
ください。 

なお、記載の情報は、2008年9月現在のものです。電話番号などが変更されている場合は、『取 
扱説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせく 
ださい。 

• Norton AntiVirus 

株式会社シマンテック 

シマンテック•テクニカル.サポートセンター 
-本 セ ン ター は技術的なお 問レ 、合わせ用の窓口です。 

•ご利用期間は更新期間 （90 日間）となります。 

(更新サービス延長のお申し込みをいただくと、引き続き本サポートをご利用いただけま 
す。） 

詳しくは、製品別サポートページ http :// symss . jp を参照の上、お問い合わせください。 
更新 サービス 延長のお申し込みは、サポート七ンターとは異なるお問い合わせ先になり 
ます。 

シマンテツク•ストア 
URL : http :// www . symantecstore . jp / users.asp 
参 Adobe Reader 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ューザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

• ソフトウェア（カスタムメイド） 

各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 







Memo 



第 9 章 


仕様一費/}まが情報 

仕様やコネクタピン配置などを記載していま 
す。 


1本体仕様... 
2その他の仕な 


272 

280 
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本体仕様 


S8470 


製品名称 

FMV-S8470 

CPU 注 1 

インテル® CoreT、i2 Duo プロセッサー P 8400 

2.26GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 3MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM45 Express チップセット 

システムバスクロック 

1066MHz 

メインメモリ 

標準 1GB (1GB X 1) 圧2 (PC3-8500 DDR3 SDRAM DIMM) 

ECC なし最大 4GB 注3 

^モリスロット 

X 2 (空きスロットX 1) 注4 

表 

示 

機 

能 

グラフィックアク七ラレ—夕 

チップ七ットに内蔵 

ビデオ^モリ 

Windows Vista 

最大 255MB (メイン^^モリと共用）注5 

Windows XP 

最大 512MB (^^インメモリと共用}注6 

液晶ディスプレイ注 7 

FL バックライト付 13.3 型ワイド TFT カラー1280 X 800ドット注8 

解像度/発色数^ 9 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 800ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1920 X1200ドット/最大1677万色 
液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示： 1024 X 768 ドット/1677万色 

フロッピーディスクドライブ注 10 

FDD ユニット （USB) 添付 （3.5 インチXし3モード对応）注 " 

ハ—ドディスクドライブ注に 

80GB を 13 (Serial ATA/150、5400rpm) 

CD/DVD ドライブを14 

CD/DVD ドライブユニット注け 

ホ 

1 

斗 

ホ 

機 

能 

ホーデイオコントローラ 

チップ七ット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数、最大 192kHz、 24ビット（再生時）注 I 6 、 
サンプリング周波数、最大96はわ、16ビット（録音時）注 10 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

日本語キ ■ —ボ ■ —ド 

(キーピッチ約 19mm、 キーストローク約 3mm、 86キ ー 、 JIS 配列準拠） 

ポインティングデバイス注 1? 

フラットポイント、スクロールボタン注け 

通 

信 

機 

能 

モデム注 W 

データ：最大 56kbps (V.92 準拠}注 I 9 / fax :最大 14.4kbps 

LAN 

1 000BASE-T / 1 00BASE-TX / 1 0BASE-T 準拠、 Wakeup on LAN 巧■応注ご〇 

無線 LAN 注 W 

規格 

IEEE 802.1 la 準拠、 IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠、 

(SGHz 帯チヤンネル： W 52 /W 53 /W 56 ) (Wi-Fi® 準拠）注 2 ■ 

内蔵アンテナ 

ダイバーシティホ式注 22 

七 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

七キユリティボタン注の 

数字ボタンX 4 + Enter ボタン 

指紋センサーを M 

スライドホ式 

FeliCa ポート注^ 

あり 

スマ—卜力—ド注14 

スマートカード+ PC 力ード型スマートカードホルダー 

七キュリテイチップ 

TCGVerl.2 準拠注 24 

盗難防止用ロック取り付け穴 

あり 
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製品名称 

FMV - S 8470 



PC カード 

PC Card Standard 準拠 Type I/II X 1 スロット （Card Bus 対応) 



外部ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15 ピン X 1 



USB 注25 

USB 2.0 準拠 X 3 (右側面） 



モゴ厶注14注26 

RJ -11 X 1 


本 

体 

LAN 

RJ -45 X 1 

斗 

ン 

ホーディホ 

マイク■ラインイン兼用注27 : 4 3.5 mm ステレオ-ミニジャック 
(入力：100 mV な下、入カインピーダンス （ AC ) IkQ な上 ( DC ) 2 k Q な上）、 

へッドホン-ラインアウト兼用注28 :ホ 3.5 mm ステレオ-ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス32[り 

夕 


ポートリプリケータ 

XI (専用コネタタ） 

1 

フ 


状態表示 

LED 

エ 


モノくイルマルチベイ 

XI (専用コネタタ） 

1 

ス 

ポ 

外部ディスプレイ 

アナログ 民 GB ミニ D - SUB 15ピン X 1 


卜 

シリアル注29 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換} 


V 

プ 

パラレル注 3 0 

セントロニクス準拠 ECP / EPP 巧応 D - SUB 25 ピン X 1 


V 

ケ 

1 

キ ーボー ド/マウス 

PS /2 準拠ミニ -DIN 6ピン X 1 


USB 注25 

USB 2.0 準拠 X 4 


夕 

注 

10 

LAN 

RJ -45 X 1 

電源供 
給方式 

AC アダプタ注 3 1 

入力 AC 100 〜 240 V 、 出力 DC 19 V (4.22 A ) 

バッテリ 

内蔵バッテリパック（標準）：リチウムイオン 10.8 V / 5200 mAh 
増設巧内蔵バッテリユニット（別尉：リチウムイオン 10.8 V / 2500 mAh 

バッテリ稼働時間 
注 32 

ル mdows Vista 

約 6.5 時間（標準）/約 9.5 時間（標準+増設） 

(JEITA 測定法 1.0) 

注 33 注 34 

Windows XP 

約 7.1 時間（標準）/約 10.5 時間（標準+増設） 

バッテリ充電時間を 35 

約 5.0 時間（標準）/約 7.0 時間（標準+増設） 

消費電力注 36 

約 20 W /約 87 W 

電波障害が策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づくエネルギー消費 
サカ率注 37 注 38 

1 区分 0.00019 ( AAA ) 

外形寸法 

(突起部含まず） 

W 314.0 X D 234.0 X H 26.4 〜 34.9mm を ％ 

質量 

約1.8化呂（モバイルマルチベイ用カバー搭載時）を 4 0 

温湿度条件 

温度5〜35で/湿度 如〜 80 %RH (動作時）、 

温度一10 〜 60で/湿度2 日〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール OS 注 4 1 

Windows Vista Business 正規版注 42 (DirectX 10对応）、 

Windows XP Professional 正規版注 43 (DirectX 9.0 c が応） 

サポート OS 

Windows Vista Business 正規版注 "^、 Windows XP Professional を45 


本パソコンの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 
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をについて 

を1:■ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については 、 「CPUJ (一 P .283) をご覧ください。 

を2 :カスタムメイドの選択によっては、 2 GB または 4 GB の場合もあります。 

を3 : ■メモリ容量を 4 GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載;ちみのメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 

RAM モジュール -2 GB ) を2枚取り付ける必要があります。 

例） 1 GB メモリを1枚搭載している場合や、 1 GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4 GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3 GB になります。 

ただし、装置構成によってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2 GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使巧できません。 

ま4 :カスタムメイドの選択によっては、空きスロットがない場合もあります。 

ま5 : Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容量 
までを化します。最大容量は、メインメモリの容量によって次のように変わります。 

-メインメモリ 1 GB の場合：最大 255 MB 
-メインメモリ 2 GB の場合：最大 767 MB 
-メインメモリ 3 GB が上の場合：最大 1279 MB 

を6 : Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容量 
までを化します。最大容量は、メインメモリの容量によって次のようにをわります。 

-メインメモリ 1 GB の場合：最大 512 MB 
-メインメモリ 2 GB お上の場合：最大1024 MB 

ま7 : la 下は液晶ディスプレイの特性です。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承〈ださい。 

-液晶ディスプレイはホ常に精度の高い巧術で作られておりますが、画面の一部に点なしないドットや、常時点なする 
ドットが存在する場合があります（有劾ドット数の割合は99.99%が上です。有劾ドット数の割合とは「対応するディ 
スプレイの表示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合 J を示しています）。 

-本パソコンで使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、を製品で色合いが異なる場合があります。 

また、温度変化などで多少の色むらが発生する場合があります。 

■長時間同じ表示を結けると残像となることがあります。残像は、しばら〈すると消えます。この現象を防ぐためには、 
を電力機能を使巧してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使巧をお割めします。省'電力機能などを利 
巧して、自動的にディスプレイの電源を切る設定は、「電源オプション J ウィンドウ左の「ディスプレイの電源を切る 
時間の設定 J (Windows Vis ね）、「電源オプションのプロパティ J ウィンドウ （Windows XP ) から巧えます。また、ス 
クリーンセーバーの設定については、 Windows のヘルプをご覧〈ださい。 

-表示する条件によってはムラおよび微少な巧点が目立つことがあります。 

ま8 :カスタムメイドの選択によっては、 「 LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD 1280 X 800ドット J の場合もあります。 
ま9 : ■ グラフィックアクセラレータが出力する最大発色数は1677万色ですが、液晶ディスプレイではディザリング機能によっ 
て、擬似的に表示されます。 

-外部ディスプレイに出力する場合は、お使いの外部ディスプレイがこの解像度をサポートしている必要があります。 

ま10 :カスタムメイドの選択によって添付されています。 

ま11: ■ フロッピーディスクは、フォーマットした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 
ない場合があります。対応メディアは、 2 HD (1.44 MB 、1.2 MB ) と 2 DD (720 KB ) です。 

- 1.44 MB お外のフォーマットはできません。 

ま 12 :容量は、 1 GB =1000 3 byte 換算値です。 

ま13:カスタムメイドの選択によっては、 120 GB 、 160 GB または暗号化機能付 HDD 80 GB の場合もあります。 

ま14 :カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

ま15 : ■ カスタムメイドで CD / DVD ドライブ ユニッ トを選択されなかった場合は、パソコン本体にモバイルマルチベイ巧カバー 
が取り付けられて います。 

- CD / DVD ドライブの仕巧は、 「 CD / DVD ドライブ仕様 J (一 P .287) をご覧ください。 

ま16:使巧できるサンブリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま17:カスタムメイドの選択によっては、 USB マウス、 USB マウス（光学式）まらは USB 小型マウス（レーザー式）のいずれ 
かが添付されていることがあります。 

ま18 :カスタムメイドで指紋センサーを選択している場合はスク ロール ボタンは搭載されていません。 

ま19 : 56000 bps は V .92 の理論上の最高速度であり、実際の通信速度は回線の状況によりを化します。 V .92 の33600 bps を超え 
る通信速度は受信時のみで、送信時は33600 bps が最高速度となります。また、日本国内の一般公衆回線、あるいは構内 
交換機経由での通信においては同規格での通信が巧えない場合があります。 

ま20 : ■ 1000 Mbps は1000 BASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境によりを化 
します。 

-1000 Mbps の通信を行うとめには、1000 BASE - T に対応したハブが必要となります。まと、 LAN ケーブルには、1000 BASE - 
T に対応した エンハンス ドカテゴリ5 (カテゴリ 5 E ) la 上の LAN ケーブルを使巧して〈ださい。 

-1000 Mbps のネットワーク速度しかサポートしていないハブでは 、 Wakeup on LAN 機能はご使用になれません。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使巧できません。使用する場合は、 BIOS セットアッブで設定を変更して〈だ 
さし、。 

を21: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN のネ目互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ® J の相互 f 妾続性テストに合格していることを 
示しています。 

を22: IEEE 802.1 1 n ドラフト 2.0 準拠を使巧したときは、 MIMO 方式にもなります。 

を23 : OS の動作中はソフトウェア起動巧のワンタッチボタンとして使用できます。 

ま24:ご購入時のセキュリティチッブの状態は、無効になっています。 
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ま25: ■すべての USB 対応周辺機器に ついて、 動作保証するものではありません。 

-外部から電源を巧らない USB 機器を接精するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500 mA です。 

詳しくは USB 機器のマニュアルをご覧〈ださい。 

ま26:本パソコンは、電気通信事業法による巧術基準適合認定を取得しています。 

回線認定番号： A 05-0413001 

ま27:ご購入時は「マイク J に設定されています。 OS 上で設定を変更することにより、ラインイン端子として使巧することも 
できます。ラインイン端子として使用する場合には、次の仕様となります。 

(入力： 1 Via 下、入カインピーダンス 10 kQ 上） 

ま28:ご購入時は「ヘッドホン J に設定されています。 OS 上で設定を変ますることにより、ラインアウト端子として使巧する 
こともできます。ラインアウト端子として使巧する場合には、次の仕巧となります。 

(出力： 1 Via 上、負荷インピーダンス 10 kQ が上） 

ま29 :すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

ま30 :すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

ミ主31:矩形放が出力される機器 (UPS (お停電電源装置や車載用 DC / AC 電源など)）に接続されると故障する場合があります。 
ミ主32: BIOS セットアップの「詳細メニュ ー J - 「を種設定 J — 「ハードウエア省電力機能 J を「使用する J に設定した場合の 
バッテリ稼働時間です。なお、「使用する J に設定した場合、バッテリでお使いになると、かすかに「ジー J という音が 
することがあります。これは省電力機能による音で、故障ではありません。 

ミ主33 :社団法人電モ情報技術産業協会の 「 JEITA バッテリ動作時間測定法 （ Ver 1.0 )J ( http :// it . jeita . or . jp / mobile / index . html ) 〇 
なお、本体のみ、省電力制御あり、満充電の場合。ただし、実際の稼働時間は使用条件により異なります。 

を34 ;カスタムメイドで LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD を選択した場合のバッテリ稼動時間は、次のとおりです。 


Windows Vista 

約 7.0 時間（標準）/約 10.5 時間（標準+増設） 

Windows XP 

約 7.7 時間（標準）/約 11.5 時間（標準+増設） 


ま35: ■ 電源 OFF 時および省電力状態時。装置の動作状況により充電時間が長くなることがあります。 

-バッテリーユーティリティで「80%充電モード J に設定した場合の充電時間は異なります。 

ま36: ■動作時の最小消費電力 （ Windows 起動直後の消費電力）/最大消費電力です。 

また AC アダプタ運用時の消費電力です。 

-電源 OFF 時の消費電力は約 1 Wia 下（満充電時）です。 

なお、電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、 AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

ミ主37 :エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ま38 : ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ 内のアルファべ ッ トは 「 A は1000/〇 お 上2000/〇未満、 AA は2000 / oia 上5000/〇未満、 AAA は5000/〇お上 J の省エネ 
ルギー基華達成率であることを示します。 

ま39 ;カスタムメイドで LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD を選巧した場合は rW316.0 X D 235.0 x H24.3-34.0mmJ 
になります。 

ミ主40 :カスタムメイドで無線 LAN 丄 ED バックライト付14.1型軽量薄型 LCD または LED バックライト付 14.1 型お量薄型 LCD 
と無線 LAN を同時に選択した場合の賈量は、次のとおりです。 


無線 LAN 

約 1.87 kg 

LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD 

約 1.65 kg 

LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD +無線 LAN 

約 1.66 kg 


ま41: ■ 日本語32ビット版。 

-カスタムメイドの選がによって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

ミ主42 :出荷時に Windows Vista ® Service Pack 1が適用されています。 

ミ主43 :出荷時に Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

ま44 : Windows Vista ® Service Pack 1が適用されている必要があります。 

ミ主45 : Microsoft ® Windows ® XP Service Pac にセキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 
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S8370 


製品名称 

FMV-S8370 

CPU 注1 

インテ/レ® CoreTM] Duo プロセッサー 

T 8100 

インテル® Celeron® プロセッサー 

550 

2.10GHz 

2.00GHz 

キヤッシュメモリ 

2次： 3MB (CPU 内蔵） 

2次： 1MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM965 Express 
チップ七ット 

モバイルインテル磨 GL960 Express 
チップ七ット 

システムバスクロック 

800MHz 

533MHz 

メインモリ 

標準 1 GB (1 GB X 1) 注2 
{PC2-5300 DDR2 SDRAM DIMM) 

ECC なし最大 4GB 注3 

標準 1GB (1GB X 1) 注4 
{PC2-4200 DDR2 SDRAM DIMM) 

ECC なし最大 2GB 

^モリスロット 

X 2 (空きスロットX 1) 注5 

表 

示 

機 

能 

ダラフィック 
アクセラレータ 

チップ七ットに内蔵 

ビデオ 

_?^モリ 

Windows Vista 

最大 256MB (メインメモリと共用）注6 

Windows XP 

最大 128MB (メインメモリと共用}注7 

液晶ディスプレイ注8 

FL バックライト付 13.3 型ワイド TFT カラー1280 X 800ドット注9 

解像度/発色数^10 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 80日ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1920 X1200ドット/最大1677万色 
液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示：1280 X 768ドット/1677万色 

フロッピーディスクドライブ 
注11 

FDD ユニット （ USB) 添付 （3.5 インチX し3モード対■応 } 注じ 

ハ—ドディスクドライブ注じ 

80GB 注14 (Serial ATA/150、 5400 rpm) 

CD/DVD ドライブをけ 

CD/DVD ドライブユニットを16 

ホ 

1 

斗 

ホ 

機 

能 

才ーァイオコントローラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数、最大 192kHz、 24ビット（再生時）注I 7 、 
サンプリング周波数、最大96けゎ、16ビット（録音時}注I 7 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

日本語キ'—ボ'—ド 

(キーピッチ約 19mm、 キーストローク約 3mm、 86キ ー 、 JIS 配列準拠） 

ポインティングデバイス注け 

フラットポイント、スクロールボタン注 l 9 

通 

信 

機 

能 

モデムをけ 

データ：最大 56kbps (V.92 準拠）注 2 0 / fax :最大 14.4kbps 

LAN 

1000 BASE-T/ 100BASE-TX / 10BASE-T 準拠、 Wakeup on LAN 対■応注21 

無線 LAN 
注15注22 

規格 

IEEE 802.1 la 準拠、 IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠、 

(5GHz 帯チャンネル： J52/W52/W53/W56) (Wi-Fi® 準拠）注の 

内蔵アンテナ 

ダイバーシティホ式 

七 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

七キュリティボタン注 24 

数字ボタンX 4 + Enter ボタン 

指紋センサー注け 

スライドホ式 

FeliCa ポート注け 

叔り 

スマートカード注15 

スマートカード+ PC 力ー ド型スマートカードホルダー 

七キュリテイチップ 

TCG Ver 1.2 準拠注 25 

盗難防止巧 ロック 
取り付け穴 

叔り 
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製品名称 

FMV - S 8370 

斗 

ン 

夕 

i 

フ 

エ 

1 

ス 

本 

体 

I > C 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I/II X 1 スロット （Card Bus 対応} 

外部ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15 ピン X 1 

USB 注26 

USB 2.0 準拠 X 3 (右側面） 

モデム注け注 27 

RJ -11 X 1 

LAN 

RJ -45 X 1 

オーディホ 

マイク-ラインイン兼用注 28 :み 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 
(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC } IkQ な上 ( DC ) 2 k Q な上）、 

へッドホン.ラインアウト兼用注 29 :ホ 3.5 mm ステレオ-ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス32[り 

ポートリプリケータ 

XI (専用コネタタ） 

状態表示 

LED 

モバイルマルチベイ 

XI (専巧コネタタ） 

ポ 

1 

卜 

V 
プ 

V 
ケ 

1 

夕 

注11 

外部ディスプレイ 

アナログ 民 GB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

シリアル注 30 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 (16550 A 互換} 

パラレル注31 

セントロニクス準拠 ECP / EPP 対応 D-SUB 25ピン X 1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS /2 準拠ミニ -DIN 6ピン X 1 

USB 注26 

USB 2.0 準拠 X 4 

LAN 

RJ -45 X 1 

電源供 
給方式 

AC アダプタ注 32 

入力 AC 100 〜 240 V 、 出力 DC 19 V (4.22 A ) 

バッテリ 

内蔵バッテリパック（標準）：リチウムイオン 10.8 V / 5200 mAh 
増設用内蔵バッテリユニット側尉：リチウムイオン 10.8 V / 2300 mAh 

バッテリ稼働 
時間注 33 

( JEITA 測定法 

1.0) 注 34 注が 

Windows Vista 

約 5.9 時間（標準）/ 

約 8.3 時間（標準+増設） 

約 3.5 時間（標準）/ 

約 4.9 時間（標準+増設） 

Windows XP 

約 6.4 時間（標準）/ 

約 9.0 時間（標準+増設} 

約 3.8 時間（標準}/ 

約 5.3 時間（標準+増設） 

バッテリ充電時間を 36 

約 5.0 時間（標準）/約 7.0 時間（標準+増設） 

沿費電力を 37 

約 23 W /約 87 W 

約 26 W /約 87 W 

電波障害対策 

VCCI クラス B 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率注 38 注 39 

1区分0.00022 ( AAA ) 

1 区分0.00058 ( AA ) 

外形寸法（突起部含まず} 

W 314.0 X D 234.0 X H 26.4 〜 34.9mm ^40 

質量 

約 1.8化呂 （モバイルマルチベイ用カバー搭載時）注 4 ! 

温湿度条件 

温度5〜35で/湿度20〜 80 %RH (動作時）、 

温度一10〜60で/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール OS 注 42 

Windows Vista Home Basic 正規版注 4] (DirectX 10対■応）、 

Windows Vista Business 正規版を 43 (DirectX 1日对応）、 

Windows XP Professional 正規版注"*"^ (DirectX 9.0 c 对応 } 

サポート OS 

Windows Vista Home Basic 正規版注 45 、 Windows Vista Business 正規版を 45 、 

Window 日 XP Professional 注 46 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 
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をについて 

を1:■ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

■本パソコンに搭載の CPU で使巧できる機能については、 「CPUJ (一 P.283) をご覧ください。 

を2 :カスタムメイドの選択によっては、 2GB または 4GB の場合もあります。 

を3 : ■メモリ容量を 4GB にするには、メモリの搭載状況により、搭載;ちみのメモリをすべて取り外してから、メモリ（拡張 
RAM モジュール -2GB) を2枚取り付ける必要があります。 

例） 1GB メモリを1枚搭載している場合や、 1GB メモリを2枚搭載している場合など 
■4GB 搭載時でも、 OS の画面上の表示にかかわらず、 OS が使巧可能な領域は約 3GB になります。 

ただし、装置構成によってご利巧可能なメモリ容量は異なります。 

-合計で 2GB を超えるメモリを搭載した場合は、完全メモリダンプを使巧できません。 

ま4 :カスタムメイドの選択によっては、 2GB の場合もあります。 

ま5 :カスタムメイドの選択によっては、空きスロットがない場合もあります。 

'ま6 ; Intel® Dynamic Video Memory Technology (DVMT) により、パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容量 
までを化します。最大容量は、メインメモリの容量によって次のようにをわります。 

-メインメモリ 1GB の場合：最大 256MB 
-メインメモリ 1.5GB が上の場合：最大 384MB 

を7 : Intel® Dynamic Video Memory Technology (DVMT) により、パソコンの動作状況によってビデオメモリ容量が最大容量 
までを化します。 

を8 :が下は液晶ディスプレイの特性です。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

-液晶ディスプレイはホ常に精度の高い巧術で作られておりますが、画面の一部に点なしないドットや、常時点なする 
ドットが存在する場合があります（有劾ドット数の割合は99.99%が上です。有劾ドット数の割合とは「対応するディ 
スプレイの表示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合 J を示しています）。 

-本パソコンで使巧している液晶ディスプレイは、製造工程により、を製品で色合いが異なる場合があります。 

また、温度変化などで多少の色むらが発生する場合があります。 

■長時間同じ表示を続けると残像となることがあります。残像は、しばら〈すると消えます。この現象を防ぐためには、 
省'電力機能を使巧してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使巧をお割めします。を電力機能などを利 
巧して、自動的にディスブレイの電源を切る設定は、「電源オプション J ウィンドウ左の「ディスプレイの電源を切る 
時間の設定 J (Windows Vista) 、「電源オプションのプロパティ J ウィンドウ （Windows XP) から巧えます。また、ス 
勺 リーンセーバーの設定については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

-表示する条件によってはムラおよび微少な巧点が目立つことがあります。 

ま9 :カスタムメイドの選択によっては、 「LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD 1280 X 800ドット J の場合もあります。 
ま10 : ■ グラフィックアクセラレータが出力する最大発色数は1677万色ですが、液晶ディスプレイではディザリング機能によっ 
て、擬似的に表示されます。 

-外部ディスプレイに出力する場合は、お使いの外部ディスプレイがこの解像度をサポートしている必要があります。 

ま11:カスタムメイドの選択によって添付されています。 

a 12 :-フロッピーディスクは、フォー マッ トした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 
ない場合があります。対応メディアは、 2HD (1.44MB、1.2MB) と 2DD (720KB) です。 

- 1.44MBla 外のフォーマットはできません。 

ま 13 :容量は、 1GB=1000 3 byte 換算値です。 

ま14:カスタムメイドの選択によっては、 120GB、160GB または暗号化機能付 HDD80GB の場合もあります。 

ま15 :カスタムメイドの選択によって搭載されています。 

ま16 : ■ カスタムメイドで CD/DVD ドライブ ユニッ トを選択されなかった場合は、パソコン本体にモバイルマルチベイ用カバー 
が取り付けられて います。 

- CD/DVD ドライブの仕巧は、 「CD/DVD ドライブ仕様 J (一 P.287) をご覧〈ださい。 

ま17:使用できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

を18:カスタムメイドの選択によっては、 USB マウス、 USB マウス（光学式）または USB 小型マウス（レーザー式）のいずれ 
かが添付されていることがあります。 

を19 :カスタムメイドで指紋センサーを選択している場合はスク ロール ボタンは搭載されていません。 

ま20 : 56000 bps は V.92 の理論上の最高速度であり、実際の通信速度は回線の状況により変化します。 V.92 の33600 bps を超え 
る通信速度は受信時のみで、送信時は33600 bps が最高速度となります。また、日本国内の一般公衆回線、あるいは構内 
交換機経由での通信においては同規格での通信が巧えない場合があります。 

を21: ■ 1000 Mbps は1000 BASE-T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境によりを化 
します。 

-1000 Mbps の通信を巧うためには、1000 BASE-T に対応したハブが必要となります。また、 LAN ケーブルには、1000 BASE- 
T に対応した エン ハンスドカテゴリ5 (カテゴリ 5E) お上の LAN ケーブルを使巧して〈ださい。 

-1000 Mbps のネットワーク速度しかサポートしていないハブでは、 Wakeup on LAN 機能はご使巧になれません。 

- Wakeup on LAN 機能は出荷時の設定では使用できません。使巧する場合は、 BIOS セットアッブで設定を変更して〈だ 
さし、。 

ま22 : Super AG"™ に対応しています。 Super AG™" は Super に対応した無線 LAN アクセスポイントとの通信を行うとき 

のみ利巧できます。 

を23: Wi-Fi® 準拠とは、無線 LAN のネ目互 f 妾続性を保証する団体 「Wi-Fi Alliance®J のネ目互接続性テストに合格していることを 
示しています。 

ま24 : OS の動作中はソフトウェア起動用のワンタッチボタンとして使用できます。 

を25:ご購入時のセキュリティチップの状態は、無劾になっています。 
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ま2日：■すべての USB 対応周辺機器に ついて、 動作保証するものではありません。 

-外部から電源を巧らない USB 機器を接精するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500 mA です。 

詳しくは USB 機器のマニュアルをご覧〈ださい。 

ま27:本パソコンは、電気通信事業法による巧術基準適合認定を取得しています。 

回線認定番号： A 05-0413001 

ま28:ご購入時は「マイク J に設定されています。 OS 上で設定を変更することにより、ラインイン端子として使巧することも 
できます。ラインイン端子として使用する場合には、次の仕様となります。 

(入力： 1 Via 下、入カインピーダンス 10 kQ 上） 

ま29:ご購入時は「ヘッドホン J に設定されています。 OS 上で設定を変ますることにより、ラインアウト端子として使巧する 
こともできます。ラインアウト端子として使巧する場合には、次の仕巧となります。 

(出力： 1 Via 上、負荷インピーダンス 10 kQ が上） 

ま30 :すべてのシリアル対応機器について動作保証するものではありません。 

ま31:すべてのパラレル対応機器について動作保証するものではありません。 

ミ主32:矩形放が出力される機器 (UPS (お停電電源装置や車載用 DC / AC 電源など)）に接続されると故障する場合があります。 
ミ主33: BIOS セットアップの「詳細メニュ ー J - 「を種設定 J — 「ハードウエア省電力機能 J を「使用する J に設定した場合の 
バッテリ稼働時間です。なお、「使用する J に設定した場合、バッテリでお使いになると、かすかに「ジー J という音が 
することがあります。これは省電力機能による音で、故障ではありません。 

ミ主34 :社団法人電モ情報技術産業協会の 「 JEITA バッテリ動作時間測定法 （ Ver 1.0 )J ( http :// it . jeita . or . jp / mobile / index . html ) 〇 
なお、本体のみ、省電力制御あり、満充電の場合。ただし、実際の稼働時間は使用条件により異なります。 

を35 ;カスタムメイドで LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD を選択した場合のバッテリ稼動時間は、次のとおりです。 



インテル ® Core™2 Duo プロセッサ ー T 8100 

インテル ® Celeron ⑥ プロセツサー 550 

Windows Vista 

約日. 5 時間（標準）/ 

約 9.1 時間（標準+増設） 

約 3.7 時間（標準）/ 

約 5.2 時間（標華+増設） 

Windows XP 

約 7.1 時間（標準）/ 

約 10.0 時間（標準+増設） 

約 4.1 時間 (標準）/ 

約 5.7 時間（標準+増設） 


ま3日：-電源 OFF 時および省電力状態時。装置の動作状況により充電時間が長くなることがあります。 

■バッテリーユーティリティで「80%充電モード J に設定した場合の充電時間は異なります。 

ミ主37: ■動作時の最小消費電力 （ Windows 起動直後の消費電力）/最大消費電力です。 

また AC アダプタ運用時の消費電力です。 

-電源 OFF 時の消費電力は約 1 W が下（満充電時）です。 

なお、電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、 AC ケーブルの電源プラグをコンセントカ、らおいてください。 

ま38 :エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除した 
ものです。 

ミ主％: ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ 内のアルファべ ッ トは 「 A は1000/〇お上2000/〇未満、 AA は2000 / oia 上5000/〇未満、 AAA は5000 / olM 上 J の省エネ 
ルギー基準達成率であることを示します。 

ミ主40 :カスタムメイドで LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD を選択した場合は 「 W 31 日.0 x D 235.0 x H 24.3 〜34.0 mmj 
になります。 

ミ主41:カスタムメイドで無線 LAN 丄 ED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD または LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD 
と無線 LAN を同時に選択しと場合の質量は、次のとおりです。 


無線 LAN 

約 1.90 kg 

LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD 

約 1.68 kg 

LED バックライト付 14.1 型軽量薄型 LCD +無線 LAN 

約 1.69 kg 


ミ主42 : ■ 日本語32ビット版。 

-カスタムメイドの選がによって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

ま43 :出荷時に Windows Vis ね® Service Pack 1が適用されています。 

ミ主44 :出荷時に Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

ま45 : Windows Vista ® Service Pack 1が適用されている必要があります。 

を46 : Microsoft ® Windows ® XP Service Pac にセキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 
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2その化の仕様 


ネクタのピン配列と信号名 

















製品ガイド FMV-S8470, FMV-S 8370 


■シリアルコネクタ （D-SUB9 ピン、オス) 

1-5 

\\ 〇 0 〇 〇 0 

ん0 〇 〇 〇 

6——9 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キャリア検出 

2 

RD 

入力 

受信データ 

3 

TD 

出力 

送信データ 

4 

DT 民 

出力 

データを品未レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 艮 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要ホ 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

民 I 

入力 

リングインジケート 



■外部ディスプレイコネクタ（ミニ D-SUB15 ピン、タス) 


15-11 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

RED 

出力 

ホ出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5 〜 8 

GND 

- 

グランド 

9 

+5 V 

- 

電源 a 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

SDA 

入出力 

シリアルデータライン 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

シリアルタロックライン 


を ； MAX 300 mA 
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■ 拡張キーボード/マウスコネクタ （ PS /2 タイプミニ DIN 6 ピン) 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

KDATA 

入出力 

キーボードデータ 

2 

MDATA 

入出力 

マウスデータ 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

+5 V 

- 

電源 

5 

KCLK 

入出力 

キーボードクロック 

6 

MCLK 

入出力 

マウスクロック 


■ USB コネクタ 


U U U U 

12 3 4 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

- DATA 

入出力 

ーデータ 信号 

3 

+ DATA 

入出力 

+データ 信号 

4 

GND 

- 

ケーブル.グランド 


282 
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CPU 


本 パソコンに 搭載されている CPU で使用できる機能は、次のとおりです。 

が重要 

► ここで説明する CPU のを機能は 、 Windows Vis ねの場合、および Windows XP で、 Microsoft ® 
Windows®XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載降 、 Windows XP SP 2) をイ 
ンストールした場合のみお使いになれます。その他の OS をお使いになる場合の動作保証 
はいたしません。 

なお、ダウングレードサービスモデルには、あらかじめ Windows XPSP 2 がインストール 
されています。 

お使いのパソコンに搭載されている CPU をご覧ください。 



インテル® CoreTM 2 Duo 

インテル® CoreTM 2 Duo 

インテル® Celeron ® 


プロセッサー P 8400 

プロセッサ—■[■が 00 

プロセッサー 550 

エグゼキュート.ディスエーブル. 
ビット機能 

〇 

〇 

〇 

拡張版 Intel SpeedStep ® テク ノロ 
ジー （ EIST ) 

〇 

〇 

X 

インテル®バーチャライゼーシヨ 

〇 

〇 


ン.テクノロジー 



■ エグゼキユート-ディスエーブル■ビット 機能 

エグゼキュート*デイスエーブル*ビット機能は、 Windows Vista および Windows XP のデー 
夕実行防止 （DEP) 機能と連動し、悪意のあるプロダラムが不正なメモリ領域を使用すること 
を防ぎます。 

この機能を有劾にするか無劾にするかは、 BIOS セットアップで設定します。ご購入時は、有 
効に設定されています。 

この機能を有劾にした場合は、次のようになります。 

• Windows Vista の場合 

•「パフホーマンスオプション」ウインドウの「データ実行防止」タブに、「お使いのコン 
ピュータのプロセッサは、ハードウェア ベースの DEP をサポートしています。」と表示 
されます。 

P POINT 

► 「パフオーマンスオプション」ウィンドウを表示する方法は、かのとおりです。 

1. 「スタート」ボタンをクリックします。 

2. 「コンピュータ」をちクリックし、表示されるメニューから「プ□パティ」をクリッ 
クします。 

3. 「システムの詳細設定」をクリックします。 

4. 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウで「続巧」をクリックします。 

「続行」が表示されず管理者アカウントが表示されている場合は、そのアカウントの 
パスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「システムのプロパティ」ウィンドウの「詳細設定」タブで、「パフオーマンス」の 
「詰を」をクリックします。 

「パフオーマンスオプション」ウィンドウが表示されます。 
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•データ実行防止 ( DEP ) 機能がウイルスやその化の脅威を検出した場合、「[ソフトウェ 
ア名称]は動作を停止しました」という画面が表示されます。この場合は、「プロダラム 
の終了」をクリックして、表示される対処方法に従ってください。 

• Windows XP の場合 

• 「システムのプロパティ」ウインドウの「全般」タブに、「物理アドレス拡張」というメッ 
七'ージが表示されます。 

•データ実行防止 ( DEP ) 機能がウイルスやその化の脅威を検出した場合、「データ実行防 
止」ウインドウに「コンピュータ保護のため、このプロダラムは Windows により終了さ 
れました。」というメッ七ージが表示されます。 

この場合は、「データ実行防止」ウィンドウの「その他の詳細情報を表示します。」をク 
リックして表示されるが処方法に従ってください。 

■ 拡張版 Intel SpeedStep ( R ) テク ノ □ ジー ( EIST ) 

あ張版 Intel SpeedStep ® テクノロジーは、実行中の ソフ トウ ェアの CPU 負荷に合わせて、 
Windows がプロ七ッサーの動作周波数および動作電圧を自動的に低下させる機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、「電源オプション」ウィンドウまたは「電源オプショ 
ンのプロパティ」ウインドウで設をします。 

■インテル （ R ) パーチャライゼーシヨン-テクノ ロジー 

インテル®バーチャライゼーシヨン.テクノロジーは、本機能をサポートする VMM (仮想マ 
シン•ソフトウェア）をインストールすることによって、仮想、マシンの性能とを全性を向上さ 
せるための機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設をします。ご購入時は、無 
効に設定されています。 
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ドライブ構成 


ハードデイスクは、 Windows RE 領がに狗 0.5 GB、Windows Vista のリカバリデータが格納され 
ているリカバリ領虹でに狗 5 GB が割り当てられており、残りの領がが半分ずつ C ドライブと D 
ドライブに割り当てられています。 


■■ RE 領域 ■> -〔ドライブ . r - D ドライブ . リカバリ領域-- I 



■OS 




リカバリ 
データ 
(約 5 GB ) 


約 0'5 GB 

■ソフトウェア 

.ドライバ 

など 

:^空き領域^ 

空き領域 




P POINT 

► ファイルシステムを NTFS から FAT 32 に変更することはできません。 

► Windows RE 領域に約 0.5 GB 、 リカバリ領域に約 5 GB 使用しているため、「マイコンピユー 
夕」 または「コンピユータ J に表示されるハードディスクの容量は、「本体仕な」の記載よ 
りも約 5.5 GB 少な〈表示されます。 

► Windows RE 領域とリカ/くリ領域は、 Windows からは見えない領域です。 


■ リカバリ領域の削除方法 

リカバリ領域を削除することで、 D ドライブの容量を的 5 GB 増やすことができます。リカバ 
リ領域の削除はリカバリ領巧のデータのみ削除するため、 C ドライブ、 D ドライブのデータは 
残ります。 


Windows 
: RE 領域1 


C ドライブ 


D ドライブ 


■OS 

’ソフトウェア 

朽イバ 

など 


:1空き領域 


空き領域 


リカバリ領域を削除すると、 
D ドライブの容量が約 5 GB 
増えます。 


が重要 

► お手元に「リカバリディスク」がない場合は、リカバリ領域を削除する前に必ず「リカ/く 
リディスク」を作成して〈ださい。 

リカバリ領域を削除すると、リカバリ領域にあるデータがすべて消えてしまい、パソコン 
に不具合があったときにパソコンをご購入時の状態に戻すことができなくなります。 

リカバリ領域を削除する前に、必ずリカバリ領域にある Windows Vis ねのリカバリデータ 
を、 CD - R や DVD - R にコピーして、「リカバリディスク」を作成して〈ださい。 

「リカバリディスク」の作成方法については、『取扱説明書]]をご覧〈ださい。 


次の手順では、添付の「ドライバーズディスク2色ユーティリティディスク」を使用します。 
CD/DVD ドライブがない場合は、別売のポータブル CD/DVD ドライブを接続してください。 
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1 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 Enter 】 キー 
を巧します。 

ポップアップメニュ ' —が表示されます。 

ポップアップメニューが表示されず Windows が起動してしまった場合は、本 パソコン 
を再起動してもう一度操作してください。 

ク【1】または 【 t 】 キーを押して「起動メニュー」を選択し、に nter 】 キーを 
巧します。 

「起動 メニュー」 が表示されます。 

3 「ドライバーズディスク2 &ユーティリティディスク」を、 CD / DVD ドライブに 
セットします。 

4 【 U または n 】 キーを押して 「 CD/DVD Drive 」 を選択し、 Enter 】 キーを 
押します。 

しばらくすると、「トラブル解みナビ」が表示されます。 

「トラブル解巧ナビ」が表示されるまでの間、一時的に画面が真っ暗なが態になったり、 
画面にを化がなかったりすることがありますが、故障ではありません。電源を切らずに 
そのままお待ちください。 

5 「ユーティリティ」タブの「リカバリ領域の削除」をクリックします。 

6 「実行」をクリックします。 

「ご使用上の注意 J が表示されます。 

7 内容を確認したら「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「削除の確認」が表示されます。 

8 「 OK 」 をクリックします。 

リカバリ領域の削除が始まります。 

「削除の完了」が表示されるまで、しばらくお待ちください。 

夕「削除の完了」が表示されたら、「完了」をクリックします。 

な上の手順で、リカバリ領域が削除されました。 

10 「終了」をクリックします。 

ブブディスクを取り出し「再起動」をクリックします。 

12 パスワードを入力し、 Windows にログオンします。 

13 「スタート」ボタン ー 「コン ピユ ータ」 または 「マイコン ピユ ータ」の 順に ク 
リックします。 

14 D ドライブの容量が増えていることを確認します。 

D ドライブが表示されない場合は、パソコンを再起動し、もう一ま「コンピュータ」ウィ 
ンドウまたは「マイコンピュータ」ウインドウで確認してください。 
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CD/DVD ドライブ仕様 


カスタム メイドで CD/DVD ドライブ ユニットを 選択された場合は、次のいずれかのドライブ 
が搭載されています。また、モバイ ルマルチ ベイ用カバーが添付されています。なお、名■数値 
は仕様上の最大値であり、巧用メディァや動作環境によって異なる場合があります。 

P POINT 

► ディスクによってはご巧届になれない場合もあります。 

► 書き込み/書き換え速度は、ドライブの性能値です。 

► 書き込み/書き換え速度に対応したディスクが必要になりますが、対応ディスクは販売さ 
れていない場合があります。 

► 読み込み、書き込み速度はディスクや動作環境によって異なる場合があります。 

■ S8470 


□スーパーマルチ ドライブ 

レく ッファアンダーランェラー 防止 機能 付) 


巧巧メディア 

読込速度（最大） 

書込書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

CD-R 

24 倍速 

書込： 24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

書換： 10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

DVD-R 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD-R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD-RW 

8 倍速 

書換： 6 倍速 

DVD+R 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD+R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD+RW 

8 倍速 

書換 ： 8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

書換 ： 5 倍速 


■ S8370 

□ DVD-ROM ドライブ 


巧巧メディア 

読込速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

CD-R 

24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

DVD-R 

4 倍速 

DVD-R DL 

8 倍速 

DVD-RW 

8 倍速 

DVD+R 

8 倍速 
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巧巧メディア 

読込速度（最大） 


DVD+R DL 

8 倍速 

DVD+RW 

8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

□ DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ 

レく ッファアンダーランエラー 防止 機能 付) 


使巧メディア 

読込速度（最大） 

書込書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

— 

CD-R 

24 倍速 

書込： 24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

書換： 10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

DVD-R 

4 倍速 

- 

DVD-R DL 

4 倍速 

- 

DVD-RW 

4 倍速 

- 

DVD+R 

6 倍速 

- 

DVD+R DL 

4 倍速 

- 

DVD+RW 

4 倍速 

- 

DVD-RAM 

5 倍速 

- 

□スーパーマルチ ドライブ 

レく ッファアンダーランエラー 防止機能付） 

巧巧メディア 

読込速度（最大） 

書込書換速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

CD-R 

24 倍速 

書込： 24 倍速 

CD-RW 

24 倍速 

書換： 10 倍速 

DVD-ROM 

8 倍速 

- 

DVD-R 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD-R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD-RW 

8 倍速 

書換 ： 6 倍速 

DVD+R 

8 倍速 

書込： 8 倍速 

DVD+R DL 

6 倍速 

書込： 4 倍速 

DVD+RW 

8 倍速 

書換 ： 8 倍速 

DVD-RAM 

5 倍速 

書換 ： 5 倍速 
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索引 


A 


AC アダプタランプ . ％ 

Adobe Reader . 169,185 

B 

BIOS セットアップ .192 

BIOS のパスワード機能を使う . 209 

C 

Caps Lock ランプ . 25 

CD/DVD . 129 

CD / DVD 取り出しボタン . 17 

D 

DC - IN コネクタ . 18,23 

DVD-RAM . 186 

DVD - RAM ドライバーソフト ... 169,186 

E 

Easy Backup . 169,178 

F 

FDD ユニット （ USB ) . 24,142 

FeliCa ポート . 12,159 

FM-Menu . 169,178 

FMV サポートナビ . 168,177 

FM キーガード . 169,178 

Fujitsu Display Manager . 169,178 

I 

IndicatorUtility .169,179 

L 

LAN . 98 

LAN コネクタ .18, 23 

LAN 着信によるレジューム 

(Windows Vista の場合） . 107 

LAN 着信によるレジューム 

(Windows XP の場合） . 113 


N 


Norton AntiVirus . 149, 168,174 

Num Lock ランプ .25 

0 

Office Personal 2007 with PowerPoint 

2007 ( SP 1).169,187 

Office Personal 2007 ( SP 1).169,187 

Office Professional 2007 ( SP 1)..169,188 

P 

PC 力ードスロット . 18,61 

PC 力ード取り出しボタン . 18 

PC 乗換ガイド . 168,177 

Plugfree NETWORK . 169,179 

Portshutter . 160, 168,174 

R 

Roxio Creator .169,186 

s 

Scroll Lock ランプ .25 

SMARTACCESS/Basic .168,174 

u 

UpdateAdvisor (本体装置） ..153, 168,177 
USB コネクタ .16,22,282 

W 

Wakeup on LAN 

(Windows Vista の場合） .107 

Wakeup on LAN 

(Windows XP の場合） .113 

Windows Update .151 

Windows Vista Business .168,171 

Windows Vista Home Basic .168,171 

Windows XP Professional .168,172 

Windows XP Tablet PC Edition 

2005 .168’ 1 口 

WinDVD .169,187 
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あ行 


アクセスランプ . 24 

暗号化機能付 HDD . 161 

インテル （ R ) バーチヤライゼーシヨン ■ 

テクノ ロジー . 284 

液晶ディスプレイ . 12 

-お手入れ . 225 

エグゼキュート■ディスエーブル ■ 

ビット機能 . 283 

お手入れ . 223 

お手入れナビ . 169,180 

音量 （Windows Vista の場合） . 88 

音量 （Windows XP の場合） . 93 

か行 

解像度 . 67 

外部ディスプレイ . 71 

-コネクタ . 18, 23, 281 

外部ディスプレイの走査周波数 . 86 

拡張キーボード/ 

マウスコネクタ . 23, 282 

拡張版 Intel SpeedStep ( R ) テク ノロ ジー 

( EIST ). 284 

管理者用パスワード . 209 

キーボード . 13, 44 

—お手入れ . 2% 

起動時の自己診断 ( POST ). 192 

吸気孔 . 16, 21 

空;令用通風路 . 231 

コネクタのピン配列と信号名 . 280 

さ行 

指紋センサー . 13,159 

周辺機器 . 120 

状態表示 LED . 13,25 

省電カユーティリティ . 169,180 

シリアルコネクタ . 23,281 

診断プログラム . 238 

スタンバイ/休止が態 

(Windows XP の場合） . 110 

スピーカー . 13 

スマートカードリーダ/ライタ . 160 

スリープ/休止状態 

(Windows Vista の場合） . 104 

静音ユーティリティ . 169,180 

セーフモード . 237 

セキュリティ . 148 

セキュリティセンター . 154 


セキュリティチップ . 160 

セキュリティ 

ボタン . 13, 28,159, 168,174 

接続コネクタ . 24 

全画面表示と通常表示の切り替え . 69 

増設用内蔵バッテリ残量ランプ . 27 

増設用内蔵バッテリ充電ランプ . 27 

た行 

ダストキヤッチヤー . 21 

ディスクアクセスランプ . 27 

ディスプレイ . 65 

-明るさ変更 . 65 

-お手入れ . 225 

-切り替え . 77 

テンキーボード . 48 

テンキーモード . 47 

電源ボタン . 13 

電源ランプ . 26 

盗難防止用ロック取り付け穴. .. 16, 20, 23 

ドライバーズディスク . 170 

「ドライバーズディスク検索」 

ツール . 170 

ドライブ構成 . 285 

な行 

内蔵バッテリパック . 21 

内蔵バッテリパックロック . 21 

内蔵無線 LAN アンテナ . 15 

内蔵モデム . 103 

は行 

ハードディスクデータ消去..164, 168,175 
ハードディスクデータ消去サービス..164 

ハードディスクパスワード . 209 

排気孔 . 18 

パスワード （ BIOS ). 209 

-削除する . 214 

-設定する . 209 

-変更する . 213 

パソコン本体のお手入れ . 224 

バックアップ . 165 

発色数 . 67 

バッテリ . 50 

-温度アラーム . 26, 52 

-交換する . 55 

—残量ランプ . ％ 

-充電ランプ . 26, 52 
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—寿命を延ばす . 54 

バッテリーユーティリティ . 169,181 

パラレルコネクタ . 23,280 

フアイアウオール . 155 

富±通拡張機能 

ユーティリティ . 169,181 

富±通タブレット 

コントロール . 169,181 

富±通タブレットボタン 

ユーテイリテイ . 169,182 

富±通モニタユーティリティ...169,183 

フラットポイント . 14,32 

プリンタ . 144 

フロッピーディスク . 141 

フロッピーディスクドライブ . 24 

—お手入れ . 229 

フロッピーディスク取り出しボタン. . 24 
へッドホン-ラインアウトま用端子..14 
一切り替え 

(Windows Vista の場合） . 92 

一切り替え 

(Windows XP の場合） . 96 

ポインティングデバイス . 32 

ポートリプリケータ . 22,126 

-取り付ける . 126 

-取り外す . 128 

ポートリプリケータ接続コネクタ... . 21 
ポートリプリケータ取り外しレバー .. 23 
本体接続コネクタ . 23 


や行 


ユーザー用パスワード . 209 

ゆったり設定2 . 169,183 

ユニット 

-交換する . 59 

ら行 

らくらくズ —ム . 169,183 

らくらく ズ —ム Lite . 169,184 

ラッチ . 14 

わ行 

ワイヤレススイツチ . 13 

ワンタッチボタン . 29 

ワンタツチボタン設定 . 169,184 


ま行 


マイク-ラインイン兼用端子 . 14 

一切り替え 

(Windows Vista の場合） . 92 

一切り替え 

(Windows XP の場合） . 96 

マウス . 37 

-お手入れ . 227 

-使い方 . 40 

マルチモニタ機能 . 81 

無線 LAN . 99,101 

メ ッセージ （ BIOS ) . 216 

メモリ . 121 

メモリ（化張 RAM モジユール） 

スロット . 21 

モデムコネクタ . 1已 

モバイルマルチベイ . 17, 58 

モバイルマルチベイロック . 21 
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